
『バーブ、ノレ・ナーマJの研究(1 ) 

「カーブル章JB本語訳

閤 野 英

凡例

1 .本稿は， 15世紀の中央アジアにティム-}レ朝の王子として生まれ，後，イ

ンドのムガノレ朝の創設者となったザヒールッ・ディーン・ムハンマド・パー

ブノレ .?'ahiral-Din Mubammad Babur (1483-1530)がチャガタイ・トル

jレコ語で著した呂想、録『パーブノレ・ナーマJlBabur-namα(別称、『パーフ*ル

の出来事J耳切i'at-iBabu ri)の第 2部「カーブノレ章Jの全訳である O

2. !rパーブル・ナーマJは第 1蔀「フェノレガーナ章J，第2部「カーブjレ章J，

第 3部「ヒンドゥースターン章」の 3部よち成るが，ここに訳出する第2部

は， ヒジュラ暦910年かち913年までの 4年間の出来事と914年の出来事の I

部分，それに925年の出来事と926年の出来事の 1部分を扱い， 914年・ 926年

の残りの部分と915年から924年記至る10年間の出来事を扱った部分は，現存

するテキストでは欠如している O なお，この第2部は，分量的には現存する

テキスト全体のおよそ去に担当する O

3 .第 1部「フェルガーナ章」の全訳は， r!rノてーブJレ・ナーマ』の研究(1 ) 

「フェルガーナ章JB本語訳Jcr京都大学文学部研究紀要J22， 189-347頁，
昭和58年 3月)として先に発表した O

4. テキスト泣，現在知ちれている諸写本の内で最も価植の高いハイダラーパ

ード写本の写真坂 (AnnetteS. Beveridge， The Babc忽r-nama，being the 

Autobiography 01 the Emperor Babar， the Founder 01 the Moghul Dynasty 

in lndia， written in Chaghatay Turkish; Now reproduced in Facsimile 

lrom a Manuscript belonging to the Late Sir Salar Jang 01 Haydarabad， 

and edited with a Preface and lndexes，“E. J. Gibb Memorial" Series， 

Vol. 1， London， 1905， repr. 1971)を底本として用い，時にイノレミンスキー

mm 



が出版した，不完全ながらなお無揺値とはいい切れぬ活字本 (N.Ilminski， 

Baber-nameh Diagaぉice，Ad Fidem白 dicisPetroμlitani， Cazani， 1857) 

をも参照した O

5 .ハイダラーバード本の葉数は訳中文に 122a，235b (aは表， bは裏〉の如

くに示した O またイノレミンスキーのカザン本によって特に訳文を補ったり，

固有名詞の異同を示した場合には，その部分をく >内に収めて区別し，ま

たカザン本の該当ページ数を付記した O

6 .訳文中の( )辻テキストそのものに基づく注記で為るのに対し， [ J 

はテキストには見えぬ訳者の補足・説明であるの

7. 訳文中のヒジュラ轄の西暦への換算ほ陳垣 f中西国史日暦~ (台北， 民国

61年〉に基づいた O

8 .毘有名詞は原則として第 1部をも含めて初出の場合にのみ原壌のローマ字

転写を並記した C

9. テキストのアラビア文字の転写法は以下の如くである。

， (語頭省略)， b， p， t， th， j， ch， 1).， kh， d， dh， r， z， zh， s， sh，ら<;1， t， ?， " 

gh， f， q， k， 1， m， n， ng， h， w， y. 

長母音丞， i，註.二重母音 aw，ay.美豆母苦 a，註， e， 1， 1， 0，る， U， U. 

10.訳出に当つては，ハイダラーバード本に基づく以下の諸国語への訳本をも

適宜参照した O しかし，いずれも一長一短があり，完壁な訳本はなお存在し

ていない。

①英訳 AnnetteS. Beveridge， The 1おbur-namain English (Memoirs 01 

Babur) ， London， 1922， repr. 1969. 

②現代トルコ語訳 R.R. Arat， Vekayi: Babur'ω Hattratz， 2 Cilt， Ankara， 

1943. 

③ロシヤ語訳 M.CaJIbe， Ea6YP-fla.Me: 3anUCKU Ea6ypa， TawKeHT， 1958. 

④現代ウズベク語訳口.山aMCHeB，C. MHp3aeB， Eo6upflO.Ma， TowKeHT， 1960. 

⑤仏訳j.-L.Bacqu岳-Grammont，Le livre de sabur， Paris， 1980. 

抱にウノレドゥ一語及びペルシア語への訳本があるが今田は利用できなかった C

11.訳文の末尾にアフガニスタンとヘラートの地留を付した。

12. ~パーブル・ナーマ J の解題，第 1 部・第 2 部への註釈，また第 3 部の訳

註，索引等は別の機会を得て発表したいと考えている。
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〔ヒジュラ暦910年/西暦1504年6月14日-1505年6F.13日/の出来事〕

ムハヴラム月 [1504年 6/7月J，私はフェノレガーナ地方からホラーサーンを

めざし， ヒサーノレ地方の夏営地の 1つであるイレク・ヤイラクIlak Yaylagh 

に至って下馬した G まさに乙の宿営地 (yurt)で，私は， 23歳のはじめ，私の

顔に〔はじめて〕耕万を当てた O 忍iこ望みをつなぎ，故郷を離れて進んでいた

大小の者たちは， 200人以上300人以下で怠ったであろう O ほとんどの者は徒

歩で，手には杖を持ち，足には粗末な 1枚皮の浅靴 (charuq)を穿き，身には

ぼろぼろのコート (chapan)をまとっていた O

私たちの聞には 2つのテントしか無いという情けない状態であった O 私の

テントは，忍の母のために張られていた O 私のためにほ，各宿営地で，簡易テ

ント (alachuq)が整えられ，私はその中でやすんだ。

忍はホラーサーンをめざしてiまいたが，まさに乙のような状態であるため，

乙の地方とホスロー・シャーの臣下たちにも期待すると乙ろがあった O 数日す

ると 1人の男が来て，地方 (wilayat) や諸部族 (ilwa ulus) からの言葉を

伝えたが，それらは希望をいだかせる内容のものであった。乙の頃，私がホス

ロー・シャーのところへ使者として派遣していたムッラー・パーパー・パシャ

ーガリーが帰って来た O 彼はホスロー・シャーのところからは，心を明るく

するような言葉をもたちさなかった O しかし諸部族かちはいろいろの言葉を

120b (120る〉も7こらし7こO

私iまイレクから 3'"""4宿して，ヒサーjレ近郊のホージャ・イマード Khwaja

'Imadというところに着き下馬した O この宿営地iと〔滞在中に)， ムヒップ・

アリー・コルチがホスロー・シャーのもとから使者として到着した O ホスロー

・シャーは，その気前のよさと物おしみせぬ事で有名であった O 私たちは 2

度，彼の領内を通過するという経験を持った (81a参照〕が，彼は，彼が〈私

たちより〕低い身分の者たちにかけた親切をすら私たちには示そうとしなかっ

7こO

私たちは，諸部族やその地方〔の人々〕に期待する所があったため，各宿ど
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とに滞在を長びかせた O 当時の私の部下の中で最も有力 (ulug)であったシー

ワーム・タガーイー誌ホラーサーン行きに我漫できず，忍7こちと別れる事を考

えていた O 私たちが (1501年〕サワ・プノレから〔ウズベクに〕敗北して〔サマ

Jレカンドに〕帰った擦，彼は〔サマノレカンドから〕家族を避難させ，ひとりで

寵域に加わった O 彼iまかなり憶病な人物で，河度かこのような行動に走った C

私たちがカバーディーヤーン Qabadiyan に到着した時，ホスロー・シャー

の弟のパーキー・チャガーニーヤーニーがカルシの説教師 (khatib) を派遣し

て来て，味方につく宣言を行ない，忍たちに合流する事になった O チャガーニ

ーヤーン，シャフワ・サファー，テイルミズがパーキーの領地であった。私た

ちがアーム-JI! (アム)IlJをアウパージュの渡しで渡った時，パーキーが来

て私の前に伺候した O 私たちが，パーキーの求めに応じてテイルミズの対岸の

所に来ると，彼lまその一族ひとり残ちずにアームーJl!を〔アフガニスタン儲へ

と〕渡らせた O 彼ちが怠たちに加わると， 私たちはカフマノレドKahmard，パ

ーミーヤーン Bamiy忌n方面をめざした。当時，これちの地方 (buyerlar) は，

ホスロー・シャーのおい〔姉妹の子〕で，パーキーの子のアフマド・カースィ

ム AhmadQasim の所領であった (ta注目uqedi) 0 怠たちiま， カフマ jレドの

121aアージャル Ajarという名の谷域 (darraqurghanl)に家族 (oyil)を(121a)

量き，もし好機が到来すれiまその機に乗じて行動するつもりであったc

私たちがアイパク Aybakに到着した時，かつては在、に仕え，よく万をふる

ったが，当時は私のもとを離れ，ホスロー・シャーのもとにいたヤール・アワ
イギ F

ー・ピラーノレが数人の若党と共に〔ホスローのもとから〉逃亡して来た。後は，

ホスロー・シャーのもとにいるそグールたちが私に味方するような事を云って

いると〔私に〕上奏した O 主l，.j:こちがズインダーンの谷 (darra-yi Zindan) に

到達すると，サッラーフ〈屠殺人)とも呼ばれているカンパjレ・アワー・ベグ

が逃げて来た G

私たちは 3---4宿の後，カフマノレドに到着し，アージャ jレ域に家族を置い

た O 私たちがアージャノレに滞在中に， スノレターン・マフムード・ミールザー

(25b以下参照)とハーンザーダ・ベギムの関に生まれた娘を〔パーブルの弟

の〕ジャハーンギール・ミーノレザーに委わせた O 彼女は，さきに， ミーノレザー

たち〔スノレターン・マフムード・ミーノレザーとジャハーンギ-)レの父ウマル・

シャイフ・ミーノレザー〕の生存中に，ジャハーンギーノレ・ミー jレザーの婚約者
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として定め与れていたものである O

この間に，パーキー・ベグが，私l乙次のようにくち返し述べた r1地方に
2人の君主がいたり 1つの軍践に 2人の指揮官がいたりすると，不和・破滅

が生じ，反自・離反が生ずる事iま，

10人のダjレヴィシュは 1枚の敷物に共にやすむ事ができょう C

しかし 2入の君主が 1つの気侯帯 (iqlim) に共存する事はできぬO

神のしもべがパンの半片を食べれば，

残りの半片を貧しき者たち(darwishan) に与えるであろう G

しかし君主が 1地帯の主権を握れば，

彼がめざすのは別の地帯の征服のみである O

〔サーディ-[J蓄薮圏JlGulistan第 1章第 3話〕

と云われている如くです。今日か明日，ホスロー・シャーの全ての部下たちが

来て，王様にお仕えする事が期待できます。その中に辻アイユーブ〔ベグチ

121bクJ(121b) の息子たちのような多くの離問者たちがおり， またいつも忍たち

の王子たち (mirza1ar) の間に敷対と反自を引き起こそうとしている幾人かの

者たちがおちます。いままさにこの機会に，親切に，ジャハーンギーノレにホラ

ーサーン方面への出発の許可を与えておけば，後日，彼が後海や追悔の原国と

なる事ば無いでありましょう j とG

しかし， c自分の〕兄弟や一族の者たちが，たとえ何らかの恥ずべき行動に
走ったとしても，そのために私が彼ちを苦しめるといったやり方は，もともと

私のよしとせぬ所であった O たしかに乙れまでに，ジャハーンギ-}レ・ミーノレ

ザーと忍との間には，王国と臣下の問題のために，しばしば不和・確執が生じ

ていた O しかしこの時立，彼もあの地方〔フェルガーナ地方〕から私につき従

って来ていた O 彼は同族・臣下としての態度を持していた O 当時，彼には気分

を害するような行動は何一つ見ちれなかった o Cパーキーは〕何度もくり返し

上奏して来させたが，私は〔その策を〕受入れなかった O しかし結局誌，パー

キー・ベグが述べた通ちに，あの離間者7こち，すなわちアイユーブの子ユース

フYusufAyyubと同じくバブルール BahlulAyy註bは〔やがて〕私のもとか

ちジャハーンギーノレ・ミーノレザーのもとへと逃走し，災厄と反乱の態度をあら

わにする事になる O 彼ちはジャハーンギーノレ・ミ-}レザーを忍かち引離し，ホ

ラーサーン方面へと連れて行ったのである O
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まさにこの頃， cへラートの)スルターン・フサイン・ミーノレザーのもとか
ら，バディーゥッ・ザマーン・ミールザー，怠，ホスロー・シャー，それにズ

122aーン・ヌーンのもとに毘ーの趣言の，冗長な (122a)数通の書簡が届いた O そ

れらの書簡は，現在も私の手元にある c その趣旨は以下の如くであった¥"ス

ノレターン・アフマド・ミーノレザー，スノレターン・マフムード・ミーノレザー，ウ

ノレグ・ベグ・ミ-)レザーといった兄弟たちが〔先にサマルカンド方面かち〕共

同して進軍して来た時，私はムノレガーブ Murgh誌の岸を毘めた C ミ-)レザ

ーたちは近くまでは来たが，何事も為しえず返却した C 現在も，もしウズベク

が進軍して来たち，私はムノレガーブの岸を毘めるつもちだO バディーゥッ・ザ

マーン・ミーノレザーは，パルフ，シャブルガーン，アンドゥホードの諸域に守

備の兵を置き，自らはグノレズィヴァーン，ザングの谷 Darra-yi Zang，そし

てかの地のクーとスターン Kuhistanを昌めよJo私がこの一幕まで来ている

という知らせが〔フサインのもとに〕届いていたので，私のもとにも書簡が来

た¥"そなたはカフマルド，アージャル，それにその山麓地帯 (kuhpaya)を固

めよ G ホスロー・シャーは，ヒサーノレとクンドゥズの諸域に信頼できる部下を

置き，彼自身とその弟のワ 1)ーにはパダフシャーン，フッタラーンの山岳地帯

を国めさせよ O ウズベクは何事も為しえず必ず返却するであろう j と。

スノレターン・フサイン・ミーノレザーの乙れちの書簡は希望を失わせるもので

あった O なぜなら，ティムール・ベグの領域 (yurt)で，当時，年令・領地・

軍勢の点で，彼を越える君主はし 1なかった c 割目して待たれていたのは，次々

と夜者やトゥワチらが懸命に急ぎ到着して iテイ jレミズ，キリーフ， ケルキ

122bの渡しに (122b)船をこれだけ用意させよJI掃の材料をこれだけ準備せよj

「上流のトクズ・オノレム ToquzOlumの渡しをよく警戒せよj といった内容

の命令を伝達して来る事で遣うったからである O それは，ここ数年間，ウズベク

の災厄のために失望落胆していた人々の心を勇気づけ，その心に期待をいだか

せるのに役立ったであろうに O スノレターン・フサイン・ミーノレザーの如く，テ

ィムーノレ・ベグの位に坐している偉大なる君主が，敵に向って進撃する事を云

わず，土地を園める事を云うのであれば， 人び、と (ilwa ulus)の簡にし 1かな

る希望が残るであろうか。

私たちは，私たちと共に来た者たち，つまり忍に属する飢えた家族や諸部民

たち，そしてパーキー・チャガーニーヤーニーとその子ムハンマド・カースィ
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ムに属した騎兵7こちゃ諸部長与の家族や財産を全てアージャノレに残し，兵を率

いて出発した C ホスロー・シャー配下のモグールたちのもとか与， 51続き人び

とが到着し始めた O 彼らは， r私たちはターイハーン τ邑ykhan(通称、ターリカ
ーン Taliqan)から，王様の街繁栄を願って，その地のモグーノレ部族 (Moghul

ulusl)を移動させて，イシュケミシュとフルールの方面にまいりました。王様

ば努めてよりはやく到達するようにして下さい O と申し上げるのは，ホスロー

・シャーのほとんどの部下は混乱におち入り，彼ちが王様の臣下となる事は必

定だからでありますJと述べた O

この時，シャイパク・ハーンがアンディジャーンを征寂し，ヒサーノレ，クン

ドゥズピ向け出兵したという情報が到着した O ホスロー・シャーは，この知ら

123aせを開くと， クンドゥズに留まりえず，罵下の兵を移動させて， (123a) カー

ブルへと向った O ホスロー・シャーがクンドゥズから移動して出ると，ムッラ

ー・ムハンマド・トゥルキスターニ-Mulla Muhammad Turkist亘niという

名のすぐれた，信用された古くからの部下が，ただちにクンドゥズをシャイパ

ク・ハーンのために昌めた O

私たちがサムトゥー Samtu道をとってクズノレ・ス-QIZll su (赤い)liJの

方面にくだった時，ホスロー・シャーの属下で，ヒサーノレ，クンドゥズに屠た

3-.，4，0001援のモグーノレ部族が家族と共に来て〔私たちに〕加わった O

何度も記した事のあるモグーノレのカンパル・アザーは支離滅裂の事を口にす

る (parish孟n-guy)人物であった G パーキー・ベグは，彼の性格を好まなかっ

た O 私は，パーキー・ベグの気持をおもんばかつて，彼を去らせた C 彼の息子

のアブドウツ・シャクール 'Abdal-Shakurは，それ以来，ジャハーンギーノレ

.ミ-}レザーの臣下となった O

ホスロー・シャーは，モグ-}レ部族が私たちに合流した事を聞くとすこぶる

動揺し，他にどうする事もできず，婿のヤークープ・アイユープを使者として

派遣して来て，臣従と左桓の宣言を行なった O そして「もし誓約がなされるな

ら，私は必ず臣従致します」と懇請した O パーキー・チャガーニーヤーニーは

有力者 (ikhtiyar)であった C 彼は私の側に立つてはいたが，自分の元〔本ス

ロー・ジャー〕の立場をも無視する事は無かった O その懇請が受入れられ，以

下の如く誓約がなされた:彼の生命を保証し，その財産についても，彼が選ぶ

ものはいか程であれ，その全てを取らせる C
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私は，ヤークープに退去の許可を与えた後，クズノレ・スーを下流へと移動

123bし，アンダラーブ!日 Andarab-sUYlの合流点 (qathsh)近くに(l23b)下馬し

7こO

翌日，ラビーウ)[....アッヴァル月中旬 [1504年 8月下旬J，私は軽装でアンダ

ラーブ川を渡り， ドゥーシーの近郊で 1本の巨大なすずかけの木の下に坐ったO

むこうからホスロー・シャーが威風堂々と多数の兵と共に到着した。潰例iこよ

り，彼は遠くかち下馬して徒歩で進んだ。会見の際，彼は 3度膝まづき，もど

る擦もまた 3度膝まづいた。さろに挨拶した際と贈物をさし出した際には 1

度ずつ膝まづいた G 彼はジャハーンギーノレ・ミ-}レザーとミ-}レザー・ハーン

に対しでも，全くこれと同じ慣亨lJに従って行動した O この老いて肥った小者

は何年も自らの患い通りに暮与し，君主権の内で彼に欠けているものはといえ

ば，ただフトゥパを自分の名で読めないでいたという 1点のみであった G その

彼が， 25~26@Jも引続いて漆まづき，進み，かっ退いたのであった。彼は疲れ

はて，完全に挺れ落ちる寸前であった O 彼が何年も行使したベグとしての権限

(beglik) も君主権も，全て彼の眼前から消えうせた C 会見を終り，彼が贈物

をさし出した後，私は彼に坐るように命じた o 1ガリ-gari [ガリーはイン

ドの時間の単位。 1昼夜の品。 24分。 289a参照〕ないし 2ガ 1)ーの間，金っ

てあち与からこちらからと会話が交された G その男気の無さや不義理とは別に，

彼はつまらぬ，まずい事を云う性格をも持ち合わせていたらしい O 彼が信用し

信頼していた家臣たちが，彼の眼の前で 1群 1群とやって来て，私に臣従し

ているというまさにこのような時に，さらにまた，彼自身について云えば，王

権を行使して暮らしていた者が，かくもみじめたらしくおちぶれ果てて，やむ

を得ずやって来て，何とも情けないやり方で会見せねばなちないという状況に

124aまで追いつめられていたあのような時に， (124a) 彼は 2つの思いがけない三

葉を発したのである O

1つ;ま，彼の家臣たちが彼のもとを離れた事について同情されると，彼がそ

れに対して「この連中は〔これまでJ4度も司じように私を離れましたが，い

つもまた私の所へもどって来ましたよj と答えた事である。もう 1つは，私が

彼の弟のワ 1)ーについて「彼はいつ来るのだろう?。アーム -)11をどの渡しで

渡るのだろう ?Jとたずねた時，彼は「もしうまく渡しを見付けれ足，必ず急

いで来るはずですC しかし渡し誌増水すればすぐ場所がかわってしまいますQ
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“あの渡しを水が運んだ" (孟ngodhar-ra ab bord) という〔ペルシア語の〕

諺がありますj と述べた事である O 彼の栄華と家臣らが失われた時に，神がこ

の言葉を彼の舌の上に置かれたのである o 1........ 2ガワーの後，私は乗馬して宿

営地 (ordu)に帰った O 彼も下馬した場所へと去った O

この日以後，大小貴蔑，ベグやベグの臣下たちは，群をなして家族・財産と

もどもに彼のもとを離れ，私たちの所へ来はじめた C 翌日の正午と午後の礼拝

時までには，もはや誰 1人として彼のもとに残っている者;まし 1なかった O
とな

言語えよ， Iおおアッラーよ O 王権の所有者よ O そなたは王権を，誰であれ

それを望む者に授け給い，また王権を，誰であれそれを望む者から奪い給

うO また誰であれ望む者を高め給い，誰であれ望む者を低め給う O 一切の

善き事はそなたの御許にあり，そなたは全ての事柄に対して全能であらせ

給う j とG

C~ コーラン J 第 3 章第25節〕

まことに驚くべき神の力である O 乙の男は 2........30，000人の家臣たちの主人で

あった O 鉄丹 (Darband-iAhanin) とも呼ばれているカフルガ Qahlughaか

らヒンドゥー・クシュ山瞭まで，スノレターン・マフムード・ミールザーに属し

124bた諸地方 (wi1ayat)ば全て彼の掌握下に (124b)あった o <p.152彼ば絶体

的な支配権をふるっていたのである>0その 1徴税人に過ぎぬハサン・パノレラ
ース草asanBarlasという年とった小者ですら，イレクからアウパージュに至

るまで， c私たちに対し〕種々無礼な態度で苛数諒求を行ない，私たちの進止
を自由にしていた O ところが，それ程の人物が，わずか半日の内に，戦も無く

争いも無いままに，私たちのような，あてもなくさまよう敗残の200........250人の

前に，あのようにおちぶれ果てた，清けない，困り果てた態度をあちわにした

のであったG 彼には，その家臣らに対しても，その財産に対しでも，またさら

にその生命に対しても，もはや用いるべき力が残っていなかった O

私がホスロー・シャーに会ってもどったその夜， cスノレターン・マフムード
ミーノレザーの子の〕ミールザー・ハーンが私のもとに来て，自ちの兄たちの

ために〔ホスロー・シャーに対する〕復讐を願い出た O 忍たちの間では，若干

の人々も〔それに〕賛同した O 事実，法と慣習 (shar'wa吾urf)に照らしても，

このような者たちは報いを受けるのが妥当であった O しかし誓約が為されてい

たので，忍はホスロー・シャーのために助命を求め，彼が持ち去れるだけの物

可

tqu
 



を持ち去るようにと命じた O ホスロー・シャーは 3---4列のろばとらくだに，

そこにあった宝石や金銀・財宝を積んで運び去った G 私たちは，彼にシーヲー

ム・タガーイーを髄伴させて見送らせたむすなわちシーリームは，ホスロー・

シャーをグーワー Ghuriおよびダハーナ Dahana経由でホラーサーン方面ヘ

送り，彼自らはカフマ jレドへ行って，私たちのあとから家族をカーブル方面ヘ

連れて来ることになった O

立たちは主力一ブルをめざしてその宿営地を発ち，ホージャ・ザイド Khwaja

Zaydに到着して下馬した O その同じ日，ウズベクの襲撃隊をハムザ・ピー・

マンギト BamzaBi Mangghitが率いて来て， ドゥーシー近辺を襲撃した O

私iま，サイイド・カースィム・イシク・アーガーとアフマド・力一スィム・コ

125aフブノレを (125a)若干の若党たちと共に派遣した U 彼らiま行って，散をよく破

り，何人かの首を切って持って来た C

この宿営地で，私はホスロー・シャーの甲胃庫 (jiba-khana) にあった平宵

を分配した o 7---800~まどの鎖かたびち (j註shan) と鞍 (küha) であったっホス

ロー・シャーが残していった物の 1つがこれであった。また陶器類も大量に入

手した O それ以外では，特に見るべき物は無かった。

手ょたち辻;t-ージャ・ザ、イドから 4---5宿してグールバンド Ghurband ~こ

到着した O 私たちがウシュトゥル・シャフ jレUshtur-shahrに下馬すると，以

下のような情報を得た:Cカーブルの支配者〕ムキーム Muqimの配下で，最

も大きな権限を所有するベグで主うったシーラク・アノレグン ShirakArghunが，

私たちの事は知ちぬままに，兵を率いて到着し，パーラーン Baranの)11岸に

滞留している O それiま，当時カーブノレから逃亡して，タノレカラーニー・アフガ

ーン族 TarkalaniAfghanの間，ラムガーン Lamghanに岩fこ〔ウノレグ・ベグ

.ミーノレザーの子の〕アブドウツ・ラッザーク・ミ-)レザ-'Abd al-Razz忌q

Mirzaのもとへ，パンジュ・ヒーノレ道 (Panj-hiryoh)を取って人びとが行く

のを担止するためであると。

私たちは，この情報を得ると，ただちに 2つの礼拝の間の時刻〔午後〕に

そ乙を出発して，夜も休まず進み，明け)f，フープヤーン峠(廷註byankotali) 

を越えた G 峠を出るとすぐ，南の方角に低く輝く星が見えた G 私は「カノプス

星ではないだろうか?Jと云った O 皆が「カノプス星ですJと答えた。パーキ

ー・チャガーニーヤーニーがこの詩句を言語えた:

Q
U
 

q
u
 



おお，カノプス星よ O お前はどの地まで輝き，またいつ登るのか。

誰であれお前が眼をそそげば，それはまさしく幸運のしるしG

太陽が槍の高さほど登った時刻に，私はスィンジドの谷 (Sinjiddarra)の

125忌入口に到着して下馬した O 怠たちの前方に (125b)進んでいた物晃の若党た

ちゃ若干の若党たちは，カラ・パーグ Qara-Baghのふもとのイグリ・ヤール

Igri-Yar近郊で， シーラク〔アルグン〕の所に到達すると， ただちに手合せ

した O シーラクはほんの少しの戦の如きものをした O 若党たちはまたたく間に

敵を制圧した O 後ちは， シーラクときちに70---80ないし100入のすぐれた若

党たちを落馬させ連行して来た O 私はシーラクの命を許した O 彼は臣下となっ

アこ O

ホスロー・シャーが， [先に〕クンドゥズから諸部長に最もくれず， カーブ

ルに向け出発した時，彼iこ属する諸部族 (ilwa ulus) ほ5---6隊 (bolak)

あった O パダフシャーンにいた者たちの内の I践は}レースター・ハザーラ

Rusta一hazara~こ居たサイイディム・アリー・ダ Jレバーン Sayyidim 'Ali dar-

banに率いられ，パンジュヒーノレを渡って来て，まさにこの宿営地で私たち

の前に伺候した O もう 1つの 1隊は，ユーフス・アイユーブとパフルーノレ・ア

イユーブであったが，彼らもこの宿営地で臣従して来fこO

別の 1誌はフッタラーンかちり， ホスローの弟のワリーであり， またもう

1つの 1隊はイランチク Yl1anchlq，ニクダワ-Nikdari，カクシャーノレ

Qaqshal，それにクンドゥズ地方に滞留していた (olturushluq) アイマク諸部

族 (Aymaqlar)であった o これらの 2隊は，共にアンダラーブ，サラーブ

Sar-abを経由して来て，パンジュヒールを渡る考えでいた C 後者が先にサラ

ーブに居た時に，おくれてワリーが到着した O アイマクは待ち伏せして，戦っ

て〔ワリーを〕破った O ワワー自身は逃げてウズベクのもとへとおもむいた。

シャイパク・ハーンはサマノレカンドのチャ-}レ・スーイでその首を打たせた O

そこに居たワリーの従者たちは，略奪され強奪された状態で，アイマク諸部と

共にこの宿営地に来て〔私に〕臣従した G サイイド・ユースフ・オグラクチ

126a [22a参照〕も(126a)アイマク諸部と共に来たO

私は，この宿営地を発って，カラ・パーグの接ちのアク・サラーイ牧地

(Aq-saray ulangけ に下馬した o I日ホスロー・シャー配下の諸部民がひどい行

為を為し始めたむ遂には，サイイディム・アリー・ダノレバーンの 1人のすぐれ
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たきs下がある者の油の壷を強奪したため，私は宮廷 (ishik) に連れて来させ

て杖打させた G 彼はこの杖打のさ中に絶命した O 人びとはこの刑の執行の後は

完全におとなしくなった O

この宿営地に滞在中に，私はカーブノレにただちに向うべきか否かを相談した。

サイイド・ユースフと幾人かの意見は， r冬が近い O ただち乙ラムガーンに行

き，そこから，何ちかのチャンスが訪れたなら，それに従って行動しよう j と

いうものであった。パーキー・チャガーニーヤーニーと幾人か誌，カーブルに

おもむくという意見であった C 私は，この意見を採り，その地を発ち，アパー

・クノレク Abaquruql C又は<p.126 Aya quruql> Jに到着して下馬した G

ここで，私の母のハーヌムとカフマルドに残っていた家族が非常な危険な自に

あった末に到着して〔私iこ〕合流した O その詳細は以下の如くである O

私は先にシーリーム・タガーイーをホスロー・シャーにつけて派遣していた。

それ法ホスロー・シャーをホラーサーンへと見送り，彼自身はもどって家族を

連れて来るためであった。ところがダハーナに達した時，シーリームは〔ホス

ローを制御する)力を失ってしまった c ホスロー・シャーは，シー 1)ームと一

緒にカフマノレドにもどった O ホスローの姉妹の子のアフマド・カースィムがカ

126bフマルドにいた G ホスロー・シャーは (126b)アフマド・カースィムを取りこ

んで，私の家族に危害を加える立場をとった O

ノぐーキー・チャガーニーヤーニーの多数のモグー jレの臣下たちが，私の家族

と共に，カフマ jレドにいた O 彼らは密かにシーリームと約定して，ホスロー・

シャーとアフマド・カースィムを捕える計画をたてた G ホスロー・シャーとア

フマド・カースィム辻アージャルの谷傑の道を通って逃亡し，ホラーサーンに

向った O モグーノレが， この支援によって意図していた所のものは，彼ら自身が
たもと

あの者たちと挟を分かつ事であったように患われる G 私の家族と，そ乙にいた

人びとが，ホスロー・シャーに対する不安から解放されて，アージャルを出て

カフマルドに到達した時，イスカンチ部 (ls1弓anchlili) が故対し，道をはば

んだっ 彼らは，ほとんどの忍の家族とパーキー・ベグ配下の諸部族とを略奪し

た O クノレ・パーヤズィード QulBayazidの息子ティーザク Tizak，ま幼なかっ

たが，そこで捕えられ 3""-'4年後にカーブノレに来た G 私の家族辻略奪・強奪

を受ぜた後，私たちが通ったキプチャク道によって峠を越え，アパー・クノレク

に来て私たちに合流した。
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忍は，そこを発って，途中でー宿した後，チャーラーク牧地 (Chalakulangl) 

で協議して，カーブノレ包毘の策を決定した O また出発して，忍自らは，とにかく

そこにいた中軍 (ghul) の兵と共に，ハイダノレ・タクI:IaydarTaqlの庭冨と

クノレ・パーヤズィード・ブカーウノレの墓地の中間に下馬した O ジャハーンギー
チキール・パーグ

ノレ・ミーノレザーは右翼の人びとと共に現在の私たちの大庭璽の所に下馬した。

ナースィル・ミーノレザーは左翼の人びとと共にクトゥ jレク・カダム Quthq

Qadamの墓地の後ろにある牧地に下馬した C

127a (127a)私の部下がひき続き〔域内の〉ムキームの所へおもむいて，ムキー

ムと協議していた O 時には言訳がもたらされ，時には当りのやわらかな言葉が

語られた O ムキームがこのような〔はっきりしなしワ態度をとっていたのは，

まず間違い無く，忍たちがシーラクを捕えるとすぐ，彼が彼の父や兄の所へ捷

者を走らせていたためであった G 彼はその父や兄に希望を託していたので， 51 

延ばしを図っていたのであった O

ある日， i中軍，右翼，左翼は全て甲胃に身を固め，馬にも武装させて， [カ

ーブjレ域)近くまで進み， [敢に対して〉武器を誇示し，域内の者たちを怖れ

させよ」という命令が出された O ジャハーンギーノレ・ミ-}レザーと右翼軍は，

域の正面か与クーチェ・パーグ KuchaBagh を通ってより先へと進んだG 中

軍の前方はJIIであったので，怠は中軍の兵と共にクトゥ Jレク・カダムの墓地の

方面かち来て，丘を経て前面の小山の上に出た G 後衛の兵は，クトゥ jレク・カ

ダムの橋の所を密集して進んだ。もっとも当時は，橋は無かった O 若党ちは，

大胆にも，革なめし工門 (CharmgardarwazaSl) にまでギャロップで進んだO

敵方の， f号を出ていた少数の者たちは，戦うためにふみ止まろうとせず，逃げ

るとすぐに域内に入った G

要塞 (ark)の城壁 (khak-riz)の高みに，多数のカーブノレの人びとが見物

のために出ていたが，味方の者が逃げ帰ると，彼らもすぐ大勢が向きをかえ

て降りた O 敵方は橋と円の間の高い丘の上の道の真中に，多数の壕を掘って

127b (127b)いばちで蔽っていた O スノレターン・クリー・チュナクと若干の若党た

ちがギャロップで進んだ擦に，ーかたま与になって〔その壕に〕落ちた O 右翼

の方面からは 1---2名の若党が， [域と〕クーチェ・パーグとの間で， 出城

した敵兵と 1---2合万を交えた G しかし戦闘の命令が出されていなかったので，

彼らはこの程度で引返した O
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域内の者たちは全く肝をつぶした G ムキームは，ベク、、たちを関に立てて，降

伏とカーブノレの委譲を申し出た G 彼自身は，パーキー・ベグ・チャガーニーヤ
れんびん

ーニーを仲介者として来て，怠の前に出頭した O 札たちも恩愛と憐室長の立場に

立って，彼のJむから不安・危慎を取除いた G かくして，彼は翌日そこにいた従

者・家臣，財産・持物と共に出城して，域を引き渡す事に取決められた O しか

し!日ホスロー・シャー配下の者たちは，思患の無い行動と略奪とをその習いと

していたりそこで私たちは，ムキームの一党を出城させるために，ジャハーン

ギーノレ・ミーノレザー，ナースィノレ・ミ-)レザー， 大ベグたち (uluqbegl註r)， 

近習たちを任命した O つまり彼与が，ムキームを，彼の罵下の人々や財産・持

物ともども， [無事に〕カーブノレから出城できるようにさせるためであった G

私たちは，ムキームのユノレトとしてティパー Tipaを定めた。

明け方，ミ-)レザーたちとベグたちが〔域の]諸問の所に行くと，民衆のす

さまじい詳衆的喧曝 (huj註m wa gha wgha)に亘面した O そこで彼らは私の所

へ人を遣わして来て Iあなたが来られない眠り， この人びとを制止できませ

ん」と云った。結局，私自身が出かけた O 私は 4---5名を矢で射抜かせ 1---

128a 2名を切り (128引きざませた O 騒動は鎮まった G かくしてムキームは，その

従者たちと共に無事・安全に進み，ティパーに下馬した O

ラビーウル・アヴヴァj七月下旬 [1504年 9月J，至高の神の御愛顧と御慈悲と

によって，忍はカーブノレとガズニ-Ghazniの王冒と諸地方 (Kabulwa Gazni 

mulk wa wilayah)を，戦う事も争う事も無く獲得・領有したのである G

〔カーブル地方について〕

カーブノレ地方(KabulwilayatI)は第 4気候帯に属する O 居住地域(ma'm註ra)

の中央に位置する Q 東はラムガーナート Lamghanat，プノレシャー〔ワノレ]

Pursha (warJ， <p.156ハシュナガノレHashnaghar，そして若干のヒンドの諸

地方 (Hindwilay針。である G 西は山岳地帯 (Kuhistan)>で，その中にギゼ

ーウ Giziw とグーノレが含まれる C 現在，ハザーラ族とニクダワ一族 (Nikdari

qawml)の隠れ家と居住地がこの山々である o jヒはクンドゥズとアンダラーブ

の諸地方であるむヒンドゥー・クシュ山脈が〔カーブノレとこれらの地方の〕間

にある c 市はファルムル Farmul，ナガJレNaghar，ノぐヌ-Bannuとアフガ

ーニスターン Afgh孟nistanで£るむ
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〔カーブル〕 カーブjレ地方は小さな地方で品る C 細長い地方である O 東か

ら西へ向って，縮長く延びている O 題囲は全て山である G その城市 (qal正a)

はU-I~C連接している O 城市の<p.157 西南の方角にやや小さな山がある。その

山の>頂とに，カーブノレ王 (Shah-iKabul)が建物を建てたために， 人びと

は乙の山をシャーと・カーブノレと呼んでいる c この山は，ディーヴワーン塩路

(Dlwrln tanglsi)にはじまり，デヒ・ヤークーブ陸路 (Deh-iYa 'qub tangisi) 

でおわっている O その周屈は 2シャノレイーであろう O 乙の山の麓は全て庭冨で

ある O 私の父方のおじであるウルグ・ベグ・ミーノレザーの時代に， ミーノレザー

の後見人 (ataka)であったヴアイス・アテケ Waysat紘基がこの山の麓に 1

本の水路 (anq)を引かせた O 麓の庭圏は全てこの水路で潤されている G 水の

行きつく先はギュノレギ、ネ Gulginaという名の居住区で， ひっそりとした一角

である C 多くの放蕩(lawandhqlar)がそこでくり広げられた O 人び、とは持ど

128bき， 冗談の (128b)ようにして， ホージャ・ハーフィズ Khw孟jaI:Iafi事の詩

の次の 1行をもじって謡んでいた O

ああ!何とすばらしい時であった事か。私はしばし我を忘れ，

さまざまの悪名と共に，ギュノレギネに暮したものだ O

城市の南，シャーヒ・カーブjレの東に 1つの大きな池がある O 周囲は 1シャ

ノレイーに近い O シャーヒ・カーブノレ山か与，カーブノレ方向に 3つのやや小さ

な泉が出ている O その内の 2つはギュノレギネの近くにある o 1つの泉の所にホ

ージャ・シャム-Khwaja Shamuという名の墓地がある Q もう 1つの所には

ホージャ・ヒズル KhwajaKl司令の足跡地 (qadam-gahl) がある C 乙の 2

つの場所は，カーブノレの人々の散策の地である O さらにもう 1つの泉がホージ

ャ・アブドウツ・サマド Khwaja'Abd al-Samad 0)正面にある O 人びとはホ

ージャ・ jレーシュナーイ-Khwaja Rushna'iと呼んでいる O

シャーと・カーブノレ山から 1つの突出部が分かれている O ウカーパイン

'Uq孟baynと呼ばれている O ウカーノミインの抱， もう 1つのちょっとした山が

忘る O カーブノレ域の内城 (ark) は乙の山の上にある O 大きな甫街が内域の北

側にある O この内域は，驚くほど高く，空気のよい所にある O 内域は前述の大

きな池と，シヤフ・サング SiyahSang，ソング・クノレガン SongQurghan， 

チャーラークという 3つの牧場を見おろしている O 全てが足下にある O これち

の牧場は，緑の季節にはまことに眼花美しい G

- 43ー



夏，カーブノレは北風にこと欠かぬ C 人びとはそれをパルワーン嵐 (Parwan

yeli)と呼んでいる C 内域では，北側の小窓付きの家々はすこぶる快適である。

ムッラー・ムハンマド・ターザブ・ムアンマ--1 - Mulla Muhammad Talib 

129a mu'amma'iがカーブノレの内城を (129a)讃えて，バディーゥッ・ザ、マーン・

ミーノレザーの名で次の 1句を編みうたっている。
きかずき

カーブノレの域で語をくめ C やむ事なく盃をまわせ。

何故なふ，カーブ jレは山であり海であり，町であり砂漠であるが故に O

〔交易〕 ヒンドゥスターン人 (Hindustani)辻ヒンドゥスターン Hindu-

stan以外の地をホラーサーンと呼んでいる O アラブ人がアラブ以外をアジャ

ム 'Ajamと呼んでいるのと同様である C ヒンドゥスターンとホラーサーンの

間の陸路上に 2つの交易の中心地 (bandaIつがある O すなわちカーブノレとカ

ンダハールである G ブェ jレガーナ， トゥノレキスターン，サマノレカンド，プハー

ラー，パルフ， ヒサーノレ，パダフシャーンかち球高〈云arawan)がカーブノレに

来るつホラーサーンかち隊商がカンダハーノレに来る O ヒンドゥスターンとホ

ラーサーンの中に立つのが乙の〔カーブノレ〕地方である O まことにすばちしい

交易地である G もし高人たちが中00Khitay とかルーム R註m Cトルコ〕にお

もむけば乙の地であげられるのと同程度の利益をあげる事ができる O 毎午 7~

8，000ないし10，000頭の馬がカーブルにもたらされる O 下のヒンドゥスターン

から 10 ， 000~15 ， 000 ないし 20 ， 000家族特yluq) の琢商がカーブノレへ来る O ヒ

ンドゥスターン奴隷 (barda)，白い布地 (aqrakht) ，砂糖菓子 (qand)， 

<p.158精糖 (nabat)>， C普通の〕砂糖 (shakar)，芳香根 ('aqa弓ir)がもた

らされる。多くの商人たちは 3~4倍程度の利益 (dah si dah chil)では

満足しない O カーブノレでは，ホラーサーン，イラーク)レーム，チーン Chin

〔南支那〕の商品が見られる G カーブノレはまるでヒンドゥスターン自身の交易

の中心地である G

〔気候と産物〕 温暖な地域と寒冷な地域が近接している O カーブルから，

1 Bの内にラ雪がまったく降らぬ土地へ行く事ができる O また 2恒星時(sa'at-i

nujumi) (2時語弱〕の内に，雪が治え去る事の無い土地へ行く事もできる O

129bもっとも，時には雪がまったく残与ぬような夏が来る事もあるが。(l29b)温

暖地と寒冷地の果物が，カーブル一帯には豊富で，また手近にある G カーブノレ

とその村々には，寒冷地む果物の内，ぶどう，ざくろ，あんず，りんご，まる

- 44-



めろ (behi)，なし，もも，プラム，くるみ(ぅrangaq)が豊富である O 私はさ

くらんぼうの木(呈lubal引の若技を持って来て植えさせた O すばちしいさく

らんぼうの木になり，現在もなお成長している G

オレンジ，シトロン (turunj)， アムノレーク (amluk?)， さとうきびのよう

な温暖地の果物は，ラムガーナートから運ばれて来る O 私はさとうきびを運ば
もみ

せて植えさせた O 縦の木をニジュラーウ Nijrawから運んで来ている O カーブ

ノレ局辺の山地から辻，蜜が大量にもたらされる O 蜜蜂の巣が〔そとに〕ある。

ただガズニ一方面の山地からのみは，蜜がもたらされない O

カーブルのだいおう (riwach) はすばちしい G まるめろとあんずも良い。

うり (bad-rang) も良い o 1種のぶどうがあり I水ぶどうJ(め-angur) と

呼ばれている O まととに美味しいぶどうである C 強いぶどう語も生産される O

ホージャ・ハーヴアンド・サーイード山麓地帯 (KhwajaKhawand Sどid

daman-i k註hi)のぶどう語は強い事で有名である O 今ほ， <p.159それにつ

いて>，他の人が述べているのを措用して説明してお乙う:I語の楽しき法，

酔うた者のみが知る O 正気の者には分りはせぬ」。

穀物は良くない o <p.159うまくいった農業で[1つの種子に対してJ4---

5倍の収獲であるOメロンも良くない>0しかしホラーサーンの種子を使った
場合には，概してメロンは悪くない O

気候はまことに快適である O カーブルのような気侯は世界中で他には知ちれ

ていない O 夏でも夜はコートなしでは眠られない O 冬は雪がまず大量に誇るが，

130a極端な寒さは無い O サマルカンドとタブリーズも快適な気候で (130a)名高い

が，そこには厳寒がある O

〔牧地〕 局呂に 4カ所の良い牧地がある G 東北方は，ソング・クノレガン牧

地である O カーブノレから 2キヨノレフ〔キヨノレフは4，000歩の距離〕ほどの所で

ある O すばらしい牧地である O 草は馬に適し，蚊も少い O 西北方は，チャーラ

ーク牧地である O カーブノレから 1キヨノレフである O 広い牧地である O 夏には蚊

が馬をI脳ませる O 西はディーヴリーン牧地<p.130である O もっとも， ここ

には 2つの牧地， つまりテペ牧地と>クシュ・ナーディノレ牧地 (QushNadir 

u1angl)がある。乙の計算でゆくと， [カーブル馬辺にはJ5つの牧地がある事

になろう G 両牧地とも，カーブノレからそれぞれ 1シャルイー程の所にある O 共

に小さな牧地である O しかしその草はきわめて馬によい O 蚊もいない O カーブ
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jレの諸牧地の中では，との 2つの牧地が最高である D 東はシヤフ・サング牧地

である D 草なめし玉門ととの牧地の語にあるのが〔パーブルの部下であった〕

クトゥルク・カダムの墓地である G 夏には蚊が多いため，人びとは乙の牧地を

ほとんど整請していない O 乙の牧地に接してカマワー牧地 (Kamariulangり

もある。乙の牧地を考慮、に入れるとカーブjレ周辺には 6カ所の牧地がある事に

なろうっしかし 4つの牧地が名高い G

〔交通路〕 カーブノレ地方は堅田な地万であるの外教がこの地方ζ侵入する

事は困難である。パルプ，クンドゥズ，パダフシャーンとカーブノレの聞にはヒ

ンドゥー・クシュ山張がある O このw脈を 7つの交通路が越えている。乙の
内の 3道はノマンジュヒールにある O より上方にあるのがジャワーク Jawak峠

[1三hawakuf引である。それより下方にあるのがトゥーノレ τulで，さらに下

130b方にあるのがパーザーラク Bazarakである。 この 3つの峠の内で (130b) 最

もよいのがトウールである C しかし道のりがややより遠い c おそちくこのため

に「トウールJCアラブ語・ペルシア語で「長l"Jの意〕と呼ばれる O 最も直

線的なのがパーザーラクである O トゥ-}レとパーザーラクはサラーブにおりる O

サラーブの人びとは，パーザーラク峠が，パーランディ-Paranむという村

におりるので，それをパーランディー峠と呼んでいる O

もう 1つはノ守jレワーン道 (Parwanyoh)である c 大峠 (uluqkot孟li) とパ

ノレワーンの間にさるに 7つの峠があるため， ハフト・パッチャ Haft-bachcha

〔ペルシア語 r7人の子供たち」の意〕と呼んでいる c アンダラープ方面から

2つの道が来て，大峠の所で合流し，ハフト・バッチャとパルワーンに向って

いる。ま乙とに危険に満ちた道である。

さらに 3道がグーノレバンドにある。パルワーン道により近い道がヤンギ・

ヨル峠 (YanglYol kotali) [トルコ語「新道jの意〕である O ワワーヤーン

Waliyanとヒンジャーン Khinjanにおりる O 別の 1道がキプチャク峠 (QlP-

cha弓 kot語li)である O アンダラーブ)[1とクズノレ・スーの合流点におりる G こ

の道もよい道である O

別の 1道がシバルトゥー峠 (Shibartukot盆li)である O 夏，水量が増すと，

人びとはシパノレトゥー峠を越えて，パーミーヤーン，サイカーン Say弓忌nを経

て進む O 冬はアーブ・ダッラ Ab-darraを通って進む。冬の 4"""""5カ月間は，

全ての道が閉ざされるのただシバルトゥー峠のみは例外である O 人びとはこの
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IU告を越えて，アープ・ダッラを通って進む O

夏，水が〔谷に〕入った時にも，乙の道々には冬の影響が及ぶ。何故なら，

河床 (tak-め)の道々は，水が増すために通行不可能となるからである O 河床

を通らず，山道を進もうとすると，旅は困難である O そこで雪が少く，流れの

131a (131a)少い秋の 3.-...， 4力足関が，これちの道々の通行期である O 山々にも，

谷々にも，追いはぎのカーフィル Kafir cr邪教徒JJ が<p~ 160少くない>。

ホラーサーン傑か5来る道は，カンダハールを経由している O 乙の道ほ，全

く平坦な道である O この道には峠が無い O

ヒンドゥスターン側からは 4つの道が出ている o 1道ほラムガーナートを経

由している O この道には，ハイパjレKhaybarの山々に，やや小さな峠がある G

他の 1道はパンガシュを経由し，別の 1道誌ナガノレを経由し，さらに別の 1道

はファノレムノレを経由している O これ与の道々にもやや小さな峠がある。

人びとは，スインド)11 (Sind SUyl) [インダス)I!Jの3つの渡し場を渡った

後，乙れらの道をとって〔カーブノレに〕来る O ニーラーブ Nil-abの渡しを渡

った人びとは，ラムガーナート経由で来る O 人びとは，冬には，カーブノレ川と

スインド)11の合流点より下方で，スインド)I!とカーブル)11を渡しを利用して

渡っている。私は，ほとんどのインド遠征の場合， これらの渡しを使って渡

河した O 私が遠征して， cパーニーパトの戦で〕スノレターン・イブラーヒーム
SuItan lbrahimを打ち破って， ヒンドゥスターンを制圧した時には， ニーラ

ーブの渡しを船で渡った O 乙乙以外では，スインド河をどの地点であれ，船な

しに渡る事は不可能である O ディーンコト Dinkotの渡しで渡河した人びとは，

パンガシュ経由で来る O チューパーラ Chup昼間の渡しで渡河した人び、とは，

ファノレムル経由で来れば， ガズニーに着き， ダシュト Dasht経由で進めば，

カンタツ、ーノレに行く O

〔住民〕 カーブノレ地方には様々な部族 (aqwam)がいる c 平原や平地に

は， トルコ人 (Atrak)， アイマク族 (Aymaq)， アラブ人 (A'rab)がいる O

131b都市や若干の村々には，サノレト人がいる O また若干の(l31b)村々や諸地方に

は，ノマシャーイー Pash訂，パラーチ-Parachi，タージーク Tajik，ノてラキ-

Baraki，アフガーン Afghanがいる O 西の山々には，ハザーラ Hazara とニ

クダリ-Nikdariがいる O ハザーラとニクダリーの間では，若干の者たちは

モグール語 (Moghuli)で会話をしている O 東北の山々は，カトウール Katur
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とかガブラク Gabrakといったカーフィノレたちの住地 (Kafiristan)である O

高はアフガーン人の住地 (Afghanistan)である G

〔言語〕 カーブノレ地方では， 11---12種類の言語が話されている。アラブ語，

ペノレシア語， トノレコ語，モグーノレ語， ヒンディ一語，アフガーン語 (Afghani)， 

パシャーイ一語，パラーチ一語，ガブリ一語 (Gabri)，パラキ一語，ラムガー

ニ一語 (Lamghani)などである O 他のどの地方でも， これiまどに種々雑多な

部族や言語の存在辻知られていない O
ヴイラーヤー子

〔地区〕 乙この諸地方には， 14の地区 (t註m加)がある C サマノレカンド，

ブハーラー及びこの近辺では 1つの大きな地方 (uluqwil孟yat) の治下にあ

る小さな地方 (wilayatcha)の事を地区 (t註man) と呼んでいる O アンディジ

ャーン，力一シュガjレ及びその近辺ではこれをオノレチン (orchin) と呼び，ヒ

ンドゥスターンではペルゲFネ (pergene) と呼んでいる C

以前立，パジャウノレ Bajawr，サワード SawadC現在のスワット SwatJ，プ

ノレシャーワノレ，ハシュナガルもカーブノレの属地であったらしい。しかし現在は，

アフガーン族 (Afghanqawml) が原因で，その内の若干は破滅し， 若干はア

フガーン族の支配下に入って， c行政区醤としてカーブノレの支配下に属する〕
地方 (wilayathq) はもはや残っていない。

東はラムガーナートである O 乙の地方は 5地区と 2区域ゆるluk)である O

ラムガーナートの諸地区の中で最大の地区はニングナハーJ(， Ningnaharで

ある O 若干の史書には，ナガラハール Nagarahar と書かれている G ダロガの

駐在地は，アーディーナプール Adinapurである O カーブルの東方， 13ユガ

チの道のりである O ニングナハーノレ・カーブル間は，つらく困難な道である。

132a 3 ---4カ所にやや低い (132a) 峠があり 2---3カ所に陸路がある O ヒリルジ

- Khiriljiその抱の全ての山賎アフガーン人ちがこの道をおさえていた。も

ともとはこの道の途中には人の住んでいる所は無かった O 私は，クノレク・サー

ィ QuruqSayの麓のクラトゥ-Qurat註に人を住まわせた O その結果，この

道は安全になった G

温暖地方と寒冷地方の墳になっているのがパーダーム・チェシュメ峠(芸品-

dam-cheshma主役邑li) Cパーダーム・チェシュメは「アーモンドの泉jの意〕

である c 乙のi年春のカーブノレ側では雪が誇るが，クノレク・サーイ， ラムガーナー

ト側では雪が降らない O 人びとは，乙の峠をくだると同時に， Jjljの世界を眼前
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にする O 木々は異り，草々も異り，動物も異り，人びとの暮ちし方や習慣(rah

wa resmi)も異っている G

ニングナハー jレには 9つの}I1がある。米や穀物がよい O オレンジ，シトロン，

ぎくろが豊富で，また質もよい O

アーディーナプール域の前の南側の 1つの丘の上に，私は， 914年 (1508/

1509年]， 1つの庭冨 (char-bagh)を造った G パーギ・ワファ-B丞gh-iwafa' 

び忠誠の菌JJの名で知られ， ]11を見おろす位置にある o ) 1[ ~ま域と庭園の聞に

ある O オレンジ，シトロン，ざくろが豊富である G 私が [0ーディ一朝の〕パ

ハ-}レ・ハーン PaharKhanを破って，ラーホール L呈hur，ディーパールプ

ーノレ Dibalpurを征寂した年 [1524年J，私はノミナナを運ばせて， 乙と i乙植え

させた G うまく育った G それより前の年， 私はさとうきびをも檀えたが， よ

いさとうきびになった O 私はその内の若干をノてダフシャーンとブハーラーに送

った C

この庭園は高みにあり，流水も手近く，冬の気侯もおだやかである O 庭匿の

132b中央に 1つのやや小さな (132b)丘がある o 1つの水車を動かせるほどの水量

の小]11が，庭霞の中央をよこぎり，乙の丘の上を通ってたえず流れている O 庭

菌の中央に位置する庭菌池 (char-chaman)は乙の丘の上にある O 庭匿の酉需

の方角に10[カ Jレ i腕の長さJJ四方(ぬhdar dah)の貯水池がある O その

近辺は全てオレンジの木々である O ぎくろの木々もある O 乙の貯水池の局屈は

全て三つ葉のク zーパーの密生地である O 庭菌内の最高の場所がまさにここで

ある O オレンジが黄ばんだ時節には，まととにすばらしい眺めとなる O 実に見

事なものである O

クーヒ・サフィードヴ白山jの意〕がニングナハーノレの南にある O パンガ

シュとニングナハーノレの中間にあるのがこの山である D 騎馬の者の通れる道は

無い o 9つの川が，乙の山から流れ出ている O 乙の山かち雪が消える乙とがな

いO このため，おそらく「白山j と呼ばれるので£る O とれより下方の低地

では雪はまったく誇らない G 雪のある所と降らぬ所の関誌その距離半日行程で

ある。この山の麓にほ，よい気侯の諸地域がある G 水は冷く，氷を必要としな

し可。

アーディーナプール城の南側は， スノレフ・ノレード Surkh-rudび赤いJllJの

意〕である O 城i立高みi乙位置し， )11の側は， 40---50カjレの切り立った絶壁の山
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である O 北側には 1つのU-Iが立っている O まことに堅酉な域である O この山ば，

ニングナハーノレとラムガーナートの間にある。カーブルで雪が降る時は，常に

133aこの由の頂上にも雪が降る G ラムガーナートの人びとは (133a)， カーブjレの

降雪を乙れによって知る O

乙のラムガーナートへ来る道は，もしクノレク・サーイを通って来ると 1道

法，ディザー峠 (Dirikotali)を越えて，進んでブーラーン Bulan及びパー

ラーン)11(Baran s註yl)を過ぎて，ラムガーナート方面に進む Q イ也(])1道は，

クノレク・サーイの麓のクラトゥーを過ぎ， <p.163ウノレク・ヌーノレ UluqNur 

とパーラーン]I[を経て，パーディ・ピーチュ峠 (Bad-ipich kot芸li) を越え

て>ラムガーナートへ行く C もしニジュラーウを通って来ると，パドラーウ

Badrawを過ぎ， カラングリク Qarangnqを経て，パーディ・ピーチュ峠へ

と進む。

ラムガーンの 5地区の内の 1地区がニングナハーノレであるが，人びとは，ラ

ムガーナートという名称をその 3つの地区花適用している G

それ与の 3地区の 1つが，アリーシャング 'Ali-shang地区である c その北

部には，ヒンドゥー・クシュ山援に連なる，雪をいただく高竣な山々があるむ

この山々は，全てカーフィノレの住地〈五afiristan)である C アリーシャングに

やや近いカーフィリスターンはミーノレ Milであるつアワーシャング川はミー

ノレから出ている C 預言者ヌーフ狽下J:Iaclrat-iNul) Payghambar Cノア]の父

のラーム王子 (MihtarLam) の墓はアリーシャング地区にある G 若干の史書

では， ラーム王子をラマク Lamakないしラマカーン Lamakan と述べてい

るG 私はこの地方の人々が，時にカーフの代りにガインの発音をする〔力行の

発音をガ行でする〕のをしばしば目撃した O 乙の地方を〔ラムカーンと云わず

に〕ラムガーンと云うのは，おそらく乙のためである O

もう 1つの地区がアリンガ)(， Alingarである。アリンガルにやや近いカー

フィルのイ主地は，ガワーノレ Gawarである O アリンガノレ川はガワーノレから出て

いる O この 2つの)1¥[アワーシャングJ1Iとア 1)ンガjレ]11Jはアワーシャングと

アリンガノレを過ぎると，やがて合流し，もう 1つの地区であるマンドラーワル

133b Mandrawarの (133b)下方でパーラーン川に合流する O

ラムガーナートの 2つの区域 (boluk)の 1つが，ダ''}ライ・ヌー)(， Darra-

yi Nurである O 筆舌に尽くしがたい土地 (ghayr-imukarrar yeri)である c
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谷の入口の 1つの〔山の〕突出部の上に城が置かれている O 両側は}I!である G

水田が多い O 道以外の所は通れない O オレンジ，シトロン，それに温暖地帯の

果物類がある G 数少いなつめやしの木もある C 域の両部の谷の岸辺誌全て樹木

である O その多くはアム jレーク (amluk)の木である O その果物を若干のトル

コ人たちはカラ・イミシュ (qara-yimish) と呼んでいる O ダッライ・ヌ-)レ

に大量に産する O 他の地域ではこの果物を見なかったのぶどうも産する O ぶど

うは皆，木の上にある c ラムガーナートでほ，ダッライ・ヌ-)レ産のぶどう酒

が名高い o 2種類のぶどう酒を産する O アラ・タシ (aratashl) とスーハーン

・タシ (suh孟ntashl) と呼ばおている O アラ・タシは黄色っぽく，スーハー

ン・タシは見事な真紅になる C しかしアラ・タシの方がよく効く G もっとも両

方共，その酔い心地はその評判廷どではない C

上流の各谷間には猿がいる O 乙乙より下流のインド方面にも猿がいる C ここ

より上流にはいない C 乙この人びとは，以前は豚を飼っていた O しかし私たち

の時代にやめた O

次の地区は，クナjl，..Kunarとヌーjl，..・ガjl，..Nur-galである O この地区は，

ラムガーナートからやや離れて存在している O カーフィリスターンの内部にあ

り. (カーブノレ〕地方のはずれにさうる。その広さは， ラムガーンの諸地区と同

134aじ泣であるが，上記の理由で，その税 (mal)誌少く. (134a)彼らは少しばか

りしか支払わない O

チャガン・サラーイバI(Chaghan Saray SUyl) が東北の方角からカーブイ

リスターンの内部を通って流れて来て， この地方の聞をよぎり， カーマ区域

(Kama bol註ki)でパーラーン}I!に合流し， 東へ流れている O ヌーノレ・ガルは

との)11の西側にある c クナノレは東側にある O

〔カシュミーノレのイスラム化を促進したスーフィー〉ミール・サイイド・ア

リー・ハマダーニ-Mir Sayyid 'Ali Hamad孟ni(1314-1385J一一一アッラー

のお恵みのあらん事をーーが旅をして来て，クナノレから 1シャノレイー上流の地

点で逝去した O その弟子たちは〔遺体を〕ここからフッタラーンに移送した O

逝去の地には，現在，墓廟 (mazaりがある o 925年 [1519年J.私がチャガン

・サラーイに来て乙の地を征服した時，私も参拝した O

オレンジ，シトロン，米 (kurinj)が豊富である O 強いぶどう語をもカー

フィりスターンから運んで来ている O ことの人びとは，不思議な事を話してい
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た O とても有りえない事に思われる O しかし，乙の話は何度も何度も耳にした O

との地区には， ラマタ・カンディ LamataKandiと呼iまれる谷の入口 (quy

ayaghl)があった O そとから下は，ダッライ・ヌ-)レとアタノレ Atar ~こ属し，
かみ

それより上は，全てクナノレ，ヌーノレ・ガノレ，サワード及びその毘辺地域かち

なるクーヒスターン K註histanであった。このクーヒスターンで次の話が流布

していた:女性が死ぬとその遺誌を台座のJ:.に置き，四方から支えてかつぎ i二

げる O もし彼女が悪い事をしていない場合は， この運撮者たちを， 自然に，

何もしないのに動かすむとの場合，もし運搬者たちが頑張って進まないように

すると遺体が台産かち落ちる。もし彼女が悪い事をしていた場合は，動かない

とO

この話は，ただこ乙の人びとかち簡いただけではない C パジャウ jレ，サワ-

134b ドそれに全てのクーヒスターンの人びとは完全に一致して (134b) この話をし

ていた。ハイダノレ・アりー・パジャウワ-I:Iaydar 'Ali Bajawri は，パジャ

ウルのスノレターンであったが，その地)jをまことによく治めていたっその母が

残した時，彼は泣かず，髄突も行なわず，黒衣も身に着けないで， r行けG 台

座に置け c もし〔遺体が人びとを〕動かせなかったら，私が焼く Jと云った G

人びとが台座に置いた。よく知られた動きが，その遺体によってもたらされた凸

スルターンは，これを間くとただちに黒衣を身につけ，楊突を行なった。

次の区域 (boluむがチャガン・サラーイである o 1つの村で，貧弱な土地

で，カーフィリスターンの入口である O 住民はカーフィルたちと交っているた

め，イスラム教徒であるのに，カーフィルたちの晋慣に従っている O チャガン

・サラーイ JI[の名で知られる大河が，チャガン・サラーイの東北，パジャウ jレ

の後方から流れて来ている O 西側では，ピチュ Pichという名のカーフィル人

の住地からもう 1つのやや小さなJIlが流れて来て，この]11に合流している O

チャガン・サラーイには黄色の強いぶどう酒がある Q しかしダッライ・ヌー

ノレのぶどう酒とは，何の関係も無い O 当地産のぶどうも，またぶどう菌も無

い。それらを， )' Iの上流のカーフィリスターンとかピチ・カーフィワスターン

Pich-i Kafirist亙n から運んで来ている O 私がテャガン・サラーイを征服した

時，ピチュのカーフィルたちがことの人びとの援軍として来ていた臼そこでは

ぶどう酒がすこぶる流布している G 各カーフィルは，その首に 1つの変袋を結

び，ぶどう酒を水の代りに欽みながら進んでいる迂どである G
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カーマiま，離れた土地ではなく，ニングナハーノレに属するが，人びとは乙れ

をも豆域といっている O

135a 次は (135a)，ニジュラーウ地区 (Nijrawt註mani)である O カーブ jレの東

北のクーヒスターンにある O 背後の山々は，全てカーフィノレの住地である O す

ばらしい一角である O ぶどうと果物が豊富で，ぶどう酒もふんだんにある O し

かしぶどう酒を沸かして飲む。冬には，にわとりを大いiと肥らせている G 住民

は，酒飲みで，礼拝を行なわず，平気で悪事を行ない，恋教徒的である O その

ili々 には，松 (nazhu)，もみ (chilghuza)重かし (balut)，乳香樹 (khanjak)が

多い O 松，もみ，かしの木は，乙乙より下流で生育する O ニジュラーウより上

流ではまったく生青しない O これらはヒンドゥスターンの樹木に罵する O とこ

クーヒスターンの人びとのランプは，全てもみの木を用いている O ろうそくの

ように燃える O まことに珍しい O

ニジュラーウの山々には，飛びりす (r註ba-yiparan)がいる O 飛びりすは

動物の 1遣で，猫よりも大きく，再手と再調の間に摸がある O こうもりの羽根

の如くである O 人びとは， cこの動物を〕いつも連れて来ている O それは木か
ら木へ，下方に向ってガズ矢の 1射程〈るirgaz ahml)ほども飛ぶという O し

かし私自身はそれが飛んだのを見た事がなかった O 私たちはそれを木に置いた O

あっという間に木によじ登って去った O 皆がそのあとを追った O それは摸を広

げ、て，飛んだように誇り，苦もなく着地した G

この山々には}レーチャ鳥(luchaqUShl) もいる O 人びとはこの鳥を「カ

メレオン」と呼んでいる O 頭かち是まで 5---6種類む色をしている O 鳩の首

のようにキラキラしている O その大きさは，やまうずら (kabg-idari)ほど

である O おそらく，インドやまうずらであろう O そこの人びとは，珍しい事を

話していた:この鳥は，冬になるとすぐに由麓地帯におりる G もし人びとがそ

135bれを飛び立たせると (135b)，それはぶどう園を過ぎるともはや飛べなくなり，

捕えられると G また 1種のねずみがニジュラーウにいるという話である。それ

は， じゃ香ねずみ (mush-imushkin) と呼ばれている O その体からじゃ香の

香りがただよっていたという O しかし忍はその実物を見ていない O

次はパンジュヒール地区である。パンジュヒール道の道中にある O カーフィ

リスターン誌乙の地にきわめて近い O 山賎カーフィルたちの遥蕗がパンジュヒ

ーノレを通っている O カーフィノレたちに近いため，乙こからも，カーフィルたち
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は税 (kesim)を取りたてている O 忍がこのたび [1526年〕来て， ヒンドゥス

ターンを征服した時，カーフィルたちが来攻して，パンジュヒーノレの多くの人

びとを殺し，多くの破壊を行なっていた C

次はグールバンド地区である。その地方では峠を「バンド」と呼ぶG 人びと

は，グーノレ方面へこの峠を通って行く O おそらくそのためにグールバンドと呼

;まれるのである O 谷々の入口をハザーラ人が占拠している G 数村から成る，や

や税収入の<p.167少い>土地である O グーノレバンドの山々には銀坑とラピス

.ラズーワ坑があると云われている G

次は〔ヒンドゥー・クシュ〕山麓の村々告白-damanakentlari)である O

その始まりはマタカジャ Matakaja とパノレワーン Parwanで，終りはドゥル

・ナーマ Dur-Namaである o 12---13の村々である。果物のある村々である。

そこのぶどう酒は最も強い c この村々は全て山の斜面にあるた(b， 彼らは税

(mal)を支払ってはいるものの，その納入はスムーズでない (ra'ijemastur) 0 

乙の村々より下方の山麓に， 山とパーラーン]11の!習に 2カ所の平原がある。

1つをクッライ・タージーヤーン Kurra-yiTajiyanと呼び， {告の 1つをダシ

ュティ・シャイフ Dasht-iShaykhと呼んでいる O 麦には，チキン・タラ草

136a (chikintala ou) が (136a)まことにすばらしい心アイマク族とトルコ人たち

は，夏，いつもここに来ている。

この山麓に，色とりどりの，あらゆる種類のチューリップがある O 私は 1度，

その理類を数えさせた o 32---33種の別々のチューリップが算出された。またか

すかな紅ばらの香りをたちのぼちせる 1種のチュー 1)ップがあった C 怠たちは

「ぱらの香りのチューリップj と呼んでいた C このチューリップ法ダシュティ

・シャイフの一角に産し，ヨIJの所では産しない O またこの同じ山麓の，パノレワ
しも

ーンよりやや下で百葉チューリップを産する G これも，グーノレバンドの谷の出

口の所のある一角に産する。

この 2つのダシュト cr野JJの間に 1つのややふさな山がある O 山の頂上
かち麓までを，人びと辻ホージャ・ 1)ーギ・ラヴァーン Khw孟jaRig-i rawan 

cr走る砂のホージャJJと呼んでいる c 人びとは，夏にこの砂地かち太鼓
(na弓qaraw忌 duhul)の音が関乙えてくると云っている O

次はカーブJf，に属する村々である O カーブノレの西高に高い雪をいただく山が

ある G 雪が残雪の上につもる。そうでない年は稀である G カーブルで氷貯議所
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(yakhd加 lar) の氷が尽きると，この山かち氷を運んで来て，氷水にして飲む O

カーブjレから 3シャルイー沼どである G パーミーヤーン山とこの由誌，換しい

山々である O この山から， ヘノレマンド Hermand，スインド Sind， ドゥーガ

ーノて Dughaba，クンドゥズ Qunduz，ノてjレフ・アーブBalkh丞bの諸河川が

出ている o 1日の内に，各 4河川の水を全て飲めると云われている O

この村々は，ほとんどがこの山の麓にある O 果樹閣にはぶどうが多い O あら

ゆる種類の果物も豊富である O この村々の閉では， イスターリーフ Ist孟lifと

イスタノレガチュ Istarghachに匹鼓するほどの村々は砲には無い o Cアプー・

136bサーイードの子〕ウノレグ・ベグ・ミーノレザーはこの村々を (136b)ホラーサー

ン，サマルカンドと呼んでいたらしい O パムガーン Pamghanもこの村々に

匹敵する O パムガーンのぶどうと果物はこの村々ほどではないが，その気候は

比類なくすばらしい O 雪をおびる山はパムガーン山である C

色々な土地でも，イスターリーフに匹敵するほどの村は知与れていない G 大

河が村の内部を流れている o )!Iの南岸は果樹園である G 緑美わしい快適な小果

樹園がある O 水は冷い O 氷水を必要としない O ほとんどの水は澄んでいる O こ

の村にパーギ・カラーン Bagh-ikalan cr大震菌JJという名の， ウノレグ・ベ
グ・ミーノレザーが不法に強奪した庭園があった O 私は持主に代舗を支払って取

得した O 定冨の外部にはすずかけの巨木が並び，その下には，緑におおわれた，

蔭の多い，心地よい家屋がある O 庭園の中央を 1基の水車を動かすほどの水

量の流れが，絶え間なく流れている O 乙の水路の岸辺には，すずかけやその他

の木々がある G 以前には，この水路は曲りくねっていて，整然としていなかっ

た O 私iまこの水路を真すぐに，整然とさせるように命じた C まことにすばらし

い場所になった O

この村々よりも下，平地 (dasht)かち 1---1. 5キヨノレフほど上の山麓の，山

の基表部に泉がある O ホージャ・セヤーラーン Khw丞jaSe-yaran cr 3人の友
ろのホージャJJと呼ばれている G この泉の所とその周囲に 3種類の樹木があ
る。泉の中央には数多くのすずかけの木があり，心地よい木蔭を作っている O

137a泉の再制，山の基底部の丘iこは多くのかしの木がある O この (137a) 2カ所の

かしの木の生育地以外には，カーブル西方の山地には，かしの木はたえて見ら

れない O 平地の側に当る乙の泉の前lと，ユダの木 (arghawan) (西洋はなずお

う〕が密生した場所がある O この地方では，とこ以外にはユダの木の密生地は

F
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まったく存在しない。人びとは，との 3種の樹木ほ 3人の聖者たちの奇蹟で

あると云っている O 彼らは旅人たちにも，それらの名の起こりをこのように説

明している O

在、はこの泉の周密を石囲いにさせ，泉をモノレタノレ (gajwa saruj)で10カjレ

四方に酉めさせた c 泉の東西南北の田辺が直線によって構成された方形の台産

となった O それ辻ユダの木の密生地全体を見おろしていた O ユダの花が咲き乱

れる季節には，世界中でもこれほどにすばらしい場所を知らぬO 黄色のユダの

花も多い O 黄色と赤色のユダの花が足元で咲き乱れる O

乙の泉の西南の谷かろ，いつも 1基の水車を動かすだけの水の半分程度の水

量の水が流れている O 私は水路を堀らせて，乙の7Kをセヤーラーンの酉甫にあ

る丘の上に導かせた O 私は丘の上に大きな円型の石のベンチを置かせた O ベン

チの男毘には，全てしゅろの木を植えた O まことにすばらしい休患場所となっ

たC このベンチの上方，丘の傍ろに，私はぶどう園を造営した G 私は，この水

路の紀年銘として [925年を示すJrよき流れJ(j註y-ikhosh)を考え出した。
次はラフーガル地区 (Lahugart註m註ni)である O その大きな村はチャノレフ

Charkhである o [ナクシュパンディー教団の〕ムッラー・ヤークープ狽下

Khaclrat-i Mulla Ya'弓ub まこのチャルフの出身である O ムッラーザーダ・ム

137b ッラー・ウスマーン MullazadaMul1a 'Uthmanも (137b)チャルフ出身であ

るO サジャーワンド Sajawandもラフーガルの村々の 1つである O ホージャ・

アフマド KhwajaAbmadとホージャ・ユーヌス Khwaja Y unusはこのサジ

ャーワンドの出主きである O チャルフには果樹園が多い O しかしラフーガルの他

の村々には果樹園が無い O 住民はアウガーン・シャー jレAwghanShalであ

る。カーブルではこの呼称が行なわれている O おそらくアウガーン・シ一アー

ノレ Awgh釦 Shi'arケアフガーンの嵐習を持つ」の意)が正しく，それをアウ

ガーン・シヤールと云っているのである O

次はガズニ一地方 (Ghazniwilayah)である O ある人たちは地区 (t註m註n)

とも云っている o Cガズニ一朝の)セピュク・ティギン Sebuk-tiginとスノレタ

ーン・マフムード Su1tanMal).mud及びその子孫たちの首都はガズニーであ

ったという C 若干の人びとはガズニーン Ghazninとも書いている o Cグーノレ

朝の〕スノレターン・シハーブッ・ディーン・グーリ SultanShihab al-Din 

Ghuriの首都もここであったという O このスノレターン・シハーブッ・ディー
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ンの事を rタパカーティ・ナースィ 1)-JJ Tabaqat-i Na$i riと若干のインド
(Hind) の史書では，ムーイッズッ・ディーン Mu'izzal-Dinと書-いている O

第 3気候帯に罵する c ザーブノレ Zabulとも呼ばれる O ザーブザスターン

Zabulistanは， この地方を指す呼称である O 若干の人びとは， カンダハール

をもザーブワスターン内部に数える O ガズニーは，カーブノレの酉~ 14ユガチの

道のりである O この道をとって明け方にガズニーを出発すると 2つの礼拝の

間，つまり午後の礼拝時にはカーブルに着く O カーブノレかt;13ユガチのアーデ

ィーナプールは，悪路のため，とても 1日では行けぬO

貧弱な地方である O その}I!は5.-.....， 6基の水車を動かす程度の水量で怠る O ガ

ズニーの町 (shahn) とさちに 4.-.....， 5村がこの水で濯濃されている O さちに 3

'-"""4の村はカーレーズ (karez) [地下式濯翫水路〕で潤されている C カーブノレ

ぶどうよりガズニーぶどうの方が質がよい O そのメロンも，カーブル・メロン

138aより豊富である。 りんごもよい o (138a) ヒンドゥスターンに運ばれる O その

農地はまことにやっかいな代物である G どの程度の土地であれ，いったん植え

ると，その土地の表土には，毎年，全面的に新しい土を持って来なければなら

ない O ただし，カーブルの農地の収護より，乙この農地からの収護の方がより

多い G あかねを植えている O 全てヒンドゥスターンに運ばれる O ここの住民の

特産品があかねである。乙の地の遊牧民 (:?ahra-nishin) はハザーラとアフガ

ーンである O カーブjレに比べるとガズニーは常に物価が安い O その住民はハナ

フィ一派に属する，王しい言仰を持つイスラム教徒である o 3カ月間合断食を

する (se-m討la-dar)人びとも多い O 妻や子供たちは〔外部の者からiま〕完全

に保護され隔離されている O

ムッラー・アブドウツ・ラフマーン Mulla'Abd al-Rahmanはガズニーの

貴人 (akabir) の出身であった O 学識豊かな人物で，いつも学問を教えていた O

まことに敬慶で禁欲的な， 節制Jむに富んだ人物であった D 彼は， [パーブJレの

弟で，ガズニーの太守ユナースイノレ・ミーノレザーが死んだ年 [1515年)にこの

世を去った。

スノレターン・マフムードの墓がガズニーの居住区 (mal).al1at) 内にある O そ

の地は，スノレターンの墓がそこにあるためにラウザ Rawcla[1園JJと呼ばれ
ている G ガズニーの良質のぶどうはラウザ産である O その子孫のスノレターン・

マスウード SultanMas'ud とスノレターン・イブラーとーム Sult丞nIbrahim 
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の墓もガズニーにある c

神聖な墓所 (mazarat)がガ、ズニーには多い。私がカーブルとガズニーを征

服した年，私はコハト Kohat.パヌー， ダシュト， アフガーニスターンを討

ち，多くの人びとを殺し， ドゥキ-Dukiを逸ぎてアービ・イースターダ

Ab-i Istadaの海岸を通ってガズニーに到着した [145a-153b参照〕。そり時

人びとが，ガズニーの村々に 1つの墓所 (mazar)があり， そこでは祈りを口

にすると墓が動くと云っていた O 私は行って見てみた O 墓が動いたように

138b (l38b)思われたりしかしやがて，それが寺男たち (mujawir誌りのしくんだ

イカサマであるらしい事が判明した O 寺男たちは，墓の上に Iつの鉄衰を設置

し，いつも彼らがそれにふれると，鉄環が動き，それに伴って墓が動いたよう

に感ぜられたのである O それは，船に乗っていない人が，船に乗ると，瞬間，

岸が動いているように思われるのと司様である G 私は寺男たちに鉄環から離れ

て立つように命じた C 彼らがどれほど祈りを口にしても，基はびくともしなか

った G 私は鉄環を破壊し，墓の上にドームを作るように命じた O そして寺男た

ちがこの動きをひき起こす事を厳重に禁止した O

ガズニーはまことに貧弱な土地である O 私はいつも，ヒンドゥスターンとホ

ラーサーンをその支配下に収めた君主たちが，ホラーサーナートがあるという

のに，どうして，このように貧弱な土地を首都に選んだのかと，不思議に思っ

ていた O スノレターン〔マフムード〕の時代には 3---4カ所のダム (band)があ

ったらしい o 1つのダムはこのガズニ一間にあり，ガズニーの北 3ユガチ上

流の所に，ス jレターンは 1つの大きなダムを設置した O このダムの高さは40---

50カjレで，長さはおそろく 300カルもあったであろう G 水をそこに貯えて，必

要に応じて放水していたらしい C アラーゥッ・ディーン・ジャハーンスーズ・

グーワ-'Ala' al-Din Jahan-suz Ghuri [jah加 -SUZ，I世界の放火者」の意〕

がこの地方を征服した時 [1150/1151年J，彼はこの夕、、ムを破壊し，スノレターン

の子孫、たちの多くの墓痛を焼き，ガズニー市街を破壊し放火し，その住民を略

139a奪し殺害した。いかなるものも殺薮・破壊を(l39a)まぬがれる事はできなか

った O それ以来，このダム辻破壊されたままであった C

私がヒンドゥスターンを征服した年 [1526年J，このダムを諺復するために

ホージャ・カラーンを通じて樟助金を送った G 荘、は，天の御加護i乙より，乙の

ダムが復興される事を願っている c もう 1つはサハン Sakhanダムで三うる G
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ガズニーの東にあり，これもガズニーから 2.........3ユガチほどの所にある O とれ

も，しばらく壊れたままになっている O しかし復旧の可能性も無い O もう 1つ

はサり・デフ Sar-idehダムで，このダムは今も利用されている O

諸書に，ガズニーには 1つの泉があり，この泉にごみあくたの類を投ずると

ただちど雪嵐や患，大雨・大風が起乙ると記されている O また 1つの史書に，

インド王 (ray-iHind)がセビュク・ティギンをガズニーに告屈した時，セビ

ュク・ティギンが，乙の泉にごみあくたを投ぜよと命じたととろ，雪嵐や嵐，

大雨・大風が起こり，セビュク・ティギンiまこの策略によってその散を撃退し

たと見えている O 私がガズニーでどれほどよく調べさせても，乙の泉について

は誰もそれと指し示さなかった O

これらの諸地方でほ，ガズニーとホーラズムが寒きで名高い C あたかも南イ

ラーク 'Iraqaynとアーザノレパイジャーン Adharbayjanで， スノレターニーヤ

Sult孟niya とタブリーズ Tabrizが寒さで有名である如くである O

次はズルマト地区 (Zurmattumani)でe5る C カーブノレの甫，ガズニーの東

南にある O カーブノレかちほ12.........13ユガチ，ガズニーからは 7.........8ユガチの道の

りである o 8つの村がある C ダノレガの駐留地はギャノレディーズ Gardizである O

13gbギャノレディーズ域の域内の家屋は，ほとんどが3.........4階建てで(139旬ある O

ギャ Jレディーズは強さに事欠かぬ O ナースィノレ・ミ-)レザーに敵対し， ミーノレ

ザーを大いに苦しめた O

ズルマトの住民はアウガーン・シヤールである O 彼ちは穀物をまき，農業を

行なっている。しかし木々や大小の果樹菌は無い O この地区の南に山があり，

パノレキスターン山 (Barkistantaght)と呼ばれている O この山の麓の高みに泉

がある O シャイフ・ムハンマド・ムサノレマーン ShaykhMul)ammad Musal-

manの墓が乙こにある O

次はファルムル地区である O 貧弱な土地である O リンゴ誌悪くない O ムノレタ

ーンととンドゥスターンに運ばれる O ヒンドゥスターンで，アフガーン時代に

愛顧されたシャイフ・ムハンマド・ムサノレマーンの子孫、に当るシャイブザーダ

shaykhz孟daたちは， ファノレムノレの出身である。

次はバンガシュ地区である G その毘匿の住民は，全てフーギーアーニ-

Khugiani， ヒリノレジー， トゥーワー Turi，ランダjレLandarといった山賊ア

フガーンである C 辺部な所にある O 乙のため彼らは税 (mal)を進んで払おう

Q
d
 

民
d



としなかった O 私にも，カンダハーノレ，パjレフ，パダフシャーン，ヒンドゥス

ターンの征服といった大仕事がもち上がっていた C このため，パンガシュの制

圧の機会を見つけられなかった O しかし，神が正義をもたちされ，しかるべき

機会が到来すれば，私はただちにパンガシュの山賊たちの制圧にのり出す決意

である C

カーブルの諸区域 (bol註kat)の 1つがアラ・サーイ Ala-Say区域である O

ニジュラーウから 2--3シャルイーの距離である C 東方へと，ニジュラーウの

側かる〔道が)まったく平坦に来ている O 道がクーラ Kura という所に達す

ると，アラ・サーイの方へやや小さな峠をくだる c この方面で法，温暖地と寒

冷地の境界がクーラ峠である O この峠の所を，早春に，烏たちが越える G ニジ

ュラーウの属地の 1つであるピチュガーン Pichghanの人びとは， この峠で

140a多くの (140a)烏を捕える C 彼ろは，峠の出口の所であらし参る場所に石で揺れ

場所を造っている O 鳥を捕える人びとはこの語、れ場所に坐り，網の 1端を 5--

8カノレ離れた所に固定し，絹の下側を大地に石でおさえておく O 績の上側の真

中あたりに 3--4カルの長さの木を結ぶ。木の 1端を隠れ場所にひそむ人びと

が手にしている O 彼ちは設置した隠れ場所会産に坐って眼をこちす O 鳥たちが

近づくと，網を持ち上げる C 鳥たちは自 G絹に入る O このようにして沢山の烏

を捕えているが，その数が多くて烏ののどを切れぬ迂どである o <P・173この

地方ではアラ・サーイざくろが有名である G 最高級のざくろではないが>.こ

の地方で辻それ以上のざくろは無い O ここのざくろ泣，全てヒンドゥスターン

に運ばれる。ぶどうも悪くない G ニジュラーウ・ワインよちもアラ・サーイ・

ワインの万が強く，色もよい O

次はパドラーウ Badraw区域である。アラ・サーイの隣りにある G ここで

は果物はとれない G 農民はカーフィルで，穀物を収穫している O

〔遊牧民) ホラーサーンとサマルカンドではトルコ挨とアイマク族が遊牧.

民 (~a l)rã-nishïn)であるように，乙の地方の遊牧民法ハザーラ族とアフガーン

族である O ハザーラ諸族の内で最も数の多い (kulli-raq) のはスルターン・マ

スウーディー・ハザーラ族である O アフガーン諸族の内で最も多数なのはマフ

マンド・ハザーラ Mahmand豆az邑m 族である。

〔税収入〕 カーブルの税収入は，定住民 (wil忌yat)かるの税，高税 (tam-

gha) ，遊牧民からの税を合わせて， 80万シヤールヒー (sekizlak shめrukhi)

n
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O
 



を徴収していた O

140b (山々) (l40b) カーブノレ地方の東側にある山々は 2種類である O 西側の

山々も 2種類である O アンダラーブ，ハースト Khwast，パダフシャーナート

の山々は，全て松 (archa)が生え，多数の泉がわき，おだやかな丘を持った山

々である O 草は，山や丘や平地にまるで土のように〔一面に〕生え，その質も

よい。ほとんどはどュテケ草 (b出差kaotI)である O この草辻馬にまことによ

く適する O アンディジャーン地方でこの草をピュトケ草 (b註t主昼)と呼んでいた O

どうしてそう呼ぶのかが分らなかった O しかしこの地方で分った O 乙の草が次

々と育って出てくる (b註tab註t語 chlqar)のでピュテケと云ったのであろう C

ヒサーノレ，フッタラーン，サマノレカンド，フェノレガーナ，モグーワスターン

の夏営地 (yaylaqlar) は全てここと同じような夏営地である。もっともその内

でフェルガーナとモグーリスターンの夏営地は，ここの夏営地とは比較になら

ぬほどすばらしい c しかしいずれにしても似たような山々と夏営地である O

さ与にニジュラーウ，ラムガーナート，パジャウノレ，サワードの山々には，

多くの松 (nazhu)，もみ，かし，オリーヴ，乳香樹が生育している O 草は，前

述の山々とは異なり，沢山また高く生えるが，無益の草で，馬や羊にも適さな

い。山々は前述の山々ほど高くはなく，見7こ眼には低く見えるが，実際は驚く

ほど厳しい山々である O 非常に平ちな正に見えるが，全丘，全!-uが固い岩のあ

る丘であり山である O どこも馬では進めない O この山々には，ヒンドゥスタ

141aーン産の鳥や獣が (141a)多い O おうむ， シャーラク (sharak) (人語をまね

る烏J，くじゃく)レージャ(l註ja)，猿，青牛 (ni1a-gaw)，インド鹿 (kutah-

P訂)などである O と云うより，ヒンドゥスターンでは関いた事も無いような，

上記以外の種々の鳥獣がいる O

〔カーブjレの〕西側の山々は，ダッライ・ズインダーン Darra-yiZind孟n，

ダッライ・スーフ Darra-yi ~üf，グノレズィワーン Gurziw丞n ，ガノレジスターン

Garjistanの山々で，似たような山々である G 草地は，ほとんどが平地 (julk引

にある O 前述の山々のように，頭上から山麓まで，山やEとに草が生えている事

は無い G またあれほど多くの木や松も無い O しかしその草は馬や羊に適してい

るG これちの山々の頂上は，全て馬がギャロップで走れるほど平らである。農

地も全てそこにある G 乙の山々には鹿 (keyik) が多い O その谷 (tak-ab) は

近寄り難い谷である O ほとんどの所は懸崖である G どとからも下ちられない G
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一般の山々の験所は高い所にあるのに，この山々の険所は抵い所にある C 不思

議な事である。

グーノレやギゼーウやハザーラの d~ 々も同様である。草地は平地にある o d-l々

には木も少い O 松の木も無い。その草ほ羊馬に適する G 麗が多いっ前述のL-W々

の険所l土谷間の低地にあったが，乙の山々ではそうではない。

またホージャ・イスマーイ-)レ Khwaja Isma 'il ， ダシュト， ドゥーキー，

アフガーニスターンの山々も同じような山々である。非常に低く，草が少く，

141b水も乏しく，木も無く，形の悪い，感心しない (141b)山々である O もっと

も，この山々は，その住民たちにはぴったりである。ちょうど， I対等となら

ない間は，互角でない (tengbolmaghuncha tush bolmas) J [1似たもの同志JJ

と云われている如くである。 世界中で，これほど惑心せぬ形のはi々 は稀であろ

つの

〔薬害〕 カーブノレには，冬，雪が沢111降るが，よい薪があり， しかも手近に
ハンジヤク パルート

ある o 1日で，行って取って来る事ができる O 薪にするのは，乳香樹，かし，
ーゲームチヤ

小アーモンド，カノレカンドである G 乙れちの内で最もよいのは乳香援である O

輝かしく撚、え，その薪はよい香りがする。燃えさしも沢I--W残る。 湿っていても

燃える。かしもよい薪である O 暗く撚えるが，熱く燃える O 燃えさしも沢I1j残

る司かしの木には，きちにもう 1つの特徴がある。その毒葉のついた技に火を

つけると，不思議な音をたてて燃える。末端から先端まで，音をたてて一ぺん

に燃える O 乙の*を燃やす事はまととによい楽しみである [245b参照〕。小ア

ーモンド誌最も多く，最もよく使われている o <p.175燃えさしは残らない>。

カJレカンドは非常に丈が{尽く，とげがある O 湿ったものも乾いたものも同様に

撚える O ζ れらは全て，ガズニーの人々の薪でもある O

〔動物〕 カーブノレ地方辻山々の間にある O まるで境界地を高くもり上げた

クローパー娼 (yorunchqapallan) のように， lU々 が横たわっている G その

山々の関誌<p.175平らで，平地になっている C ほとんどの村々や>居住地は

この山と山の間の平地 (arahq) にある O 鹿や猟獣はやや少い。秋と春の季節，

アノレカノレガノレチャ (ar弓arghalcha) と思われる赤鹿 (qlZl1keyik) が， 冬のす

みかと夏のすみかに移る時に用いる一定の通路がある C 猟鳥や猟犬を連れた若

142a者たちが行って，通路を(l42a)看視し，鹿を揺らえさせている。フルド・カ

ーブル KhurdKabulとスルハーブ Surkh-ab万面には野生ろば(弓u1an) も
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いる C 自鹿 (aqkeyiいはまったくいない O ガズニーには，白鹿，野生ろばが

いる C ガズニーの自鹿ほど肥えた白鹿は，他起で誌ほとんど見られない O

春夏，カーブノレにほ射猟地が多い G ほとんどの鳥の通路は，パーラーン河ぞ

いにある O その理自は，パーラーン河の東は山であり，西側もまた由である O

ここ，つまりパーラーン河畔の正面には，ただ 1つ大ヒンドゥー・クシュ峠が

あるのみで，イ告には峠が無い O このため，全ての鳥がこの峠を越える O ただし，

嵐が三うったり，ヒンドゥー・クシュ捺の上に少し雲があったりすると，鳥たち

は峠を越えちれない O そこで皆，パーラーン平地におりる O 乙の特に，その時

近の人びとは多数の鳥を捕獲する O

冬の末期，パーラーン河畔には鴨 (ordak)が多数飛来する O 非常によく把え

ている O その後，つる (turna) とかぎんしらさぎ句arqara) といった大きな

鳥たちが多数，無限に飛来する。パーラーン河畔では，つるにロープ (tanab)
〈いな

を投げ，ロープで多数を播えている O 青さぎ(?uqar)， ぎんしらさぎ，水鶏

(qotan) もE ープで多数捕えている G この種の巧みな捕獲法は他に例が無い O

捕獲のやり方は次の如くである O ガズ矢の 1射程ほどの長さの細いロープを

巻く O 乙のロープの一方の端にガズ矢を酉定する Q もう一方の端に角製の輪

(bildurg盆〉をつけ，それを固定する Q さらに 1本の手首の太さほどの木を用

142bいる o (142b)木の長さは 1カjレシュ (birqansh) [カノレシュは「親指と小指

を張った長さJJほどである O ガズ矢をつけた側から， 乙のローフ。を乙の木に

巻きおわるまで巻きつける G 巻きおわると，角の輪を動かぬように冨定する O

その後，手首ほどの太さの木をロープの中心から抜き取る O ロープの巻いたも

のが木の部分がぽっかりと穴をあけた形でできあがる G 輸を手に持って，飛来

する鳥の前方に向け，ガズ矢を投ずる O それが鳥の羽や首にあたって巻きつく

と鳥は落下する O 全てのパーラーンの人びとは，このようにして多数の鳥を措

える O

しかし乙の烏の接獲法はきわめて難しい o [時期は〕雨の障る培い夜でなけ

ればならぬO 鳥たちiま，乙のような夜には，猛獣や野獣を避けて夜が明けるま

で休まず，低空を飛び、続ける O 麗夜の鳥たちの通路は流れぞいである O 流水が

闇の中に白く光って見える。鳥たちは，恐怖心から，夜が明けるまで流れの上

流・下流へと往来する C 人びとは，この時，ロープを投げる G 私も一度，夜に

ロープを投じた C ロープが延びてしまい，落とした烏もどこに落ちたのかわか
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ちなかった O 翌朝までに，鳥を，延びたロープと一緒に見付けて持って来てく

れた O この方法で，パーラーンの人びとは沢由の青さぎを捕えている。青さぎ

の羽毛で羽根飾りが作られる。カーブjレかちイラークやホラーサーンに輸出さ

れている高品の 1つが羽根飾りである O

さ与に一司の烏猟奴隷〈号ayyadqul1ar) がいる o 200 ---300家である C ティ

ム-}レ・ベグの子孫、たちの 1人が， この奴隷たちを〔インドの〕ム jレターン

143a Multan時近から (143a)連れて来たものである C 彼らの公務は鳥を捕える事

である O 彼らは池を作り，多数のおとちの鳥を配置し，池の中央に絹を張って

あらゆる種類の烏を捕える G 単に烏猟者たちが鳥を捕えるだけでなく，パーラ

ーン)Jl沿いに居住する人びとは，ロープを投げ，わなを仕掛けるなど，あらゆ

る技術を用いて，多数の，全種類の鳥を捕獲している C

〔漁獲〕 この同じ季第，パーラーン)[1を魚、が移動する G 人びとは，縞を用

いたり 1種のふるい (chaj)を〔水中iこ〕設置したりして沢wの魚、を取る O
また「野生ろばの尾J(qulan qoyrughl) という名の草が芽を出し成熟し，

花をつけ実を結ぶ秋の季節に辻，この「野生ろばの尾Jを10---20かつぎ分

(pushtwara) ，さらにまた青シャイパク (kokshaybaq)を20---30かつぎ分，

水際に運んで来て，軟ちかくなるようにつぶして汚水の中に入れる O 人びとは，

それを入れると同時に水に入って，気を失なった魚を取ち始める O またより下

流の適当な場所には 1葎のふるいを水中に設置する O その方法は次のようで

ある O 柳のしなやかな小枝のうち，指ほどの太さの小枝を，むしろのように編

むG この椀のむしろを，水が流れ出る場所に空のままで置き，その馬囲lこ石を

積むC 水が，このむしろに勢いよく流れ落ち，流れ落ちると同時に流れ去る仕

組である。水は下に流れ去るが，魚はむしろの上に残る O 自失した魚、を，上流

の方から人が取りながらや勺て来る O 彼ちはこのふるいで沢山の魚、を取ってい

るC グノレ・ノぐハーノレJI!(Gul--bahar SUyl) ， パノレワーンJI ¥， イスターリーフJl!

でもこの方法で魚、を取っている O

143b また冬には，ラムガーナートで珍しい方法で (143b)魚、を取っている o 7.Kが

流れ出る所に，家の広さほどの土地をやや掘り下げ，いろりの敷石のような石

をこの穴に置き，その土に石を詰むO この場所lこ，水中で 1つの入口を設置

する O この Iつの入口以外の場所では，魚、が出入りできないような形に石を積

む O この積まれた石の上を水が流れる G この場所は養魚、所 (m孟hi-khana)の
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役割を果たすO 人びとは，冬期，いつであれ魚がt必要になると，この穴の 1つ

を開き， 30..........40尾の魚を 1度に持って来る C 彼らほ次のようなやり方で穴を開

くのである O その穴は，決めちれた印のついている場所に作る O その穴の，唯

一の入口の所を除き，穴の潤屈に米つぼを置き，その上に石を置く C むしろの

ような物を織って，その両端を Iカ所で合わせ，入口に結びつける C さちにと

れの内部に，またもう 1枚を，むしろのように織って入れて〔内部を〕強化す

るO その口は，先のむしろ〔の口〕と同じ所に来るようにする C

後かろ入れたむしろのようなものの長さは，先のむしろの半分ほどの長さに

する O その奥の方の口を狭くする C この内部のむしろの奥の方の口を通って入

った物は，大きなむしろの内部に入る G 大きなむしろの下流の側の口は，魚が

出品れないように作つである O 内部のむしろの下流の側の突の口誌，上流の側

144aの口から魚が入り，奥 (144a)の口を 1足ずつ通り過ぎるように作つである O

乙の奥の口の所の木々の先端が 1つにせばまるようにしてある C 魚はこの口を

通って，大きなむしろの内部に入っても，出口が固めろれているため出られな

いG 魚がひき返しても，この小さなむしろの突の口にある針状のくし (shish)

のために通過できない O そのため魚はこのむしろの中を，最初に設置した入口

の方へ来る。しかしそこは亘めちれている C 人びとは養魚所の上部を開く O そ

む毘酉は米つ廷で守られている O イ可でJsれそこに入った魚は，この穴の所で捕

えられる O たとえ逃げても，入口はただ 1つしかなく，全て前述のむしろの中

に落ちる O そこで捕えられる G このような魚獲法は，他の土地で法見た事が無

カーブノレ征坂の数巨後，ムキームがカンダハーノレ万面への出発の許可を求め

たC 彼は，誓約と約定にもとづいて出城していたものであったため，私は彼が

その一族部党，諸装儀諸物品ともども，安全無事に，その父兄の許へと去る事

を許した O

ムキームに退去の許可を寺えた後，私はカーブノレ地方を王子たち (mirzalar)

や客人のベグたち (mihmanbeglar) に分与した G ガズニーをその属地・属領

(tawabi' w註 lawãhiqi) と共ピジャハーンギ、ーノレ・ミ-)レザ -~L与えた。ニン

グナハーノレ地区とマンドラーワノレ，ダッライ・ヌーノレ，クナノレ，ヌ-)レ・ガノレ，

チャガン・サラーイをナースィ jレ・ミーノレザーに与えた O

-65ー



私自身と放浪の時代を共に過ごして来たベクーたちゃ若党たちには， その内

144bの幾人かに (144b)村とトゥユ-)レの如きもの (tuy色l-deむを与えた Q 地方

(wilayat)そのものは，まったく与えなかった Q 単に乙の時ばかりでなく，

いつであれ至高の梓が幸運をお恵み下さった時には，忍は客人ないし異国の

(mihman w昌 gharib)ベクーたちゃ若党たちを，古参の臣下たちゃアンディジャ

ーン人たちよりも，より重くよりよく処遇した G それにもかかわ与ず¥人びと

はいつも私が古参の者やアンディジャーン人以外には眼をかけぬと云って陰口

をたたいていた G まことに因ったことであった O 諺がある:r敵が云わぬ事は
何も無い O 夢に見ぬ事は何も無いJ(dushman ne demas， tushka ne kirm語s)， 

F城門は閉ざす事ができる。しかし敵対者の口を間ざす事はできぬJ(darwaza-

yi shahr-ra ta wan bast， nata wan dahan-i mukha1ifanるast)0 

サマルカンド， ヒサーノレ， クンドゥズから多数の部民・部族 (ilwa ulus) 

がカーブル地万に来ていたため，次のように方針が決定された rカーブルは

貧弱な土地である O 武力で治めるべき土地であり，文治に適した土地ではない

(sayfi dur， qalami emas) 0 全ての人びとに，現金 (yar泊 aq)を徴収して支給

する事は不可龍である O これらの部長・部族の家族には，それぞれ穀物を支給

し，部民・部族らは遠征ないし攻略に出発する事とする」と。このように決定

され， カーブノレとガズニ一地方およびその層地に対し 3万ハルワー jレ (khar-

war) [ハノレワーノレは 83.3-.，166. 67 kgJの穀物が課された c カーブルの収入と

収穫 (dar-amadwa加号il)がどの程度であるかを知らぬまま， これほどの多

額を課したため，地方iます乙ぷる荒廃した C

まさに乙の填，私はパープノレ文字 (Baburikha tt) を発明した。

私ばスノレターン・マスウーディー・ハザーラ族に多数の羊馬を課し，徴収入

(tab斜-dむ)たちを派遣した c 数日後，徴収入たちから，ハザーラらが税 (mal)

145aを支払わず (145a)，反乱の姿勢をとっているという靖報がとどいた O 乙れ以

前にも，彼らは何度かギャノレディーズ道とガズニ一道を襲撃していた O これら

の理由から，私立スルターン・マスウーディー・ハザーラを急襲するため出

馬したO マイダーン道〈話aydanyoh)をとっ?て進み， ニノレフ Nirkh峠を夜

に越え，夜明けの礼拝の時刻にチャトゥー Chatu間近でハザーラらを急襲し

た O しかし思っていたほどの成果は上がちなかった C その後，忍はスーラーフ

Surakh道をとって引返し， ジャハーンギーノレ・ミーノレザーにガズニーへの出
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発の許可を与えた O

私がカーブノレに帰着した時，ダルヤー・ハーン DaryaKhan [225a参照〕

の子のヤール・フサイン YむI:Iusaynがピフラ Bihra[現在の BheraJ方面

から臣従のために到着した G

数日後，私は軍を召集し，土地の事構 (yersu)をよく知っている者たちを

呼びょせ，周辺諸地域について検討した G ある者はダシュトへの進軍がよいと

云い，ある者はパンガシュを適当だと云い，またある者はヒンドゥースターン

をよしと見なした O 相談の結果，ヒンドゥースターン遠征が決定された O

〔第1次ヒンドゥースターン遠征〕

シャーパーン月 [1505年 1/2月J，太陽が宝瓶宮にあった時，忍ばカーブノレ

からとンドゥースターンめざして出馬した。パーダーム・チェシュメとジャグ

ダリク Jagdalikを経て，途中 6宿して，アーディーナプールに到着した O 私

はそれまでに温暖地帯の諸地方やヒンドゥースターン一帯を見た事が無かった G

ニングナハー jレに到達すると，ただちに眼前に別世界が広がった O 草も木も獣

145bも魚、も異なっていた O 人びとの (145b)習慣・愚習も異なっていたO 忍たちは

驚嘆した O まことに驚異の世界であった O

ナースィル・ミーノレザーは，先にその領地へ行っていたが，アーディーナプ

ールで，在のもとに伺侯した O その方面かち到着した諸部族や諸軍団は，冬営

地の選定のために全てが移動して，ラムガーナートに来ていた O それらの兵士

ちと，後に残った兵士らを 1---2日間その附近にとどめた O ついで後らは忍た

ちに合流した G 私たちは進んでジューイ・シャーヒー J註-yiShahiを過ぎて，
しも

より下のクシュ・ゴンパド QushGonbadに下馬した O ナースィル・ミーノレ

ザーは， r部下たちのために領地から物を取って来させ 2---3日ほど後にま
いりますj と云って，クシュ・ゴンパドで〔私からの〕別れの許しを得ると，

後に残った O

私たちがクシュ・ゴンパドを発ってギャノレム・チェシュメ Garm-cheshma 

cr温泉JJに下馬した時，ガーギーヤーニー Gagiyaniの有力者 (uluq)の 1
人で， おそらく隊高と一緒であったと思われるパと-Pakhiが連れて来られ

たO 道案内人が必要であったので，パとーを詞行させた G 怠は 1---2宿を費し

ハイパノレ E三haybar峠を越えてジャーム Jamに下馬した G
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クーラ・カトリ-Kura -ka triについてほ話を聞いた事があったっヨーガ行

者 (yogi)やとンドゥーたちの聖地がこれであったと云われていた O 彼らは

遠方の地からやって来て，クーラ・カトリーで髪やひげをそると云われていた

[232b参照)。怠はジャームに下馬すると， ただちにベグラーム Begramを

見物するために出発した G 在、は巨木を見物し，ベグラーム近辺を見てまわった。

案内人はマサク・ブー・サーイード・カマリ-Malik B註 SピidKamariであ

った。忍たちは何度もクーラ・カトワーについてたずねた。しかし彼は答えな

146aかった。もどって，宿営地<:p.180近く>に (146a)着くと，彼はホージャ・

ムハンマド・アミーン Khw孟jaMul;.ammad Aminに「クーラ・カトリーは

ベグラームの近くにあった O せまい洞窟で危険な場所なので云わなかった」と

述べた O ホージャはすぐにしかりつけ，彼が述べた事を伝えた O しかしもう夜

になっており，道のりも遠かった C そのため忍たちは行く事ができなかった O

乙の宿営地で，私はスインドJl[ Sind SUyl [インダスJlじを渡るか否か，ま

たどの方面に進むかを相談した O パーキー・チャガーニーヤーニーは， l]l[を

渡らず， ここから途中 1宿すればコハト Kohatという所へ行けるようです。

そこの住民立多くの財貨と富を所在する人びとのようです」と述べた O 彼は，

自分の言葉に一致するような事を私に云わせるために，数人のカーブル人を連

れて来7こっ私はこれろの土地については，これまでまったく間いた事が無かっ

たO しかし大きな権限を持つ〔パーキーのような)人物がコハト方面へ進む事

を良策と考え，自分の主張の正しさを証明するために証人までも連れて来たの

であってみれば， )討を渡りヒンドゥースターンをめざす考えを放棄せざるを得

なかった C 私はジャームを発って，パーラ B尋問]l[を渡り，ムハンマド・ピフ

Muhammad Pikh峠の近くに到着して下馬した。

その当時，ガーギーヤーニー・アフガーン族 (GagiyaniAfghani)はプノレ

シャーワノレにいた O 彼らiま私たちの軍勢を怖れて，この山の麓に退いていた O

ガーギーヤーニーの有力者 (uluq)の 1人であるホス百一・ガーギーヤーニ-

Khusra w Gagiyaniがこの宿営地に来て私の前に伺侯した G 後をも，道案内

146b人として (146b)適当であったので，パヒーと一緒に私たちに再行させた C

私は夜半この宿営地を発ち，日の出にムハンマド・ピフを過ぎ，朝食時にコ

ハトを急襲した O 多数の牛・水牛が手に入った C アフガーン族も多くの者が私

たちの捧棄となった O しかし私は捕震を全員〔捕獲者から〉引き離して釈放し

口。戸。



7こっ家々に泣穀物が無制限にあった。会、襲隊がスインド河畔にまで急行し，途

中で 1宿して帰り，在、たちに合流した O パーキー・チャガーニーヤーニーが云

っていたような物は兵士らの手に入らなかった O パーキー・ベグば乙れを主張

した事についていささか恥入った O

コハトに 2居し，急襲隊を集めると，どの方面に進むのが良策であるかを協

議した O 結局，パンガシュ，パヌ一方面にいるアフガーン族を討ち，ナガノレ道

かファルムノレ道をとって帰還する事に決定された O

ダノレヤー・ハーンの子で，カーブノレに来て私に仕えていたヤール・フサイン

が「ディラザーク Dilazak，ユースフ・ザイ Yusufzay， ガーギーヤーニーの

諸族に対し勅令 (farm加 lar)をお出し下きれば， もし彼らが私の云う事に背

かなければ，私;まスインド]I[の向う槌で王様のために万をおふるい致しましよ

うに」と懇請した O 怠は懇請通りに勅令を与え，コハトを去る許可を与えた O
かみ

私たちはコハトを発ち，上のパンガシュに向けハング-Hangu道をとって

147a進んだ。コハトと(l47a)ハングーの聞には 1つの谷がある O 南側辻山で，道

はこの谷を通っている O 私たちが移動してこの谷に入ったととろ，コハトとそ

の男辺地帯のアフガーン族が全員集合して，谷の南側の山の上に出て，ときの

声をあげ妨害を為し;まじめた O マザク・ブー・サーイード・カマリーはアフガ

ーニスターン全域をよく知っていた O この遠征では彼が道案内役をつとめてい

た。彼法「もっと先の道の右側に孤立した山があります。もしこのアフガーン

人たちがこの山からあの山へ移れば，別の山ですから，まきこんで捕える事が

できますj と述べた O 神が正義をもたらされた G このアフガーン人たちは分散

して進み，かの孤立した山に向ってきた O 忍は 1隊の若党たちを派遣し，た

だちに 2つの山の間にあるi室路を占領させた O 地の兵士たちには， ひ1[の〕向

う側とこちち慨を再側に相対する形で、<p.182進み，乙のアフガーンらを懲ち

しめるよう命じた O 相対する形で>進むと，散は戦う事す与もできなかった O

味方は，一時の聞に， 100-...150人のアフガーン人を攻撃して揖え，若手を生檎

にし，ほとんどの者の首を取って帰って来た O

アフガーン人たちは，戦う事がもはや不可詑となると，款の前に草を噛みな

がらやって来ると云われていた G つまり「私はあなたの牛です」という意味だ

147bという O 私たちはこの風習をそこで (147b)見た O 戦開不可能となったアフガ

ーン人たちが草を噛みながらやって来た O 私は，生けどりにされて連行されて
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来アこ者の言を打たせ，野営地に首の塔 (kal1aminara)を建てた。

翌日，そこを発ってハングーに下馬した O この地の周辺のアフガーン人たち
"'Tyjf.n-

ば 1つの孤立した山を要寒化した (sangarqIldIlar) 0 iサンガノレ」という言葉

を，私はカーブノレに来た時に関いていた O この人びとは，山を毘める事 (taghnl

berkatkan)を「サンガノレj と云っている iるしかった o <p.182味方の兵土た

ちは，到達すると同時にアフガーン人たちのサンガjレ>を破壊し，抵抗した

100--200人のアフガーン入らの普を切って持って来た O ここでも，私は首の塔

を建てた O

ハングーを発って，途中 1泊して，上のパンガシュへの入口にあるティール

Tilという土地に下馬した G ここでも兵士らは，その周辺諸地域のアフガーン

たちを攻撃に出かけた o 1つのサンガノレかち， c我々の〕若干の急襲隊はむし
ろ獲物少く (yengilrak)帰還した。

ここを発ち，道無き道を進み，途中で 1宿して，翌日まことに急な下り坂を

下り，長く遠い隆路を過ぎてパヌーに下馬した O 兵士や与くだや馬がこの下り

坂と誼路ですこぶる難渋した G 獲得していた戦利品の牛は，ほとんどそこに残

さねばならなかった G 公道は，忍たちの右手 1--2キヨノレフ去るruh. 4000歩

の距離〕の所にあったようである G この道法騎馬の者が通る道ではなかったら

148aしい O この道誌，羊飼や牧夫が，時に家畜たちをこの道とi盆路を通って (148a)

下らせるために， i羊道J(gusfand liyむ〉と呼ばれていたちしい O 道の事をア

フガーン語で 1)ヤーノレと云う G 先導役はマリク・ブー・サーイード・カマ 1)ー

であった O ほとんどの兵士たちは，道が左の方にとられてしまったのは，マリ

ク・ブー・サーイードのせいだと考えた O

パンガシュおよびナガルの山々を過ぎるとすぐそこにパヌーの真平らな平

地が横たわっている Q 北はノてンガシュとナガノレの山々であるむパンガシュハi

Bangash rudlがパヌーに向け流れ出ている G パヌーはこの)11で謹翫されてい

るO 高はチュパーラ ChuparaとスインドJ1!である O 東はディーンコト Dinkot，

西ほ，パーザーノレ Bazむとかターク Tak とも呼ばれるダシュト Dashtであ

るO アフガーン諸部族 (Afghanqaba'ili) のうち，クーラーニ-Kurani，キ

ーヴィ-Kiwi，スーノレ Sur， イーサー・ハイ jレ'Isa-khayl， ニヤーズィ-

Niyaziがこの地方を耕している c

パヌーに下馬すると，平地の諸部族が北の山々にたてこもって (sangarlap)

nu 
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いるという情報が届いた O 私は兵をジャハーンギーノレに率いさせて派遣した。

キーヴィ一族のサンガルであったと思われる。ジャハーンギーノレらは進んで，

一時のうちに攻略し，皆殺しにし，多くの首を切って持って来た O 多量の白い

布 (aqrakht)が兵士らの手に入った G 私はパヌーでも首の塔を建てた O この

サンガノレを攻略した後，キーヴィ一族の有力者 (uluq)の 1入であるシャーデ

ィー・ハーン ShadiKhanという者が臣従するために草を噛みつつ来た O 私

たちは捕妻たちの命はゆるした O

先にコハトを攻略した際，パンガシュおよびパヌ一方面のアフガーン人を急

襲した後，ナガル道ないしファルムノレ道をとって〔カーブルに〕婦還する事が

148己決定されていた o (148b) しかしパヌー攻略後，その土地〈γersu)をよく知

っている人びとが「ダシュトは近い O その在民もためこんでいる O 道もよいJ

と述べたため，ファルムノレピ出る計画を，ダシュトを討った後にファルムル道

を通って帰還する事に変更した O 翌日，怠はそこを発って，この同じ]11[パン

ガシュ]fl]の岸辺のイーサー・ハイル族の村に下馬した O イーサー・ハイル族

は， 'r青報を得るとチューパーラの山々に退いてそこに留まった G 私はイーサー

・ハイノレの村を発ち，チューパーラの山々の麓に下馬した G 攻撃隊が山々に入

り，イーサー・ハイノレの 1つのサンガノレを破壊し， 羊， 家畜，布地 (ra主ht)

を取って帰った O 乙の日の夜，イーサー・ハイ jレ・アフガーン入らが夜襲をか

けて来た O しかし忍はその遠征では，警備をきわめて厳重にしていた O そのた

め彼らは何事も為し得なかった O

私は次に述べるほど，警戒を厳にしていた C すなわち，右翼・左翼・中軍・

後衛は，いずれも戦樟そのままの往置に野営した O またいずれも，それぞれの

野営場所で武装していた O 歩兵は，宿営地の周囲に，テント群から矢の 1射程

距離ほど離れて記震についた O 夜も，彼らはまさに乙れと毘じ位置にいた O 毎

夜，乙のように全ての兵士が配置されていた O 近習たちの内の 3--4人が，毎

夜，たいまつを手に頼番で見廻っていた G 私も，毎夜 1度ずつ見廻ってい

149aた。私たち誌，配置についていなかった者の (149a)鼻をそぎ，軍中を引き廻

させた O

右翼は，ジャハーンギーノレ・ミ-}レザー，パーキー・チャガーニーヤーン，

シーリーム・タガーイー，サイイド・フサイン・アクパノレそれに若干のベグナこ

ちであった O 左翼はミーノレザー・ハーン，アブドウツ・ラッザーク・ミーノレザ
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ーラカースィム・ベグと若干のベクーたちであった。中軍には大ベグ (uluqbeg) 

の階級の者は 1人もおらず，全員が近習ベグ (ichkibeg) tこちであったむ後

者にほサイイド・カースィム・イシク・アーガー，パーパー・オグル Baba

Oghh，アッラー・ク 1)ー・ピーラン AllahQuli Biranとそれに若干のベクー

たちがいた。全軍は 6分自に分かたれ，各分間に;ま 1昼夜ずつの後方警備

(chaghda wul)が頭次わり当てちれた。

その山裾を発ち，西に向って進み，ダシュトとパヌーの間にある 1つの水の

無い， 1-11の側面の関 (qol) に下馬した O 兵士らは乾いた河床 (say)を堀って，

自分たちと動物たちのために水を得た c この河Eまから 1--1.5カjレ[qanは

「腕の長さJJ掘り下げると水がわき出た O 単にここの河床からこのように水
がわき出るだけでなく，ヒンドゥースターンの全ての水の無いJ1! (ruのがこ

のような特徴をもっている o 1カルないし1.5カル堀れば，必ず水が出る G 大

河 (darya)の他には流水の無いヒンドゥースターンで，その水の無い]11が，

実擦にはこれほど水に近いというのは，まことに楚くべき神のお力である O

乙の乾いた河床を黍明に出発し，午後の礼拝時，ダシュトの村々に，軽装の

騎兵告が到達した C 襲撃隊がいくつかの村々を襲撃して，家畜，布 (rakht)，

売実用の馬 (sawdaat)を持って来7こ。この夜の明け方まで，また翌日の正午

14gbまで，おくれていた駄獣やらくだ，軽歩兵 (yayaqyalang) が (14gb)続々と

到着しつづけた O 私がここに留まったこのB，襲撃隊がおもむいて，ダシュト

の村々か与多くの牛・羊を持って来た O 後ろは，途とでアフガーン人の高人た

ちに会い，多くの白布，芳香根，砂糖菓子，精糖，俊民，売買用の馬を取って

来7こO アフガーン人らの詣で有名かつ有力な商人の 1人であったホージャ・ヒ

ズル・ヌーハーニ-Khw亘jaKhiclr N uha討を，モグーノレのヒンディ-Hinむ

が落馬させ，その首を切って持って来た。シー 1)ーム・タガーイーは襲撃隊の

後を進んでいた o 1人の徒歩のアフガーン人がシーリーム・タガーイーと相対

し，シー 1)ーム・タガーイーの人さし指を切り落した O

忍は，翌朝iこ出発して，ダシュトの村々の間にやや近く下馬した O そこを発

って，ゴーマル]I!Gumal SUylの岸辺に下馬しずこ G ダシュトからガズニ一方

面へは 2つの道が出ているらしかった o 1つはサング・スーラーフ道 Sang-

surakh yohで，この道はパノレク Barkを経てファルム jレに至る G もう 1つは，

ゴーマノレ)[1の岸づたいに進み，パノレクには至らず，これまたファルムルに至る
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ものである O 若干の者たちはゴーマ jレ道を好んだ C 私がダシュトに滞在中に，

2--3日ひき続いて雨が誇った O ゴーマルJ1[は非常に増水していた。私たちは

苦労して渡れる所を見つけて渡ったほどであった G 道をよく知っている者たち

が， rゴーマノレ道をとれば， この流れを何度も渡ちねばなりません o ]1 [がこれ
迂ど増水していては圏難ですJと述べた。私;まこの道についても，進むべきか

遼巡した O 方針がなお 1つに定められていなかった O 私は，翌日，出発の太鼓

150aを打たせた後，馬上で〔進みながらJ(150a)相談し， どの道をとって行くべ
ラマザー y

きかを決める考えでいた G その日は断食月明げの祭f3 ('id-i fitr) [1505年 3

月 7日〕であった O 忍iま祭日の沫浴を行なっていた O

ジャハーンギーノレ・ミ-)レザーとベクーたちが議論していた O 若干の者たちが

次のように云っていた:rダシュトの西方の山に， ミフタル・スライマーン山
支uh←iMihtar Sulaym丞n と呼ばれている山がある C この山はダシュトとドゥ

キー Dukiの間にある O その山の突出部をまわれば，道は平らである o 1--2 

日はちがって来るだろうがj とG 彼ちは意見をこれに決定して，突出部を通る

道に向った G 忍が決めちれた泳浴かち解放される前に，兵士たち誌全て突出部

に向け平地を進み，その内の大部分の者はすでにゴーマル}I!をも渡っていた O

その道誌，見た事のある道ではなかったので，私たちは道の遠近をも知ちず，

ただ誤ったいし1かげんなうわさにもとづいてこの道に入ったのであった O

私は祭日の礼拝をゴーマノレ川の河畔で行なった O 新年の祭日 (nawruz)が，

この祭日かち程遠かちぬ所まで近づいていた O 残るはわずか 1--2日であっ

た。それが真近かだという事で， 忍iま次の〔冒頭句と結末句を含む)ガザノレ

(ghazal) [叙情詩〕をつくった O

祭の日々，人びと法新月と恋人の顔とを一度に見て悦び楽しむ。

しかし忍にとって，そなたの麗わしいかんばせから引離される祭の月は，

ただ悲しみあるのみである C

〔空白〕

おお，パーブjレよ!恋人のかんばせと新年とが同時に見られた祭日を神の

贈物をみなせ。

何故なる， 100たび新年の祭日がこようとも， これにまさる祭日は無いで

あろうから O

私たちはゴーマノレ川を渡り，需に向け山の麓を通って進んだo 1 --2キヨノレ
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150bフ進んだ時， (150b)残忍な若干のアフガーン人が山裾にある丘に出現した O

私たちは全速力でその方面に馬を走ちせた O ほとんどのアフガーン人は逃走し

たC しかし若干の者たちは，愚かにも，麓の小山や岩の所で足場を君めた。 1

人のアフガーン人が 1つの孤立した山の上に立っていた O おそらくその向う側

は絶壁であった O 説走できる所も無かった G スノレターン・クワー・チュナクが

鎧をつけたまま出撃し，大いに打って捕えたっ私の面前で，彼が為した 1つの

〔褒むべき]行動がまさにこれであった。この行動が彼の寵愛と昇進の因とな

っ7こO

またもう 1つの岩の所で，クトゥノレク・カダムが 1人のアフガーン人と猛烈

に打ち合いつかみ合って， 10-.，12カルの高さの所かち共に落下した O クトゥ jレ

クは敵の首を取って持って来た C さらにもう 1 つの ~Uの頂上でケペ Kepä が 1

人のアフガーン人と取っ組み合いになり，山の頂上から中腹までころがり落ち

て来た O そのアフガーン人の首をも取って来た O このアフガーン人たちをまた

多数捕虜にしたが，私は全員の命をゆるしたむ

在はダシュトを発ち， ミフタノレ・スライマーンll!の麓を通って南に向って進

み，途中 3宿して，スインド河畔の，ムルターンの属鎮の村々の 1つであるビ

ーラ Bila という小さな町に到達した。その住民ば舟に乗って汚を渡った O 若

干の者たちは河にとびこんで渡った Q この村の正面に 1つの!日中島があった C

151a (151a)おくれた者たちが川中島にいるのが見られた O 私たちの側のほとんど

の兵士は罵・甲胃ともども河にとびとんで渡った G 幾人かは水にのまれた C

私の臣下 (n依訂)の内で;ま 1入はク Jレ・アルク QulAruqで，もう 1人は

ミフタ jレ・ファッラーシュ Mihtar Farrash であった O ジャハーンギール・

ミーノレザーの臣下の中では 1入はカイマス・トゥ jレクメン Qaymas (又は

くp.186Qaytmas> J Turkmanであった O このJ11中島で，若干の布地とか騒

重の如き物が兵士らの手に入った G この近郊の人々は舟で皆スインド河の向う

岸ヘ渡った。

〔相手jjの〕すでに渡河していた者たちの 1国が，河の広さを頼りに，この

J 11 中島の対岸かち，刀を手に取って，剣士の真似事をして雄U-'羊のように跳び

はね始めた。〔私たちの側のJJ 11中島に渡っていた者たちの内から， クJレ・パ

ーヤズィード・ブカーウル QulBayazid bukawulがひとりで裸馬と共に，彼

ちに対面する所から河に身を投じた o J日中島の向う側の]11幅は，こちら到の)11

-74 -



幅の 2"""'-'3イ音ほどであった G 彼は馬を泳がせて，向う側にいる者たちの正面，

I射程距離の浅瀬に出た O 水:ま馬の鞍麹の所まで達していた O 彼は，ミルクが

わきたつほどの間，立ちどまった O おそ与く馬が重さに耐えていたのであろ

うO 彼の後かろは誰も助けに来なかった O また助けが来る可音量性も無かった。

彼はそこから敵に向けまっすぐに進んだ。敵誌 1"""'-'2本の矢を射たが，留まり

えず，急いで逃げた O 彼はたったひとりで，甲骨もつけぬ馬と共に，助ける者

も無く，スインドJlIのような大河を馬を泳がせて渡り，敵を逃走させ，土地を

獲得したのである O まことに勇敢な行動であった O

151b 彼が散を逃走させた後， (151b)兵士らが渡って，布地や家畜などの戦利品

を取って来た O 乙れ以前にも，彼は何度かすぐれた奉仕をし，その勇敢さを示

したので， 私は彼を寵愛し眼をかけて，台所番 (baurchl)の措層から私個人

のための毒見役作h勾亭abuk孟wul) の階層へと昇進させていた O 忍は， この

たびの行動ゆえに，彼を全面的に寵愛し特別扱いする事にした O そして事実そ

のようにした G 後述する如く，彼は実擦にこのような寵愛と擾遇に値した O

私はさらに 2宿，スインドJlIぞいに下流の方に向って移動した O 襲撃隊は馬

を走らせすぎて，馬をつぶしてしまった C しかしその分措品も，急襲に値する

ものでなかった O 全て牛であった O ダシュトでは羊が，また若干の場所では布

地の如きものも兵士ちの手に入った。ダシュトをすぎると，手に入るのはただ

牛のみであった O スインド)11ぞいの信営地では 1人の下僕 (qulluqchl)が

300"""，-，400頭の牛を連れて来る廷どであった O それだけ連れては来たが，何分に

もあまりに多数のため，各宿営地でさらに同数程度が放棄された O

私たちはスインド川にそって 3宿の間進んだ。 3宿の後，ピーノレ・カーヌー
マザ-w

の墓所 (PirK孟numaz孟n)の向いでスインドJlfと別れ， ピーノレ・カーヌーの

墓所に到着して下馬した O 兵士らの内の若干の者たちがマザールの関係者たち

を苦しめたので，私はその内の 1人を見せしめのために万で延刑した O この

マザーノレはヒンドゥースターンで(l52a)大いに尊崇されているマザー jレであ

るO ミフタ Jレ・スライマーン由に連なる山由美の山麓iこある O

私iまこのマザーノレを発ってu阜の上に下馬した G そこを発って， ドゥキ一地方

に属するJlIの河床に下馬した O その宿営地を発った時， (ズーン・ヌーン・ア

ルグンの子〕シャー・ベグの家臣で，スィーヴィ-Siwiのダノレガであったフ

ァーズィノレ・キュケノレダシュ FaclilKokaldashの配下で，物見のために来
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た20人ほどの者が捕えちれて連行されて来た O 当時は〔シャー・ベグと〉悪

い関孫にほなかったので，忍たちは馬・甲青ともども彼らをただちに懇放し

7こO

私たちは，途中 1宿して， ドゥキーの村々の 1つでチューターリー Chutali

と呼iまれる村の近くに下馬した O スインドJlIから少し離れた所でも，また河ぞ

いの地でも，休まずに絶えず蕗奪を行なっていたが，かいばや青い未熟のとう

もろこしの実が豊富で，馬が後に残される事は無かった O しかしスインド]11か

らピ-)レ・カーヌ一方面に向うと，青いとうもろこしの実はもはや見当たらな

かった C 時々 2-...，.， 3宿に 1度，わずかのとうもろこし娼が見つけられたが，

かいばは皆無であった C これらの福営地より先は，兵士らの馬がおくれ始めた。

チューターリーを発って下馬した宿営地では，駄獣がいないため，私の大テ

ント (khargah)すらも後に残された O この宿営地では，夜，大雨がi寄り，テ

ント (chadur) の内部で水がひざの高さにまで達するほどであった C 私は，敷

物(gelim)を 1箇所に集めて高くし，その上に坐った O 乙の夜は，このように

苦労する内に夜が明けた O

さらに 2-...，.， 3宿すると， ジャハーンギーノレ・ミーノレザーが来て， 私の耳に

152a (152a) r入ばらいしてお話したい事がるりますj とささやいた G 私は人;ぎら
いした O 彼は「パーキー・チャガーニーヤーニーが私の所へ来て，~王様〔パ

ーブJレ)を 7-...，.， 8人の者と共に去らせ，スインド河を渡らせ，あなた〔ジャハ

ーンギール)を君主に推戴しましょう〉と云った」と告げ、た c 私は「この謀議

には， f也に誰かいたか?Jとたずねた G 彼は fパーキー・ベグは私にほんの今

し万話しただけです G 他の者の事:まわかりませんJと答えた C 私は「さるに地

の者たちの事をも語べよ O たぶんサイイド・フサイン・アクパノレ，小姓のスノレ

ターン・ア 1)- Su1tan 'Ali chuhra，また若干のホスロー・シャ一系の大/トの

ベグや軽装の若党たち (begbegat yigit Yllang) もいたはずだj と告げた O

実際，ジャハーンギール・ミ-)レザーほこの時はまことによい行動に出たもの

である O 彼:ま血接にふさわしい行動をとったのである O ジャハーンギ-)レ・ミ

ーノレザーのこの行動は，先の私のカフマ jレドにおける行動 [121a-121b参照〕

と好対照をなすものであった O 先のあの私の行動も，この不幸な星のもとに生

まれた小者〔バーキー・ベグ〕の裏切り・堕落と無関係ではなかったのであっ

7こO

-76 -



私ほその宿営地を発って，また別の宿営地に下馬すると，兵士の内で馬を使

える者たちをジャハーンギーノレに率いさせ，その近郊にいるアフガーン人与を

攻撃するために派遣した O これらの宿営地で，兵士の馬が多数おくれ始めた O

1日に200---300頭の馬がおくれる日もあったC まことにすぐれた人びとが徒歩

で進んだO 私のすぐれた近習の 1人であったシャー・マフムード・オグラクチ

Sh孟h Ma与mudOghlaqchlもその馬がみなおくれて徒歩で来た O ガズニーに

至るまで兵士らの馬はこのような状態であった C

153a 3 ---4宿の後，ジャハーンギーノレ・ミ-)レザーが 1団の (153a)アフガーン

人を討ち 1群の羊をもたらした o 1---2宿の後，私たち辻アーピ・イースタ

ーダ λb-iIstada に到達した O すばらしい大湖が眼前にあらわれた C 向う岸

の平地 (dasht) は全く見えなかった O 水は空に接するかに見えた O 向う岸の

山や丘ほ，屡気楼の向う側の山や丘がそうであるように，大地と天空の間に

ぷ与さがっているように見えた O ここに集められた水は， カッタワーズの谷

(Kattawaz wadisl)とズJレマト平原とガズニー)11のカラ・パーグ牧地の春雨の

流れと，夏の増水の際の濯殺の余剰分の水と思われた O

私たちは，アーピ・イースターダまで 1キヨノレフの所に到達した時，めずら

しいものを見た G ずっと，この水と空の自に，タやけのようなものが真赤に見

えては消えた O 近づくまでこの状態であった O 近くまで行くと，それがタグラ

ン・カズ鳥 (taghlanqaz)であるらしい事がわかった o 1万羽 2万羽では

きかぬきわめて多数のタグラン・カズ鳥がいた G 多数のタグラン・カズ鳥が飛

麹して羽法、たくと，その赤い羽毛が見えたり見えなくなったりした G

単に乙の鳥だけでなく，あらゆる種類の鳥が誤り無くいた O この湖の岸辺に

153bは沢iliの鳥の卵があった O この岸辺にこの嘉の (153b)卵を取りに来ていた 2

人のアフガーン人が私たちを見ると]1れととびこんだ。数人が半キョルフほど追

って連れて来た G 要するに彼らが進んだ所は，水の深さが一定で，馬の腹の所

まででるった O 平ちな土地なので，ほとんど水が深みを作る事が無かった O

私たちはカッタワーズ平原の，アーピ・イースターダに来ている)l'の岸辺に
到着して下馬した O この)l'は水の無い]lIであった G いつもは乙の)I1に水が流れ

ている事が無い O 何度か私たちはここを通り過ぎたが，常にこの川に流水を見

る事ができなかった O しかしこの時は，夏が近いという理由から，このJlIにも

渡河地点を見つけられないほどの水が流れて来ていた O それほど広くはなかっ
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7こが，非常に深かった G 私は全ての馬とらくだを泳がせて渡った c 若干の騒重

の知きものは，紐に結んで，向う岸からï51~\て受取った O

立たちは，乙のJ11を渡って，コフナ・ナーニ-Kohna Nani cr古ナーニーJ)
とサ lJ.デフ・ダムを過ぎて，ガズニーに到着したO ジャハーンギーノレ・ミ-

jレザーは 1"""-'2日間私たちを接待し，食物を饗し，贈物を差し出した O

その年は，ほとんどの川が増水していた O デヒ・ヤークープ)I日Deh-iYa'qub 

SUyl)の渡河地点を見つけられぬ沼どであった。私立池でととのえさせた舟を

運ばせ，カマリ-Kamariの向いでデヒ・ヤークープ)I!に浮かべさせた。人

びとは先に舟で渡った G このため忍は，サジャーワンド峠 (Sajawandkotali) 

を越え，傍目も振ちずに進み，カマリーから舟で}I!を渡り，ズィール・ヒヴジ

154aャ月 [1505年 5/6月J.(154a) カーブJレに帰還した Q サイイド・ユースフ・
ベグ泣，その数日前に，援痛の痛いによって神のみ許に召された O

先にナースィノレ・ミ-}レザーは，その部下たちのために，その領地から何が

しかの物を取って来させ 2"""-'3日ほど後にまいりますと云って，クシュ・ゴ

ンパドで〔私からの〉別れの許しを得て，後に残っていた [145b参照Jo彼は

私たちと別れると，ダッライ・ヌーノレの人びとがいささか反乱の姿勢を示した

という理由で，軍をダッライ・ヌ-}レに向け派遣した。ダッライ・ヌ-}レの域

の堅冨さと，その地が水田地帯であるため〔山と水田との〕凸凹がはげしい事

については前述した [133b参照Jo

この軍の指揮者のファズワ Faclliは，十分の注意、を払わずに， このよう

な 1本道と山地において，兵を散開させて略奪におもむかせた O ダッライ・ヌ

ーノレの人び、とが出撃して，散開していた略奪者たちを追い払うと，他の者たち

も支えきれずに逃走した。ダッライ・ヌーノレの住民たちは 1群C人びとを殺

し，多くの馬と甲曹を奪取した G ファズリーのような者が指揮を取っている軍

隊がそのような自にあうのは必定である G このためか，それともナースィル・

ミーノレザーの心にねじれがあったためか， ミーノレザーは私たちの後を追わず，

後に残った Q

さ告に，アイユーブの息子たちであるユースフとバブルールがいたが，これ

らの者たちほど悪質・不忠で，尊大・倣慢な者はいなかったであろう O 私はユ

154bースフにアワンガルを，パフノレールにアリーシャングを与えて (154b)いた。

白。
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との者たちも，その領地から何がしかの物を取って来て，ナースィノレ・ミーノレ

ザーと共に来る手はずになっていたふしかしナースィル・ミールザーが来なか

ったため，この者たちも来なかった O この冬，ナースィノレ・ミ-)レザーと飲食

を共にし，会話を共にした者がこの者たちであった O この冬，彼らは 1度おも

むいてタ jレカラーニー・アフガーン族を討った O 春になると， ミーノレザーは，

ニングナハールとラムガーナートに来ていた全てのアイマク諸部 (Aymaqat)， 

諸外部族 (tashqlil w註 ulus)の家族・財産を移動させ追いたてて，パーラー

ン河畔に到着した G

ナースィル・ミ-)レザーがノてーラーンとその近辺に滞在中に，パダフシャー

ン人たちがウズベク人らを殺し，ウズベクに対して一致団結したという情報が

とどいた O その詳細は次の如くであった O シャイパーニー・ハーンはクンドゥ

ズをカンパノレ・ピーに与え，彼自身はホーラズムにおもむいた O カンパルはパ

ダフシャーンの人びとを懐柔するためにムハンマド・マフドゥーミ-Mul)am-

mad MakhdumiのマフムードMal)mudという名の恵、子をノてダフシャーンに

派遣した C

その先祖ちがパダフシャーン王らのベグの地位を占めていたと云われるムパ

ーラク・シャ-Mubarak Shahが頭をもたげ，マフドゥーミーの患子の首と，

さちに数人のウズベク人の首を切った O 彼は， 以前i乙;まシャーフ・タヌーノレ

Shaf Tanur [<p. 192 Shaf Tiwar > Jの名で知られていたカーライ・ザ、ファ
ノレび勝利の城JJを域として冨めた。カーライ・ザファノレの名は彼がつけたも

のである O
ルチ

さらに， ホスロー・シャーの箭笥手の 1人であったムハンマド・コノレチ

Mu1).ammad qorchl は，当時ハマランガーン Khamalang加を手中に置いて

いたが)レースターク Rustaqでシャイパーニー・ハーンのサドル号adrcr大
155a法宮JJを，数人のウズベク共々に殺害し，ハマランガーンを冨めた o (155a) 

その先担らが〔パダフシャーン〕王ちのベグをつとめたと云われるズパイノレ・

ラーギー ZubayrR孟ghiもラーグ R孟ghで敵対した O ホスロー・シャーの弟ワ

リーの臣下であったジャハーンギール・トゥノレクメン JahangirT註rkmanは，

との〔ホスロー・シャーの権力の〕崩壊の擦にその主君 (begi) と別れて後記

残ったり逃亡したりしていた兵士らやアイマクを集め，堅置な所に身を置いた。

ナースィル・ミーノレザーほとれらの靖報に接すると，パダフシャーン獲得を

Q
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熱望して，若干の愚かにして短慮の者たちの煽動・使畿に動かされて，全ての

〔アームー河の)彼方の地から来ていた諸外部民 (tashqlil1ar) の家族や財産

を移動させ追いたてて，シバルトゥー〔峠)とアーブ・ダッラ経由の道を通っ

て，彼方の地に渡った O

ホスロー・シャーは，アフマド・カースィムと共にアージャ Jレから逃亡して，

ホラーサーンに向って進んでいた時 (126b参照J，途中で，バディーゥッ・ザ

マーン・ミーノレザーとズーン・ヌーン・ベグとに出くわした O 全員は進んで，

ヘラート Hariで，スルターン・フサイン・ミ-)レザーの前に開設した c これ

らの者たちは，何年もミ-}レザーに敵対し， ミーノレザーに対して覆々の無ネしを

働いてきた者たちであった O これらの者たちについて，ミ-}レザーの心中に焼

きついている物が無かったなどという事がありえょうか。

これらの者たちは，皆，荘、が原菌で，このような清無い憐れな姿でおもむい

て，ミールザーに会見したのであった C もし私がホスロー・シャーをその臣下

たちから引離し，このように無力な境遇に落とさなかったならば，またもし私

がカーブルをズーン・ヌーンの子のムキームから奪わなかったならば，彼らが

おもむいてミーノレザーに会う事は不可能であったでまうろう O バディーゥッ・ザ

155bマーン・ミーノレザー自身は，この者たちの(155b)手中の繰り粉 (khamir)で

あった C 彼;まこの者たちの云う事に口をさし;まさむ事はできなかった C スノレタ

ーン・フサイン・ミーノレザーは全員に対してやさしい態度で接し，彼らの悪行

には言及せず，寛大な贈物すらをも与えた。

しばらくして後， ホスロー・シャーほ自らの領地へ帰る許しを求め Iもし

私が行けば，かの諸地方を全て獲得するでありましょう j と述べた O しかし彼

が，装備も無く資金も持たずに〔へラートに〕来ていたので，退去の許可を出

す事を人びとはためらった O 彼らがためらう毎に，伎は繰り返し許可を求めた。

あまりにしばしば彼が云いつのるので，ムハンマド・ブノレンドゥクがうまい答

をした O 彼は「貴公は 3万人の臣下を持っておられた時，貴公の子中にあっ

た貴公の全領土をどうなされたのか?貴公は今， 500人の部下を持つのみで，

ウズベクの支配下にある諸地方に対しいったい何を為されるおつもりか?Jと

述べた O ヘラートの人びとはいくつかの忠告をし，また思慮に富んだ意見を述

べた O しかし， c神の定め給うた〕彼の死期がすでに到着していたために， そ
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れらほ何の役にも立たなかった G 彼はますます何度も催促した O 結局，許可が

出された O 彼は3---400人の部下たちと共にまっすぐに進んで，ダハーナの境域

に入った O

まさにその同じ時，ナースィノレ・ミーノレザーがその方面へと通り過ぎつつあ

った O ホスロー・シャーは来て，ナースィノレ・ミーノレザーにダハーナ近郊で会

った O パダフシャーンの首長たち (sardarlar)はナースイノレ・ミーノレザーのみ

を求めており，ホスロー・シャーを求めてはいなかった O ナースィル・ミーノレ

ザ、ーがどれほど懸命にすすめても，ホスロー・シャーは理解を示してクーとス

ターンに行く事足同意しなかった。ホスロー・シャーの意留は， ミーノレザーを

156a主君 (156a)のような形にして伴って進み，地方を子中にする事であった。結

局，話し合いかちはよい結果が出ず，イシュケミシュ近郊で，両者法お互いに

兵を整列させ，甲胃を身につけ，ほとんど戦うす前となった。しかし結局別れ

て，ナースィル・ミーノレザー誌パ夕、フシャーン方面に向った G ホスロー・シャ

-~ま部隊の鼓者やごろっき (bolak lang wa lawand)を集め，貴蔑合わせて

1000人法どの者たちと共に，クンドゥズを包題する考えで来て 1---2ユガチ

のホージャ・チャーノレ・ターク KhwajaChar-taqに下馬した O

ムハンマド・シャイパーニー・ハーンがアンディジャーンでスノレターン・ア

フマド・タンパルを捕え， ヒサ-}レに向け進撃した時， (ヒサーノレの〕人びと

は戦う事も争う事も無く，その領地を捨てて出奔した O シャイパーニー・ハー

ンがヒサーノレに到着した O ヒサーノレには，シーリーム・チュフラと 1毘のすぐ

れた若党たちがいた O そのベグたちが国を捨てて去ったにもかかわちず，この

者たちはヒサ-)レ城を引渡さず¥域を固めた O シャイパーニー・ハーンはヒサ

ーノレの包盟をノ¥ムザ・ス jレターンとマフディー・スノレターンに委ね，自主はク

ンドゥズに来て，弟のマフムード・ス jレターンにクンドゥズ地方を与え，自与

は留まちずに， ホーラズムヘ， チーン・スープィー Chin~üfï に向け進軍し

たO 彼がなおサマノレカンドに到達する前に，弟のマフムード・スルターンがク

ンドゥズで死亡した O 彼はクンドゥズをカンパノレ・どー・マノレヴィ-Qanbar 

Bi Marwiに与えた O

ホスロー・シャーが来た時，クンドゥズにはカンパル・ピーがいた O カンパ

ノレ・ビーは引き続きハムザ・スノレターンとその他のス jレターンたちの所へ人を
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156b走らせ (156b)求援を求めた O ハムザ・ス Jレターンはアームー河畔のサラーイ

Sar丞y ~乙来て，軍をその息子たちとベクYこちに率いさせて，クンドゥズへと派

遣した G 彼らが到着すると，彼ら(ホスロー・シャーの関の者たち〕も出陣し

たG しかし戦を交える事すらもできなかった O 肥った小者〔ホスロー・シャ

-Jは逃げる事すちもできなかった O まさにその時，ハムザ・ス jレターンの部

下たちが〔彼を〕落馬させた O 彼ちはホスロー・シャーのおいのアフマド・カ

ースィムと，シーワーム・チュフラと，さちに幾人かのすぐれた若党たちを殺

した。彼ちはホスロー・シャーをクンドゥズに連行し，その首を切り，その首

級をホーラズムのシャイパーニー・ハーンのもとへと送った。

ホスロー・シャーがかつて私に述べた如く (124a参照J，彼がクンドゥズ近

郊に来ると，私のもとにいた彼の臣下たちの態度がかなり変った O 大部分の者

は出発して， ホージャ・ワーヴァージュ Khw孟jaRiwaj とその周辺に移動し

た O 私のもとにいた者たちの大部分は彼の臣下であった O しかしモグールろは

よい行動に出た O 彼らは私の鎚につくという立場をとった O この〔ホスロー・

シャーの死の〕知らせが窟くと，彼らは火に水を注いだ如くおとなしくなって

し、っ7こO
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(911年/1505年6月48-1506年5月23日/の出来事〕

ムハッラム月 [1505年 6/7月J，私の母のクトゥ Jレク・ニガール・ハーヌム

が熱病にかかった C 放血が行なわれたが効果が無かった o 1人のホラーサーン

人の医師がいた O サイイド先生 SayyidTabibと呼ばれていた O 彼はホラーサ

ーンのやり方に従ってすいかを与えた G しかし神の定め給うた死期がすでに来

157aていたのであろう o 6日後の土曜日 (157a)神の御許に召された O ウノレグ・べ

グ・ミーノレザーが山の麓に庭園を造っていた o r新年の冨J(Bagh-i Nawruzi) 
という名であった G ウノレグ・ベグの相続人たちの許可を得て，日曜日，私とカ

ースィム・キュケノレダシュがそこに亡き母を埋葬したO

この葬儀の際，人びとは私に，忍のおじのふノ、ーン(アラチャ・ハーン)と

怠の裡母のイセン・ドウラト・ベギムの死去を知らせた O ハーヌムの四十日が

近づくと，ホラーサーンからハーンらの生母であるシャー・ベギム，私の母方

のおば〔故ハーヌムの姉〉で，スノレターン・アフマド・ミ-)レザーの妃であっ

たミフル・ニガール・ハーヌム， [故ハーヌムの義弟〕ムハンマド・フサイン

・キュレゲン・ドゥグラトが到着した O 機突がまた新7ことなり，別離の悲しみ

は無限でるった O

葬儀作zaresmi [働突の議J)がとり行なわれた後，食物・食糧が貧者・窮

士らにふるまわれた O 物故者たちの霊魂のた診にコーランが完請され祈りがさ

さげちれた O 皆はそれで満足して，黒の喪服をぬいだ。

私たちは，乙の重要事から解放された後，パーキー・チャガーニーヤーニー

の挑唆によって，カンダハールに向け出兵したO 旅して来て，私がクシュ・ナ

ーディル牧地 (QushNadir ulangl) に下馬した時，私ば発熱した O 不思議な

病気であった O 皆が私をいくら起乙そうとしても，またすぐに私の授は誤りに

おちいった o 4"""" 5日して，ょうやくやや回復した O

との間l乙，地震があり，域の城壁や果極圏C壁がほとんど崩壊し，町や村々

157bで多くの家墨がつぶれ，家屋や壁の下敷になって死んだ者が多数に (157扮の

ぼった O パムガーン村の家墨は全て倒壊した o 70.......，80入のすぐれた家長たち

お



(kad-khudalar) が壁の下敷になって死んだc パムガーンとベグトゥート

Begtむの閉に， J.よさがおよそ投石機の 1射程距離ほど (birginatash at1ml) 

もある 1つのまとまった農地 (birparcha yeりがあったが，消えうせて，矢

の 1射程距離迂ども陥没した O 消えうせた農地の所か与，いくつかの泉が現わ

れた O イスタノレガチュからメイダーンまではおよそ 6---7ユガチの道程である O

地割れで，ある方面は土地が象の高さほども高くなり，またある方面では象の

高さ沼ども低くなったほどであった O 地割れした土地に，いくつかの地点では

人が;ままっていた O 地震が起こった時，全ての山々の頂上から土粒がまき上っ

たG

ヌーノレッラー・タンブールチ封註rAllah tanburchl [タンブールチ rタン
パザン奏者JJは私の前で 1つの楽器を演奏していた G さらにもう 1つ楽器が

あった G あの地震の時，彼誌 2つの楽器を両方共子にしていたO その 2つの楽

器が相互にどんと突き当ってしまったほど，彼は自分自身を制御する事ができ

なカ五つ7こO

ジャハーンギーノレ・ミ-)レザーはティパーの，ウノレグ・ベグ・ミーノレザーが

建てた建物の 1つの上階 (bala-khana)のテラスにいた O 地震が起こると，彼

はすぐに脱出した O 傷つかずにすんだ。ジャハーンギーノレ・ミーノレザーの近し

い者たちの内の 1人が乙の同じ上階にいたという。ーと階の壁が彼の上iこ倒れた O

しかし神の御加護により，どこも傷つかなかった。ティパーの諸家屋は，誌と

んど完全に倒壊した。

そのB，33@]大地が震動したの <pp.195-196 1カ月近くの間，毎日 2---

3回ずつ，大地が揺れた>0ベグたちゃ兵士たちに， cカーブ jレの〕域の塔や
158a城壁の損毎箇所を整理・修築するよう命じた。(l58a) 20日から 1カ月のFa1，

奮励努力して，域の損毎箇所が{害復・復興された O

先のカンダハーノレ遠征の計画法，病気と地震のために延び延びになっていたO

病気が治り，域が諺復されて，売の計画を実行する決心をした O しかし私たち

はまだカンダハールに向かうか，それとも時奪を呂的に山地や平地を踏査する

かは決定していなかった。シール Shir[叉はくp.196 Shniz> Jの麓に下馬し

た時，忍はジャハーンギーノレ・ミーノレザーとベグたちを集めて協議した G カラ

ート Qalatに向かう事が決定された O ジャハーンギール・ミーノレザーとパー

キー・チャガーニーヤーニーがこの遠征を特に主張した C
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ヤー 1)- Yari C叉はくp.196Tazi> Jに到達した持， シール・アリー・チ

ュフラ Shlr'AII chuhra，キチク・パーキー・ディーワーナ KichikBaqI 

diwanaとその他の若干の者たちが逃亡する考えを持っているという知らせが

入った O 在は乙れらの者たちを携えさせ，シーノレ・アリー・チュフラを処刑し

た。乙の人物は，忍の所にいた時も，またそうでない時も，さらにあの地方に

いた時もとの地方にいた時も，と乙ろ場所を関わず常に種々の反逆と悪行を重

ねていたのである O その抱の者たちは，罵と装備を置かせて釈放した O

私たちはカラートに到着すると，甲胃もつけず諸攻撃用具も用いず，ただち

に全面かち攻撃を仕かけた G はげしい戦となった O ホージャ・カラーンの兄の

キチク・ベグはまことに勇敢な若党であった。この史書の中で述べられている

認めように，彼は何度も私の面前で万をふるった O 彼がカラートの (158b)西南の

塔にとり付いて，ほとんど登りきろうとした時，その痕を槍で突き抜かれた O

1---2日の後，カラート征服後に，彼は乙の傷で死んだO シール・アワーと逃

亡を企てた持に捕えられたキチク・パーキーは，かの聡ずべき行為が予知させ

ていたように，城門の所で城壁の基部に入った時，石iこ当って死んだ。さらに

1---2名も死んだ。

午後の礼拝時までこのようにして戦が続いた O 若党たちが戦い，攻め込み，

疲れきった時，域内の者たちが命乞いをして，城を明け渡した O ズーン・ヌー

ン・アノレグノレはカラートをムキームに与えていた O ムキームの臣下たちの内，

フアツ Jレフ・ア jレグン FarrukhArghunとカラ・ブノレト QaraBulutがカラ
えぴら

ートにいた O 彼らはその簸・万を首につるして来た O 私たちは彼ちの罪を赦し

たO この一族 Ctabaqa)を悩ませる事を私は意図していなかったG 何故なら，

ウズベクの如き教が私たちの傍らにいる時に，内輪でこのような事をしていて

は，それについて遠近で聞いたり見たりした者たちに何と云われるか想像でき

たからである。この遠征江ジャハーンギール・ミーノレザーとパーキー・ベグの

主張によって行なわれたものであった。それで忍たちはカラートの警備をミ-

jレザーに委ねようとした O しかし彼は受諾しなかった O パーキーもこの件につ

いてはよい返事を為しえなかった O 忍たちがカラートを，このように戦い攻め

取った事は結局無益となった Q 私たちはカラート南方のサワー・サング Sawa

159a Sang，アラ・タグ AlaTagh， (159a)およびその毘辺地帯にいるアコガーン

人らを討ってカーブノレに帰着したO
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カーブノレに下馬した夜，私ほ域内におもむいた C 私のテントと馬小豆はチヤ

ール・パーグにあった O ヒリノレジ一族の盗賊が来て，私の 1頭の武具つきの鹿

毛色の馬と私の信人用の乗用馬をチャーノレ・パーグ、から連れ出し持ち去った。

パーキー・チャガーニーヤーニーがアームー河畔で来て怠たちに加わって以

来，彼以主に尊重され権摂を与えられていた者は抱にはし可なかった O 云う事為

す事，全て彼の患いのままに云われかっ為された O それにもかかわらず彼が為

すべきはずの奉仕や，後が示すべきはずの人間性は，彼によってまったくあら

わにされていなかった O というより彼ほ種々の無礼と悪行をあらわにしていた。

彼ほけちで粗雑で，しっと深く，心のけがれた，ねたみをいだくすね者であっ

た O 彼のけちくさきがどの程度であったかと云えば，彼がテイノレミズを捨てて

家族・財産共々に私たちに加わった時，彼自身の個人的に所有する羊は 3万頭

ないし 4万頭にのぼっていたであろう G 各宿営地で，多数の羊が私たちの面前

を通り過ぎた O 怠たちの何も持fこぬ若党たちは飢えに苦しんでいた G しかし彼

は 1頭すらも与えなかった c やっとカフマルドに着いた時，彼は50頭の羊を与

えたのみである O

彼は私を君主に戴いていたにもかかわらず，自分の幕庭(ishik)で太鼓を打

ち鳴らさせていた O 彼は誰に対しても誠実でなく，また誰をも尊重する事がで

きなかった。カーブルの当時の全収入(1)勾il)は商税 (ta訟 gha)によっていた O

159b彼は商税の徴収権を握っていた(darbast) 0 またカーブjレのダノレダ職， (15gb) 

パンジュとーノレ，キディー・ハザーラ KidiHaz尋問，クーシュカク Kushkak

〔又は<p.198 Kushlak> J，および宮廷長としての権限 (ishikikhtiyむりが

全て彼の手中にあった G これ;まどまでに擾遇されても，彼は全く満足し感謝す

る事が無かった O 私たちは，彼がどんなよこしまな考えを持ち出しても，前述

した如く [121a-121b;152a参照J， けっしてそれに同語せず， また彼を非難

する事もしなかった C

彼は常に，遠まわしに，立ち去る許可を求めていた O 私たちは，その遠まわ

しな云い方にへこたれず，言訳を云って断っていた O 彼は 1----2日間は意気消

沈したが，それがおわるとまた退去の許可を求めた O 彼の遠まわしな云い万と

退去の求めは限変を越えた C 忍たちも彼の言動によって，我慢の限界にまで達

していた O 私たちは立ち去る許可を与えた G 彼は許可を求めた後で後悔した。

いろいろと策動し始めたが効果が無かった o {度は私の所に人を遣して f忍が
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9つの罪を犯すまでは私の罪を関わぬという約束になっていたではありません

か」と云わせた O 私は，彼の11笛の罪を 1つ 1つ数えあげ，ムッラー・パーパ

ーを派遣してそれを彼に告げさせた G 彼iま従わざるを得なかった C 私;ま彼に，

家族・財産共々，ヒンドゥスターン方冨への退去の許可を与えた O 彼の数人の

臣下が，彼をハイパノレで越えさせた後，カーフソレへ帰還した O 彼はパーキー・

ガーギーヤーニ-Baq i Gagiyaniの球高に加わってニーラープを越えた O

当時，ダノレヤー・ハーンの子のヤーノレ・フサイン [146b参頭]はカチャコ

トKachakotにいた G 彼は，彼が〔先に〕コハトから持って行った〔私の】数

通の勅書 (farmanla r )を根拠にして，ディラザークとユースフ・ザイに属す

る若干のアフガーン人たちと，さらに若干のジャト Jat，グジュル Gujurを自

分の仲間ないし臣下にしていた O しかし彼の務めは人びとを略奪し，道路を通

行する者たちを襲撃する事であった O 彼はパーキーについての3情報を開くと，

160a (160a)道を閉鎖し，パーキーと同行した者たちを全員接え，パーキーを殺し，

その妻を奪った O 私たちはパーキーに対し何も危害を加えずに許したのに，彼

自身の悪行がその前に立ちあらわれて，彼はその自らの行為の措われ人となっ

たのである C

おお汝ト汝の悪行を時の流れに寄託せよ O

時の流れほ汝にあだを報ずる召使なるが設に O

乙の冬，私たちは 1--2度雪が降るまでチャ-)レ・パーグに滞在していた O

私たちがカーブルに来て以来， トゥノレクメン・ハザーラ族が種々のけしからぬ

行為を動き，追いはぎ的行為を重ねていた O 私たちは彼らを討つ考えで，域内

のウノレグ・ベグ・ミールザーのブスターン・サラーイ BustanSarayという名

の建物に入って，シャーパーン月 [1505年12月/1506年 1月J， トゥノレクメン・

ハザーラを討ったきうに出馬した o [グールバンドJI!~こそそぐ〕ダッライ・フー

シュ Darra-yi Khush [rフーシュの谷JJの入口のジヤングザク Jang1ikで私

たちは攻撃にうつった O 少数のハザーラ入を討った O

ダッライ・フーシュに近い 1つの洞窟に 1かたまちのハザーラ人が隠れてい

たらしい O 私のほとんどの放浪時代に<p.199私と>共におり， コノレ・ベギ

(qor begi) [箭簡などを管理するベグ〕の地位を占め，強弓を引き，矢を巧み

に射たシャイフ・ダノレヴィシュ・キュケ jレダシュがこの謂窟の入口に警戒せず
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に間近に入って行った O 内部かち 1人のハザーラ人が彼の踏を射抜いた G 後は

まさにその日死んだG

トゥノレクメン・ハザーラの多くがダッライ・フーシュで越冬しているらしか

った O 在たちはそれ与をめざして進んだO ダッライ・フーシュは見事な谷であ

るO およそ半キヨノレフ廷どの間，谷の入口の所が塩路になっている G 道は由の

160b (160b) 中腹にある C 道から下は50~60カノレの絶壁で，道の上方も絶壁がせま

っており，騎馬の者が 1人ずつしか通れなかった c 私たちはこの塩路を通過し，

その日は午後の礼拝時まで進み続けたが人に会わず，ある場所で露営した G 人

びとがハザーラ人の 1頭の担えた与くだを見つけて連れて来た。私たちはそれ

を殺し，その肉の 1部をケバーブ〔串焼き)にした o f也の 1部をつぼ (aftaba)

の中で焼いて食べた O 私ほあれ程うまいらくだ肉をそれまで食べた事が無かっ

たO 幾人かは羊の肉と区別できなかった O

翌日私たちをそこを発って，ハザーラ人たちの越冬地に向け進んだQ 朝の初

更 (birpahr) [パフルほ昼夜をそれぞれ4等分した 1部分の時間帯J，前方か

ら人が来て， r 1つの障路の所でハザーラ人たちがJllの浅海を木の技で固め，

味方の者たちの前進をはばみ，相戦っている j と述べた C これを聞くと忍たち

は大急ぎで進んだ。私たちは 1本道を進んだ。ハザーラ人たちが前進をはばん

で，忍たちの側の者たちと戦い合っている場所に若いた Q その冬辻雪が大量

に誇った c 道の無い所を進む難しさがあった O 流れで凸自になった )J[の岸辺

は，全て結氷していた。氷と雪のため，乙の)![を道の無い所で渡る事は不可誌

であった O ハザーラ人たちはこの川からのあがり口の所に，沢山の木の技を切

って置いていた O 彼ら自身は，流れで凸由になった所や岸辺の所で，騎馬の者

161aや(l61a)徒歩の者が矢を射かけて戦っていた O

私が最近日をかけてベグの位につけた者たちの内の 1人であった (mening

yangl ri'ayat ql1ghan beg詰rimdinedi) ムハンマド・アリー・ムノてッシJレ・

ベグはまことι勇敢な，援をかけるに誼するすぐれた若党であった G 彼は甲需

もつけず，前方へと，校の置かれた道へと進んだ。散は彼の警部に矢をあびせ

たG 塁手座に絶命した o 私たちは急いで来たために，ほとんどの者が甲胃を持っ

ていなかった o 1 ~ 2本ずつ矢が飛んで来ては落ちた G アフマド・ユースフ・

ベグが心配して，そのたびに「あなたは甲胃もつけずに，こんなに進入しすぎ

ておられます O あなたの頭を 2~3 本の矢がかすめて通るのを見ました J と云
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っていた O 私は「男らしくせよ!私の頭を乙んな物iまいく与でもかすめていっ

たわ」と告げ了こ O

まさにこういう状況の時，右手から，カースィム・ベグが甲胃をつけて(op-

chini bila) ，このnfの浅瀬を見つけて渡り，敵に馬をしかけた O 同時に，ハザ
ーラ人たちは支えきれず，ただちに逃走した O 彼らiま戦を交えていた者たちを

次々と藩馬させ，設の後を追った O 私は，この行動の故に，カースィム・ベグ

にパンガシュを賜与した(juld註 berildi)0 ハーティム・コノレチI:Jatimqorchl 

もこの戦で悪くない儀きをした O ζのため，シャイフ・ダノレヴィシュ・キュケ

ノレダシュが占めていたコル・ベギの地位 (160a参照〕をハーティムに授け

た('in孟yatboldl) 0 ケペク・クリー・パーパ-Kepek Quli Babaもこの戦で

よく働いたため 1つの村を授けた O スノレターン・クワー・チュナクはこれちの

者たちの後を追った C しかし雪が深いため雪道に足をとられて追いつけなかっ

たG 私もこの若党たちと共に進んだ。

161b (161b)私たちはハザーラ人たちの冬営地の近くの羊や家畜の置いである場

所に到達した G 私自身は400---500頭の羊と25頭の馬を集めた G スノレターン・ク

リーときちに 2---3入が近くにいた G 私たちは平等に分けたいhiybolduk) 0 

私自身は 2度襲撃に加わった事がある o 1度がこれで，もう 1度もこの間じト

ウルクメン・ハザーラ族に対し， (1507年〕ホラーサーンからの帰途，襲撃に

おもむき，多くの羊や馬を分捕って来た (195b-197a参照〕。

ノ、ザーラ人たちの女や子供たちが徒歩で雪を帯び了こ需に登って立っていた O

私たちはやや疲れていた O 夜にもなっていた O 私たちは引返して，ハザーラ人

たちの家に下馬した O この冬は雪がまことに大量に降った O 乙の場所でも，道

の外は雪がちょうど馬の鞍麹の所まであった G 夜，後方警戒におもむいた者た

ちは，雪が深いため，夜が明けるまで馬上にいた C

翌朝，私たちは帰途につき，ダッライ・フーシュの谷の内部にあるハザーラ

人たちの冬営地で 1泊し，そこを発ってジヤングリクピ下馬した O ヤーラク・

タガーイーと若干の者たちがややおくれて来ていた C 私は彼らに I行ってシ

ャイフ・ダノレヴィシュを射たハザーラ人たちを捕えよj と命じた G 護讐さるべ

き不幸者たちは洞窟内にいたろしい 5 これちの者たちは行って，煙を流して70

---80人のハザーラ人を措え，そのほとんどを万で殺した C

私たちはハザーラ遠征から帰還する途中，ニジュラーウかる税 (mal)を取

Q
d
 

Q
U
 



るために，パーラーン)11の入口のアイ・トグディ Ay-toghdl近郊に到着した0

162aガズニーからジャハーンギール・ミ-}レザーが(162a)， 私がトグディにいる

時に， 私の前に伺候した G 乙の閤，ラマザーン月13日 [1506年 2月 7日J，私

は烈しい座骨神経痛に襲われた。痛みがあまり乙烈しいため，以後40日間，荘、

は寝返りをうつにも人の助けをかりなければならなかった C

ニジュラーウの谷々の 1つであるピジュガーンの谷 (PijghandarraSl)，特

にこの谷のガイン村 (Ghaynkenti)の長であるフサイン・ガイニー草usayn

Ghayniは，その兄弟と共iこ，その高慢と不遜で知られていた O 私は兵をジャ

ハーンギ-}レ・ミーノレザーに率いさせて派遣した。カースィム・ベグも同行し
サ '/:tfJV

た C 兵は進んで眺望のよい所に出て，教が要塞化していた場所 (sangarlaghan

yeri)を攻撃して占領し，一群の者たちを処刑した C

忍の座骨神経痛のため，人びとはかどのような物を作り，私をパーラーン]11

沿いにカーブル市街までかついで運び，ブスターン・サラ -1まで連れて来たO

その冬，私は数日間ブスターン・サラーイに滞在した O 乙の病気がなおよくな
せつ

っていない内に，忍の顔の右側に療〔腫れ物)が出た C ランセットが用いられ

たO 私は，乙の病いのため，下剤も飲んだ。回復すると，私はチャ-}レ・パー

グにおもむいた C

ジャハーンギール・ミーノレザーが来て志の前に詞侯した。アイユーブの息

子たちのユーフフとパフルールはミーノレザーの傍ちに仕えて以来， [私に対す

る〕反乱と動乱の扇動者としての立場をとっていた O この時，私にはジャハー

ンギーノレ・ミーノレザーが以前とは違って見えた O 数日後，彼はティパーを発っ

て，甲胃をつけて急ぎガズニーへおもむいた O 彼はナーニ一城を制圧し，数人

を殺し，その住民を全て略奪した O そして彼のまわりに居た全ての人びとを

J62b (162b)移動させて，ハザーラ人の語を通ってパーミーヤーン方面に向った。

私にせよ私の部下7こちiこせよ，彼からこのような怒りや憎しみをかうような言

動をした事が全く無い事は神が御存知である O

私が後lこ開いた所では，彼は次のような事をその出奔の理由にしていたとい

う。すなわち，ジャハーンギール・ミ-}レザーがガズニーから来る途中，力一
うずら

スィム・ベグやその他のベグたちが会いに出かけた O ミーノレザーが鶏に鷹を放

ったり鷹が追いついてmをたてようとした時，義が自分で地に落ちた。皆が
「取ったか?取ったか?Jとrutび合った。カースィム・ベグは「故がこんなに
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弱くなっていれば，放てば，いつでも取れる j と云った O 乙の言葉が彼ちの気

分を害したというのである C 彼らの出奔の 1つの理由がこれであったが，彼ち

はさらに 1---2のこれよりもより愚かしい，より薄弱な事を出奔の根拠にし

ていた G

さて彼らはガズニーをあのような情況にして，ハザーラ人の間を通ってアイ

マク族の方へと向った O 当時，アイマク族の者たちはナースィル・ミーノレザー

とは別れていた O しかし，ウズベクに誌投じないでいた O 彼らはパーイ B孟y，

アスタラープ Astaraるおよびその見辺の夏営地にいた O

まさにこの頃，スルターン・フサイン・ミーノレザー法ムハンマド・シャイパ

ーニー・ハーンの撃退を注意して，その全ての王子ちを召集した O 私をも，彼

はサイイド・スノレターン・アリー・ハーブビーン SayyidSultan 'Ali Khwab-

binの子サイイド・アフザノレ SayyidAfclalを派遣して呼び求めた O 忍7こちに

とってホラーサーン方面に向かう事が，いくつかの理出から必要になっていた G

1つは， cかつて〕ティム-)レ・ベグの占めた〔ティムーノレ朝最高君主として
163aの〕地位に坐しているスルターン・フサイン・ミ-)レザーの如き (163a)撞大

なる君主が全軍を召集し，諸方面から王子たちゃベグたちを呼んで乙させ，シ

ャイパーニー・ハーンの知き敵に対決する決意をした時には，人びとが徒歩で

行く時は，私たちは逆立ちしてでも行かねばならぬO また人びとが梶捧を子に

馳せ参ずる時は，私たちは石を子にしてでも馳せ参ぜねばならぬ O

また，ジャハーンギーノレ・ミーノレザーがあのような敵意と悪行と共に〔その

領地を〕立ち去ったので，私たちにiま，彼の敵意をとり除くか，彼のもたらす

害を抑起する必要があった G

乙の同[二年，シャイパーニー・ハーンはチーン・スーフィーをホーラズムに

10カ月間包囲した末， cホーラズムを〕征服した O この包囲の際， 多くの戦関
が行なわれた O ホーラズムの若党たちはま乙とに勇敢に戦った O その義務の遂

行に欠ける所が無かった G 彼 iろは猛烈に矢をあびせかけ，矢が楯，平曹のみな

らず，時には 2重の甲胃をも貫き通したほどであった O 篭城は10カ月に及んだ。

どこかるも援軍の望みは無かった O 若干の軽装の若党たちが勇気を失ない，ウ

ズベクとしめし合わせてウズベクを域内に<p.203入れようとした O チーン・

スーフィー〔原文はフサイン・スーフィー)がそれを知って，自 G来て，域内

- 91ー



に>入ろうとした者たちを打ち落としていた時，矢が雨のように彼に降りそそ

ぎ，彼自身の小姓が彼を背後から矢で射7こ。彼は死んだりもはや戦う者が残っ

ていなかった O 域が征服された c 神のお恵みがチーン・スーフィーに与えちれ

163bん事を。彼はその勇敢さをもって 1刻といえども(163b)命を葎げぬ時は無か

った O シャイパーニー・ハーンはホーラズムをキョペク・ビーに与えて，自与

はサマ Jレカンドに帰った O

〔スルターン・フサイン・ミールザーについて〕

乙の年の末，ズィ-)1".ヒツジャ月 (1506年 4/5月J，スノレターン・フサイ

ン・ミ-)レザーはシャイパーニー・ハーンに向けて軍を率い，パーパー・イラ

ーヒ-Baba Ilahiに到達した特に，神の街許へ召された。

誕生と系譜 842年 (1438/39年J， へラートでシヤールフ・ミ-)レザーの時

比にと主まれた。(その系譜はJSultan I:Iusayn Mirza b. Man号urb. Bayqara 

b. 'Umar Shaykh b. Amir Timur (である〕。マンスーノレ・ミ-)レザーとパー

イカラー・ミ-}レザーは君主の位に即かなかった c

その母はフィ-}レーザ・ベギム FiruzaBegimであった Q 彼女は〔父方で

誌〕ティムーノレ・ベグの孫スノレターン・フサイン・ミーノレザー Sultan早usayn

Mir訟の娘で， (母方を通じて辻〕ミーラーン・シャー・ミーノレザー Mir忌n-

shah Mirzaの孫娘であった。

スノレターン・フサイン・ミ-)レザーは父母共に君主の血統に属する (karim

al-tarafayn) ，高貴な生まれの君主であった。彼と司腹の 2人の男子と 2人の娘

がしif;こむノてーイカラー・ミーノレザ-Bayqara Mirza，スノレターン・フサイン・

ミーノレザー，アーカー・ベギム λkaBegim， それにアフマド・ハーンがめと

ったパドケ・ベギム BadkaBegimという娘である O

パーイカラー・ミ-}レザーはスノレターン・フサイン・ミーノレザーより年長で

あったが，その臣下 (nokar)であった O ただし彼は宮廷会議 (diwan) には

列席しなかった O ディーワーン以外の所では 1つのマットレスに一績に坐っ

ていた。弟のフサインが彼にパルフ地方を与えていた O 数年間{皮はパノレフで

支配した。彼には，スノレターン・ムハンマド・ミーノレザー Su1tanMu主ammad

Mirz孟， スルターン・ヴアイス・ミーノレザー Su1tanWays Mirza， スノレター

ン・イスカンダjレ・ミーノレザー Sult孟nIskandar Mirza という 3人の息子が
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し't.こO

164a アーカー・ベギムは (164a) ミーノレザーの姉であった O ミーラーン・シャ

ー・ミーノレザーの孫のスノレターン・アフマド・ミーノレザー Su1tanAb.mad 

Mirzaがめとっていた o 1人息子がいた O キチク・ミ-}レザー KichikMirza 

という名で，以前にはおじに仕えていたが，後には軍事から身をひいて学問

(mutala'a) に専念した O 学者になったと云われている O 詩才もあったようで

ある。この四行詩は彼の作品である O

忍はこれまで自らを健全なるものとして讃えてまいりました O

自ちを禁欲的な生活態度を持するものとして内外に示してまいりました O

しかし恋におちいった時，どれが禁欲で何が健全であるのかが分らなくな

りました O

アッラーのおかげで，忍は自らの本性を知る事ができました O

この四行詩はムッラ-Mullaの西行詩とよく似ている O 彼は晩年にはメッ

カのカーパの男田も行なった O

パドケ・ベギ、ムもミーノレザーの姉であった O ミーノレザーはその空位時代に彼

女をアフマド・ハーン・ハージー・タルハーン Ab.madKhan I:Iajji Tarkhan 

crアストラハンのアフマド・ハーンJJに与えた o 1人の息子が生まれた O 彼
はへラートに来て，まことに長期間， ミーノレザーに仕えた G

姿形と習環 彼はやぶにらみ (qlylqkozl註k)で，ライオンのような〔騒が厚

く，壊が細い〕体形をした人物であった O 接から下が細かった O 高齢で，ひげ

も白くなっていたが，すば与しい色彩の赤や緑の絹を身につけていた O 黒い小

羊の毛皮でできた椙子匂araqOZl bork)か，カノレパク摺 (qal戸 q)をかぶっ

ていた O 時々，宗教的な祭日には，小さな 3つ巻きのターバンを非常に広くゆ

ったりと巻いて，さぎの羽を挿し，礼拝におもむいていた C

品行と生活態度 最初に王権を獲得した時に辻， 12イマーム派のイマームた

164bちの名をフトパの中で読ませる考えを持っていたようである o (164b) しかし

アリー・シール・ベグと数人のベグ、たちがそれを担止した O その後は，彼の全

ての諸公務は，スンナ (sunnat) とスンニ一派の定め (jam是正atmadhhabl) 

に一致していた O

関節の痛みのため，礼拝を行なう事ができなかった C 断食も行なわなかった。

ょくしゃべる，気嫌のよい男であった O 気性はいくぶん勝り過ぎであった O 言
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葉も気性と同じであった。いくつかの事柄の処置に当って辻シャワーアをきわ

めてよく尊重していた o 1度，自分の 1人の息子がある人物を殺害したため，

乙の息子を被害者の一族に引渡し，法廷 (daral-申告')に送った。

最初，王権を獲得した時には 6..........7年間禁欲していた O しかしその後は欽

語に溺れた。ホラーサーンで君主位にあったおよそ40年間で，正午の礼拝時の

後，飲まぬ日は無かった G もっともさすがに朝から飲む事誌無かったが。その

王子たちゃ，全ての軍人たち・市民たちも同様であった C 彼ら iま度を越して歓

楽を追い，不道徳な生活を送っていた O

彼は勇敢な男らしい人物であった O いつも彼自ら万をふるった。というより

あらゆる戦場でいつも彼は万をふるった C ティム-)レ・ベグの一族の内では，

彼lまどに刀をふるった人物は抱には知ちれていない c

詩才があった O 詩集 (diwan) もまとめていた G トルコ語 (t註rki)で詩作し

ていた O ペンネームはフサイニー草usayniであった C いくつかの詩は悪くな

かった O しかしミールザーのディーワーン誌全て 1つの韻律で通されていた O

165a年令の点でも，治世の長さの点でも撞大なる君主であったが，子供たち(l65a)

のように堆羊を飼い，鳩を楽しんでいた O 鶏をも戦わせていた O

戦争 空イ立時代に 1度ゴルガーンJl! (Gorgan SUyl)を泳いで渡り 1罰

のウズベク人をよく破った C

さらにいま 1度は，スノレターン・アブー・サーイード・ミーノレザーがムハン

マド・アリー・パフシ Mul:mmmad'Ali Bakhshi に率いちれた3，000人を

強行軍で派遣した時，スノレターン・フサイン・ミーノレザーは60名の若党と共に

奮戦してこれを打ち破った O スルターン・フサイン・ミールザーの 1つのす誌

らしく，かつめざましい戦績がこれであった O

さらに 1度は，アスタラーバードでスノレターン・マフムード・ミーノレザーと

戦って勝利した O

さらにもう I度は，同様にアスタラーバードで，フサイン・トゥノレクメンの

子のサードルク・サード Sa'dhqSa'dを戦いの末破った c

また王権獲得の後，チナーラーン Chinaranで，ヤードガール・ムハンマド

ミーノレザー YadgarMubammad Mirzaと戦って勝利した。

さらにムノレガーブ河畔のサリ・プル Sar-iPulかち強行軍で到着し， cへラ
ートのJIかちすの園JBagh-i Zaghanで，飲んで寝ていたヤードガール・ム
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ハンマド・ミーノレザーを捕えた O まさにこの捕捉によって，彼はホラーサーン

を掌握したのである O

またアンドゥホードとシャブノレガーン近郊のチェクメンでスノレターン・マフ

ムード・ミールザーと戦って勝利したC

また，アパー・パクノレ・ミー Jレザーが，イラークから来た黒羊朝トゥ Jレクメ

ンに加って来攻し， ウノレグ・ベグ・ミ-)レザーをタカーナ Takana とヒマー

ノレ E三himarで破り， カーブルを征服した O しかしアパー・パクルはイラーク

の混乱と共にカーブルを棄てて，ハイパル峠を越え，フーシャーブ Khush-ab

とムノレターン的近を過ぎてスィーヴィーに出，そこかち進んでキルマーンを取

165bった O しかしそこを保ち得ず， (165b)ホラーサーン地方に入った O 乙の時，

スjレターン・フサイン・ミーノレザー法強行軍でおもむき，彼を捕えた O

またベノレチエラーグで恵子のバディーゥッ・ザマーン・ミ-)レザーを破っ

7こ。

またハノレワーの泉(l:Jalwacheshma)で 2人の子供たち，つまちアブル・

ムフスィン・ミーノレザーとケペク・ミーノレザーを破った O

さらに 1度は，軍を率いて来てクンドゥズを包囲したが征服できずに帰還し

7こO

さらにまた 1度は，ヒサーノレを包麗しながら征寂できずに引返した G

さらに 1度は，ズーン・ヌーンの領地に進んだ。ブストのダノレガがブストを

与えた O イ告に何事も為さず，ブストを放棄して引返した G

スノレターン・フサイン・ミーノレザーの如く勇敢で偉大な君主が，今のべた 2

...........3 の戦では，君主にふさわしい決定を遂行せず，何事も為しおおせず~C51返

したのである C

またニシーン牧地 (Nishinulangl)で，ズーン・ヌーンの子のシャー・ベ

グと共に来ていた自らの患子のバディーゥッ・ザマーン・ミ-)レザーを，戦っ

て破った (57b-58a参照〕。乙の際，不思議な偶朱の一致が起こった O スノレタ

ーン・フサイン・ミーノレザーと共に〔ニシーン牧地に〕いた兵は少なかったら

しい G 兵の大部分をアスタラーバード近郊へ派遣していたらしい G まさにその

戦の日，アスタラーバードピ行っていた兵が帰って来て合流した O 一方，とち

ら{聞からは， ヒサーノレをノてイスングノレ・ミ-)レザーに奪われて，スノレターン・

フサイン・ミ-)レザーの所へ向っていたスノレターン・マスウード・ミーノレザー
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も，了度この日弼着した O スィーザーノレ SizarC又は<p.206Sabzar> Jに，

バディーゥッ・ザマーンに対決するため急行していたハイダノレ・ミ-)レザー

草aydarMirzaもとの同じ自に帰還した O

領地 ホラーサーン地方であった O 東はノて jレフ，西はビスターム Bistam

166a (166a) とダームガーン Damghan，~ヒはホーラズム，南はカンダハーノレとシ

ースターンであった O 彼はへラートの如き認を手中にすると，夜となく昼と

なく，ただ歓楽と快楽の追求にのみ明け暮れた O 単に彼のみではなかったーー

その部下・従者たちの内で歓楽・快楽を追求せぬ者はし 1なかった G 彼は世界征

服とか出兵の苦労・骨折りをしようとしなかった O その結果，必然的に，彼の

死亡時，も誌や従者も領地も，ただ減少しこそすれ，増える事はなかったり

子供たち 14男11女が残っていた O 長男はバディーゥッ・ザマーン・ミー

ルザーで，その母はサンジャ jレ・ミールザーイ・マ jレヴィー SanjarMirza-yi 

Marwiの娘であった O

次はシャー・ガリーブ・ミールザー ShahGhariるMirzaで，せむし (b註krわ

であった O 悪い誌っきであったが，よい性格を持っていた C 体力は無かったが，

文筆にすぐれていた O ガワービ-Gharibiをペンネームにしていた。詩集を

もまとめていた C トルコ語とペルシア語の詩を作っていたっ次の詩の 1行は彼

の作である O
ひと

通りすがりに天女の如き女を見て，私の心は燃え狂うた。

名を何と云い，いずとに住む女なのか一一一私はその家のありかをすら知与

ぬのだo

スノレターン・フサイン・ミ-)レザーはしばらくヘラートのハーキム職仏u-

kumat)をシャー・ガワープ・ミーノレザーに与えていた。父の在世中にこのttt
を去った O 子女を残さなかった O

次はムザッファル・ミールザーで，スノレターン・フサイン・ミーノレザーの寵

児がこの子であった G しかし，それにもかかわらず，さほど寵愛に値するよう

な性格も持たず，また行動もしていなかった O 他の息子たちはこれを全く度が

過ぎると見なしたため，そのほとんどの者が〔父君に〕敵対した O 南名〔シ

ャー・ガリーブとムザッファノレ〕の母は，スノレターン・アプー・サーイード・
グシチヤチ

ミーノレザーの側女であったハディージャ・ベギム KhadijaBegimであった C

166b (166b) Cアブー・サーイード〕ミーノレザーとの間にアク・ベギム AqBegim 

一部一



という名の 1人の娘もいた O

次泣アブJL.・ムフスィン・ミールザーと，ムハンマド・ムフスィン Muham-

man Muhsinとも呼ばれるケペク・ミールザーであった O この 2人の母はラ

ティーフ・ス Jレターン・アーガーチャ LatifSu1t孟nAghachaであったO

次はアブー・トゥラープ・ミールザー AbuTurab Mirz呈であった。以前

には彼についてのまととによい評判を聞いていた O しかし彼ほ，父の病いが

昆じると，種々のうわさを耳にして，弟のムハンマド・フサイン・ミーノレザー

Muhammad草usaynMirzaと共に逃亡してイラークに行った O イラークで軍

事を捨てて， ダノレヴィシュの道を選んだ。それ以上，彼のうわさは開いてい

ない o 1男があり，ソフラーブ・ミーノレザー SohrabMirzaという名であっ

た。私がハムザ・ス jレターンとマフディー・スノレターンに率いちれたスノレター

ンたちを破ってヒサールを奪取した時，彼は私の許にいた o 1眼がつぶれてい

たO まことに見ぜえしなかった O 性格も体つきと同様であった O 彼iまある不適

切な行為をして，留まる事ができなくなり去った O アスタラーバード間近で，

ある不適当な行為のために〔サファヴィ一朝の宥力者の〕ナジュム・サーニ-

Najm Thaniが責め殺したの

次はムハンマド・フサイン・ミールザーでさうった O イラークで，人びとがこ

の人物とシャー・イスマーイールとを 1カ所に歯関したという O その時，彼は

イスマーイーノレに師事したという D 後には彼は熱狂的な信者となった O その父

も兄弟も全てスンニ一派であったのに，この人物はこのような異端となったの

である O 彼はアスタラーバードで，まさにこの同じ外道と虚しい信停をいだい

たまま死んだ。人びとは彼を男らしく勇敢な人物だと云っていた O しかしそれ

について書くに値するような事柄泣何も無い C 詩才iまあったらしい G 乙の詩の

1行は彼の作である O

そなたは泥まみれ。いったいどんな獲物を追ってさまよわれたのか。

そなたは汗まみれ。いったいどんな熱い心もて過ぎ行かれたのか。

167a 次は (167a)ファリードゥーン・フサイン・ミールザーであった O 強弓を引

き，矢を巧みに射ていた c 彼の用いたゴルーハ弓 (kaman-igoruha) ほ40パ

トマン (batman)であったと云われていた O 彼自身は非常に勇敢でるったが，

勝運には恵まれず，戦う毎に敗北を喫した O ファリードゥーン・フサイン・

ミールザーと弟のイプン・フサイン・ミーノレザ-Ibn I:Iusayn Mirzaは， ラ

間
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ノてーティ・ドゥーダノレ Rabat-iDudarで， ティムール・スノレターン Timur

Su1tan，ウパイド・スノレターン 'Ubayd SuItanの率いるシャーイパク・ハーン

Shaybaq Khan [シャイノてーニー・ハーンの異称〕の急襲隊と戦い，敗北したの

その際，ファワードゥーン・フサイン・ミールザーはきわめてよい動きをした。

ファリードゥーン・フサイン・ミーノレザーと〔バディーゥッ・ザマーン・ミ-

jレザーの子〕ムハンマド・ザマーン・ミ-)レザー MuhammadZam孟n Mirza 

は，ダームガーンで，シャイパーニー・ハーンに捕えられた G シャイパーニー

・ハーンは 2人共に殺さず，すぐ釈放した C 後，シャー・ムハンマド・ディー

ワーナー ShahMuるammadDiwanaがカラート Qal討を君めた時，彼はそ

乙に行っていた G ウズベ、クがカラートを攻略した時，捕えちれて殺された C

これ与 3名〔アブー・トゥラーブ，ムハンマド・フサイン，フアワードゥー

ン〕は，ミングヲ・どー・アーガーチャ MingliBi Agh孟chaという名の，

-)レザーのウズベク人の側女から生まれた c

次はハイダJ(...ミールザーで， その母はノマーヤンダ・スノレターン・ベギム

Payanda Su1tan Begimであった C 彼女立ス jレターン・アブー・サーイード・

ミールザーの娘であった O ハイダノレ・ミ-)レザーは父の在世中にマシュハドと

パjレフで数年間ハーキムの地位にあった O スjレターン・フサイン・ミーノレザー

がとサーノレを包屈した時，人びとはスルターン・マフムード・ミーノレザーのハ

ーンザーダ・ベギムかち生まれた娘をハイダノレ・ミーノレザーのために取ってめ

あわせ，ヒサ-)レから出発した o 1人の小さな娘が残された O シヤード・ベギ

ム ShadBegimという名で，彼女は後にカーブ Jレに来た G 私はアーディル・

スノレターン 'AdilSultanに与えた O ハイダノレ・ミーノレザーはその父の在世中

167b に (167初乙の世を去った O

次はムハンマド・マースーム・ミールザーであった O カンダハーノレを彼に与

えていた G この関係から〔父のスノレターン・フサイン・ミーノレザーは〉ウノレグ

・ベグ・ミ-)レザーの 1女をこの息子のために求めた C 彼女をへラートに連れ

て来た時には大宴会を催し，すば与しいテント (charー停q)を建てた o [父君が

彼に〕カンダハーノレを与えていたが，黒白を関わず何事もシャー・ベグ・アノレ

グンが行なっていた O このミ-)レザーには権限も尊厳も無かった G このため彼

はカンダハーノレに留まらず，ホラーサーンヘ行った O 父の在世中に死去した。

次はファッルフ・フサイン・ミールザ-Far・E・ukh 草usayn Mirza <p. 208 

。。
Q
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であった G 彼自身は長生きせず，弟のイプラーヒーム・フサイン・ミーノレザー

Ibrahim草usayn Mirza>よりはやく乙の世を去った C

次はイプラーヒーム・フサイン・ミールザーであった O 性格は悪くなかった

と云われる O ヘラート・ワインを度を過ごして飲みに欽み，父の在世中に死ん

だ。

次はイブン・フサイン・ミールザー Ibn草usaynMirzaとムハンマド・カ

ースィム・ミールザ MuhammadQasim Mirzaであった G 彼らについては

後に述べる予定である O

以上の 5人のミールザーたちの母はパーパー・アーガーチャ PapaAghacha 

であった O 側女であった O

長女はスルターヌム・ベギム Su1tanlmBegimであった O 独りっ子であっ

たO 母はチョリ・ベギム C註oliBegimという名で，アザーク Adhaqのベグ

一族の娘であった G 彼女はまことによく言葉を知っており，その言葉に欠点は

見られなかった o [スルターン・フサインは自分の〕兄のパーイカラー・ミ-

jレザーの真中の子のスルターン・ヴアイス・ミ-)レザーの所に嫁に出した。

1女 1男が生まれた O 娘をシャイパーン家のス jレターンの 1人であるユノレ・パ

ルス・ス Jレターン Y1l1Bars Sultanの弟のイセン・クワー・ス jレターン Isan

QUli Sultanの所に嫁に出した O その怠子が，現在怠がカナウジュ Qanawj

地方を与えているムハンマド・スノレターン・ミーノレザー MuhammadSultan 

168a Mirzaである O スjレターヌム・ベギムは，まさに現時点で， (168a)孫を連れ

てカーブノレかちヒンドゥースターンに向かう途中，ニーラーブで神に召された。

人びとが彼女の遺骨を取ってもどった O 孫も帰って来た。

次はパーヤンダ・スルターン・べ、ギム<p.209から生まれた 4人のま良である。

最も年長なのがアク・ペギム AqBegim>であった。パーブル・ミーノレザーの

妹ビケ・ベギム Bik註 Begimの孫、のムハンマド・カースィーム・アノレラート

班uhammadQ昼simArlatの所に嫁に出していた o 1入だけ娘が生まれた O カ

ラ・キョズ・ベギ、ム QaraKoz Begimという名で， ナースィル・ミ-)レザー

がめとっていた O

2番目の娘がキチク・ペギム KichikBegimであった。スルターン・マス

ウード・ミーノレザーが非常に恋していた O 彼がいかに頼んでも，パーヤンダ・

スノレターン・ベギムはその短所を見てとって与えなかった O 後にサイイド・ア
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タの血をひくムッラー・ホージャ MullaKhwajaの所に嫁に出した G

3番目の娘のビケ・ベギム BikaBegimと4番目のま良のアーガー・ベギム

Agha Begimを，妹のラービア・スノレターン・ベギム Rabi'aSultan Begim 

の患子7こちであるパーブノレ・ミーノレザー BaburMirzaとスノレターン・ムラー

ド・ミ-)レザー Sult孟nMurad Mir誌に与えていた C

ミングワ・ビー・アーガーチャからは 2女が生まれた O 年長の娘の名はバイ

ラム・スルターン BayramSu1tanであった。アンドゥホードのサイイド一族

のサイイド・アブドウツラー・ミーノレザー Sayyid'Abd Allah Mir訟に与え
そと

ていた。この人物は，パーイカラー・ミーノレザーの，娘が生んだ孫〔外孫〕に

当る o 1男があり，サイイド・パラカ SayyidBaraka という名であった。彼

は忍がサマノレカンドを征服した時，私に仕えた C 後にはウノレガンジュ Urganj

方面に下馬し王権をねらった G アスタラーバードでクズル・パシュ Qlzl1-bash

に殺された O

もう 1人の娘の名ばファーティマ・スルターン FatimaSu1tanであった G

ティムール・ベグの血をひくヤードガーノレ・ミーノレザー YadgarMir誌に与-

えられていた O

パーパー・アーガーチャから 3女が生まれた O 年長がスルターン・ニジャ-

t: .ベギム Su1tanNizhad Begimであった C スノレターン・フサイン・ミーノレ

ザ-~まその兄の京子のイスカンダノレ・ミーノレザーの所に嫁に出していた。

2番目がベギム・スルターン BegimSultanであった。スノレターン・マス

168bウード・ミーノレザーに， ミーノレザーの較が (168b)不自由になった後に与えて

いた o 1女 1男が生まれた O 娘はスノレターン・フサイン・ミーノレザーの妃のア

ーノミーク・ベギム λpaqBegimに養育されていた c 彼女はへラートからカー

ブルピ来た。私誌彼女をサイイド・ミーノレザー・アーパークに与えた G ベギ

ム・スノレターンは，ウズベクがスルターン・マスウード・ミーノレザーを殺害し

た後，息子を連れてカーパ方面へおもむいた G 現時点で，彼女自身と息子はメ

ッカに居り，怠子はかなり大きくなっているという清報が入っている。

3番目の娘は，サイイド・ミーノレザー SayyidMirzaというアンドゥホー

ドのサイイド一族の I人に与えられていたっサイイド一族の多くの者がサイイ

ド・ミーノレザーという名で知ちれていた C

きちにもう 1人の側女から 1女が生まれた O アーイシャ・スルターン 'Ay-
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sha Sultanという名で，その母ほズパイダ・アーガー ZubaydaAghaで，ハ

サン・シャイフ・ティムールI:IasanShaykh Timむの孫娘であった O シャ

イパーン家のスノレターンの 1人であるカースィム・スノレターン QasimSultan 

に与えちれた o 1男が生まれた O カースィム・フサイン・ス jレターン Qasim

草usaynSultanという名で，ヒンドゥースターンで私の前に開設した O ラーナ

ー・サンガ哀anaSangaとの戦 (1527年 3月カーンワの戦)にも参加した。

私は彼にパダーウーン Bada'unを与えた (329a参照〕。カースィム・スノレタ

ーンの後には，その一族のプラン・スノレターン BuranSultanという者が彼女

をめとった o 1男が生まれ，アブドウツラー・スノレターン 'AbdAll五hSult三n

という名で，現在は私に仕えている O 年は若いが，その奉せぶりは悪くない O

妻妾たち 最初にめとったハトゥンはピケ・スルターン・ペギムであった。

サンジャル・ミーノレザーイ・マノレヴィーの娘であった O バディーゥッ・ザマー

ン・ミ-)レザーはこの人から生まれた O まことに性根の曲がった女で，スノレタ

ーン・フサイン・ミーノレザーを大いに悩ませた O ミーノレザーは，その曲がった

根性にすっかり嫌気がさしていた O 結局ミ-)レザーは離縁して，やっと解放さ

169aれた o (169a)彼に他にどうしょうがあったできうろう?正義誌ミーノレザーの側

にあった O

悪女，善人の屋敷に居れば，

そはまさにこの世での地獄。

〔サーディ-w蓄額園』第 2章第31話〕

神がムスワムたちにこの不幸を与えられざちん事を!悪しき習いの性悪女が，

おお神よ，この世に残らざちん事を!

次はチョリ・ペギムであった。アザークのベグ一族の娘であった O スノレター

ヌム・ベギムが彼女から生まれた O

次はシャフ}I，・パーヌー・ベギムであった O スルターン・アブー・サーイー

ド・ミーノレザーの娘であった o (ス Jレターン・フサインは〕王位獲得後にめと

った o (スルターン・マフムード・ミーノレザーとの〕チェクメンの戦 (26a参

照〕で， (ス Jレターン・フサイン〕ミーノレザーの全ての妻たちが輿から誇りて

馬に乗った時，彼女は自分の弟〔スノレターン・マフムード)を頼りにして輿か

ら誇りず馬にも乗らなかった G 人びとがこの事をミーノレザーに伝えた O このた

めミーノレザーはシャフル・パーヌーを離禄し，その妹のパーヤンダ・スルター
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ン・ベギムをめとった O ウズベクがホラーサーンを征服した後，パーヤンダ・

スノレターン・ベギムはイラークへ行き，イラークで異邦人の境遇の内にこの世

を去った O

次はハディージャ・ベギムであった O スノレターン・アブー・サーイード・ミ

ーノレザーの側女であった o (アブー・サーイード〕 ミールザーとの間に 1女が

あった G アク・ベギムという名である O ハディージャ・ベギムは，スノレターン

・アブー・サーイード・ミーノレザーがイラークで敗北した後へラートに来た。

彼女をへラートでスノレターン・フサイン・ミーノレザーがめとった O 寵愛した C
グンチヤチ ベギム

1JFJ女の階級 (ghunchachlhqmarta baSl)から，妃の階級 (begimlikmarta baSl) 

;こ昇進させた O 後には彼女は大きな権勢をふるい，人びとは〔バディーゥッ・

ザマーン・ミーノレザーの子〕ムハンマド・ムーミン・ミーノレザーを彼女の主

張に従って殺害した O スノレターン・フサイン・ミーノレザーの子洪たちが〔父君

に〕敵対した理由の大半が乙れであった G 彼女は自分を賢いと考えていた O

しかし知性に欠けたおしゃべり女であった。異端でもあったらしい O 彼女か

ちシャー・ガワープ・ミ-)レザーとムザッファノレ・フサイン・ミ-)レザーが

16gb (l69b)生まれた O

次はアーパーク・ペギムであった G 恵子も娘も生まれなかった G 彼女と同じ

迂ど寵愛されていたノマーパー・アーガーチャは彼女の乳姉妹 (kok註ldash)で

あった O 彼女に子が無かったために，彼女はパーパー・アーガーチャの息子た

ちを自分の子供のように可愛がっていた O ミーノレザーの病白人中泣きわめてよく

つくした O 妻たちの内で誰も彼女と同じほどにはつくす事ができなかった C 彼

女は，私がヒンドゥースターンに来た年にへラートから来た G 私も私に出来う

る限りの丁重な扱いをしたっ (1528年〕私がチャンディーリ-Chandiriを包

囲していた時，彼女がカープjレで死去したという知らせが届いた C

制女 (gh註ma)の 1人が噌ラティーフ・スルターン・アーガーチャで，チヤ

ーノレシャンパヒー Charshanbahi(チヤールシャンノぐ人〕の出身であった G ア

ブル・ムフスィン・ミーノレザーとケペク・ミ-)レザーは彼女かち生まれた O

次はミングリ・ビー・アーガーチャで，ウズベク人であった C シャフル・パ

ーヌー・ベギムの配下 (kishiqarasldln) の出で，アブー・トゥラーブ・ミー

ノレザーとムハンマド・フサイン・ミーノレザーとファリードゥーン・フサイン・

ミ-)レザーの母であった C 他に 2人の娘もいたC

q
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次はパーパー・アーガーチャで，アーパーク・ベギ、ムの乳姉妹であった G ミ

ールザーが一日ぼれしてめとった O 前述した 5男 4女の母であった G

次はベギ・スルターン・アーガーチャ BegiSultan Aghachaであった C 恵

子も娘も生まれなかった O

イ也に貴賎さまざまの側女たち (gh註maghunchachl)が多数いた C 上述した

の誌，ハトゥンたちゃ側女たちの内で有力であった者たちである G

驚くべき事に，ヘラートの如きイスラーム都市 (Isl昌m shahn) に君臨した，

スルターン・フサイン・ミーノレザーの如き塾大なる君主の14人の息子たちの

内，私生克 (wa1adal-zina') でなかった者は僅か3人にしかすぎなかった0

170a ミーノレザー自身と (170a)その息子たち，さらに諸部族諸部長の間では不道・

無道がごく当り前の事とされていた G その後7.......，8年の聞に，わずかにムハン

マド・ザマーン・ミ-)レザーを除き，乙の律大なる一族の足跡を示すべき者が

誰一人として〔この世に〕残っていないという事実は，まさに乙れらの者たち

が生まれながちに背おった不幸の結末であった O

アミーんたち ムハンマド・ブルンドゥク・パルラースがいた。チャークー

・パノレラース Chak註 Barlasの一族の出身であった O その系譜は Muham-

mad Burunduq b. 'Ali b. Burunduq b. Jahanshah b. Chak註 Barlasである。

ノてーブル・ミーノレザー [Ab註 al-QasimBabur Jの許でベグであった O その後，

アブー・サーイード・ミーノレザーも寵愛し，乙の人物にジャハーンギーノレ・パ

jレラース JahangirBarlasと一緒にカーブJレを与えて， じ息子の〕ウノレグ・ベ

グ・ミールザーの後見人 (a坊主的としていた O スルターン・アブー・サーイ

ードの死後，ウルグ・ベグ・ミ-)レザーが〔乙の 2人の〕パノレラース人の命を

ねらう情況となった O 彼らはそれを察知して，ミ-)レザーを捕え，部民を連れ

てクンドゥーズ方面に移動した。〔しかし〕とンドゥークシュの上から， ミー

ノレザーを了重にカーブノレにもどしてやり，彼ら自らはホラーサーンのス Jレター

ン・フサイン・ミーノレザーの所へ行った O ミ-)レザーも，まことに丁重に扱っ

7こっ

ムハンマド・ブルンドゥクはきわめて知的な人物で，かつま乙とに指導者的

な人物であった C 鷹狩りを乙とのほか好んだ。 1羽の鷹が死んだりいなくなっ

たりすると，怠子たちの名を口にして，あれが死んだ方がまだましだとか，あ

の子の首が張れでも何でもないなどと云っていた程である C
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次はムザヴファ J(.，・パルラース Mu~affar Barl俗であった。 ミーノレザーの

空位時代に共にいた G 彼のどのようなよい働きがミーノレザーに気にい与れたの

かを私は知らぬが， ミーノレザーは彼に絶大の愛顧を与えていた O その重用の程

は以下の如くであった G すなわちスノレターン・フサイン・ミ-}レザーはその空

位時代ζ ，彼と，どの地方であれもしそれを支配下に置いたならば，そのをは

170b ミー jレザーのものとし， (l70b)すは彼のものとするといった約束をしていた

という O 乙れは奇妙な約束である。臣下の者 (qarachukishi)を君主が自分

のパートナーとするなどという事が正当とみなされる事はありえない O 弟や息

子とすちもこのような約束は不可吉きである C ベグ階級の者とどうして可龍であ

りえよう O 王位獲得後， ミーノレザーはこの約束を後梅した G しかし後揮は何の

役にも立たなかった C この暗愚のノト人はまたこのような寵愛を受けると， ミ-

jレザーに対しますます増長した振舞に及んだ。ミーノレザーは冷静に行動できな

かった。最後には彼は毒殺されたと云われていた O アッラーのみがその真実を

知り給う!

次試アリー・シール・ベグ・ナヴァーイーであった O 彼はミーノレザーのベグ

というより，むしろその友人であった G 幼少の頃に寺小星での同級生 (ham-

maktab)であったという O その友情法絶大なものがあったらしい O スルター
とが

ン・アブー・サーイード・ミ-}レザーが，どういう各で彼をへラートから追放

したのかは，私は知与ぬ O 彼はサマ jレカンドヘ行った G 彼がサマノレカンドにい

た数年間は，アフマド・ハージー・ベグが彼の保護者でるり援助者であった。

アワー・シーノレ・ベグの物腰はと品な事で有名である o 人びとはその上品さ

を{皮の富がもたらす幻覚であると推測していた c しかしそうではなかったち

しい。 この上品さは，彼にとっては生まれつきのものであったらしい O 彼は

〔富も無く)サマノレカンドに滞在していた時もまったく同じょうど上品な物腰

をしていたようであるつ

アワー・シール・ベグに比肩しうる者江存在しない G トルコ語での詩作と

いう限りでは，誰も彼ほどに多くまた見事に詩作した者はいない O 彼は s第

のマスナヴィ一体の詩書を著している。その内の 5篇は〔先人のJ~五部作J

Kham$a に対応、し，残りの 1 篇:ま[鳥の言葉~ Mantiq al-Tayrの韻律による

「鳥の弁舌jLisan al-Tayrという作品である。 4産の叙情詩集 (ghazaliyat

diw知りを編んでいる o ~少年時代の物珍しさ j Gharayb al-$ighar， ~青年時
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代の驚きJl1¥忌wadiral-Shabab， W中年時代の珍しき事JlBada'i' al-耳石mι 『老
年時代の収護JlFawa'id al-Kibarと名づけちれている O すぐれた『四行詩集』

Ruba'fyatもある C

171a さらに，ここに述べた諸作品に (171a)比べるとやや程度のおちる諸作品が

ある O その中には，自分の書簡類をマウラーナー・アブドウノレ・ラフマーン・

ジャーミ-Ma wlana 'Abd alーまahmanJamiにならって集めたものがある O

すなわち彼はあちゆる人にあてた，あちゆる事のための，彼の手になるあらゆ

る手紙を集めていた G さちに f諸韻律の天秤JMizan al-Aτvzanという韻律学

の書を著していた。非常に誤りが多い o 24の西行詩の韻律の内 4つの韻律に

おいて誤りを犯している O 若干の短長に関する (bul:tur-nlng)韻律にも誤りが

見られる G 韻律学に通じた者にはすぐに分るはずである G ペルシア語の詩集も

まとめていた C ペルシア語の詩ではファーニー Faniをペンネームにしてい

た O 若干の詩は悪くないが，そのほとんどは弱々しく質が落ちる O また音楽で

もよい作品を作曲していた G よい歌曲 (naqsh) とすぐれた前奏曲 (pishraw)

がある O

学者や芸術家たちに対して，アリー・シール・ベグに匹敵するような保護者

・援助者は，いまだかつて地には知られていないであろう O 弦楽器 (saz)にお

いて完壁の境地にあるウスタード・クノレ・ムハンマド UstadQul Mul:tammad 

〔ウスタードは「先生J1"師匠JJ，シャイヒー・ナーイー ShaykhiNayi [ナー

イーは「ナーイ奏者JJ，フサイン・ウーディー草usayn'むdiCウーディー泣

「ウード奏者心はし可ずれもベグの援助と保護とによってかくも上達し， 名声

を博したのであった O

ウスタード・ピブザード Ustad Bihzadとシャー・ムザッブァル Shah

Mu写affarはベグの努力と愛顧とによって，絵画の分野で有名・高名になった

のであった O 彼iまこのように，人びとの将来の卓越のための基礎固めに尽した

のであるが，そのためにこれ程までに力を用いた人は稀であろう C

彼は息子も娘も妻も家族も持たなかった G この世を唯独りで過ごした O 最初

は ~p璽宮 (muhrdãr) であった O 中年でベグとなり，しばらくアスタラーバー

ドでハーキムを務めた O 晩年ば軍事から退いた O ミ-)レザーからは何 1つ取ら

なかった G というより毎年ミーノレザーに全額 (kullimablagh)を献としてい

171bたo (171る)彼はスノレターン・フサイン・ミーノレザーがアスタラーバード遠征

ro 
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から帰還した擦，出迎えに出た O ミ-}レザーと会って立上ろうとした時，河事

かが起こり，立上れなかった O かついで運ばれた O 医師たちは全く病名を診断

できなかった G 翌日，神の御許に召された G 詩の次の 1行が状況によく合致し

ている O

怠はこの苦しみで死ぬ一一一病いが外にあちわれぬままに O

医師たちはとの災補をどういやしてくれるのであろうか?

次はアフマド・テヴェッキュ)(;.パルラース AhmadTewakkul Barlasであ

った O 以前しばらく，カンダハールのハーキム職iまこの人物の子中にあった。

次はワリー・ベグ WaliBegであった C ハージー・サイフッ・ディーン・

ベグ翠ajjiSayf al-Din Begの一族の出主きであった O ヌクーズ Nukむ〔部族

名〕である C ミ-}レザーの大ベグ (uluqbeg)であった C スノレターン・フサイ

ン・ミ-}レザーの王位獲得後は長くは生きず，すぐに死んだ。真撃なイスラー

ム教徒で礼拝を行ない，素朴で誠実な人物であった C

次はハサン・シャイフ・ティムー}I"I:Iasan Shaykh Timurであった O この

人物をパーブ/レ・ミー jレザーが可愛がり，ベグの階級に到達させていた O

次はノヤン・ベグ NoyanBegであった O その父はテイノレミズのサイイド一

族の出身であった G 母方でも，スノレターン・アブー・サーイード・ミ-}レザー

とスノレターン・フサイン・ミーノレザー両方の親族であった C スjレターン・アブ

ー・サーイード・ミーノレザーも寵愛した O スノレターン・アフマド・ミ-}レザー

の許で有力なベグであった Q スノレターン・フサイン・ミ-}レザーの許へもおも

むいて，寵愛された O みだらな，束縛されぬ，酒好きの，遊び人であった。ハ

サン・ヤークーブ草asanYa'qubは彼に仕えていたために，ハサニ・ノヤン

草asan-iNoyan crノヤンの所のハサンJJとも呼ばれていた G
次はジャハーンギー)(;・バルラースであった O カーブjレで，しばらくの間，

172aムハンマド・ブノレンドゥクと共同でハーキムを務めた o (172a)ついでスルタ

ーン・フサイン・ミ-}レザーの許におもむき寵愛された O 立ち居ふるまいは上

品で優雅であった O 社交的な人物であった O 狩や鷹狩のやり方をよく知ってい

たため，スノレターン・フサイン・ミーノレザーは乙れちに関する事柄をほとんど

全て彼に任せていたむバディーゥッ・ザ、マーン・ミ-}レザーの友達であった O

ミ-}レザーとの友需を想い出してはそれを讃美していた O

次はミールザー・アフマド・アワー・ファールスィー・パ}I"ラース Mirza

戸
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Ahmad 'Ali Farsi Barlぉであった O 詩を作ってはいなかったが，詩の才のあ

る，詩をよく知った，擾雅な，かなちユニークな人物であった。

次はアブドウル・ハーりク・ペグ 'Abdal-Khaliq Begであった O シャー-

jレフ・ミールザーが大変可愛がったベグであるフィールーズ・シャー・ベグ

Firuz Shah Beg ~まとの人物の祖父である G このためアブドウノレ・ハーリク・

フィールーズ・シャーとも呼ばれていた C しばしホーラズムがこの人物の手中

にあった O

次はイプラーヒーム・ドウラダイ lbrahimDawladayであった O 財務と行政

に通暁していた O ムハンマド・ブルンドゥクと〔その面での〕双壁であった。

次はズーン・ヌーン・アルグンであった O 勇敢な人物であった O スルター

ン・アブー・サーイード・ミーノレザーの面前で， 有力者たちの見ている前で

(ikaliklarida) ，よく万をふるった O その後も，どとであれ，人におくれを取る

事が無かった O その勇敢さについて誌疑問の余地が無かった O しかしいくぶん

愚かな人物であった C 彼は私たちのミーノレザーたちの許を離れて， スノレター

ン・フサイン・ミーノレザーの許へ去ったO スjレターンはグーノレとニクダワーを

与えた O 彼は70--80人と共にその近辺でよく刀をふるった O ごく少数の兵で

172b (172b)きわめて多数のハザーラ入とニクダワ一族をよく破った O ハザーラと

ニクダワーをあの程度の人数でおさえた者は他にはいないC しばらくして，彼

にはザミーン・ダーワノレも与えちれた G

その子のシャー・シュジャー・アノレグンも父と共に幼い頃から進軍して万を

ふるった O スルターン・フサイン・ミ-}レザーは，父親の意見に従って〔シャ

ー・シュジャーを〕可愛がち，カンダハールを父親と共同統治という事で与え

たC 後，この父子は，あの父子〔スルターン・フサインとその子供たち〕の聞

に反目を生じさせ，反乱を起こした O 最後誌は，忍がホスロー・シャーを捕え，

その従者・従士たちから引離し，カーブJレをズーン・ヌーン<p.216の末子の

ムキームから奪った年，ズーン・ヌーン>とホスロー・シャーは，忍の故に如

何ともなし難くなり，スノレターン・フサイン・ミー jレザーの許におもむいて彼

に会った (155a参照Jo

スルターン・フサイン・ミールザーの死後，ズーン・ヌーンはきわめて有力

となった O へラートの，オーバむba，チャフチャラーン Chakhcharanといっ

た山麓地方がこの人物に与えられた O バディーゥッ・ザマーン・ミ-)レザーと
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ムザッファル・ミールザーが共同統治を行なう事になった時，バディーゥッ・

ザマーン・ミ-)レザーの宮廷長 (sal}.ib-i ikhtiyar)がこの人物であった。ム

ザッファノレ・ミ-)レザーの宮廷では，ムハンマド・ブルンドゥク・パルラース

が宮廷長であった O

彼は勇敢さを持ちあわせていたが，いささかにぷい，やや愚かな (gol)人

物であった G もしも愚鈍でなかったなら，以下に述べるようなおべっかを本気

にして，自分自身の名をけがすような事があ与えようか?話はこうである:彼

がヘラートでかくも有力となり，かくも大きな権力を握った時，数人のシャイ

フやムッラーたちが彼の所へ来て， r天握が私どもと交わっております。貴方
ば“アッラーの獅子"(HizぬrAllah) と呼ばれていますO 貴方誌必ずウズベ

クを征服されるでしょう j と述べた C 彼はこのおべっかを信じて， その首に

〔ライオンのたてがみのように〉ナプキンをつけて，何度もネしを云った O

173a (173a) シャイパーニー・ハーンが，バードギース Badghisで， ミーノレザ

ーたちの所に来攻して， ミーノレザーたちがそれぞれZ合流するのを許さず打ち

破った時， ズーン・ヌーン:1:100，......，150人ほどの兵と共にカラ・ラパート Qaぬ

まab計でシャイパーニー・ハーンと棺対したっ彼は先の言葉を信じて留まっ

ていた C 敵の多数がそこに到達すると， (ズーン・ヌーンらを〕またたく内に

，制圧し粉砕した c 彼らはズーン・ヌーンを捕えて殺した O

正統派の信仰を持っていた G 礼拝をおこたらなかった o [1日5回以上の〕

格外の礼拝もしばしば行なっていた C チェス (shatranj)に熱中していた G 人

が 1本の手で指せば，彼は両手で指していた。好きなだけ指していたりその性

務には食欲と卑しさがまさっていた C

次はダja，ヴィシュ・アリー・ペグ Darwish'Ali Begであった。アワー・シ

ール・ベグの同腹の弟であった c しばらくパルフのハーキム職がこの人物の手

中にあった C パルフでよいベグとしての仕事 (begliklar)を行なった O 愚鈍で，

あまりよい所の無い人物であった O スノレターン・フサイン・ミーノレザーが最初

にクンドゥズ，ヒサーノレに来攻した時，人びとは愚鈍さのゆえに彼を捕らえさ

せた O パルフのハーキム職から更迭された o 916年 [1510/11年〕に私がクンド

ゥズに来た時，彼iま私の許に向侯した O おかしくなって，頭がぼんやりしてい

たc ベグに遣わしい能力からも，近習としての植打からも程遠かった。おそら

くアワー・シール・ベグのおかげであれ程に呂をかけられたのである O

口
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次はモグー)(，・ペグ MoghulBegであった G しiまらくへラートのハーキム

識がその手中にあった O 後に，アスタラーバードを与えられた O アスタラーバ

ードからイラークヘ， c白羊朝の〕ヤークープ・ベグ Ya'quるBegの許へと逃
亡して去った G かなりユニークな (yatimcha)人物であった O いつもサイコロ

遊びをしていた O
たくま

次試サイイド・パド)(， Sayyid Badrであった O まととに還しく，きわめて

173b 身のこなしの美しい人物 (173b) であった O 驚くほどに音惑を持った (~ãhib-i

u~ül) 人物であった O 不思議なほどうまく踊り，くりかえし踊っていた O おそ

らくその踊りは彼が創作したものであった O 常にミーノレザーのお側に仕えてい

た O いつも語や話しの相手をしていた O

次はイスり一ム.パJルむラ一ス IslimBa幻E

であつた O 鷹狩りの事をよく知っていた O いくつかの事柄を巧みに行なってい

たo 30-.，40パトマンの弓を射て的を貫いていた G ひょうたんの的を置いた射場

(qabaq maydanl)で，射場の端からギャロップで駆けつつ矢を放ち， また矢

をつがえて射てひょうたんの的に命中していた C さらに〔射手の用いる骨製

の〕指サック (zihgir)を 1-.，1.5カノレ [qanは「腕の長さJJの長さの縞の

先に結び， 縞のもう 1方の端を 1本の木に結んで冒していた o C指サックが木

のまわりを〕なお回っている間に，彼が矢を寿すると矢は指サック〔の穴〕を通

過していた O このような驚くべき事が彼には多かった O いつも〔ミーノレザー

の〉お側にはべり，るらゆる席に出席していた C

次ばスルターン・ジュナイt:.パルラース Su1tanJunayd Barlおであった O

後にはス jレターン・アフマド・ミー jレザーの許に来ていた O 乙の人物は，現在

ジューナプール Juna予むのハーキム識を共同で勤めているス jレターン・ジュ

ナイド・パjレラースの父親である O

次はシャイフ・アプー・サーイード・ハーン・ダルミヤーン ShaykhAbu 

Sa 'id Khan darmiyan [ダルミヤーンは「詰にJJであった G 彼がある戦の最中

にミ-)レザーの所へ馬を連れていったのか，それともミ-)レザーの命をねらっ

た〔童文とミールザーの関に入って〕散を撃退したのか辻私は知ちぬ。しかしそ

ういった理由で，後はこのあだ名をつけられていた O

次はビフプード・ペグ Bihb註dBegであった O 以前には小姓固にあって仕

170aえていた O ミーノレザーの空泣時代における (174a)彼の奉仕を嘉して， ミ-)レ
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ザ-~ま， ピフブード・ベグに，その印章 (tamgha) と貨幣に彼の名を付する

という栄誉を与えていた G

次iまシャイフム・ベグ ShaykhlmBegであった。スハイ 1)- Sukhayliを

ペンネームにしていたので，シャイフム・スハイリーと呼ばれていた o 1篇の

すぐれた詩を作っていた。恐ろしい言葉や意味をおりこんでいた。次の 1行は

彼の作品の 1部である。

嘆きの夜，わがため患の施嵐は天球をくつがえし

わが涙の洪水なす龍誌乙の世界を咽み下したり O

I度，彼がこの 1行をマウラーナー・アブドウノレ・ラフマーン・ジャーミ-

Mawlan邑 'AbdalーまahmanJぉniの前でよんだ持， マウラーナーが了ミーノレ

ザーよ。あなたは詩をよんでおちれるのか，それとも人をこわがらせようとし

ておられるのか?Jと云われたという話が有名である O 詩集をまとめていた O

マスナヴィ一体の詩もあった。

次はムハンマド・ワリー・ベグ Mul).ammadWali Begであった O 前述し

た (171b参照)ワリー・ベグの息子であったっ後にはミーノレザーの許で大ベ

グ (uluqbeg)になっていた G 大ベグであったにもかかわらず，奉仕をお乙た

ちなかった O 夜も昼も宮廷につめ，食事や宴会も常に宮廷内でとり行なってい

た程であった。このように奉仕する人物があのような寵愛を受けるのは必定で
こんにち

ある G 今日，ベグと呼ばれるような人物の後ろには 5.-......6人のはげやめくらが

つき従い，ベグを宮廷に連れて来るには大変な苦労が必要であるというのは，

まことに清けない事である G あのような奉仕は今ゃいったい向処に存在するの

であろうか?彼ら自身の不幸というべきであろう σ

ムハンマド・ワリー・ベグの食事や宴会はすば与しかった C 一様に家臣たち

174bの面債をみていた O 貧窮者たちには(l74b)自らの手で多くの施しを与えてい

た O 口ぎたなく，口さがない人物であった o 911年 [1511/12年〕， 私がサマノレ

カンドを征服した時，ムハンマド・ワワー・ベグとダノレヴィシュ・アワー・キ

ターブダール [kitab-darは「言書JJが私の許にいた。彼は，その時， 中風

になっていた O その言葉も，またその人物そのものも味に欠けていた G あれ程

に寵愛される程の値打ちは無かった O おそるくその奉仕が彼をあの地位にまで

到達させたのであろう O

次はパーパー・アワー・イシクアーガ-Baba‘Ali ishik-aghaであった c
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;まじめはアリー・シー jレ・ベグが自をかけていた O 後にはその勇敢さの故にミ

-)レザーが取りたててイシク・アーガーとし，ベグの身分に到達させた O 現在

忍のもとでベグであり寵臣 (muqarrab) であり近習 (ichki)であるユーヌス

・アワー Yiinus.'Ali -一彼について誌何度も述べる予定である一ーはこの人

物の恵子である O

次iまパドJ(，'.， .ディーン Badral-":Dinであった O 以前にはス Jレターン・ア
ブー・サーイード・ミーノレザーのサドノレ(号adr)C大法官〕であったミーラク・

アブドウル・ラヒーム Mirak'Abd al-Rahimの許にいた O 非常に敏捷であっ

たらしい o 7頭の馬を跳び越えたと云われている O 設とパーパー・アワーは友

達であった C

次iまハサン・アリー・ジャラーイJ(， I:Iaぬ n'Ali Jalayrであった O もともと

の名はフサイン・ジャラーイル草usaynJalayrであったが，ハサン・アワー

の名で知られている O その父のアワー・ジャラーイル 'AliJalayrをパーブル

.ミーノレザーが寵愛してベグにした O ついでヤードガール・ムハンマド・ミー

ノレザーがへラートを取った時，アリー・ジャラーイルより有力な者iまいなか

った O ハサン・アワー・ジャラーイノレはス Jレターン・フサイン・ミ-)レザーの

許でクシュ・ベギ (qushbegりであった O 詩人であった O トゥファイザ-

Tufaylï をペンネームにしていた G カスイーダ (qu~ïda) [頚詩〕をまことに

見事に作っていた O 当時のカスイーダの達人であった O 私がサマ Jレカンドを征

寂した911年 [1511/12年〕に私の許に来た o 5.......... 6年，私の許にいた O 私の名

175aで見事なカスイーダをよんだO 大鹿な浪費家 (175a)であった G 稚児を可愛が

っていた O 常に西洋スゴロク (narむを楽しんでいた O サイコロ遊びをしてい

7こO

次はホージャ・アブドウッラー・マルワーリ-Khwaja 'Abd Allah Mar-

wariであった O 以前はサドルであった G 後に近習，寵臣，ベグとなった Q 美

点の多い人物であった O カーヌーン (qaniin)[弦楽器の 1種〕を誰も彼ほどに

は演奏できなかった G カーヌーンにおけるギザフト (girift)の技法〔震音を出

すために指で弦を振動させたりする技法〕はこC人物が考案したものであった O

書をよくし，ターリーク体の文字をかなり巧みに書いた O 文書作成も巧みであ

った O 弁の立つ人物であった O 詩をつくち，パヤーニ-Bayaniをペンネーム

にしていた C その詩は，彼のその他の長所に比べると，はるかに劣っていた D
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しかし詩をよく知っていたむ好色で揮るととろが無かった。放蕩の報いで天然

痘 (abi1a)と犯され，手足の自由を失い，数年の間あちゆる種類の苦しみを味

い，まさにこの状態のままこの世を去った C

次はムハンマド・サイイド・ウルース MubammadSayyid Urusであった O

スノレターン・アブー・サーイード・ミ-}レザーの王位獲得時に有力な権勢ある

ベグであったウノレース・アルグン UrusArghunは乙の人物の父親である O 当

時は矢を巧みに射る若党たちがいたが，乙の人物もそのような達人たちの 1人

であった O その弓は強く，矢は長かった O 肝のすわった，すぐれた射子であっ

たちしい O アンドゥホードのハーキム職がしばらくその子中にあった G

次はミール・アリー・ミーラーフーJI， Mir 'Ali mir-akhむであった c スル

ターン・フサイン・ミーノレザーの許に人を遣し， ミーノレザーをしてヤードガー

ル・ムハンマド・ミーノレザーの不意を襲わせたのがこの人物である O

次はすイイド・ハサン・オグラクチ SayyidI:Iasan oghlaqchlであった。サ

イイド・オグラクチの息子で，サイイド・ユースフ・ベグの弟であった O 彼に

はミ-}レザー・ブアツノレフ MirzaFarrukhという名の評判の高い有誌な息子

175bが(175b)いた o 917年 [1511/12年〕私がサマルカンドを征寂した時，彼は私

の許に来ていた G 詩は少ししか作らなかったが，巧みに作っていた。アストロ

ラーベ (asturl孟b)C天文観測儀〕と天文学を熟知していた。一緒にいると楽し

く，社交も巧みであった G いくぶん酒ぐせ辻悪かった o [1512年の〕グジュド

ゥワーン Ghujduwanの戦で死んだC

次はテングワ・ペルディ・サーマーンチであったむ素朴で，勇敢で，万の腕

のよい (qlhchhq)ベグであった O 前述した如く [57a-57b参照Jt パルフの

城門で，ナザノレ・パハードゥルという名のホスロー・シャーの偉大な従土をよ

くうち取った O

次は数人のトゥルクメン人のベ'グたちで，彼らはミーノレザーの許に来て目

をかけられていた O 先に来た者の 1人はアりー・ハーン・パユンドゥ}I， 'Ali 

Khan Ba ylndlrであった。次はアサド・ベグ AsadBeg とタハムタン・ペグ

Tahamtan Begであった O 乙の 2人は兄弟であった G タハムタン・ベグの娘

をバディーゥッ・ザ、マーン・ミーノレザーがめとっていた O 彼女からムハンマ

ド・ザマーン・ミーノレザーが生まれた O 次はイブラーヒーム・チャガターイ

Ibrahim Chaghat釘であった C 次はアミーJI，・ウマル・ベグ Amir 'Umar 
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Begで，後にはノぐディーゥッ・ザ、マーン・ミーノレザーの許にいた O 勇敢で素

朴なすぐれた人物であった O アブル・ファトフ Ab色 al-Fatb.という名の 1子

がイラークから私の許に来た O 現在もいる G まことに弱々しく勇気に欠けしっ

かりしていなかった O あのような父親から乙のような子が生まれる事があると

は!

後に来た者たちは，シャー・イスマーイールがイラークとアーザルパイジャ

ーンを支配下においた時に，そ乙からホラーサーンに来た者たちである O その

内の 1人はアブドウル・パーキー・ミールザ-'Abd al-Baqi Mirzaであった G

ティムーノレ・ベグの一族の出身である O ミーラーン・シャ一家に罵する O 以前

176aかる，これらの一族ほかの地方におもむき，王権をとる希望を (176a)捨て去

って， かの地の諸君主に仕え， 呂をかけられて来ていた O このアブドウル・

ノてーキー・ミ-}レザーの父方のおじティムーノレ・ウスマーン TimUI・'Uthman

は〔白羊朝の〕ヤークープ・ベグの許で，有力な身分の高いベグであった告し

いO 彼は 1度は，ホラーサーンに向け大軍を集めて派遣する考えをも持った O

アブドウノレ・パーキー・ミ-}レザーが到着すると，スルターン・フサイン・ミ

ールザーはよく目をかけ，女婿にして，ムハンマド・スノレターン・ミールザー

の母であるス Jレターヌム・ベギムを与えた O さらに，後に来た者たちの 1人が

ムラード・ベグ・パユンドゥJI， Murad Beg Baylndlrであった O

サドル〔大法宮〕たち まずミール・サル・パラフナ MirSar Barahna (サ

ノレ・パラフナは「はげ頭JJがいた G アンディジャーンの村々の出身 (kentlar-
idin)である c おそらく， 自称サイイド (mutasayyid) である O まことに一

緒にいると楽しく，気だてのよい，上品な物言いの人物であった O ホラーサー

ンの学者や詩人たちの聞で誌彼の考え方や意見が尊敬され{言頼されていた O

Fアミーノレ・ハムザ物語JlAmir IJamza qi~~ast にならった作品を書く事にそ

の生涯を無駄使いし，冗長な嘘物語をまとめ上げた O この事誌自然さや良識に

反する事である O

次はカマールッ・ディーン・フサイン・ガーズルガヒ-Kamal al-Din Hu-

sayn Gazurgahiであった O スーフィー(料金) (イスラーム神都主義者〕では

なかったが，スーフィーであると自称していた (muta斜 wwifedi) 0 アリー・

シール・ベグの許に， 乙のような自称スーフィーたちが集められて，忘我の

境地を味わったり，音曲に聴きいって悦惚境に入ったりしていたようである

no 



(wajd w註 sama'qtlur1ar ekandur) 0 ほとんどの者たちより，乙の人物の血統

がよりすぐれていたらしく，おそちくそれが寵愛の理由であった G 彼には，抱

lと語るべき程の長所は無かった C

彼には F恋人たちの集いJMajlis al-'Ushshaqという名の 1つの作品があり

彼はスノレターン・フサイン・ミー jレザーの名でそれをまとめ著していた O まこ

とに弱々しい作品で， ほとんどの話がっくり事，それも下品なっくり事で，

176b (176b)粗野な言葉を書き連ねていた O あまりにひどいので，若干の人びとに

彼が恋教徒で誌なし市〉と疑われた誌どである o {7ljえば，彼は多くの使徒一一彼

らに平安のあらん事を一ーや望者たちを実際には存在しない恋愛事に関孫させ，

それぞれの方がたに恋人とか愛人をあてがっている O また彼が序文の中でス Jレ

ターン・フサイン・ミーノレザー自身の作品であると書いておきながら，本文中

にもり乙んだカマーノレッ・ディーン・フサインの〔作品である事を誰でも知っ

ている〕詩やガザノレの冒頭に，全て「著者〔スルターン・フサイン・ミーノレザ

ー〕の作」と書いているのは，まことに馬鹿げた事である C まさにこのカマー

ルッ・ディーン・フサインのおべっかによって，ズーン・ヌーン・ベグが〈ア

ッラーの獅子〉と呼ばれたのである [172b参照〕。

ワズィーんたち 1入はマジュドゥッ・ディーン・ムハンマド Majdal-Din 

Muhammadであった O シャー・ノレフ・ミーノレザーの不動のディーワーン〔・

ベグJ[財務長官〕であった (Shah-rukhMirzanlng yak-qalama diwanl) ホ

ージャ・ピーノレ・アフマド・ハーニ-Khwaja Pir Ahmad Khaniの息子で

あった O 以前には，スノレターン・フサイン・ミー jレザーのディーワーン〔財務

庁〕には望ましい秩序や規律が毒在しなかったむ浪費や無駄な出費が多かっ

たG 民も栄えず，兵もよろこばなかった G

当時，マジュドゥッ・ディーンは勅書起草宮 (parw孟nachl)であった。ミー

ラク〔小ミール〕と呼ばれていた。ミ-}レザーにかなり少額の金銭 (yarmaq)

が必要になって， ミーノレザーがディーワーンの役人 (diwani)たちに要求する

と，彼らは「ありません O 御用だてできません」と答えた G マジュドゥッ・デ

ィーン・ムハンマドがそこにいたという G 彼は数笑した O ミーノレザーがわけを

毘くと，人払いして rミ-}レザーが私の権限を増して，私の云う事を無視し
177aないと約束して下さるなちば，私は短期間で，国が(l77a)栄え，民がよろこ

び，冨庫が充満し，兵が多数となるように致しましょう j とその心の内にある
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所のものを申し上げた O ミールザーも，彼が望んだ通りにすると約束し，ホラ

ーサーン全域において彼を権摂の所有者とし，あちゆる重要事を彼の裁量に任

せた O

彼も最大限の努力を重ね，短期間の内に軍民を満足させた O 国庫にも多額の

金銭を納め，諸地方を繁栄させた G しかし彼は，アリー・シール・ベグをiまじ

めとする全てのベグたちゃ高官7こち (ahl-imaI碍ab) とは敵同志のようにして

暮していた O このため全員が彼の敵となった O 彼るはいろいろと主張したり示

唆したりしてマジュドゥッ・ディーン・ムハンマドを捕えさせ，免職させたO

彼の代りに，ニザームル・ム)1，ク Ni写amal-MulkがディーワーンとなったO

彼ちは，しばらくすると，ニザームル・ムルクをも捕えさせて処刑し，ホージ

ャ・アフザル KhwajaA持討をイラークから連れて来てディーワーンにした。

私がカーブルに来た時には，彼らはホージャ・アフザ、Jレをベグにしていた O 彼

ばディーワーンでも印章を押していた G

次はホージャ・アタ-Khwaja Ataであった O 上述の人びとの如く高官で

もディーワーンでもなかったのに，全ホラーサーンにおいてホージャ・アター

の意見抜きでは 1つとして重要事が決定される事は無かった O 敬慶な，礼拝

をおこたらぬ，信仰の厚い人物であった O 仕事熱心さも持ち合わせていたよう

である。

以上がスルターン・フサイン・ミーノレザーの家臣・従者たちであった O

177b スJレターン・フサイン・ (177b) ミーノレザーの時代は驚くべき時代であった。

ホラーサーン，なかんずくへラートの町はすぐれた者たちゃ比類無き人びとで

満ちあふれでいた C ある 1つの仕事に専心している人びとは，皆が皆，その仕

事を完重の域にまで高めたいという望みをいだいていた O

このような人びとの内の 1人が，マウラーナー・アブドウル・ラフマーン・

ジャーミーであった。顕学においても秘密道〔イスラーム神秘主義J(弱hir

wa batin uluml)においても，彼に匹敵する者はいなかった O 彼の詩は，いう

までもなくよく知ちれている O ムッラーの卓越さは，記述を必要とする域をは

るかに越えている C 要するに，私が縁起をかつぎ幸運をひき乙むために，乙の

小さな書物の中にかのお方のお名前を記し，そのほんの 1部の徳性を記述して

おこうとふと考えたものにしかすぎぬO
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次はシャイフ}J.， ・イスラーム・サイフッ・ディーン・アフマド Shaykhal-

Islam Sayf al-Din Abmadであった Q マウラーナー・サードゥッ・ディーン・

タフターザーニ-Mawlana Sa'd al-Din Taftazaniの一族の出身であった。

サードゥッ・ディーン以来，ホラーサーンの国々では，シャイフル・イスラー

ムの地位をこの一族の人びとが占め続けている。まことに学識の深い人物であ

った G アラブの諸学問と{云承学をよく知っていた O きわめて敬愛な信仰深い人

物であった G 彼:まシャーフィイ一学派に嘉したが，イ告の諸学派をも尊重してい

た。彼は70歳近くまで集団礼拝に欠席する事は無かったと云われている O シャ

ー・イスマーイーノレがヘラートを占領した時に彼を鶏教者とした〔殺した〕。

この一族に属する者は誰も生き残らなかった。

次はマウラーナー・シャイフ・フサイン Mawlana Shaykh 草usaynであっ

た O ムッラー・シャイフ・フサインの登場と昇進はス jレターン・アブー・サー

イード・ミーノレザーの時代に属するようではあるが，彼はスノレターン・フサイ

178a ン・ミ-)レザーの時代にも活擢していたので (178a) ここに記述する事にし

た。哲学，論理学，修辞学をよく知っていた q 少い言葉の中に多くの意味を見

出して，的確に会話を交す事誌彼が考え出した事柄であった O スノレターン・ア

ブー・サーイードの時代には， ミ-)レザーのごく近しい側近で権力者であった c

全ての王菌の重要事には彼の介入が見られた O ムフタスィブの職務 (ibtisab)

では，誰も彼よりうまくできなかった O 彼がスルターン・アブー・サーイード

の寵臣であったという理由で，スノレターン・フサイン・ミ-)レザーの時代には，

人びとほこのような無比の人物に対して軽蔑のまなざしを向けていた O

次lまム‘yラーザーダ・ムッラー・ウスマーンであった C カーブノレの諸地区

(tumanlar)の lつであるラフーガjレ地区のチャ jレフという村の出身である O

ウノレグ・ベグ・ミ-]レザーの時代に14歳で講義をしたために，ムッラー・マー

ダJレザード MullaMadarzad cr生まれながらのムッラ-JJと呼ばれていたと
いう Q 彼がサマノレカンドより出発して〔メッカの〕カーパをめぐり，へラート

に来た時，スノレターン・フサイン・ミーノレザーがひきとめてめんどうを見た。

まことに学識の深い人物であった O 当時，後ほどの碩学は抱にはいなかった υ

イジュティハード ijtihadC神の言葉に対する創造的解釈)を行ないうる境地

に達していたが，イジュティハードは行なっていなかった O 彼は「抱の人誌聞

いた事をどうして忘れるのだろうか?jと云っていたと伝えられている G 抜群

F
O
 



の記協力を持っていたのであろう O

次誌ミー}t， .ムルターズ MirMurtacl [ム Jレターズは「苦行者JJであった G

17Sb彼辻哲学と純粋哲学 (ma'q色lat)をよく知っていた O 彼がしばしば(178扮断

食を行なっていたというのでこの名で呼ばれていた G チェスをことのほか愛好

していたという G 彼がたまたま 2人のチェス仲間に出くわすと，その 1人とチ

ェスを指し，もう 1人が立ち去らぬようにと，その〔衣服の〕端をつかんで坐

っていた程であった O

次はム ''Jラー・マスウード・シールワーニ-Mulla Mas勺dShirwaniであ

っ7こO

次はム‘yラー・アブドウ}t，・ガフー}t， ・ラー}t， Mulla 'Abd al-Ghafur Lar 

で，マウラーナー・アブドウル・ラフマーン・ジャーミーの〔イスラーム神夜、

主義乙関する)弟子でもあち，また〔一般の学詞に関する〕生徒でもあった G

ムッラー〔ジャーミー〕のほとんどの作品をムッラーの前で読請していた。

『ナファハートJl NafalJ，at に対する註解の如きものを書いていた O 顕学の素養

が豊かであった O 顕学の素養にもかかわ与ず，秘密道についても多くのものを

会得していた O 不患議なiまど無頓着な，型にとらわれぬ人物であった o 人びと

に先生と呼ばれているほどの者たちでも，彼の前にコーランの章を〔説明して

もちうために〕持って行く事に，恥かしいと患う必要は何も無かった C また，

どこであれダルヴィシュが姿を現わしたと聞くと， [教えを乞うために〕その

ダノレヴィシュの所に行きつくまでは，彼の心は安まらなかった。

[1506年〕私がホラーサーンにおもむいた時，ムッラー・アブドウノレ・ガフ

-)レは病床にあった O 私は，ムッラー〔ジャーミー〕の墓に参拝した時，ムッ

ラー・アブドウノレ・ガフールの見舞いにおもむいた O 彼はムッラーのマドラサ

〔イスラーム学院〕にいた O 彼は数日後，この病いによってこの世を去った。

次はミー}t， .ジャマールッ・ディーン・ムハッディス MirJamal al-Din 

muhaddith [ムハッディスは「ハディース語りJJであった O ハディース学〔伝

承学〕をホラーサーンで彼ほどによく知っている者は抱にはいなかった O 非常

な高齢であった G 現在もなお生存している G

次はミー}t，・アターゥッラー・マシュハディ-Mir・'AtaAllah Mashhadi 

であった。アラブの諸学問をよく知っていた O 韻律学l乙関する 1需のペルシア

語の論文 (risa1a)を著していた Q その論文の欠点は，例文に全て自作の詩を
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179a (179a)引用している事と，各詩の前に?との私めの詩にあるようにj という

言葉が必要であると考えている点である G 若干の彼の論敵たちは，この韻律学

の論文について，正しいコメントを行なっている O 彼はまた，詩の技法に関す

る f諸技法の不思議JlBada'i' al-$ana'i'という論文を書いている O まことに

よく書かれている G 宗派という点では，背く点があったようである O

次はカーズィー・イフティヤーJI"Qacli Ikhtiyarであった O カーズィー〔法

官〕の仕事をよく行なった D 法学に関する 1冊のぺjレシア語の論文を書いてい

たっすぐれた論文である O また 1つのテーマによって引用できるようにするた

めに，コーランの局内容の詩句を集めていた O 私がムノレガーブでミ-)レザーた

ちに会った時 (185b参照J，ミーノレザーたちはカーズィー・イフティヤールと

ムハンマド・ミーノレ・ユースフ MuhammadMir Yusuf と共に来て私に会っ

たO パーブリ一文字について話が出た O 彼は 1字 1字についての詳しい説明を

求めた O 私はそれを書いたっその会合で，後;まその説明を読み，原則を書きこ

み，さるに何事かを書きこんだO

次はミーJI".ムハンマド・ユースフであった Q シャイフノレ・イスラームの弟

子であった O 後にシャイフル・イスラームは自分の地位に彼をすえた O 若干の

会合では，シャイフノレ・イスラームがカーズィー・イフティヤールより上需を

出め，また到の若干の会合では後者が上需を占めた G 彼は後には軍事と指指官

としての仕事にあまりにも熱狂し，乙の 2つに関する事柄以外は，彼の話す事

から何の新知見も得られなかったし，また彼の書く事から何の知恵、も得られな

かったほどであった O もっともこの 2つから彼が得たものは皆無であった。結

局，この 2つの野望のために，彼はその財産も生命もまた家・屋敷をも失った。

シーア派教徒であったらしい O

179b 詩人たち あらゆる詩人たちの中で最大の巨匠が (179b)マウラーナー・ア

ブドウル・ラフマーン・ジャーミーであった O

次は，シャイフム・スハイリーとフサイン・アリー・トゥファイリーである

が，彼ちの名と特設については，すでにスルターン・フサイン・ミーノレザーの

ベクーや側近たちのグループについて述べた所でふれた (174a，174b参照Jo

次はアーサフィー λ号afiで三うった。ワズィ-)レの怠子であったために， cワ
ズィーノレに多いアーサフという名をとって〕アーサフィーをペンネームにして

いた O その詩は色彩と情感に欠ける所は無かったが，熱?青や悦惚惑 Chal)の面

。。



では不十分であった O 彼自身は「私はいまだかつて怠のガザル〔叙清詩〕を詩

集にまとめようと患った事などおりませんj と云いはっていた O しかしそれは

多分表向きの云いぐさであった O 彼のガザjレを彼の弟か関係者が集めていた。

ガザjレ以外の種類の詩は少ししか作っていなかった O 私がホラーサーンへ行っ

た時，彼は私の前に詞侯した O

次はビナーイー(叉はパンナーイ-Banna'iJ であった O ヘラート生まれで，

その父親のウスタード・ムハンマド・サル・パンナ-Ustad Muhammad sar-

bann孟〔サノレ・パンナーは「れんが師頭JJの故に，乙のようなペンネームに

していた G そのガザルには色彩と.t*惚惑があった C 詩集をまとめていた G マス
ナヴィ一体の詩もあった o 1つのマスナヴィーでは，果物を主題に，ム夕方-

1)ブ mutaqaribの韻律[---一一/---一一/---一一/---一〕を用いてとりとめもない事を

うたっている O これ;ま丹精して作られたものではない C またもう 1篇の短いマ

スナヴィーがあり， ハフィーフ khafifの韻律子)一一/一一)ー/ー)一一/一一)一〕

を用いている O さちにもう 1篇の長いマスナヴィーがあり，それもハフィーフ

の韻律で書かれている O 彼は乙のマスナヴィーをその晩年に完成した O

以前には，彼は音楽に通じていなかったようである O 乙のためにアワー・

シール・ベグが彼を批判していたという C ある年， [ス Jレターン・フサイン〕

ミーノレザーがマルヴへ越冬のためおもむいた時，アリー・シール・ベグも随伴

した O ピナーイーはヘラートに残った O その冬，彼法音楽を勉強した O 春まで

18Da には作曲するほどにまでなった O 春にミーノレザーがへラートに帰ると， (180a) 

彼は〔皆の前で〕サウト寺awt[ライト・モティーフにかわって演奏されるメ

ロディー〕とナクシュ naqsh[歌曲〕を歌った O アりー・シーノレ・ベグは驚嘆

して賞め讃えた O 彼は音楽でよい作品を作っていた O この内には 1つのナクシ

ュが含まれる o U九つの音色JlNuh rangと名づけ与れており，九つの音色の

終結部 (tukanish) とナクシュのカデンツァ (mayla) はラースト rast音階で

作曲されている O

彼iまアザー・シーノレ・ベグの非嘗なライヴァノレであったようである O このた

め非常に苦しい立場に立たされた G 最後には〔ヘラートに〕留まりえず， イ

ラークとアーザノレバーイジャーンへヤークープ・ベグの許におもむいた G ヤー

クーブ・ベグのもとでは悪くない待遇をうけ，宮廷会議iこも列席していた O ヤ

ークーブ・ベグの死後，その地方に留まりえず，ヘラートに婦った G 相変らず
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都議したり，言葉を返したりしていた G 例えば，ある日，チェスの集りでアワ

ー・シール・ベグがその足を延ばすとビナーイーの尻にふれた G アワー・シー

ル・ベグが元談に「まったくひどい災難じゃのう!このへラートじゃ足を延ば

すと詩人の尻に当るのじゃから」と〔ペルシア語で〕云った Q するとビナーイ

ーは「足をもとに戻してごらんなされ。また詩人の尻に当りますがな」と〔ペ

ノレシア語で〕答えた C 結局，こういった捧捻のため，彼は再びへラートからサ

マjレカンドに去った [38a参照Jo

アリー・シー jレ・ベグは多くの物を考え出していた G しかもよい物を考え出

していた C 誰もが何事であれ何かを考え出した時には，その宣伝と堂開受けの

ためにそれを〈アワー・シール嵐〉 σAli-shiri)と呼んでいた O ある人びとが

からかいの気持でその事をアリー・シーノレ・ベグの耳に入れた O 夢jえば，アリ

ー・シール・ベグが耳の病いにかかった時，設が〔耳に〕ハンカチを結んでい

たため，女性たちは奇いハンカチを三角に結んだものを〈アワー・シーノレ風エ

レガンス~ (nむ -i'Ali-shiri) と名づけていた C また別の話に，ビナーイーが

180bヘラートを離れる時， (l80b)彼はそのろばのために荷鞍職人に特別の荷鞍を

作品せた C そしてその名を〈アリー・シール嵐〉と名づけ，それが有名になっ

fことし、う O

次はサイフィー・ブハーリー SayfiBukhariであった G ムッラーとしての

かなりの素質をそなえていた G 読んだ本のリストを人びとに示して，自分がい

かにムッラ一的であるかを誇示していた O 詩集をまとめていた O また，三うらゆ

る詣人のために書いた 1巻の詩集もあった O 諺を沢山書いていた O 次のキトア

qit'a [断片詩〕が示しているように，彼 iまマスナヴィ-~ま書いていなかった O

マスナヴィーが詩の正統ではあるが，

私はガザノレを私に課された義務と考える O

心楽しませるガザルの 5行は，

両種の「マスナヴィ一体五書~ Kham話 tayn にも勝ると考える G

1冊の韻律学の書を著している O まことに舌たらずである O またあらゆる規

準からすればまことに繁雑である O 舌たらずというのは，必要な事を書いてい

ないという事である O 繁雑であるというのは，分りきった当り前の事を細かい

点や母音符号までも書いているという事である C 蕎蕎酒をやたらに飲み，酒ぐ

せが悪かったようである G 腕力が強かったらしい O
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次はアブドウ・γラー・マスナヴィー・グーイ-'Abd Allah mathnawi-gui 

〔マスナヴィー・グーイーは「マスナヴィーよみJJであった O ジャーム Jam

の出身であった O ムッラー〔ジャーミー〕のおい〔姉妹の子〕で，ペンネーム

はハーティフィ -H孟tifiであった o W五書JlKhamsaに対応してマスナヴィ

ーを書いていた o [' 7つの像』肱ftPaykar ，乙対JZしてうたったマスナヴィ
ーに ['7つのかんばせJlHaβ 脇 n:?ar という名をつけていた o Wスカンダノレ

の書JlSkanゐ r-nllmaに対応するマスナヴィーでは『ティムールの書.!lTfmur-

nama と名づけていた O これらのマスナヴィ一体詩の中では『ライラーとマジ

ュヌーンJlLayla初 aMajnunが最もよく知られている G しかし，評判ほどに

はすぐれた点は見られなかった c

次はミー，!， .フサイン・ムアンマーイ-Mir草usaynmu'amma'i [ムアン

マーイーは「なぞなぞ作りJJであった O おそ与く誰もなぞなぞ (mu'amma)

を彼ほどには作れなかった O いつもなぞなぞの事を考え続けていたようである O

驚くほどつつましやかな，わびしい，無害の人物であったようである O

181a (181a)次はムッラー・ムハンマド・パダフシ-Mulla Muhammad Bada-

khshiであった G イシュケミシュの出身であった O イシュケミシュはパグフシ

ャーンの内部には属さない O パダフシーをペンネームにしているのは不思議で

ある O その詩は，ここで述べた詩人たちの詩に匹敵するようなものは無かった O

なぞなぞについて論文を書いていた。そのなぞなぞもたいしてよくなかった O

共にいると楽しい人物であった O サマノレカンドで忍に仕えていた O

次泣ユースフ・バディーイー Yusuf Ba di'lであった O フェルガーナ地方の

出身である O 下手なカスイーダを作っていたようである O

次はアーヒ-Ahiであった O ガザ Jレをたくみに作っていた O 後に誌イブン

.フサイン・ミーノレザーの許にいた O 詩集の著者であった O

次はムハンマド・サーりフであった G 味わい深いガザ、ノレの作者であった O た

だしその流麗さは，味わい深さほどではなかった O トノレコ語の詩もあった O 悪

くなかった O 後にシャイパーニー・ハーンの許に来ていた O ハーンは全面的に

寵愛していた G ムハンマド・サーワフはハーンの名で 1篇のトルコ語のマスナ

ヴィーを書いていた o (ジャーミーのJlr数珠JlSubl;ta (Subl;tat al-Abほのに使

用された韻律であるラマザ・ムサッダスィ・マフブーン (ramal-imusaddas-i 

makl由un)Cー)一一/'--" '--"一一/'--" '--"ー〕の韻律で書かれている G まことに弱々しく
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低級である O この作品を読んだ者はムハンマド・サーリフの詩について信用し

なくなる C 彼のすぐれた詩の 1行は次の如きものである O

フェルガーナがタンパル Tanbalの国となった。

彼はフェノレガーナをふとっちょのすみか (tanbal-khana) とした O

人びとはアンディジャーン地方をタンバノレ・ハーナ cr肥沃の館JJとも呼ん
でいた c 伎のマスナヴィーの中にこのような 1行が含まれているのかどうかを

私は知ちない。邪悪な，圧政者的な，慈悲の心に欠ける人物であった c

次;まシャー・フサイン・カーミー ShahI:I usa yn Kamiであった O この人物

の詩も悪くなかった O ガザルよみであった O たぶん詩集も持っていた O

次はヒラーリ-Hilaliであった G 現在も生存している O 彼のガザノレは流麗

で色彩に富むが，人に与える印象がうすい。詩集を持っている o 1篇のマスナ

181bヴィーもある O ハフィーフの韻律で書かれている o (181b) Uシャーとダノレヴィ

シュJlShah wa Darwishと名づけられてし匂 O その中の若干の詩句はすぐれ

ているが，その内容と骨組はまことに空車でくずれている O 昔の詩人たちは，

恋とか恋人をテーマにマスナヴィーを書く時には，恋する者の役割を男に，恋

される者の役割を女に演じさせていた C ヒラーリーはダルヴィシュを恋する者

に当て，シャーを恋される者にしていた O シャーの言動について記している詩

句は，笥単にいえば，シャーを売春婦・売笑婦のようにしてしまっている C 彼

が自分のマスナヴィーによかれと考えて 1人の青年を，しかも王である青年

をまるで売春婦か売笑婦のように説明しているのはまことに凌辱的である O 彼

はまことによい記嬉力を持っていたという o 3'""-' 4万句を暗記していたという O

高種の?五書JlKhamsataynの大部分を暗記していると云われていた C 韻律，

f甲韻，詩学iこ造詣が深かった O

次はアーフリー Ahliであった O 平民 ('ammi)であった G 詩は悪くなかっ

た G 詩集もあった O

書家たち 多くの書家たちがいたが，その中での巨置はナスフ・ターワーク

体の書に関するスルターン・アリー・マシュハディー Sul~ãn 'Ali Mashhadi 

であった。ミーノレザーやアワー・シー jレ・ベグのために多くの揮毒を行なった。

彼ほ毎日，詩の30行をミー jレザーのために， 20行をアワー・シー jレ・ベグのた

めに書いていた O

富家たち その 1人はビフザードであった O 画家としての仕事をまことに精

つ白
内
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微に行なっていた O しかしひげの無い人物の顔を措くのは下手であった O 二重

あごをま乙とに大きく書いていた O ひげのある人物は巧みに描写していた。

182a 次はシャー・ムザッファんであった O 絵画をまことに精妙に (182a)措いて

いた C 髪の毛を，我を忘れるほど微妙に措いていた O あまり長生きせず，その

人生の昇り謁子の時にこの世を去った O

演奏家たち 彼らの内で，カーヌーン qanunをホーャジ・アブドウヴラー

.マルワーりードほど巧みど演奏する者がいなかった事についてはすでに述べ

た [175a参黒)。

次はクJI， .ムハンマド・ウーディーであった O ギッジャク ghijjakC弦楽器

の 1種)をも巧みに演奏していた c この人物がギッジャクに 3本の馬の尾毛を

つけた O 楽部や演奏家たちの中で，彼ほど多くのすぐれた前奏曲 (pishraw)

を作曲した者はいない O しかし前奏曲以外の作品ではこれほどではなかった O

次はシャイヒー・ナーイーであった O ウード 'ud[弦楽器の 1種〕とギッジ

ャクをもうまく演奏していたという o 12・13歳の頃からネイ neyC葦笛)を巧

みに演奏していたという G ある時，バディーゥッ・ザマーン・ミ-)レザーの会

合で，彼が 1つの曲をネイで巧みに吹いた O クJレ・ムハンマドはギッジャクで

その曲を演奏できなかった O そこで彼は「ギッジャク泣不完全な楽器だ」と云

った O するとシャイヒーはただちにクル・ムハンマドの手からギッジャクを受

取り，その曲をギッジャクで巧みにきっちりと演奏した O

シャイヒーについてはさらに次のような話も伝えられていた O すなわち彼は

音楽に通暁していたので，どの曲であれ彼がそれを聴くと，誰々の何々のメロ

ディーがこれとよく合うと云っていたという事である O しかし彼はあまり多

くの曲を作ちなかった o 1---2曲の歌曲 (naqsh)が彼の作品だと云われてい

た。

次はシャー・クリー・ギッジャキー ShahQuli ghijjakiであった O イラー

クの出身で，ホラーサーンに来て楽器を勉強し上達した G 多くの歌曲と前奏曲

を作曲していた。

次はフサイン・ウーディーであった O ウードを味わい深く <p.229演奏し，

味わい深い>事を話していた O ウードむ弦を 1本にして演奏していた O 彼の

182b欠点は，非常にもったいぶった嵐に演奏する点であった o (182b) シャイバー

ニー・ハーンがある時演奏するように命ずると，彼はもったいぶってわざと下
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手に演奏し，また自分の楽器を持ってこないで，悪い楽器を持参した G シャイ

ノてーニー・ハーンは悟って，まさにその克でさんざんにその首を杖で打つよう

命じた。シャイパーニー・ハーンのこの世における唯一の称えるべき行為がこ

れであった。たしかによくやった。このようなきざな小者たちには，これ以上

の罰が必要だ心

作曲家たち その中にグラーム・シャーディー GhulamShadiがいた O シ

ャーディー・ハーナンダ Shadikhw孟nandaCハーナンダは「うたい手JJの

息子であった O 楽器を演奏したが，前述の演奏者たちの仲間に入って演奏する

事は無かった o すぐれたサウト [180a参照〕と歌曲を作曲した C 当時，彼ほ

どにサウトや歌曲を作曲できる者はいなかった O 最後には，シャイパーニー・

ハーンが彼をカザーン・ハーン QazanKhanのムハンマド・アミーン・ハー

ン Mul).ammadAmin Khanのもとへおくった。その後， 伎についての清報

に接していない。

次はミール・アズー Mir'Azuであった O 楽器拡演奏しなかった O 作曲家

であった G 作品は少なかったが，味い深い作品であった。

ピナーイーも作曲家であったっすぐれたサウトや歌曲があった O

次に比類なき人びとの 1人が力士 (pahlaw)のムハンマド・ブー・サーイー

芋MuhammadB註 Sa'idであった。力士たちの間で探出していた O 詩も作っ

ていた c サウトと歌曲をも作曲していた O チヤール・ガーフ謂で書かれた 1つ

のすぐれた歌曲を持っていた O 司席すると楽しい人物であった。力士たる事と

このような美点とが一捧になっているという事は鷺くべき事である G

スノレターン・フサイン・ミールザーがこの世を去った持， ミーノレザーたちの

内でバディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーとムザ、ッファノレ・フサイン・ミ-)レ

ザーが手近かにいた O 父君の寵愛を受けた王子はムザッファノレ・フサイン・

ミーノレザーであったりまたムハンマド・プルンドゥク・パノレラースが最高の権

力を持つベグであり，彼はムザッファノレの後見人であった。さらにムザッファ

183aノレの母はハディージャ・ベギムで， (l83a)彼女はミーノレザーの最もあがめら

れたハトゥンであった O ミーノレザーの配下の人びともムザッファル・ミーノレ

ザーι大きな魅力を感じていた。これらの理由のため，バディーゥッ・ザマー

ン・ミ-)レザーは不安を感じ， C木障に〕行かぬつもりでいた。そこでムザ、ツ
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ファル・ミーノレザーとムハンマド・ベグば自ら馬でおもむき，その不安をノミデ

ィーゥッ・ザマーン・ミールザーの心から取徐き 2人でミ-)レザーを連れて

来た O

人びとはスルターン・フサイン・ミ-)レザーの遺体をへラートに運び，君主

にふさわしい噴例・制度に従って移送し，スノレターン・フサインのマドラサに

埋葬した O この際，ズーン・ヌーン・ベグもそ乙にいた O ムハンマド・ブノレン

ドゥク・ベグ，ズーン・ヌーン・ベグ，さらにスルターン・フサイン・ミーノレ

ザーの後に残ったベグたち，それに乙の 2人のミーノレザーたちと共にいたベグ

たちが集って協議一致して，バディーゥッ・ザ、マーン・ミーノレザーとムザ、ッフ

ァル・フサイン・ミーノレザーをへラートの王位に共同で即位させた O

バディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーの宮廷での最高の権限の所有者がズー

ン・ヌーン・ベグで，ムザッファノレ・ミーノレザーの宮廷における最高の権摂の

所宥者がムハンマド・ブルンドゥク・ベグであった C バディーゥッ・ザマーン

ミ-)レザーの側の〔へラートの〕町のダJレガはシャイフ・アワー・タガーイ

ーで，ムザッファル・ミ-)レザーの側ではユースフ・アリー・キュケノレタシュ

Yusuf 'Ali Kokaltashであった O

これは驚くべき事である O 王権の共有などいまだかつて聞いた事が無い O シ

ャイフ・サーディー ShaykhSa'むの詩の意味する所と反対の事が起こったの

である O サーディーは F蓄薮富JC第 1章第 3話〕の中でこう云っている:

10人のダノレヴィシュは 1枚の敷物に共にやすむ事ができょう。

しかし 2入の君主が 1つの気候害に共存する事はできぬ O

戸
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(912年/1506年 5月248-1507年 5月12日/の出来事〕

183b ムハッラム見 [1506年 5/6月J，私はウズベクを撃退するために (183b)ホ

ラーサーンをめざして出発したっ忍たちはグールバンド，シパノレトゥー経由の

道をとって進んだC ジャハーンギーノレ・ミーノレザーが気分を害してその領地か

ら出奔していた [162a-162b参照〕ため， iもし彼がアイマク諸族をその支配

下に加えるならば，若干の寝黒い者たちゃ!扇動者たちがまた向を煽るかわから

なしリと考え，私たちはウシュトゥル・シャフルで家族と別れ，家族たちの所

にワリー・ハーズィン Walikh呈zin[ハーズィンは「宝庫番JJとドウラト・

カダム・カラーウノレ Dawlat-qadamqarawul Cカラーウノレは「先鋒JJを残し，

「アイマク諸族をより早く子中立収めよう j と云って軽装備で急ぎ進んだ。

その日，私たちはザ、ッハーク域 COa忌ha弓 qal'asl) に到達した O そとからグ

ンパザク峠 (Gunbadhakkot註li)を越え，サイカーンを通過し，ダンダーン・

シカン峠 (Dand如 Shikankotali)を越えてカフマノレド牧地に下馬した。忍

はサイイド・アフザノレ・ハーフピーンにスノレターン・ムハンマド・ドウラ夕、イ

Sultan Muhammad Da wladayを付け，私たちのカーブルからの出発に関する

諸清況を報告するために，スノレターン・フサイン・ミーノレザーの許へと派遣し

7こ。

ジャハーンギール・ミーノレザーはかなりおくれていたようであった O 忍たち

がパーミーヤーンの正面に到達した時，波は 2 ・30人と共にパーミーヤーンの

入口の所に来ていたらしい。彼泣ノてーミーヤーン近くに到着した時，私たちが

後方に残した家族のテントを発見し，私たちがいると感違いして大急ぎで引返

し，その野営地にもどると，とるものもとりあえずすぐに出発した G 設は後ろ

を克ずに，ヤカ・ウラング YakaU1ang時近へとつき進んだ。

シャイパーニー・ハーンはパjレフを包囲していた。パルフにはス jレターン・

クワーチャク Su1tanQulichaqがいた C シャイパーニー・ハーンは 2・3名

のスルターンたちを 3---4，000の兵と共にパダフシャーンを攻撃するためζ派

遣した O 当時， [パダフシャーンの)ムパーラク・シャーとズ、パイル [154b
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155a参照〕誌，以前に存在した敵対関係にもかかわらず，再びナースィル・

184a ミーノレザーのもとに来て合流して(184引いた G 彼らはキシム Kishimの下

手，キシム)!!の東のシャーフダーン Sha主hd孟nに出兵して留っていた。その

時，先のウズベク人ちが，夜明け方，不意打ちをかけようと，キシムJ1!を渡っ

てナースィル・ミーノレザーに向って進んだG

ナースィ Jレ・ミーノレザーはただちに高みに登り，高みから人びとを集めさせ，

ラッパを吹かせて進撃し，ウズベク人ちを捕え壊滅させた O キシムnrは増水し
ていた O 散はこの川を渡って来ていた G 款の多くの者が矢や万で死に，また多

くの者が措嘉にされた o J 11の所でも多くの者が溺死した O ムパーラク・シャー

とズパイノレ法， ミ-)レザーより上手のキシム側にいた O 後らの方に向ったウズ

ベクの 1団が，彼らを関の方へと逃走させた O ナースィノレ・ミーノレザーは，自

分の敵を敗走させた時，乙の知らせを受け，その 1団に向って進撃した O 上手

かち，クーとスターンのベグたちも騎兵・歩兵を集めて進撃したところ，敵ほ

留まりえず敗走した O この 1団のウズベクの者たちも，その多くの者が捕虜に

され，多くの者が矢や万で死に，また)11で溺死した O おそらく 1，000""'wl，500人

のウズベク人が死亡したと思われる G ナースィル・ミーノレザーの 1つのすばら

しい勝利がこれであったO

私たちがカフマルドの谷に滞在中に，この知らせをナースィル・ミーノレザー

の記下の者がもたらしたO との近郊に滞在中に，私たちの兵がおもむいて，グ

184bーリー，ダハナから穀物を取って来7こo (184b) 乙の同じ近辺で，ホラーサー

ンに派遣していたサイイド・アフザルとスノレターン・ムハンマド・ドウラダイ

から書簡が到着した O それはスノレターン・フサイン・ミーノレザーの言ト報であっ

たO 乙の言ト報にもかかわちず，私たちほとの王朝の栄誉を考え，ホラーサーン

方面へと進んだ。もっとも乙の進軍に江別の理由〔ジャハーンギーノレの問題〕

もあったのである G

私はアージャノレの谷の内を通って〔西に〕進み， トープ Tup とマンダガー

ン Mandaghanを経てパルプ・アーブ Balkh-孟bにくだり， [北行して〕サー

ブ由 (Kuh-i$af)に出7こO 私たちはウズベクがサーン Sanとチャハーノレ・

ヤク Chahar-yakを攻撃したという清報に接し， カースィム・ベグを兵と共

に散の攻撃誌に向け派遣した O 彼らはおもむいて，敵と出合い，大いに破り，
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多くの首を切って持って来た C 私たちはジャハーンギール・ミーノレザーとアイ

マク諸部に向け人を派遣した O 私たちは彼らについてのJ清報が得られるまで，

数日間， サーブ山の夏営地に滞留した C この前近には鹿 (keyik) がきわめて

多かった O 私たちは 1度狩りをした O

1"""""2日後，全てのアイマク諸部族が到着して怠に臣従した O アイマク諸部

のもとへは，ジャハーンギ-)レ・ミーノレザーが何度も人を遣していた o 1度は，

彼iまイマードゥッ・ディーン・マスウード 'Imadal-Din Mas'udを派遣し

た。しかし諸部は〔ジャハーンギールのもとへ〕行かなかった。彼らは私の許

に来た。結局， ミーノレザー辻他にどうしようもなくなって，私がサーフ山を出

てパーイの谷 (darra-yiBay) に下馬した時，来て私に会った Q しかしホラー

サーンの事が気にかかっていたので，忍たちはミーノレザーには日をかけず，ア

イマク諸部にも配慮を与えず， c西の〕グノレズィワーン Gurziwan，アノレマーノレ
Almar，カイサー jレQaYf?ar，チェチェクトゥー Chechektuを経て進み， ファ

フノレッ・ディーン・オノレミ Fakhral-Din Olumlで渡河して，バードギースの

罵地の 1つであるパームの谷 (darra-yiBam) という所に到着した O

185a (l85a)世界は分裂しき勺ており，誰もが手を延ばして諸地方・諸部民から

荷物かを取ちたてていたために，忍7こちも一方でその周辺にいたアイマク諸部

やトルコ人たちに課税して物を取りたて始めた C この 1"""""2カ月の間に，私は

おそらく 300万ケペキー (kepaki)を取得したと思われる C

在、たち(の到着〕より数日前に，ウズベクの攻撃隊を，ホラーサーンの急襲

隊とズーン・ヌーン・ベグの部下たちがパンド・デフ Pand-deh とマ jレーチ

ャク乱rfaruchaqでよく破り，多数のウズベク人を殺した O バディーゥッ・ザ

マーン・ミーノレザー，ムザッファル・ミールザー，フノレンドゥク・ムハンマド

・パルラース，ズーン・ヌーン・アノレグン，そしてその子のシャー・ベグ辻，

パルフでスノレターン・クリーチャクを包囲していたシャイパーニー・ハーンに

向け出兵する事を決定し，スノレターン・フサイン・ミーノレザーの全ての王子た

ちの許に人を遣し，参集する事を求めた G 彼らもまたこの目的でへラートを出

発した O

彼らがノてードギースに到達した時，チヒノレ・ドフタラーン Chihil-dukhtaran

で，アブル・ムフスィン・ミーノレザーがマルヴから来て合流した O イブン・フ

サイン・ミーノレザーも，彼よりおくれて， トゥーン Tunとガーイン Qa'inか

-128-



ら来た O

ケペク・ミーノレザーほマシュハドにいた O 彼の許に何人もの使者が派遣され

たが，彼は理由にもな与ぬ事を云って女々しくも来なかった O 彼はムザッファ

ル・ミーノレザーに対して敵対心を持っており， r奴が君主になっている時に，
掩がどうして奴の面前足出頭する事があろうか」と云って，全ての兄弟が lカ

185b所に集結し， (185b)心をーにしてシャイパーニー・ハーンの如き敵に向かう

決意をして進んでいる時に，このような吐き気を鑑すような敵対を為して来な

かった O 彼はこの不参加の理由をその敵煽心の故と今はしている O しかし将来，

若干の人びとは必ずその理由を彼の男気の無さに求めるであろう O 結局，人の

行なったあのような行為の悪評注，その者の死後も，なおこの世に生きつづけ

るものなのである O もし人がほんの少しでも知恵を分け与えられているのであ

れば，どうして死後に人に悪く云われるような行動にでるのであろうか。また

もし人に理性が少しでも影響を及ぼすのであるのなら，なぜ行なった後に人に

すばらしいと云われるような事のために努力しないのであろうか。「賢者たち

は死後にその名が人の口の端にのぼる事を第 2の人生と呼んでいるほhikr-i

nami-ra hakiman 'umr-i thani gufta and) J 0 

私の許にも，何人もの使者が到着した O 後にはムハンマド・ブノレンドゥク・

パルラースも来た C 乙の私がどうして行かぬ事があろうか。私は100-..200ユガ

チの道程を，この目的のために旅して来たのである O 私はムハンマド・ベグと

共に出発した O

その時， ミー jレザーたちはムルガーブに来ていた O ジュマーダーウル・アー

ヒ，1，月 8B月曜自 (1506年10月26日J，私はミーノレザーたちと会見した G アブ

ノレ・ムフスィン・ミーノレザーが半キヨノレフほど出迎えて来ていた O 私たちはお

互いに近づいた O 私はこちら側で，馬を下り，アブノレ・ムフスィン・ミーノレザ

ーはあちら艇で馬から下りた O 私は進んで，挨拶を交し，再び馬に乗った O か
オN!-'舎

なり進むと，宿営地の近くにムザッファノレ・ミーノレザーとイブン・フサイン・

ミ-)レザーが〔出迎えに〕来た G 乙の 2人はアブノレ・ムフスィン・ミーノレザー

よりも年令では若かった O 彼らはもっとはやく出迎えに来るべきであった O お

186aそらくこの遅れは酒の酔いの (186a)せいで，散慢のせいではなかったであろ

う。またこの失敗は楽しみ事のせいで，侮辱するつもりは無かったであろう O

ムザッファノレ・ミーノレザーはこの点を強諒した O 私たちは馬上で挨拶を交した。
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イブン・フサイン・ミ-}レザーとも同様に挨拶を交した G

私たちは進んで，バディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーの宮廷の前に下馬し

たO 大変な詳衆であった O 度を越えた群衆で，その申に巻き乙まれた幾人かの

者は 3---4歩の詩，足が地にふれず，また公務のためにもどろうと考えてい

る幾人かも 4---5歩も後方へと，どうしようもなく押しもどされる有様であ

った O

忍たちは，バディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーの謁見用のテント (diwan-

khana oyi) に到達した O 私がテントに入るとすぐに膝まづき，バディーゥッ

・ザマーン・ミ-}レザーが立ち上り高座の端まで来て，そこで挨拶を交す事に

取り決められていた O そこで忍誌テントに入るとすぐに 1度藤まづいた O つい

で私は間をおかずに前に進んだO バディーゥッ・ザ、マーン・ミーノレザーはやや

ゆっくりと立ち上り，かなりゆっくりと進んだ。カースィム・ベグは私の味方

で，私の評判は彼自主きの評判であると考えていたので，私の腰帯を 1度引し 1

7こ。私は気づいた O 私法ゆっくりと進んで，決められていた場所で挨拶を交し

ナこ G

この巨大な白いテントには 4つのマットレス (toshak)が置かれていた O バ

ディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーの白色の諸テントは，必ず一方が円のよ

うになっていた O ミーノレザーは常にこの門の傍らに産をしめた o 1つのマット

レスがこの円の傍ちに置かれていた O バディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーと

186b (186b)ムザッファノレ・ミー jレザーがこのマットレスに坐った O さらにもう 1

つのマットレスが右子に量かれていた O アプノレ・ムフスィン・ミーノレザーと私

がそれに坐った O
しも

バディーゥッ・ザマーン・ミールザーのマットレスの下子，左側にも別のマ

ットレスが置かれていた O シャイパーン家のスノレターンの 1人で， cスノレター
ン・フサイン〕ミーノレザーの女婿であり，カースィム・フサイン・スノレターン

の父に当たるカースィム・スノレターン・ウズベク [168b参照〕とイブン・フ

サイン・ミーノレザーがこれに坐った D 私のために置かれたマットレスの下手，

右側にも別のマットレスが置かれていた G ジャハーンギール・ミ-}レザーとア

ブドウツ・ラッザーク・ミーノレザーがそれに坐った O

ムハンマド・ブノレンドゥク・ベグ，ズーン・ヌーン・ベグ，カースィム・ベ

グは右慌に，カースィム・ス jレターンとイブン・フサイン・ミ-}レザーよりず
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っと下手に坐ったO

食物が運ばれた G 宴会は無かったにもかかわらず，食物を運んだ場所に蹄付

きの台 (shira)が置かれ，その上に金銀のゴブレットが並べられた O 以前にiま，

私たちの裡先ら (ataagha) はチンギーズ・ハーンの定めた'慣習法 (Chingiz

tor基si)を不思議なほど尊重していた O 王畏の会議や宮廷会議でも，祝宴や食

事の際も，坐る時も立つ時も，乙の提に反する事はしなかった O しかしチンギ

ーズ・ハーンのJ漬習法も，人が必ずそれにのっとって行動せね誌ならぬ金科玉

条ではない O 誰によってであれ，すぐれた規定が〔死後に〕残されたなら，そ

れに従って行動すべきである O しかしもし先祖がまちがった事をしたのであれ

ば，正しい事とおきかえる事が必要である O 食事の後，私は馬i乙乗り，先に下

馬した場所へと帰った O

187a 私たちの宿営と (187a) ミーノレザーたちの宿営の間は 1シャルイーほどであ

った o 2度自に忍が訪れた時には，バディーゥッ・ザマーン・ミールザーは以

前の如くには敬意を表わさなかった O 私はムハンマド・ブルンドゥク・ベグと

ズーン・ヌーン・ベグに「私は年立若いが，私の占める位は高い。私は 2度に

わたって力を用いてサマルカンドを取り，その父裡の占めた王位に坐した者で

ある O 私はこの王朝のために，外敵と乙のように戦いかつ競ってきたのだ。そ

の私に対して速やかに敬意を表わそうとしないのは不都合な事だ」と告げた O

以上の如く告げると，もっともな内容であったので，彼ちは誤りを表明し，敬

意をよろこんで表したO

さらにもう I度，私がバディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーの許におもむい

た時，正午の礼拝の後，蕎萄語の宴会になった O 当時私法酒を飲まなかった O

準備のゆきとどいた宴会であった G テーブルにはあちゆる種類の酒のための珍

味が並べられた G 鶏や鷲鳥のケパーブ(撰き肉J，それにあちゆる種類の食物

が運ばれた G バディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーの宴痛は人びとのきわめて

高い評価を得ていた C 確かに，うわべを飾る事のない (bi-ghil1-o-ghishsh)， 

必安まる宴席であった O

ムルガーブ河畔に滞在中に，怠は 2---3度ミ-}レザーの酒宴に出席した O 皆

は私が飲まぬ事を知っていたので，無理強いしなかったO 私iまムザッファノレ・

ミーノレザーの宴席にも 1度おもむいた O フサイン・アワー・ジャラーイノレと

ミ-}レ・パドノレ [173a-173b参照〕がムザッファル・ミーノレザーのお側に
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187b (187b)いた O 彼らはその妻克にも出席していた O 酔うと，ミ-}レ・パドルが

舞いを舞った O 美事に踊った。おそらくその種の舞いはミ-}レ・パドルの創作

であった C

ミ-}レザーたちがへラートを発ち，意見を統一し，軍を集結してムノレガーブ

に到着するまでに 3--4カ月が経過した G この間に，スノレターン・クワーチャ

クは耐え兼ねて，パルフ域をウズベ、クピ引渡した O ウズベクはパノレフ征殺の後，

この私たちの集結についての知らせを得るとサマノレカンドに帰還した O

これらのミールザーたち誌，おしゃべりとか宴会，交際とか社交においては

すばちしかった G しかし彼らは，戦士としてのかけひきや策略からほど遠く，

男性的な戦麗や戦争とは縁が薄かった G ムjレガーブに滞在中にも，ハック・ナ

ザ lレ・チャパーンIjaqqNa写arChap加が4・500人と共に来てチェチェクト

ゥー近辺を攻撃したという知らせが入った O 全てのミーノレザーたちがそこに居

ながら，何やかやと云って，この攻撃隊に向け急襲隊を差し向ける事ができな

かった O ムルガープとチェチェクトゥーの間は10ユガチの道のりであった O 私

はこの仕事を私にさせてくれるよう頼んだ。しかし彼らは体面を考えて，私に

も出発の許可を与えなかった O

シャイパーク・ハーンは帰還し，年もまた暮れようとしていた O そのため，

この冬， ミーノレザーたちはそれぞれ都合のよい所で越冬し，次の春 (yaz)，再

び集結して敵を撃破するため進軍する事が決定された C 彼らは私にもホラーサ

ーンで冬を越すよう提案した O しかしカーブノレとガズニーは反乱の起こり易い

不安な要素に満ち満ちた土地であった O トノレコ，モグ-}レ，アイマク，アフシ

188aャーム，アフガーン，ハザーラなど種々の部民・部族が (188a)そこに集まっ

ていた O さらにホラーサーン・カーブル間は，近道である山道をとって，たと

え雪その他の障害が無い場合でも 1カ月ほどの道のりであった O 平地を行けば，

40---50日の道程であった o [カーブノレ〕地方もなお思うままには制圧しきれて

いなかった c 私に好意を寄せる者たちの誰ひとりとして，弘たちがそこで越冬

する事を適当と考えなかった。

私たちはミーノレザーたちに出発の許しを求めた O しかし彼ら江承知しなかっ

た O 彼らは何度も越冬を勧めた O 私たちがどんなに許しを求めても，彼らはま

すます擦限なく勧めた。最後にはノマディーゥッ・ザマーン・ミーノレザー，アブ

ノレ・ムフスィン・ミ-}レザー，ムザッブアノレ・ミ-}レザーが馬で私のテントに
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来て越冬を勧めた O 私たちは， ミーノレザーたちの顔をつぶすような事は何も云

えなかった O なにしろ，あのような君主たちが自らやって来て滞留を勧めたの

であるから O

それに加えて私は，乙の世に並ぶものが無く，またスノレターン・フサイン・

ミーノレザーの治世に， ミーノレザーの管理と苦心のもとで，その美麗優雅さに10

倍，否20倍ものものを加えていたへラートの町を 1度見たいという望みを強く

いだいていた O これちの理由から，私たちは滞留を受諾した O

アブノレ・ムフスィン・ミ-)レザーは領地のマルヴに向った O イブン・フサイ

ン・ミ-)レザーもトゥーンとガーインに向ったO バディーゥッ・ザマーン・ミ

ーノレザーとムザッファル・ミーノレザーはへラートに向った o 2---3呂の後，私

もチ-)レ・ドフタラーン，タシュ・ラパート TashRabat経由でヘラートピ

向った O

全てのベギム〔妃〕たち， すなわち私のおばのパーヤンダ・スノレターン・

ベギム，ハディージャ・ベギム，<予.237アーフアーク〔アーパーク〕・ベギ

ム>，それにスノレターン・アブー・サーイードの娘たちゃ，その他の私のおば

に当るベギムたちが皆〔へラートの〕スノレターン・フサイン・ミーノレザーのマ

188b ドラサに集まっていた o (188る)私が行って挨拶した時には， これらの全ての

ベギ、ムたちはミーノレザーの墓の所にいた O

最初，忍はパーヤンダ・スルターン・ベギムと膝まづいて挨拶を交した G つ

いでアーフアーク・ベギムと藤まづかずに挨拶を交した O 次にハディージャ・

ベギ、ムと膝まづいて挨拶を交した O 私たちはしばらくそこに居て，ハーフィズ

たち〔加fi~， 1コーランの暗講者JJがコーランを読請した後，ハディージャ・

ベギ、ムの住まいが設営されているジャヌーピー・マドラサ JanubiMadrasa 

(1南学院JJにおもむいた C ハディージャ・ベギムによるもてなしの食事が出

された C 食事が出された後，私はパーヤンダ・ス Jレターン・ベギムの往まいに

おもむき，その夜をそこで過ごした O

はじめ私には「新庭園JBagh-i nawに宿営地が割当てちれていた O そこで

私は翌朝行って薪庭匿に下馬した o 新庭園に 1泊した。しかしそ乙は適当と思

われなかったので，あらためてアリー・シーノレ・ベグの諸邸宅が割当てられた。

以後，ヘラートを離れるまで私はそこに滞在した o 2---3日に 1度ずつ，私は
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「世界装飾の冨JBagh-i Jahan-ara Iとおもむき，バディーゥッ・ザマーン・

ミーノレザーに会っていた G

〔ヘラート到着の)数日後，ムザッファル・ミーノレザーが私をその住まいに

招待した O ムザ、ッファノレ・ミーノレザーは「白の菌JBagh -i Safid にいた o Cそ

の母の〕ハディージャ・ベギムもそこにいた C ジャハーンギーノレ・ミーノレザー

が私に同行した O ハディージャ・ベギムの前で食事が出された後，ムザ、ッファ

ノレ・ミーノレザーは私たちをパーブル・ミ-}レザーが建てた「歓楽の館JTarab-

khanaと呼ばれる建物に案内した O そこで酒宴 (chaghlrmajlisi)となった。

「歓楽の館」は小庭園の中央に位置していた O やや小さな 2階建の建物であ

ったが，かなり美事な建物であった o 2階に非常に凝っていた O その 4隅に 4

つの小部崖(1)ujra) があった C さらに乙の 4つの小部屋の内側と，小部崖と

189a小部屋との聞にある部分は，全て同じ室内であった o (189a)つまり 4つの小

部屋と小部屋の間が 4つのバルコニーのようになっている部屋であった。こ

の部屋の四百には壁画が措かれていた O この建物はパーブル・ミールザ-~こよ

って建てちれたものであるが，これ与の壁画はスノレターン・アブー・サーイー

ドの命によるもので，その会戦や戦争の場面が措かれていた。

部屋の北の端のパノレコニーの所に 2つのマットレス (toshak) が向かい合う

形で置かれていた O 乙れらのマットレスの端は部屋の北の端に接していた o 1 

つのマットレスにムザッファル・ミー jレザーと忍が坐り，もう 1つのマットレ

スにスノレターン・マスウード・ミーノレザーとジャハーンギール・ミ-}レザーが

坐った O ムザッファノレ・ミーノレザーの舘では私たちが客でるったので，ムザッ

ファノレ・ミーノレザーは忍を自分より上手に坐らせた O

よろこびの盃を満たし，酌人たちが進み，宴賠の人びとに運び始めた O 澄ん

だ葡萄酒を人びとは家畜が水を飲むが如くに飲み始めた C 宴は曹となった o 1西

が頭にのぼった G 人びとは私にも飲ませよう，私をもその仲間に入らせようと

考えた O 私はその齢になるまで cイスラーム詮に定めちれた〕欽語の禁を犯
した事が無く，酔いのもたらす陶酔境を遥切に知らないでいた O しかし酒を欽

んでみたいという欲望は持っていた G そして私の心は，この谷を越える事を誘

なっていた C 少年時代には飲みたいとは思わなかった。酒の陶酔境を知らず，

18gb私の父が時どき濯を勧めた時にも言訳を云って (189b)飲酒の禁を犯さなかっ

たG 父の死後は， [ナクシュパンディー教団のシャイフ)ホージャ・カーズィ
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ーの幸運な影響の故に，私は節制し禁欲した G 〔コーランに禁じられた)疑わ

しい食物をも避けていた G 私が飲酒の禁を犯す余地などあるはずも無かった G

後に，青年の〔一般的に〕持つ強い欲望と忍の個人的な欲求から酒を飲みた

いという気持が強くなった時も，誰一人として勧めてくれる者がいなかった O

というより，私の持つ酒に対する欲望を知っている者がいなかった O 私の心は

酒を欽みたがっていたが，とのような従来してとなかった事を，自分自身で始

める事は難しかった G

ふと乙う考えた O 皆がこれほど勧めている O それにあらゆる歓楽と快楽の手

だてが完備し，全ての蒼惨と享楽の諸物・諸手段が整えられているへラートの

ような洗錬された都に私たちは来ているのだ。今欽まなかったら，私はいつ飲

む事になるのだろう O こう考えて，欽む事に決意した O そしてこの谷を越える

事を心に定めた G

しかしふとまた考えた O バディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーが兄である O

彼の手から，また彼の墨敷で飲まずに，その弟の手かち，その弟の屋敷で私が

飲んだち，彼はどう思うであろう O 忍は私のこの心のまよいを〔皆に〕述べた。

彼与はこの考えをもっともだと云って，この宥ではもう酒を勧めなかった G バ

ディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーとムザッファル・ミ-)レザーが同意してい

る時に，再ミーノレザーを〉勧めによって飲む事に決まった O

190a 宴席には，演奏家たちの内 (190a)ハーフィズ・ハーッジ!:Iafi写草ajjiが

いた G ジャラーノレッ・ディーン・マフムード・ナーイ-Jalal al-Din Mahmud 

nayiがいた O グラーム・シャーディーの弟のシャーディー・パチャ Shadi

bacha [パチャは「子供JJがいた G 彼はチャング chang[48弦を 2本のスティ

ックで打って演奏する楽器〕を演奏していた O ハーフィズ・ハーッジーは巧み

に歌っていた C ヘラートの人びとは静かで，議細で，なめらかな歌い方をして

いた G ジャハーンギール・ミーノレザーは 1人の歌手をかかえていた O ミ-}レ・

ジャーン MirJanという名のサマノレカンド人であった G 彼は大声で，荒々

しく，不均等な歌い方で歌っていた O ジャハーンギーノレ・ミ-}レザーは酔っ

て，彼に歌えと命じた O 彼は驚くほど大声で，荒々しく，味気無く歌った O ホ

ラーサーンの人びと誌上品に暮らしている人びとであった O 彼ちはこの男のこ

の歌声に耳をふさいだかも知れぬし， また顔をしかめたかも知れぬが， [ジャ

ハーンギーノレ〕ミーノレザーの面白を考えて誰ひとりやめさせる事ができなかっ
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7こ。

夕べの礼拝の後，私たちは歓楽の館から，ムザッファノレ・ミーノレザーが新し

く建てた越冬用の館に移った O この館に来た時，最後には酔いのさ中にユース

フ・アワー・キュケルダシュが立ち上って舞いを舞った G 彼は音感に恵、まれた

人物(弱hib-iu~ül) であった O 巧みに舞った O この館に来た時に辻，宴はき

わめて盛りあがった O ムザッファノレ・ミーノレザーは短剣，ノト羊の外套，あし毛

の俊馬を私にくれた O 乙の館では，ジャーナク cr小ジャーンJrジャーン奴JJ
がト jレコ語を話した O ムザッファ jレ・ミ-)レザーは「大月JKatta-mah r小
月JKichik-mahという名の奴隷 (qul)を所有していた O 彼らは酔って，悪

趣味の道化を演じた O 盛りあがった宴は夜半まで続き，やがて散会となった O

私はこの夜はこの館に泊ったO

カースィム・ベグは，皆が私に酒を勧めているという知らせを笥くと，ズー

ン・ヌーン・ベグのもとに人を遣した O ズーン・ヌーン・ベグがミーノレザーた

ちに対し忠告の如きものを非常に強くした結果，彼らは酒を勧める事を完全に

やめた O

190b (l90b)バディーゥッ・ザマーン・ミー Jレザーはムザッファノレ・ミーノレザー
パーギ・ジヤハーン・アーラー

の招待の事を耳にすると，世界装飾の冨の「慰労の舘JM uqa wwi -khar誌に席

を設けて私を招待した O 私の方の幾人かの近習たちゃ若党たちも招かれた G も

ともと私の身近にいる者たちは，私の故に，飲む事ができなかった O 彼らは，

たとえ飲んだとしても，せいぜいひと月か40日に 1度，丹の把手を毘めて，び

くびくしなが与飲んでいたにすぎなかった O このような者たちが招待されたの

である O この霜は私の父や兄のような人びとの席であったので，私は出席した

者たちに不礼講の許しのようなものを与えていた。それにもかかわらず，彼ら

は行った時， この席でも， あるいは私に気づかれぬようにしたり， c盃を〕そ
の手の陰に隠したりして四苦八苦して飲んでいた G

しだれ榔が運んでこられた C 本来の技 (shakh) なのか人工的な枝なのか私

には分らない O 技と技の間に，察した羊皮に金を貼ったもの (kimsa討を，技

の長さにごく結く切って付けていた O よい見ものであった O

この席で私の前に鳶鳥のケパーブが置かれた G 怠は鳥をさばいて細かく食

べ易くした経験が無かったので子を付けなかった O バディーゥッ・ザマーンが

[何か気にいらないのですかj とたずねた O 在、は「細かくできないのです」と

戸
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容えた G するとバディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーは郎座に私の前iとある驚

191a烏をさばいて細かくして私の前記置いた O このような(l91a)事では，バディ

ーゥッ・ザマーン・ミ-}レザーは並ぶ者のいない人物であった。宴会の最後に，

彼は私に宝石をちりばめた腰菩付きの短会11，金の刺繕入りのコート，俊馬をく

れた C

私がへラートに滞在した208毘，私は毎日，まだ見ていなかった場所を馬で

見物してまわった O この見物に私たちのお伴を勤めたのは〔へラートのダノレガ

の〕ユースフ・アリー・キュケルタシュ [183a参照〕であった O どこであれ名

所で下馬すると，ユースフ・アリー・キュケルタシュが何かの食物を〔忍に〕

供した O この20日間で，名所の内，ただスノレターン・フサイン・ミ-}レザーの

ハーンカーフ khanqah [fスースィーの道場・宿泊施設JJをのぞき， ほとん

ど全ての名所を見つくしたと思われる o Cアンサーリ-An弱riの墓所である〕

ガーズノレガーフ Gazurgah，アワー・シール・ベグ、の小庭冨， 紙すき用の大日

〔風車?J (juwaz-i kaghaz)， タフティ・アースターナ Takht-iAst孟na，プ

リガーフ Puli-gah，カフディスターンKahdistan，ナザルガーフ庭霞 B孟gh-i

Na写ar-gah，ニーマターバード Ni'mat-abad，ガーズルガーフの大道，スノレタ

ーン・アフマド・ミーノレザーの菌い (ha写ira)， タフティ・サファノレ Takht-i

Safar，タフティ・ナヴァーイ-Takht-i Na wa'i，タフティ・ノてノレガル Takht-i

Bargar，タフティ・ハーッジー・ベグ Takht-iI:Iajji Beg，それにシャイフ・

パハーゥッ・ディーン・ウマノレ ShaykhBaha' al-Din 'Umar，シャイフ・ザ

イヌッ・ディーン ShaykhZayn al-Din，マウラーナー・アブドウノレ・ラフ

マーン・ジャーミーの霊廟や墓地，ナマーズガーヒ・ムフタール Namazgah-i

Mukhtar，魚池草aWQ-iMahiyan，サーキ・サノレマーン Sa弓-iSalman，もとも

との名はアブノレ・ワリード Abual-Walidであったと思われるピッノレー 1)-

Billuri，イマーム・ファフル ImamFakhr，大道の園芸agh-iKhiyaban，ミー jレ

ザーの諸マドラサと諸霊廟，ゴウハノレ・シャド・ベギム GawharShad Begim 

の諸マドラサと諸霊廟， マスジッディ・ジャーミ- Masjid-i jam'i，からす

の園 Bagh-izagh昌弘新庭園 Bagh-inaw，ズパイダの菌 Bagh-iZubayda，ス

ノレターン・アブー・サーイードが建てたイラーク門の外の白の宮殿 Aqsaray， 

191h (191b) プーラーン Pürãn，射手たちのテラス ~ubba-yi tir-andazan，チャ

jレガラング Chalgha1ang，アミ-}レ・ワーヒド AmirW孟hid，マーラーン播
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Pul-i Malan，ホージャ・ターク Khw邑jaTaq，自の国 B孟gh-isafid，歓楽の鎗

Tarab-khana，世界装飾の冨 Bagh-ijahan-arι キオスク Kるshk，慰労の館

五l.Iuqawwi-khana，野ゆりの館 Sawsasni-khanaラ十二塔 Dawazdahちur]，世

界装飾の園の北関にある大きな池，その四方にある 4つの建物，都城(qal'a) 

の 5つの城門，すなわち王の門 Darwaza-yiMa1ik，イラーク門， ピーノレーザ

ーバード門，フーシュ門 Darwaza-yiKhush，キプチャク円，さらに王のパー

ザーノレ Bazar-iMalik， チャ-)レ・スー Char-su， シャイフノレ・イスラーム

のマドラサ，諸王のマスジッディ・ジャーミー，町の圏 Bagh-ishahr，バデ

ィーゥッ・ザマーン・ミ-)レザーのインジール水路の傍らにあるマドラサ，ア

ワー・シール・ベグが居住した，ウンスィーヤ Unsiya と呼ばれている諸邸

宅，その墓，クドゥスィーヤ Qudsiya と呼ばれているそのマスジッディ・ジ

ャーミー，ハラースィーヤ Khala号iya 及びイフラースィーヤ Ikhl孟siya と呼

ばれているそのハーンカーフとマドラサ，サファーイーヤ ~afã'ïya 及びシャ

ファーイーヤ Shafa'iya と呼ばれているその病読とハンマーム 〔公共浴場]，

以上の全てを，その期間に私は見物した G

これより以前に，スノレターン・アフマド・ミ-)レザーの下のま良のマースーマ

・スノレターン・ベギム Ma'suma Sultan Begimをその母のハビーパ・ス Jレタ

ーン・ベギムがホラーサーンに連れて来ていたようであった O ある日，私が私

の姉さん (aka) に会いに行った擦， マースーマ法その母と共に来て私に会っ

たO 彼女を見るや否や，私は好きでたまらなくなった O 内々の使者が派遣され，

怠の姉さん， おばさん (yenga)一一私はパーヤンダ・スノレターン・ベギムを

192a (192a) r姉さんj と呼び，ハピーパ・スノレターン・ベギムを「おばさんJと
呼んでいた一一一と相談して，私の後かち，忍のもとに娘を連れてカーブノレに来

る事に決められた C

ムハンマド・ブルンドゥク・ベグとズーン・ヌーン・ベグが私に越冬するよ

うにと何度も何度も強制していた O ところが彼ち辻越冬の場所や，越冬するた

めの諸用具を万全に整えてはくれなかった。冬がすでに来ていた o Cカーブノレ
に至る〕途中の山々に雪がi寄った。カーブjレ庁面についての心配がなお増大し

たO ここの者たちは，越冬に適わしい土地に子を入れようともせず，また諸設

備のそろった場所を冬営地として提供しようともしなかった O もはやどうしよ

うもなくなった。私たちが助けを求める事は不可詑であった G
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忍たちは越冬の場所へ移動するという口実で，シャーパーン月 7B [1506年

12月23日J，ヘラートをあとにし，バードギース近辺では各宿営地に 1日ずつ，

2日ずっと滞留しながら〔ゆっくりと〕移動した O それは諸地方へ徴発や公務

のためにおもむいていた者たちが帰って来て合流するようにするためであった O

私たちはきわめてゆっくりと進んでいたため， ランガリ・ミール・ギヤース

Langar-i Mir Ghiyathを過ぎて 2--3泊後にラマザーンの月 [1507年 1月15

日〕を見た G 諸地方ヘ公務のためにおもむいていた軽装の若党たちのうち若干

の者が来て加わった O 若干の者は20日かちひと月後にカーブノレに到達した O ま

た若干の者は〔へラートに〕残ってミ-}レザーたちに仕えた O

それらのうちの 1人ほサイイディム・アリー・ダノレバーンであった O 彼ほ残

ってバディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーに仕えた O ホス B ー・シャーの家臣

らのうちで，私が彼ほどに眼をかけた者は砲にはいなかった O ジャハーンギー

ノレ・ミー jレザーがガズニーを出奔した持， 私はガズニーをサイイディムに与

日2bえた O 彼は自分の義弟のドースト・(l92b)アングー・シャイフ DustAngu 

Shaykhをガズニーに置いて，彼自身は進軍に参加した G ホスロー・シャーの

家臣ちの内では，サイイディム・アワー・ダノレバーンとムヒップ・アワー・コ

ノレチの南名に勝る者はいなかった O サイイディムはよい品行と生活態度の人物

であった。万をふるう事において勇敢な人物であった G 彼の家で誌会合も宴会

も行なわれなかった C まことに気前がよく，驚くほど多くの長所と美点を備え

た人物であった O その機智・冗談も多彩であった G その会話や話は楽しく，気

立てのよい，ょくしゃべる道化者であった O その欠点はあまりに放蒋で好色な

点、であった O 宗派のおきてをふみはずしていたようである O いささか偽善者

的な習性を持つ人物であった O 若干の人びとは設の偽善をふざけているのだと

いって非難していた。しかしこの非難は根拠の無い非難ではなかったようであ

るO バディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーがシャーイパクにへラートを奪われ

てシャー・ベグのもとに行った時，彼がミ-}レザーとシャー・ベグの聞に不和

をひき起こすような事を述べたために， ミーノレザーが彼を殺してヘノレマンド)I!

Hermand SUylに捨てた C ムヒップ・アワーについては諸事件の記述の中で述

べる予定である O

私はランガリ・ミーノレ・ギヤースを過ぎ， ガノレジスターン Gharjistanの泣

しの村々を搭破し，チャフチャラーン Chakhcharanに到達した。ランガノレを
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過ぎてガノレジスターン時近に到達すると一面の雪であった O 進むにつれ，雪は

より多くなった C チャフチャラーン<p.243 ~付近では，雪が馬のひざより上ま
であった C チャフチャラーンは>ズーン・ヌーン・ベグに罵していた O ミーラ

ク・ジャーン・イノレディ MirakJ an Irdlという名の彼の部下がそこにいた。

私たちはズーン・ヌーン・ベグの糧食を全て代倍を支払って取得した O

チャフチャラーンの後 2""-'3治過ぎると雪はまことに深くなり，あぷみの

193a上にまで (193a)達した G というより，ほとんどの所で馬の聴は土にとどかな

かった O 雪はなおも降り続けていた O チエラーグダーン Cheraghdむ1 を過ぎ

るとまた雪はますます深くなった G 道も分ちなくなった C

ランガリ・ミーノレ・ギヤース間近で，私たちはカーブルへどの道をとって進

むかを相談した O 私と誌とんどの者たちほ， I冬で，由選には多くの不安や心

配がある C カンダハーノレ道は少し遠いが，心記や不安も無く進める」という意

見で一致していた c しかしカースィム・ベグはその道の事を「遠いっこの道で

行こう」とさかんに力説した O その結果，私たちはこの道をとる事になったの

であった C

ピール・スルターン PirSultanという名のパシャーイ一族の者が道案内人

であった O 彼は齢のせいか，急いだためか，それとも雪が深いためか，道を見

失って先導する事ができなかった O 私たちはカースィム・ベグが力説した結果

この道をとったのであったため，カースィム・ベグはその責任を全うするため

馬を下り，彼自身と彼の怠子たちが雪をけちらして道を見つけては前進してい

7こ。

ある日，また2雪が大変深くなった c 道も分らなくなった O 私たちはいろいろ

と努力してみたが，進む事ができなかった。やむなく引返し，ある 1つの薪の

ある場所に下馬した O 私iまそこで.70---80人のすぐれた若党たちを，私たちの

足跡をたどって引返し，谷の{丘地;こ越冬しているハザーラ人の中から人を見つ

け，道案内をさせるため連れて来るようにと任命した C 私たちは，この出発し

た者たちがもどるまで 3---4日間，この宿営地かる動かなかった G しかし彼

193b らもよい道案内人を連れて来る事ができなかった G 私は， (193b)全てを神に

委ね，スノレターン・パシャーイーを先頭にたてて，先に道を見つけられずに引

返したあの同じ道へと足を踏み入れた O その数日間，私は大変な苦しみと不安

を体験した O それ:土生涯でほとんどなめた事が無い程の苦しみであった。次長〉
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マトラ mat1a‘〔カスイーダの冒頭の勾〕を乙の時私はうたったO

私がまだ見た事の無い運命の圧制・圧迫がなお残っていたのであろうか?

疲れはてた私の心が堪えられぬ苦悩・不幸がまだ残っていたのであろうか

0 

1週間近く，雪を踏みかためつつ 1日に 1........1. 5シャ Jレイー以上は進む事

ができなかった O 雪をかきわけたのは私であった o 10........15人の者たちも行動を

共にした O カースィム・ベグも加わった。彼のテングリ・ベノレディ Tengri-

berdi，カンパル・アワー Qanb訂正Aliという 2人の息子と， さらに 2........3人

の彼の従士もそれに加わった C これらの者たちは徒歩で進んで雪をかきわけ

た G 各人は 7・8........10カノレ〔カ jレ辻「擁の長さJJ前進しては雪をかきわけた O

毎歩，足を踏みおろすごとに壊や抱の所にまで雪中に何度も沈み雪をかきわけ

た C 数歩進むと，先頭を行く者は力つきて立ちどまった O 別の者が先頭にたっ

7こO

この10........15ないし20人の者たちは，空荷の馬を引けるようにするために，

徒歩で雪をかきわけていた O 空馬が引かれたが， この空馬も， あぷみや鞍麹

(qabtal) C鞍の居木先〕の所まで何度も河度も沈み， 10........15歩ほども進むと疲

れはてた O この馬を脇の方に引いて，別の空馬を先頭にした O このように私た

194aち10........15ないし20人 (194a)の者のみが雪をかきわけだ C この10........15ないし

20人の者の馬のみが先頭にたてちれた C しかしその他の全ての大変すぐれた若

党たちゃ，ベグと呼ばれている者たちは，昌分のJ罵かちおりず，雪かきと踏み

冨めをおわった道に入って，その頭をたれながら進んだ。人に仕事を強制した

り強要すべき時ではなかった O 誰であれ，その気と勇気さえあれば，このよう

な作業を自ら求めてするものなのだ。

このように雪をかきわけ，道を作りつつ，うめき苦しんだ場所の 3........4日後，

私たちはずツリーン峠 ZarrinKot呈liの麓のハワーワ・クーティー E三hawal-i

Quti という名のハワーノレ〔謂窟〕に到達したO この日は驚くほど烈しい嵐と

共に雪が降った G 皆が死ぬので誌なしゅ〉と考えたほどであった G その土地の人

びとは山中の洞窟やほら穴の事を「ハワーノレJと呼んでいた O このハワーノレに

到達した時，風雪が限りなく烈しくなった O 私はこのハワールの傍らに下馬し

7こO

深い雪とひとりしか通れぬ道であった O 雪をかきわけ，踏み酉めた道ですら，
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馬はやっとの事で進めたにすぎなかった O 日が最も短かい時期であった。先頭

の者たちは，まだ日がある内にハワーノレの前に着いた O 夕刻の礼拝時，就寝の

礼拝時iこまで人びとが到着し続けた G それより以後は，人びとはそれぞれその

到達していた地点に下馬した。多くの者たちが馬土であけぼのを連えた O

ハワーノレはやや狭く思われた C 忍はハワールの入口の所でシャベ Jレを夜って

雪を取捺き 1つの休息用の場所をこしらえた O 私は私の腕の深さまで掘った O

194bそれでもなお (194b)土まで達しなかった。少しは嵐をさけられた O 私はこの

ようにして坐っていた。皆がどんなにハワールの中へ入るようにと云っても，

私は入らなかったむふと次のように思われたか与である:全ての人びとが雪と

強嵐の中に岩る時に，忍が握い室内でくつろぐ事，また全ての部民が不安にさ

いなまれている時に，私が眠りを貧って休息する事は，人間的なものからは

ほど遠く，また友誼からもかけ離れた事である G どんな不安や困難があろうと

も，私はそれに立ち向おう 3 何であれ人びとが耐える事は，私もまたそれに耐

えよう o 1つのペルシア語の諺がある o r友と共にする死は婚礼である (marg
be-yaran sur ast) J 0 

私は，まさにあのような強風のさ中に，掘り整えた穴の中に坐っていたむ就

寝詩の礼拝の時刻まで，雪:まますます激しく誇りそそぎ，私は身をかがめて

いngaship)坐っていた O 私の背や頭や耳の上には手 4つ分の雪が積もった O

就寝時の礼拝の時刻に，詞震をよく語べた者が「ハワーノレの中は非常に広い C

皆に十分な広さがある j とさけびあった O 忍はこれを聴くと，私のとに積もっ

た覆雪をふり除いてハワールに入った O 私はハワ-)レの隣近にいた若党たちを

も呼んだO そ乙には40---50人のための安らかな場所があった O 糧食，冷凍肉，

乾し米，それに何であれまた誰のものであれそ乙にあった全ての物が持ちよら

れた O 私たちは，乙のような寒気と雪と強嵐のき中に，不皇、議なほど温く，平

安でゆったりとした場所に入る事ができたのである。

翌朝までに雪と強風はやんだC 私たちは早朝に出発して，同様に雪をかきわ

195aけ道を整えつつ， (195a) 峠の上に出た O 道そのものは蛇行しつつ上の方に向

かっているちしかった。人びとはザツリーン峠と呼んでいた O 忍たちは上方へ

向かわず，渓谷の低地をめざしてくだった G 峠から麓に到達するまでに夜とな

った C 私たちは渓谷の入口に宿営した c その夜は寒さがきわめて厳しかった O

私たちは，まことにつらい菌難な状主主でその夜を過ごした。多くの者たちの手

。，U
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足が凍傷i乙かかった O ケペの足とセヴュンドゥク・トゥノレクメン Sewunduk

Turkmanの手，それにアヒ-A訟の足が，その夜，凍傷にかかった O

翌朝，私たちは谷の抵地に向け進んだ。iEしい道がこれではない事を察知し

てはし、たが，私は神を信じ，谷衰の低地を進んだ。足場の悪い険所・難所を通

過しつつくだった O タベの礼拝の時刻，怠たちはようやく，谷の出口に出た G

どのような古老たちも，従来乙のような深い雪がある時に，このIl!告を人が越え

たという事を記法していなかったようである O というより，乙の時節に，この

峠を越える事など，誰も患いもよらぬ事であったちしい G 私たちは大雪のため

に数日閉まことに辛苦をなめたが，結局はこの大雪が幸して私たちは自らの目

的地に到達する事ができたのであった O というのは，もしあのような大雪でな

かったならば，いったい誰があのような道無き険所・難所を通過できたであろ

195bうか? (195b) というより，もし大雪でなかったならば，第ーに，険所の所で

皆の馬やらくだは全て立往生したはずであったC

起こり来たる全てのよき事も悪しき事も

よくよく見れば，全てよし。

私たちがヤカ・ウラング YakaUlang に到着して下馬したのは就寝前の礼

拝の時刻であった G ヤカ・ウラングの人びとは私たちが到着して下馬するとす

ぐにそれを知った O そこには温かい家々と肥えた羊たち，馬のためのかいばと

乾し草が無限にあった C 火を起こすための薪と燃料として用いる動物の糞も限

りなくあった O あのような寒気と雪から脱出して乙のような人里と温かな家々

を見出す事，またあのような葱難・辛苦かち解放されて乙のような大量のパン

(nan)と肥えた羊を見出す事，それはこのような辛苦を体験した者のみが知る

安らぎであり，このような戴難を経験した者のみが知る安寧であった G 私たち

は，心安らかに 1日，ヤカ・ウラングに滞留した O

ヤカ・ウラングを発って 2ユガチ進んだ後，私は下馬した O その翌日はラ

マザーンあけの祭日 (ramaおn'idi) [1507年2月148Jであった G 私はノイーミ

ーヤーン経由で進みシバルトゥー峠を越え，ジヤングリクに着く前に下馬した C

トゥルクメン・ハザーラ族がその家族・財産ともどもに，私たちの進む交通

路上に冬営している事が分った O 彼らは私たちの事は全く気付いていなかった。

翌日，私たちは出発して，その地に到達すると，進んで彼ちの羊囲い(aght1)

やテントの拐に下馬した O 彼らの内の 2-..3グ、jレープの者たちは，羊を略奪・
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強奪するために出かけていた C その他の者たちは，テントと財産を残して，子

196a供たちゃ幼い者だちを(196a)連れて山にひきこもった D 前方から，若干のハ
なんびと

ザーラ人たちがわれわれの兵士の前にたちはだかり，矢を射かけ，何人も通過

させないようにしているとの知らせが入った O この知らせが入ると，私は大急

ぎで進んだ。そ乙に着いて私が眺めてみると，そこは陸路でもなかった c 若干

のハザーラ人が 1つの肖の突出部の所から矢を射かけていた C 彼らは輪重をそ

こに集めて立っていた O 後らはまことにすぐれた若党たちの如く思われた O

かの者たちは散の強さを見てとりぬO

驚き動天して立ちつくしぬO

われ至りて，急ぎかの方へと進みたり O

「進め!進め!Jとて前方へと進みたり C

わが望みiま皆の者を急がせる事なりき O

教と戦わせる事なりき O

皆に「急げ」と云いつつわれは進めり。

されど何人もわが言葉に従う者無かりけっ O

われによろいも馬甲も武具も無かりき C

わが子元にあちしは矢と矢筒のみなちき O

われ進めども，皆は全て留まりぬG

あたかも散のこの者たちを殺したるが如しO

汝は下臣，汝iま主君のため何を為さんとするぞや?

主君の武具がJjIJのある場所にあるという時K，汝は主君の命のために何を

為さんとするぞや?

下臣が留まり，そのベグが進む事などあるべからざる事なり O

下臣が安逸をむきぼり，そのベグがくちはてる事などあるべからざる事な

りO

かくの如き下臣は無益のものO

いかなる仕事にも適せずいかなる食物にも適合せぬO

遂にわれ，馬を駆りて前進せり O

馬を駆りつつ，山に向け上方へと進めり O

196b (l96b)われを見て，皆も進めり G

昔の背後;こ，器病者たちは残れり O
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われろは到達し，急ぎ山によじ登りぬO

矢に摂もくれず，進み越えぬ。

時には下罵し，時には乗馬せり G

勇をふるいて前へと進みたち O

教も山より矢を射かけたり O
いくさ

わが力を見るや，戦をやめ，すぐさま逃走せり O

われらはハザーラを撃退して山上に出でたり O

山頂や山の側面の丘なる鹿の如くハザーラを狩れり。

出くわせし者どもを鹿の如くに射ちちしたり O

略奪し，財貨，羊をせしめたり O

トゥルクメン・ハザーラを殺しぬ。

その民を捕えぬO

男やそのいいなづけを捕えぬG

妻や子らを捕えぬC

ハザーラ人の財貨の内から，私もかなりの数の羊を集めた G それらをヤーラ

ク・タガーイーに委ね，私自身は先へ進んだ。いくつかの山頂ゃいくつかの山

の制面の丘を通って進み，ハザーラ人の罵や羊を駆りつつティムーノレ・ベグ・

ランガリ TimurBeg Langanまで連れて行って，そこで私たちは下馬した。

トゥルクメン・ハザーラ人の14.-.，.;15入の悪党・追はぎの主だった者たちを措え

てあった O 私は，後ちをその下馬した宿営地で種々責めさいなんだ末に殺すつ

もりでいた O それは全ての追はぎ・悪党の見せしめにするためであった G しか

197aし途中でカースィム・ベグに (197a)出くむすと，彼は，時ならぬ時に，彼る

を憐れんで釈放した O

黒き大地はヒヤシンスを生み;ませぬO

黒き大地の内にて行為の種子を薦与せる事なかれ。

悪しき者どもに善を為す事は，あたかも

善き人びとに悪を為すが如しO

私は捕虜たちをも憐れんで釈放した。

このトゥノレクメン・ハザーラを襲撃中に，私法，ムハンマド・フサイン・ミ

ーノレザー・ドゥグラト，それにスノレターン・サンジャル・パノレラースがカーブ

ルに残っている全てのモグーノレらを自らの倒に引きつけて， ミ-)レザー・ハー

-145ー



ンを君主にして，カーブルを包屈しているというf青報誌接した O 彼らは人びと

の間に，バディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーとムザッファノレ・ミーノレザーが

王禄〔パーブル〕を捕え，現在アラ・クルガン A1a弓urghanの名で知られて

いる〔ヘラート域内の〉イフティヤーノレッ・ディーン要塞 Qal'a-yi Ikhtiyar 

al-Din ~こ送ったという情報を流していた。

カーブノレ域には，ムッラー・パーバーイ・パシャーガワー，ハリーファ，ムヒ

ップ・アワー・コ jレチ，アフマド・ユースフ，アフマド・カースィムらをはじめと

する者たちが残っていた G 彼ちはよい働きをした Q 彼らは域を固めて保持した O

私たちは，ティムーノレ・ベグ・ランガ 1)かちムハンマド・アンディジャーニ

Muhammad Andijani という名のカースィム・ベグの家臣一一一トゥクパイ

T註qbayの出身一一ーを派遣して，カーブノレにいるベク、、たちに，忍たちがこの地

まで来ている事を書面で知らせる事になった Q 書面の内容は「私たちは，グ-

jレバンド器路を出て，彼ちに向け急行する O 私たち iま， ミナーノレ d~ Minar 

Taghlを過ぎるとすぐ火をともす。それを合図として，貴公らも内域の古い

197b東屋一一現在の宝物庫一一ーの上認大きな火をかかげられよ o (197b)私たちの

到着を貴公らが知ったという事を私たちが知らんがためである O 忍たちがこち

ら側から到達すると同時に，貴公らも域内から出撃して子ぬかりの無からん事

をJと決定された O 私はこれらの言葉を書かせて，ムハンマド・アンディジャ

ーニーを派遣した O

私たちはそこを早朝に馬で出発し，昼近くにグールバンド塩路を出てキョプ

リュク・パシ Kるpruk-bashlに下馬した O 水を与え馬を休ませて，正午の礼

拝時， キュプザュク・パシを発った O トゥトカーウノレ Tutqawulまでは雪は

無かった O トゥトカーウノレを過ぎると進めば進むほど雪がよち深くなった C ザ

ンマ・ヤフシ DhammaYakhshlとミナ-}レの間誌，私が生涯に請にしか体

験した事の無いほどの寒さであった G

私;ま「私たちは約束通りに来た O その事を知られよ C 勇気をふるわれよj と，

アフマド・ヤサーウルとカラ・アフマド・ユノレトチをカーブノレにいるベグたち

に向け派遣した O 私たちはミナー jレ山を過ぎてその麓に下馬した時，寒さに耐

えきれず火を燃やして暖をとった。火を燃やすべき時ではなかったにもかかわ

ちずあまりの寒気の厳しさに酎えきれず火を燃やしたのである O

夜明け近くに忍たちはミナーノレ山の麓を出発した c ミナーノレとカーブノレの間

M
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は雪が馬の膝にまで達した O 雪は毘くなっていたG 道をはずれた者たちは苦労

して進まねばならなかった O 乙の間，私たちはずっと一列縦縁で進んだ。その

198aため，私たちは予定時に，カーブノレに (198a)気づかれずに到着したO 怠たち

がどーピー・マーフ・ルーイ-Brbr Mah -rur ~こ到達するより前に，内域から

大きな火がかかげられた O 域内の者たちが私たちに気づいた事が判明した O

怠はサイイド・カースィム橋に到達するとシーザーム・タガーイーと右翼の

兵らをムッラー・パーパー播の方面へと派遣した O 私たち左翼と中軍はパーパ

- . }レーリ一道 (BabaLulI yoh)をとった O その当時法， c現在の〕ハワーフ
ァ庭冨の所に 1つのやや小さな庭冨があった O ウノレグ・ベグ・ミ-}レザーが造

ったもので，救済読(1angar)のようなものであったC 樹木は残っていなかっ

たが，囲いはあった G ミーノレザー・ハーンはそこに滞留していた O ムハンマド

・フサイン・ミーノレザーはウノレグ・ベグ・ミーノレザーが造った「楽屋JBagh-i 

bihisht にし't.こ。

私がムッラー・パーパ一定霞の小路側にある墓地の所に至った時，教は，急

いで前進した〔わが方の〕者たちを撃退して我々のいる所へと押し込んだ。

〔わが方の〕前進して， ミーノレザー・ハーンの滞留しているあたりに進入した

のは 4名であった o 1人はサイイド・カースィム・イシク・アーガーであった O

もう 1人はカースィム・ベグの子のカンパjレ・アワーであった O 別の 1人はモ

グールのシール・クワー・カラーウル ShlrQulI qar丞wulMoghulで三ろった。

さちにもう I人はモグーノレのスルターン・アフマド SultanAl).mad Mogh註l

であった O 彼はシーノレ・クリーの部援に属していた G この 4人法そこに著くと

すぐ，控える事無く，ミーノレザー・ハーンの滞留しているあたちに進入した O

騒ぎとなった O ミーノレザー・ハーン誌 1頭の馬に乗って説出した O アプノレ・ハ

サン・コルベギ Abual一号asanqor-begiの弟のムハンマド・フサインもミ-

198b )レザー・ハーンの (198b)家臣となっていた O 彼はこの 4人の内のシーノレ・ク

リーをうち信jした O 言を切ろうとした時にシール・クリー誌のがれたO 乙の 4

人は万で切られ矢をあびせられ傷だらけになって前述の場所で忍たちの所へ押

し乙めちれて到着した O

狭し'1]¥路に騎馬の者たちが押しこめられた。彼らは立ちどまっていた。前

に進む事も後ろに退く事もできないままでいた G 私は近くにいた若党たちに

「罵をおりて突撃せよj といった G ドースト・ナースィ Jレ，ホージャ・ムハン
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マド・アリー・キターブダーノレ，パーパー・シー/レザード，シャー・マフムー

ド，それに若干の若党たちが尽をおりて進み矢を射かけた G 敵はただちに逃走

した。

私たちは域内にいる者たちの方に眼をこらした Q 彼与は事に間にあうように

到着する事ができなかった O 彼らは，私たちが散を一掃した後に 1人ずつ 2

人ずっと散と戦いながち到着し始めた O 私たちがなおミーノレザー・ハーンがい

たチヤール・パーグに入らないでいた時に，域内の者たちの内，サイイド・ユ

ースフの子のアフマド・ユースフが到着した G 彼は私に間違して， ミーノレザー

・ハーンがいた庭園に入った G 怠は探したが，ミーノレザー・ハーンはいなかっ

た O 彼はすでに脱出していた O 私は急いで引返した O アフマド・ユースフ辻私

の後に従った O

チヤール・パーグの門かろ，歩兵のドースト・サワプワー DustSar-i-pulI 

が甲胃もつけず，万を手に入って来た O 彼はカーブルで，その勇敢さの故に，

私が設をかけ，指揮官 (kotwal)む位を与え，カーブjレに置いておいた人物で

あった o i度は私の方へと真っすぐに向って来た O 在はよろいは身iとつけていた

199aが，それに鎖かたびらの板 (gharbichi)を結んで(l99a)いなかった O 私は

ヘノレメットもかぶっていなかった o rおいドースト!おいドースト!Jと私が

何度か叫んだO アフマド・ユースフも叫んだO 私の人相が寒気と雪のためiこ変

ってしまっていたためか，あるいは戦でうろたえていたためか，彼は私だと分

らなかった O 露跨する事無く，役は志のむき出しの腕に万をあびせた O しかし

神の思寵のおかげで，かすかの傷すらも受けなかった O

たとえ万が世界をその場所かろ揺り動かしたとて，

神が望まれぬ浪り，その岩IDRを切れiませぬ。

私は次の〔アラブ語の〕祈りを口ずさんでいた O 至高の神がこの危害をしち

ぞけられ，またこのふりかかった災難をおしのけて下さったのは，この祈りの

おかげであった O その祈りは次の如きものであった G

慈悲深く慈愛遍きアッラーの御名において C アッラーよ!あなたはわが主O

あなたの他に神ほ無い O あなたを信じ奉る G あなたは強大なる玉座の主。

アッラーがお望みになる事が起こり，お望みになろぬ事は起こちはせぬ O

至高至大のお方のもと以外，いかなる力も存在しはしない O 知れ!げ、にア

ッラーは全ての事柄に対して全詑であるせられる O アッラーは全ゆる事を
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完号室l乙知り給い，全ゆる事を完全に計算し給う G アッラーよ!私岳身にか

かわる災厄も，それ以外の者たちにかかわる災厄も，また全ての災厄持ち

の災厄も，全ての動物たちの災足も，あなたにお返し奉る O それらの前髪

をつかんでお受取り下さらん事をO あなたはまこと強大なる玉座の主。
パーギ・ベとシユ争

私はそ乙を出て，ムハンマド・フサイン・ミーノレザーのいる楽 園に到着

した。ムハンマド・フサイン・ミ-)レザーは逃走して身を隠していた。彼がい

た小庭園の塀の裂け自の所に 7---8人の弓矢を持った者たちが立っていた G 私

199ちはこの者たちに向って，馬に拍車を (199b)当てて進んだO 彼ら iまそこを守

る事ができず，ただちに逃走をほかった O 私iま追い着くとその内の 1人に万を

あびせた O 彼は私がその首がとんだと推定したほどにころがっていったので，

忍は通り過ぎた O 私が万をあびせた男はミーノレザー・ハーンの乳兄弟のトレク

・キュケノレダシュ T邑lak五るkaldashであったらしい O 万は肩iこ当たったよう

である。

ムハンマド・フサイン・ミーノレザーがいた家屋の門の所まで行くと，室根の

上から 1人のモグー jレが門のポーチほどの近距離かろ私の顔めがけて弓をひき

しぼったO 彼は私の家来で，私は彼の顔を知っていたO あちらこちらかち「お

いおい，王様だJと声があがった O 彼は矢をひっこめ，投げ捨てて逃げた O

もiまや矢を射るべき時機を過ぎていた O そのミーノレザーも指揮官たちも，逃走

したり措えられたりしていたO 後がいったい誰のために矢を射る事があろうか。

この同じ場所で，人びとはスノレターン・サンジャ jレ・パノレラースを捕え，そ

の首に縄をかけて連行して来た O この男は，私が較をかけニングナハーノレ地区

を賜与していた人物であったが，この反乱の擦，反乱者たちに加担していたも

のである O 彼は混乱して rおい，俺がどんな罪を犯したというのだj と叫ん
でいた o rこの連中と心を 1つに，考えを 1つにした者たちの中でお前辻首魁
の 1人だ。乙れ以上の罪があろうかj と私は答えた O しかし彼が私のおじのハ

ーンの母シャー・ベギムのおい〔姉妹の子)であったため，私は「彼をこのよ

うな不名誉な姿で歩かせるな O 死は無いj と命じた O ここを発つ際，私は域内

200aにいたベグの 1人であるアフマド・カースィム・コフブJレに命じて (200a) 1 

団の若党らと共にミ-)レザー・ハーンのあとを追わせたO

この間じ楽園の傍らにシャー・ベギ、ムと〔ミフル・ニガーノレ〕ハーヌムがテ

ントを設置して滞留していた O 私はこの匿を出ると，シャー・ベギムとハーヌ
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ムに会うためにおもむいた O

町の人びとやごろっきたち (qaratayaq) が暴動を起こし，町の端々や片隅

で人を捕えたり，金品の略奪に着手していた O 私は人びとを派遣してその若干

の者たちを打って追い払わせた O

シャー・ベギムとハーヌムは Iつのテントにいた。私はいつもの場所で馬を

下り，以前と同様にネしを失しないようにして進んでお会いした G シャー・べ、ギ

ムとハーヌムは極度に，考えられないほど落つきを失い，混乱し，ろうばい

し，恥じいっていた O 彼女たちは適当な言訳も云えず，丁重に拶挨を述べる事

すらもできなかった O 私はとの人びとがあのような慈度に出る事を期待してい

なかった。〔反乱を起こした)あの連中がその時いかに神に見はなされていた

にせよ，彼らがベギムやハーヌムの言葉に耳をかきぬというほどの事はなかっ

たであろう Q ミーノレザー・ハーンはシャー・ベギムの血をひく孫であり，日夜

その携らにいた G あの連中がたとえいう事をきかなかったにしても，少くとも

ミ-)レザー・ハーンを行かせず，彼女たちの接らに置いておく事はできたはず

である O

忍ば再度か，時々の浮き沈みとままなるぬ定めの故に，王位・王国・従者・

200る従一士たちと引き離され，彼ら〔モグール・ハーンの一族〕の許に (2∞b)身を
ょせた事があった O 私の母も共に行かれた O しかし彼告は何もしてくれなかっ

た C 私の弟〔正しくは円、とこJJのミーノレザー・ハーンとその母のスノレター

ン・ニガーノレ・ハーヌムば最高の富み栄えた諸地方を所有していた。忍と私の

母は地方の事はともかくとしても 1つの村，若干の牛耕地をすら所有してい

なかった G 私の母はユーヌス・ハーンの娘であり，私はハーンの孫ではなかっ

たのか?

あの一族〔モグール・ハーンの一族〕の誰であれ，私のよき時代に， 1皮ちが

私の許に舞い乙んだ時にiま，忍は可誌な限り一族としての務めをはたし，で

きる限りの親切をつくしたものである C 伊iえばシャー・ベギムが来ちれた時に

は，私はカーブ/レの最高の地域の 1つであるパムガーンを与えた O さiろに私は

子のように，また下僕のようにお仕えする事におこたる事がなかったつもりで

ある。

またカーシュルガノレのハーンであるスノレターン・サーイード・ハーンが5.......... 

6人の徒歩の甲膏も持たぬ者たちと来た時にも，弘は血を分けた弟たちのよう
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に見なし，ラムガーン諸地区の内のマンドラーワル地区を与えた G さらにシャ

ー・イスマーイール ShahIsma吐がシャイノてーニー・ハーンをマルヴで捕え

た時，私はクンドゥズに行っていた O アンディジャーン地方の人びとが私の方

に摂を向け，若干の〔ウズベクの〕ダノレガらを追い出し，若干の土地を毘めて

怠の所に人を派遣して来た C 私はスノレターン・サーイード・ハーンに私の全て

の家来たちを委ね，援軍を加え，私の故国であるアンディジャーン地方を彼に

贈与し，ハーンにして送ったのであった O

現在に至るまで，私はあのー族の誰であれ怠の許に来れば，忍自身の血を分

けた者たちと同様に見なしてきた G 例えば，チーン・ティムーノレ・スノレターン

Chin Tim註rSultan，イセン・ティムール・スノレターン IsanTimur Sultan， ト

201aフタ (201a)・スノレターン TokhtaSuItan，ノてーノてー・スノレターン BabaSultan 

が現在私の許にいる O 忍はその全員を，私昌身の血を分けた者7こちよりもよく

面倒を見て，種々の恩恵を与え擾遺している O

このような事を私が書き記すのは，非難しようとするためではない O 私が書

いている事が事実なのである O このような事を記述するの立，自分をえさく見

せようとするためではない。忍が記した事が真実なのである O 私は，この史書

(tarikh) の中では，真の事実を記述し，全ての事柄をそのありのままに書き

記す事を必須としている O その結果，必然的に，私は自分の一族の人びとにつ

いても，はっきりしている全ての善と悪を説明し，また同胞や異国人について

も，ありのままの欠点と長所とを記述した O 読者がそれを了とされ，また読者

が異を立てずにすまされん事を。

私は乙こを発って， ミーノレザー・ハーンが滞留していたチャーノレ・パーグに

行き，諸地方・諸部族・諸軍屈に向け捷報 (fath-nama)を送った O その後，

乗馬して内域におもむいた O ムハンマド・フサイン・ミーノレザーは，怖れのた

めに，ハーヌムの寝室 (tるshak-khana) に逃げ込み， マットレスの覆いにく

るまっていた O 私は域内にいた者たちの内からミーリーム・ディーワーンとそ

の他若干の者たちを，乙れちの家々を支配下に置き，ムハンマド・フサイン・

ミーノレザーを発見して連行して来るために任命した O ミーリーム誌ハーヌムの

201b邸の円の所に着くとかなり荒々しく，かなり無礼な事を (201b) 口にした O 結

局，とにかく彼らほムハンマド・フサイン・ミーノレザーをハーヌムの寝室で見

つけて，内域の私の前へと連行して来た O

民
U



忍は，以前と同様に，敬意を表すために立ち上った C 私はあまり厳しい顔付

もしなかった O ムハンマド・フサイン・ミーノレザーはあのような無作法なおず

べき行動に足を踏み入れ，あのような場動と反乱の挑唆に力を尽くしたりであ

る。たとえ私が八つ裂きにしたとて，彼はそれに十分に植する行動をとったの

である。彼は種々責めさいなんだ末に殺すに誼した C しかし私たちの間に:まあ

る種の親族関係があり，また彼には，私の血を分けたおばであるフブ・ニガー

ル・ハーヌムから生まれた怠子や娘たちがいた [lla参照Joそのため私は，

この当然の権利を心にしまいこみ，ムハンマド・フサイン・ミーノレザーを釈放

した C 私は彼にホラーサーン方面への退去を許した G この人間性に欠け正義を

知 iらぬ男は，その命を助け与えたという私の親切を完全に忘れ，シャイパク・

ハーンの許で花の詮口をたたき，私について文句を云っていた O しかし迂ど

なくして，シャイパク・ハーンは彼を殺し，彼にその報いを受けさせたのであ

るQ

おお汝!汝の悪行を時の流れに寄託せよ心

時の流れは汝にあだを報ずる召捷なるが故に [160a参照Jo

私はアフマド・カースィム・コフブルとその他の若干の若党たちにミールザ、

ー・ハーンの後を追わせていたが，後らはカ Jレガ・ブラク QarghaBulaqの

丘の所でミー jレザー・ハーンピ追いついた O 彼は逃げる事すちもできず，また

202a抵抗するだけの力も勇気も持っていなかったっ措えて連行して来た o (202a) 

怠は古い会議場 (diwan-khana) の東北側のイーワーン〔前室〕にいた。私は

「来なさい c 挨拶を交そう」と云った O 動揺のあまり，彼は膝まづいて私の所

に来るまでに 2度もころんだむ挨拶を交した後，私は彼を私の傍らに坐らせて

はげました C シャーベットが運ばれて来た O ミーノレザー・ハーンの心配を取除

くために，シャーベットをまず私が飲んでから彼に与えた G

ミ-}レザー・ハーンに従った兵士や震民やモグーノレ人やチャガタイ人たちは

疑心暗鬼でいた G 数日間，私はミーノレザー・ハーンを看視下におきつつ，その

姉の邸にいるようにと命じた c 前述の諸部民については，なお何をしでかすか

知れないという心配や怖れがあった O ミ-)レザー・ハーンがカーブノレにいる宇

はよくないと考えて，私は数日後，彼にホラーサーン方面への退去を許した O

後らに退去の一許可を与えた後， 私たちはパーラーン， チャーシュトゥーパ

Chashtuba，グワ・パハーノレ Gul-iBahar 山麓の方面へと出かけた G 春には，
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ノてーラーンの野やチャーシュトゥーパ平原，それにグリ・ノてハール由麓はきわ

めてすばらしい O その地の木や草は，カーブル地方の他の諸地域に比べるとま

乙とに見事であった O 種々のチャーリップが花開く o 1度，私立チャーリップ

の種類を数えさせた o 34種類もあった O この地を讃えて忍ば次のような 1匂を

う7こっ7こO

春，カーブルは草木と花とによって天国となる C

特に乙の季節にはノイーラーンの野とグワ・ノぐハ o

乙の小旅行の際，私は次のガザノレを完成した C

202る わが心は蓄薮のつぼみの如く (202b)層なす鮮血，

いくたびか春来たりなば，関かざるべけんや。

カーブル及びガズニ一地方に関する説明・記述の中ですでに少しふれたよう

に，たしかに春に，旅行したり，鷹を放ったり，鳥を射たりするために，これ

ほどすばらしい土地は他には少い O

乙の年，ムハンマド・コルチ，ムパーラク・シャー，ズパイル，ジャハーン

ギーノレとし 1ったノてダフシャーンのベクーたち [154b-155a参照〕はナースィノレ

.ミーノレザーと彼がひきたてた者たちのやり方に援をたてたーーというより彼

ちに敵対した G パダフシャーンのベ夕、、たちほ全員一致して兵を率いコクチャ)I[

Kokcha -SUylのヤフタノレ Yaftal及びラーグ方面へ，平地を通って騎兵・歩兵

を集め，隊伍を整え，諸丘を経てハムチャーン Khamchan近郊に到着した O

ナースィノレ・ミ-)レザーと彼の所にいた経験不足のベク守たちは，深くも考えず

またよく注意もせずに彼らと戦うために諸丘の所へ来て戦った O

そこは急竣な所であった o [パダフシャーンの鶴の〕歩兵は多数であった O

〔ミーノレザーの部の騎兵がJ1---2度馬で攻めこんだが，彼与は持ち乙たえ，

攻撃して退却させた o (ミ-)レザーの側は〕留まりえず， 急、に逃走し始めた O

パダフシャーン人たちはナースィル・ミーノレザーに襲いかかち，その配下の者

たちを略奪・劫奪した G ナースィル・ミ-)レザーは近くにいた者たちと共に攻

撃され，略奪され，イシュケミシュとナーワーン Nar訟を経てキーラーガー

と-Kilaga訟に至ち，クズノレ・スーを上流へと進み，アープ・ダッラ道に入

り，シバルトゥー峠を越えて [130b参照J，略奪され，飢え，甲腎も身につけ

ぬ70---80名の従者・従士たちと共にカーブノレに到着した G
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まことに驚くべき神のお力で£る O わずか2-.......3年前 [155a参照J，ナース

イノレ・ミーノレザー法全ての部民・部族を移動させ追いたてて，カーブルから敵

203a対するかのように出奔して， (203a)パダフシャーンに到達して谷や域を百め

たのである O 彼己どんな考えで行動していたのであろうか。彼は以前の行動を

恥じていた G あのように別れて行った事を恥じていた C 私も〔私の気持を〕全

く顔に出さなかった O やさしく気嫌を問うて，その恥ずる気持を無くさせた。

d
告FO
 



(913年/1507年5月四日-1508年5月18/の出来事〕

私はギノレジー Ghi1ji族を攻撃する呂的でカーブノレを出発した o Cガズニ一地

方の〕サリ・デフに下馬した時，そこから 1ユガチ迂ど離れたマシュト Masht

とセガーナ Seganaに多数のマフマンド Mahmand族が怠たちに気づかずに

いるという'情報がもたらされた C そ乙にいたベグたちゃ若党たちは「マフマン

ド族を討たねばならぬj という点で意見が一致していた O しかし怠は「それで

正しいだろうか?私たちはこの人々をめざして出馬したのであったか?めざし

た者たちの所に到達しないで，自分たちの支配下に属する農民を攻撃して帰る

というのか?そんな事はできぬj と云った。

私たちはサザ・デフを発ち，カッタワーズ平京を，夜，暗闇の中を進んだ。

真暗な夜で，しかも真たいらな土地であった O 山も丘も見えず，道も足跡も分

らなかった c 誰も先導する事ができなかった O 結局，私自身が先導した O 私は

かつて 1""'-'2度，この近くに来た事があった O その経験から推挺して，私は北

極星が私の右肩甲骨の所に来る方向をとって進んだ。神が正義をもたちされた。

私たちは，まっすぐカヤクトゥ-Qayaqt註及びウラパトゥー Ulabatu)11 に

到著した O この川の所から，ギ jレジ一族のいるホージャ・イスマーイーノレ・サ

1)ーヤティ KhwajaIsma守1Sariyahに向かう道が出ていた C

203b 私たちはこの)11の所で下馬し，私たち自身と (203b)私たちの罵をいっ時ね

むらせ，休息をとり，あけぼのと共にそこを出発した O 私たちが乙れちの丘や

谷底から平地iこ出るまでに太援が昇った o <p.257この地からギノレジ一族のい

る所までは正確に 1ユガチの道のりがあった。>平地に出ると，ギノレジーの集

盟か，あるいiまその煙が見えた O 利己心によるものか，あるいは若さの故か，

兵士たちはいっせいに先方へと殺倒した O 忍辻 1""'-'2キヨノレフ〔キヨノレフは

4，000歩の距離〕も馬を走らせ，人や馬に矢を射かけ， やっとちりぢりになっ

た皆を集めた O このように馬なりに馬を走らせて，前方へと殺倒している 5""'-'

6，000人の兵士たちを集める事はま乙とに大変な事であった。 しかし神がE義

をもたらされた O 兵士ちは鎮静された O さらに 1シャルイーほど進むとアフガ

ーン人の集団が見えた O 怠は攻撃をかけた O この攻撃の環，多数の羊が手に入
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った o f也の攻撃では，これほど多数の羊が手に入った事は無かったむ

私たちが戦利品を〔カーブノレに向け〕引返させ，下馬すると，あらゆる方面

か与次々と〔アフガーン人のJ1隊が来て，平原に下馬し，戦をしかけてき

た。その内の 1隊を，若干のベグたちと近習たちが行って全員を措え，全員を

殺した O さように別の 1誌を，ナースィル・ミー jレザーが行って，その全員を殺

した。死んだアフガーン人らの首で首の塔を建てたっ前述した [198b-199a

参照〕ドースト・ピヤーダ・コトワールの足に失が命中した。彼ばカーブルに

帰った時に死んだ。

忍たちはホージャ・イスマーイ-)レを発ち，ウラパトゥーに到着して下馬し

た。との地で，若干のベグと近習たちに，監督におもむき，乙れらの戦利品の

内からすγを取って来るようにと命じた c 忍たちはカースィム・ベグとその他の

204a若干の者fこちかちほ，特に恩恵を与えて，士を取らなかった o (204a)記録さ

れた士税は，羊16，000頭にものぼった O つまり80，000頭の羊の÷という事にな

るO 失なわれた羊や，特に恩恵を与え散発しなかった羊を合算すると，その数

が10万に達した事誌疑問の余地が無い c

翌百，忍はその宿営地を発ち，カッタワーズの野で巻き狩の障を<p.248は

った O 乙の草原にlま，常に，窟や野生のろばが肥え，しかも多数いた G 揮の>

中に野生ろばや鹿が多数入った O 多くの野生ろばや鹿が殺された C 狩の最中

に，忍は 1頭の野生ろばの後を追って馬を走らせた。近づくと怠は 1本の矢を

射た。さ与にもう 1本をも射た G しかしこれらの傷もそれを倒すには十分でな

かった。ただしこの 2つの傷の痛手のため前よちはスピードが落ちた O 私はそ

の後を追った。間近に追って，その再耳のうしろの頭蓋骨のてっぺんに向け万

を打ちおろした。万がその喉iとまで達し，野生ろばは立止まり，転倒して死ん

だ。そのうしろ足がほとんど私の馬のあぷみに達するほどであった O 私の万は

ま乙とによく切れたものである O それ誌驚くほどに肥えた野生ろばであった O

その腹のあぶら身の淳さは人の 1カノレシュ qansh [カルシュは「親指と小指

を張った長さJJより誌やや薄かった G シーリーム・夕方、、ーイーと幾人かのモ

グーリスターン鹿を見た事のある者たちは驚嘆して，モグーリスターンでもこ

のように肥えた農を見た事が無いと云った O この日また私はもう 1頭の野生ろ

ぼを射た c この狩猟で獲得した野生ろばや鹿辻ほとんど皆肥えていた O しかし

そのどれも忍が殺した野生ろば沼どには把えていなかった。私たちはこの略奪

円。
宍
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からもどってカーブノレに下馬した O

昨年の末，シャイパク・ハーンはサマノレカンドからホラーサーンをめざし

204bて (204b)出兵した O アンドゥホードにいた裏切者のおかまシャー・マンスー

ノレ・パフシ ShahMan号iirBakhshlがシャイパク・ハーンの許に何度も人を

遣わし，シャイパク・ハーンの出兵を早めさせたのであった O シャイパク・ハ

ーンがアンドゥホード近郊に到着すると， このおかまは r忍がウズベクの所
に人を遣わしたのです」と云って，ウズベクを頼りにして，身づくろいして頭

に羽根かぎりをさし，贈り物を持って出かけると，おさえる者のいないウズベ

クが諸方面から殺翻して，このくさった男と贈り物，それにその部下たちをさ

んざんに略奪した O

バディーゥッ・ザマーン・ミールザー，ムザッファノレ・ミ-)レザー，ムハン

マド・ブノレンドゥク・パノレラース，ズーン・ヌーン・アノレグンは全て〔へラー

トの東方12ユガチの〕パーパー・ハーキーに軍球と共に滞留していた O 彼らは

戦う決意もしておらず，また域を毘める事にも心を決めていなかった O 何をす

るかを決めておらず，またどうすべきかも知ちぬままに，ただ在然として滞留

していた O

ムハンマド・ブノレンドゥク・ベグは物のわかった人物であった O 彼は rム

ザッファノレ・ミーノレザーと怠がヘラートの城を酉める事にしよう O バディーゥ

ッ・ザマーン・ミ-)レザーとズーン・ヌーン・ベグはへラート周辺の山々にお

もむき，シースターンからスルターン・アリー・アルグン Sultan'Ali Argh un 

を，カンダハーノレとザミーン・ダーワノレからシャー・ベグとムキームを，その

軍勢と共に，自分たちの所に加えられよ O また誰であれそ乙にいるハザーラ族

やニクダリ一族の軍勢を集め，戦の準嶺万端をととのえた後，進まれよ O 散が

山地にわけ入る事は冨難です。彼ら:ままた，域外の軍勢を怖れて，域内にたて

こもっている者たちの所へも進撃する事ができないでしょう」と云っていた G

205a彼はよい事を云ったものである O 成算のもてる (205a)考えを思いついたもの

である C

ズーン・ヌーン・アノレグンは勇ましい男ではあったが，低裕な，財貨を好む，

思慮分別からはほど遠い，ややにぷい，やや愚かな男であった O 前述した如く

[183a参照J，当時のへラートでは兄弟が王権を共有し，バディーゥッ・ザマ
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ーン・ミ-}レザーの許では乙の男が宮廷長の位にあった C 彼は財貨を愛したが

款に，ムハンマド・ブノレンドゥクが域内にとどまる事をよろ乙ばなかった c 彼

は自分自身が域内にとどまる事にした c しかし彼がそれを〔ブルンドゥクと〕

同じようにする事は不可をであった。次の話ほど彼の愚かしさ，馬要きかげん

をよりよく示す話は抱にはないのではなかろうか。伎は強かぶりの強欲な人々

の嘘や嬉しがらせを本気にして，自分自身を不名誉と岳辱にまみれさせる結果

となった。その詳細は以下の如くであった C 伎がへラートでかくも有力とな

り，乙のように大きな権力を所有するようになると，若干のシャイフたちゃム

ッラーたちが彼の許に来て「天極が立どもと交わっております。貴方様;土“ア

ッラーの獅子"と呼ばれています。貴方は必ずウズベクを征服されるでありま

しょう」と述べた G 被はこの言葉を詰じて，その首に〔ライオンのたてがみの

ように〕ナプキンをつけて，何度も礼を云った。

まさにこういった理由のため，彼はムハンマド・ブノレンドゥクの理にかなっ

た意見に従って行動せず，域内の諸事をその掌中に握った O しかし彼は戦のた

めの甲胃を身につける事もせず，また敵の接近を知るせる物見や後衛を配備す

る事もせず，さらに散が到来した時に戦闘の心の準備ができてl可るように軍隊

詑陣形をとらせる事もしなかった O

シャイパク・ハーンが，ムハッラム月 [1507年 5/6月J，ムノレガーブを渡り，

205bスィーノレカーイ Sirkay近辺に (205b)接近した時， ミ-}レザーたちはそれを

知った。彼らは驚樗して，何もする事ができなかった。人々を集める事も，軍

障をしく事もできなかった O 夢を見ている者たちは夢に従って突然歩き出し

たりするものである。ズーン・ヌーン・アルグンはあの嬉しがらせにだまされ

て 4.........5万のウズベクの前面へと， 100.........150人ほどの兵士らと共に，カラ・

ラパートに出陣した O 多数の童文が襲し 1かかり，またたく内に制圧した C 彼らは

ズーン・ヌーン・アノレグンを捕えて殺し，その首を切った C

ミーノレザーたちの母や姉妹，妻7こち，それに財宝は，全て，アラ・クノレガン

A1a-qurghan [1まだらの域JJの名で知られているくへラート域内の〕イフ

ティヤールッ・ディーン域に量かれてし、た。ミ-}レザーたちは，夜，ヘラート

に到達した G 彼らは真夜中まで馬を休ませて眠った。彼らはあけぼのと共に再

び出発した c 彼らは内城を毘める事を考える事ができなかった。このような時

に，彼らは母や姉妹，妻や子や幼児らを連れて行かず，彼らをウズベクの捕国

交
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となるにまかせたまま逃走したのである O パーヤンダ・ス jレターン・ベギム，

ハディージャ・ベギムをはじめとするスルターン・フサイン・ミーノレザ-(J)后

妃たち，それにバディーゥッ・ザマーン・ミ-}レザーとムザッファノレ・ミーノレ

ザーの后妃たち，子供たちゃ幼児たち，とにかくそ乙に居たミーノレザーたちの

全ての家族ちはその財宝ともどもアラ・クルガンの中にいた O ミ-)レザーたち

は，この内域を戦i乙備えて毘める事をしないままであった O 内域の援軍たるべ

き若党たちも到着していなかった O マズィード・ベグの弟のアーシク・ムハン

マド・アノレグン官shiqMuhammad Arghun は徒歩で軍の所から逃げて来て

206a内域に (206a)入った O さらにアミーノレ・ウマノレの息子のアリー・ハーン 'Ali

Khanが〔内域の中に〕いた G またシャイフ・ムハンマド・アブドウツラー・

ブカーウノレ ShaykhMuhammad 'Abd Allah bukawulがいた。またミーノレザ

ー・ベグ・カイホスラヴィ-Mirza Beg Kay-Khusra wiがいた O またミーラ

キー・グーノレ・ディーワーン MirakiGur diwanがいた G

シャイパク・ハーンの到着後 2""""'3日して，シャイフノレ・イスラームと有力

者たちが， (ウズベクと〕約定を結んで，外域の鍵を持って出城した O 内域を

このアーシク・ムハンマドが16........，17日間持ちこたえた。敵iま外鶴の馬市場の方

面から坑道を握り，火を放って 1本の塔を壊滅させた G 内域にいる人びとは

動揺して，内域を守る事ができず，征服された。

シャイパク・ハーンは，ヘラートを征服すると，この君主ちの妻子ちに対し

て悪しき行動に出7こO 単に乙れらの人びとに対してのみならず，あらゆる人び

とに対して悪行を行なった O 物議らずの田舎者は，この 5日で過ぎゆく現世の

ために，このような悪名を得たのである G シャイパク・ハーンがヘラートで行

なった行なうべからざる行為の第 Iは，このうすぎたない現世のために，ハデ

ィージャ・ベギムをおかまのシャー・マンス-)レ・パフシに取らせ，種々の苦

しみをさせた事である c さ与に彼はシャイフ・プーラン ShaykhPuranの如

く気高く高貴な人物をモグーノレのアブドウノレ・ワッハーブ 'Abdal-Wahhad 

lと取らせ，その子供たちをさらに別の人物に取 iらせた O さらに彼は全ての詩人

たちをムッラー・ゼナーイーに取与せた O この事柄については，ホラーサーン

の賢者の作である次の断片詩が，よく知られるようになった O

馬鹿者の (kir-ikhar) のアブドウッラー以外，今日

いかなる詩人も黄金の顔を見る事が無い C

G
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金銭亡者のどナーイ一法詩人たちから奪い取るであろう---

しかし，彼が得るのはろばのペニス (kir-ikhar) 0 

206b (206b) さらに彼法ムザッファル・ミーノレザーのハーンザーダ・ハーヌム

Khanzada Khanlmという名の妃を，へラート征寂震後に，再婚禁止期間がお

わるのを待たずにめとった O また彼は，ヘラートの高名な才龍に富んだムッラ

ーであるカーズィー・イフティヤールとムハンマド・ミ-)レ・ユースフに対し

て，自分は文盲であるにもかかわらず，コーラン解釈学 (tafsir)について講義

したo 彼lままた， c書家の〕ムッラー・スノレターン・アワー・マシュハディー
と画家ピフザードの書画に筆を加えて直した O 彼はまた数日間に 1度，彼が詩

を作ると，そのつまちぬ詩をミンパノレ [minbar，r説教檀JJの所で読言語させ，

チャーノレ・スーにそれをかかげてへラートの町の人びとか与奉げ物を受け取っ

ていた O 彼は早起きで 5度の礼拝をおこたらず，コーランの読謡に関する学

問 (qirザat) をよく知ってし、た O それにもかかわちず，彼はこのような馬鹿馬

鹿しい，淳かましい，邪教徒的な言動におよんだのであった G

ヘラート征寂の10.........15日後，シャイパク・ハーンはカフディスターンからプ

リ・サーラーノレ Pul-iSalar に行き，そこにいた兵をティムーノレ・スルターン

とウパイド・スルターンに率いさせ，マシュハドに警戒せずに、滞留しているア

ブノレ・ムフスィン・ミ-}レザーとケペク・ミ-}レザーに向け派遣した O ミーノレ

ザーたちは 1度iま山城 (kalat)を固める考えでいた G さ与に 1度は，乙の散

の軍勢の到来を聞くと，別の道をとってシャイパク・ハーンを急襲する考えに

もなっていた O これは驚くほどすばらしい考えであったと思われる。しかし，

彼らがどちちにするかなお決定できずに滞留していた時，ティムーノレ・スノレタ

ーンとウパイド・スルターンが軍勢と共に強行軍で到着した O ミ-}レザーたち

207aも戦列を整えて出撃した G ウズベク軍はアブル・ムフスィン・ (207a) ミール

ザーをあっという間に捕えて粉砕した O ケペク・ミーノレザー法，かなり少数の

兵と共に，兄の敵に向ってお-ちかかった C ウズベクは彼をも連れ去った c ウズ

ベクが2人の兄弟を下馬させ，ひとつ所に坐 iらせていた時，兄弟は宇都、だいて

接吻し永遠の別れの挨拶を交した C アブノレ・ムフスィン・ミ-}レザーは臆病な

態度をとった O しかしそれもケペク・ミーノレザーには格別の変化をもたらさな

かった o 2人のミーノレザーの首はプザ・サーラ-}レにいるシャイパク・ハーン

の許に送るれた。
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当時，シャー・ベグとその弟のムハンマド・ムキームはシャイパク・ハーン

に対する怖れの故に，くりかえし使者や上奏者たちを〔私に向け〕派遣して来

て，私の友であり味方である事を宣言していた G ムキーム自身 1通の上奏文

の中で，明瞭に私を招請した O ウズベクが乙の国をこのように強奪している持

に，忍たちがただ傍観しているのは適当な事とは思われなかった O ただし，ム

キームらはとのように使者や上奏者を遣して来て私たちを招いてはいたが，彼

ちが来て私に臣従するという点については，いささか不安が残っていた O 忍は

全てのベグたちゃ意見を持つ者たちと相談した O その結果，次の如く決定され

た:私たちは出兵する c そしてこのアルグン家のベグたちに合流した後，ホラ

ーサーンに向かうか否かは，その好機が訪れた時，彼らの毘意と承認をえて決

定する事にすると O

乙の呂的で，私たちはカンダハーノレに向け進んだ。前述した如く (191b-

192a参照J，私がおばさんと呼んでいたハゼーパ・スルターン・ベギムが，先

にへラートで取り決めた様に，その娘のマースーマ・スルターン・ベギムを連

20枯れて来た o (207b)私たちはガズニーで会った O ホスロー・キュケノレダシュと

スノレターン・クワー・チュナクとガダーイー・ピラール GadaIB辻義Iはへラー

トから逃げて，イブン・フサイン・ミーノレザーの所へ行き，そこからアブル・

ムフスィン・ミーノレザーの許へ行ったO しかしそこにも留まりえず，私たちの

方へと向っていた O

これらの人々と一絡に，私たちがカラート Qalatに到達すると， カラート

に詣売のために来ていたと思われる多数のとンドゥースターンの高人たちが逃

げられないでいた G 兵士与が彼らの所にさしかかった O ほとんどの者たちは，

このように敵対しあっている時期に散の冨に来た者たちは略奪すべきだという

意見であった O しかし私は同意しなかった O 忍は f商人らにどんな罪があると

いうのだ?もし私達が，神がおよろこびになる事を頼って， こんなどく小さ

な利益は，すてておくなちば，至高の神はその見返りにきわめて大きな利益を

必らずお恵み下さる誌ずである O まさにこの数日前，私たちがギルジ一族を攻

撃に出かけた時，マフマンド・アフガーン族が羊・財産・女・子供たちと共に

私たちの軍勢から 1ユガチしか離れていない所にいるという事であった O その

時，お前たちの内のほとんどの者はそれを攻撃する事に意見が一致していた O

しかしこれを見て私は同意しなかった O と乙ろがその翌日，至高の神は敵のア

円。



フガーン人，つまりギルジ一族の財産の内か与，他の攻撃ではとても得ちれな

かったほどの羊を私たちの兵士ちにお恵み下さった C それと同じであるJと述

べた O 忍はカラートを過ぎて下馬し，乙の高人たちかる，献とのJ漬例に従って，

荷物かを取った G

私がカーブノレを制圧した後に，ホラーサーン方面へ退去の許しを与えていた

208a ミーノレザー・ハーンと，私がホラーサーンから (208a)出国した擦にホラーサ

ーンに残っていたアブドウッ・ラッザーク・ミ-)レザーの両ミーノレザーが，在、

がカラートを通り過ぎた時，カンダハーノレから逃げて来た。パハール・ミーノレ

ザー BaharMirzaの孫で， ジャハーンギーノレ・ミーノレザーの息子のピーノレ・

ムハンマド・ミーノレザー PirMu与ammadMirzaとその母が，先のミ-}レザー

たちと共に来て，私に仕えた C

私立シャー・ベグとムキームに向け， i私たちは貴方たちの言葉に従ってや

って来た O ウズベクの如き外敵がホラーサーンを奪った心来られよ。何であれ

我々の国に役立つ事があれば貴方たちの司意と承認をえて実行する事に決めよ

う」と人や手紙を送った G ところが彼らは先に手紙を書いた事や私たちを招請

した事を無視して，武骨な不作法な返事を送って来た。その礼儀知らずな事柄

の 1つは次の如くであった:シャー・ベグは私にあてた手紙の裏に，ベグたち

に，というより高い位にあるベグたちが低い位にあるベグたちにあてた手紙で

甲章を押す場所，つまり紙の裏に印章を押して送って来たのである c もし波が

このように礼議知らずの行動にでず，またあのような不作法な返事を送ってこ

なかったち，あのような事にはならなかったであろう G

言葉辻憎しみにひき起こし，

古き家系をとりつぶす。

と云われている如くである。まさにこのf曽しみと不作法の結果，彼らはその家

や家族，さらにその30-.-幼年の蓄詰をいっきょに失なったのであった O
オN}'ウ

私たちがシャフワ・サファー Shahr-i~afã' 近郊に居た時，ある 8 ，宿営地

の内部で，誤って「来襲だ!Jという叫び声がおこった O 全ての兵士らが武装

208b して出馬した O 私は浄めの沫浴の擦中で (208b)あったっベグたちは非常にあ

わてふためいた O 在、は泳浴をやめて乗馬した O しかし叫びが間違いであったた

めに，騒ぎはいっ時の後にはおさまった。その土地の事を知っている味方の者

たちが iカンダハーノレに流れて来ているJlIの水源辻ノぐーパー・フサイン・ア
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ブダーjレヨabaI:Iusayn Abdalとハワーシャク Khalishak側に£ります O そ

の方面へ行って，カンダハールに流れて来ている)1¥を全て破壊すべきですj と

上奏してきた O そうする事に決めて，翌朝，私は甲胃を身にまとい，右翼・左

翼の隊列を整えて，ハヲーシャク方面へと進んだ O

シャー・ベグとムキームは， カンダハーノレの山の， (現在〕私が石造りの建

物を造らせた山鼻の前に天蓋を立てて坐っていた G ムキームの部下は，急いで，

木々の間を通って，忍たちのかなり近くまで来た G シャフ 1) .サファー近郊に

いる時に逃げて来たトウーファーン・アルグン TufanArghunは唯ひとりで

アルグンらの戦列の方へと近づいて行った O イシュクッラーもhqAllahとい

う者が7........8人と共に， c本球と〕離れて私たちのかなり近くまで来た O イシ
ュクッラーは 7........8入の者たちか与離れて，より前方に来た。トウーファー

ン・アルグンはひとりで進み，一騎打ちとなり，万で切り合って， cトウー
ファーンを〕落馬させ， その首を斬って，私がサンギ・ラフシャク Sang-i

Lakhshakの前を通過している時に持って来た O 私たちはそれを吉兆ととっ

たO しかしこの地は屠住区と木々の間にあったため，私たちはここで戦う事を

適当と考えず，山の麓をよぎってハワーシャクの前， J 11のカンダハーノレ側にあ

209aる (209a)牧地を宿営地に選んで下馬している擦中に，物見のシール・クワー

が急いでやって来て「敵が隊垣を整えてやって来ますj といった O

カラートを過ぎて以来，兵士らはすさまじい飢えと欠乏に悩まされていた G

ハリーシャク近郊に到着すると，兵士らの大半誌，羊・牛・穀物・諸物品を求

めて，上下各方面へと散り散りに散っていた O 私は兵を集める事は考えずに，

ただちに撃って出た O 私たちの兵は全部で2，000人近くであったと思われる G

しかしことに下馬した時には，今述べた如く，兵の内の多くの者たちが上下各

方面に出かけていた O 戦開に擦し，彼らiま私たちに加わる事ができなかった O

私たちの側で載の擦にいた者たちは1，000人程震であったで品うろう G 私たちの

軍勢は少数ではあったが，まことに見事に，整然とi家伍を整えていた C 在はか

つてあれ程に整然と隊伍を整えた事は無かった G

忍は，よい犠きをした若党たち全員を抜擢して特別親衛隊 (kh勾号atabin) 

にしていた。また全ての10人i濠， 50人隊を登録し，それぞれの10人隊長 (on

ulughl) ， 50入隊長 (ellikulughl)を任命していた O 彼らは各10人隊，各50人

誌が右翼，左翼内でしめるべき位置を知っており，戦時に為すべき事が荷であ
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るかを皆に知らせ， 自らも参加して指揮をとった C パラーンガル baranghar，

ジュワーンガノレ juwanghar，オン・コ jレongqol，ソノレ・コ )V801 qol，オン・

ヤン ongyan， ソjレ・ヤン 801yan，オン ong，ソノレ 801が撃って出る際，隊

列を組むのに何の混乱も起 fこらず， トゥワチ tuwachlをも必要としなかった。

20gb兵士らは定められた位置について前進 (20gb) した G

パラーンガノレ，オン・コル，オン・ヤン， オンには同じ意味(それぞれ左

翼，右手，右側，右の意〕がある G しかし私は，用語を変える事によってその

内容をも区別しようとする自的で，これちの用語を別々の意味内容のものに適

用したのである O すなわち， cアラビア語の〕アイマナ maymana とマイサラ
may8araは， cトルコ・モンゴル語で)パラーンガル，ジュワーンガルと呼ば
れるが，戦列では， [アラビア語の〕カノレブ弓alb，つまり〔トルコ・モンゴjレ

語の〕グノレ ghulC中軍〕の内には含まれない O ここでは怠は，このような〔中

軍には含まれぬ〕隊列の事を，まさにその点に留意して，パラーンガjレ，ジュ

ワーンガルと云った C さらに，これちとは別の隊列であるグルの，その内部で

の右側と左側を区別するために，私はオン・コノレ，ゾノレ・コノレと記した C さら

に，グルの内には，特別親衛球がいるが，これの右側と左側を私誌オン・ヤン，

ソノレ・ヤンと述べ7こO さるに特別親衛隊の内には， ボイ・テギニ boytegini 

がいるが，私はこれの右棋と左側をオン，ソ jレと呼んだ。トルコ語では「本隊

から離れたものj の事をボイるoy と云う O しかしここでは，そのボイの意味

でなく， r近くにいるものjの意味である G
右翼 (baranghar) は， ミーノレザー・ハーン， シーすーム・タガーイー，ヤ

ーラク・タガーイーがその兄弟らと共に， チャノレマ・モグーノレ ChalmaMog-

hul，アイユーブ・ベグ，ムハンマド・ベグ，イブラーヒーム・ベグ，アワー・

サイイド・モグーノレがモグーノレらと共に，スノレターン・クリー・チュフラ，ホ

ダー・パフシュ Khud孟-bakh8h，アブル・ハサンがその兄弟らと共にいた O

左翼 (juwanghar) は，アブドウツ・ラッザーク・ミ-)レザー，カースィム

・ベグ，テングリ・ベノレディ，カンノぐJレ・アリー，アフマド・イノレチ・ブガ¥

グーリー・ノぐjレラース，サイイド・フサイン・アクパノレ， ミーノレ・シャー・カ

ウチンであった O

先鋒 (irawul) は， ナースィノレ・ミーノレザー，サイイド・カースィム・イシ

ク・アーガー， ムヒップ・アリー・コノレチ， パーパー・オグノレ Baba Oghh， 
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アッラー・ヴィーラン・トゥノレクメン AllahWiran Turkman，シーノレ・クリ

ー・カラーウノレ・モグーノレがその兄弟ろと共に，そしてムハンマド・アリーが

し-..j;こO

中軍 (ghuちには，私の右手に，カースィム・キュケノレダシュ，ホスロー・

キュケノレダシュ，スルターン・ムハンマド・ドウラダイ，シャー・アフムード

210a ・パJレワーナチ， クノレ・パーヤズィード・ブカーウル， (210a)カマール・シ

ヤノレパトチがおり， 左手には， ホージャ・ムハンマド・アワー KhwajaMu-

hammad 'AII， ドースト・ナースィル， ミーリーム・ナースイノレ，パーパー・

シーノレザード，ハーン・クワー，ワヲー・ハザーナチ，クトゥノレク・カダム・

カラーウノレ，マクスード・スーチ，パーパー・シャイフがいた G 中軍にいたの

ほ，全て近習たち (ichkilar)であった O 大ベグ (ulughbeg) はひとりもい

なかった O ここに列挙した者たちは，誰ひとりとして，なおベグの位 (beglik

martabaSl) に達している者はいなかった G

中軍のボイ (20gb参照〕に任ぜられたのは， シー Jレ・ベグ， ハーティム・

コル・ベギ，ケペク，クノレ・パーパー，アプノレ・ハサン・コルチ，モグ-)レら

の内からはウノレース・アリー・サイイド，ダノレヴィシュ・ア 1)ー・サイイド，

ホシュ・ケ jレディ・チャルマ Khush -keldi Cha lma ， ドースト・ケ Jレディ・

チャ jレマ・タグチ Dust-keldiChalma taghchl，アマチ・ミンディ Amachl

Mindi， トゥ jレクメンらの内からは，マンスー jレ， ノレスタム・アワーがその兄

弟らと共に， それに，シャー・ナザル ShahNa写arとセヴュンドゥクであっ

7こO

敵の兵は 2践に分れていた o 1隊はシャー・シュジャー・アルグルー一以後

はシャー・ベグと書く事にする一ーに率いられ，別の 1縁はその弟のムキーム

に率いられていた O 乙のアルグンらの軍勢は 6---7，000人と推定された o [その

内のJ4 ---5，000人が甲胃を身につけていた事については疑問の余地が無かっ
ナこ G

シャー・シュジャーは中軍・右翼軍と共にわが軍の対面に布陣した O ムキー

ムは左翼軍と共にわが軍に対陣した O ムキームの兵は，兄の兵よりもやや数が

少ないようであった Q 彼は，カースィム・ベグθ率いるわが方の左翼軍ピ強烈

な攻撃をしかけて来た O カースィム・ベグの許からは，戦の始まる前に 2---

3の者たちが来て軍の増強を求めて来ていた G しかし忍たちの前面でも，散が
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強力であったため，私たちは兵を割く事ができなかった O 私たちは敵に向って

ただちに進撃した G

210b 矢が飛来し姶めた頃， (210b)敵はわが先鋒軍に一撃を加えて後退させ，中

軍に突き進んで来7こG 社たちが矢を放ちながち進んでいた時，敵はしばし矢そ

放ちながら障をはる姿勢を示した O 私の正面で 1人の男が，部下に自って大

声をあげながら馬から下り，矢を放とうとした O 私たちが間髪をいれずに進み

そこに到達すると，彼はとどまりえず，乗馬して，急、ぎ去った G この，見から

下りて徒歩になっていた男誌シャー・ベグその人であったらしい C

戦の関に，ピーりー・ベグ・トゥノレクメン PiriBeg Turkmanが4""-'5入

の兄弟らと共にターバンを手iとして，教方から顔をそむけて，私たちに投降

して来た O このピーリー・ベグは，シャー・イスマーイールが〔自羊朝〕パユ

ンドゥノレ部のスルターンたちを制圧してイラーク諸国を支配下に収めた II寺，

〔ティムーノレの血をひく〕アブドウル・パーキー・ミ-)レザー正Abdal-B忌qi

Mirzaとムラード・ベグ・バユンドゥノレ MuradBeg Baylndlfを:まじめとす

るトゥルクメン族のベクーたちと共に〔へラートに〕来たトゥノレクメン族の--L1

であった O

わが方の右翼がより早く散を破って壊滅させた。わが右翼の先端は，在、が

〔その後に〕整備した庭菌の所まで突き進んで行った。わが左翼誌，バーバー

・ハサン・アブダーノレ BabaI:Iasan Abdalよりずっと下方の，大きな，名の

わからぬ数本の濯翫水路の所まで進んで行った O わが左翼の正面ど，その属下

の者たちと共にムキームがいた O わが左翼の兵は，敵のムキームに比べると，

きわめて少数であったっしかし神が正義をもたらされた。カンダハールと諸村

に流れこむ 3""-'4本の大きな，名の矢口れぬ濯滋水路が，わが左翼軍と敵との間

にあった。渡しの所をおさえて，敵を渡ちせなかった C 左翼の兵士らは，少数

211aであったにもかかわらず，よくもちこたえて足場を (211幻自めた泊アルグン

の剖のハノレワチ・タ jレハンI:IalwachlTarkhanが水中でカンノぐノレ・ア 1)ー，

テングり・ベjレディと戦った O カンパノレ・ア 1)ーは負傷した。カースィム・ベ

グの額に矢が命中した。グー 1)ー・パルラースのまゅの下にも矢が当たり，佐

骨の下iこ出た c

これと同じ頃，私たちは敵を敗走させ， この水路の所からムノレガーンr!~

Murghan Taghlの突出部の方面へと移動した O 私たちが水路の所を通り過ぎ

円。円。



ている時， ひとりの，灰色の後馬 (topchaq) に乗った人物が山の麓であちち

へ行こうかこちらへ行こうかと迷った末に，ある方向へと移動して行った O

私はシャー・ベグに似ていると思った O おそらくシャー・ベグであったであろ

つO

教を打ち破ると，わが兵士らは全員，散を落馬させ，捕虜にするために出か

けた O 私と一緒には11名の者が残っていた O その内の 1人がアブドウツラー・

キターブダーノレ 'AbdAllah kitabdむであった O ムキームはなおふみとどまっ

て戦っていた O 私たちは，[3分たちが少人数である事には摂もくれず，神を信

じ，太鼓を打ちならして敵めざして進撃した O

多勢無勢は神の与え下されし事，

乙の神の宮廷にて人の力の及ぶ事無しO

〔アラビア語で〕アッラーのおぼしめしにより，いかにしばしば少勢が多

勢に勝利した事か!

ムキームは，太鼓の音を開いて忍たちが前進して来るのを知ると，決めであ

ったやり方を忘れて逃走の道をえらんだ。神が正義をもたらされ，私たちは散

を敗走させ，カンダハーノレに向って進み，現在はその跡形すら残っていないフ

アツノレブザード・ベグのチャハール・パーグ (F‘ar打r

2幻11訪己 baghl) ~にと (21口lb初)至裂言着して下馬した O 逃亡したシャー・ベグとムキームはカ

ンダハーノレ誠に入る事ができず，シャー・ベグはシヤール Shalとマストゥー

ング Mastung方面におもむき，ムキームはザミーン・ダーワ Jレ方面へ行った G

彼らは域を冨めるに十分な軍勢を残してゆかなかった O 域内には，クザー・

ベグ・アノレグンの兄弟の 1入であるアフマド・ア 1)ー・タルハン Al:tmad'Ali 

Tarkhanと若干の者たちがいた G 彼 iろが私に対して好意と親近惑をいだいて

いる事が知ちれていた O 彼らほ相談した結果，自分たちの兄弟らの命を許して

くれるようにと要求した G 私はこれらの者たちを了重に受け入れる事とし，彼

らの出した要求を意認する事にした G

彼らは域のマーシューノレ円 (Mash言rdarwazasl)を開いた O 私は〔カンダ

ハーノレの〕人びとが指撞する者無く狼蕪を働いているのを見てとって，それ以

外の城門は関かせなかった O 私は乙の開いた域内の所にシーワーム・ベグとヤ

ーワーム・ベグを任命した O 私自身は差干の近習らと共に入城して，狼籍を働

いている者7こちに次々と矢を射かけ，規律を正すため，その内の 1---2名を殺
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すよう命じた c

在、はまず外域 (tash-qurghan) にあったムキームの財宝患に到達した心 <p.

269アブドウツ・ラッザーク・ミ-}レザーが私より先に到着して下馬していた

ようであった。>私はアブドウッ・ラッザーク・ミ-}レザーに財宝庫からいく

ばくかの物を与え，乙の財宝産の管理のためにドースト・ナースィノレ・ベグ，

クノレ・パーヤズィード・ブカーウ jレ，それにパフシ bakhshl[1書記JJの内か

らムハンマド・パフシを任命した O くp.269私はこ乙を遺ぎて，内域におもむ

いた。シャー・ベグの財宝庫の管理のためにホージャ・ムハンマド・アワー，

シャー・マフムード，それにパフシの内か与タガーイー・シャー・パフシ

Tagha'i Shah bakhshlを任命した。>私は， ミーノレ・ハーン MirKhan [<p. 

269 Mir Jan> Jという名のズーン・ヌーンのディーワーン (diwan)[ディー

ワーン・ベグ〕の星敷にミーリーム・ナースィルとマクスード・スーチを派遣

し， そ乙をナースィノレ・ミーノレザーのために確保させた c ミーノレザー・ハー

ンのためにはシャイフ・アブー・サーイード・タノレハン ShaykhAbu Sa'id 

Tarkhanの墨敷を確保させ，アブドウツ・ラッザークのためには・・・…〔テキ

212aストに約13字分の空白がある〕を (212a)護保させた O

これらの諸地方で，私自身これ程に大量の「白い銭J(aq yarmaq， 1鼓賃?J)

をかつて見た事が無かった。というより，乙れ程の銭を見た事の三うる人の事を

私は聞いた事すちも無かった O

その夜，忍ほ内域にいた C シャー・ベグの奴隷のスンブノレ Sunbulが捕えら

れて連行されて来た。彼ははじめの内はシャー・ベグに可愛がられていたが，

その頃はさほどでもなかった C 私は彼をある人物に委ねた O しかしよく注意を
オルドウ

払っていなかったため，彼は逃亡した C 翌日，夜、は宿営のあるファッルブザー

ドのチャハーノレ・パーグにもどった。

忍はカンダハ-}レ地方をナースィノレ・ミーノレザーに与えた。私たちが諸財宝

を整理し駄獣にのせて出域した時，ナースィル・ミ-}レザーは内域の財宝の内

から，らくだ l列の荷として積まれたタンガ銀貨 (aq-tanga)を略取して残っ

ていた O 在、は返すようにと云わず，それをナースィル・ミ-}レザーに恵んだ。

在、はカンダハールを発って，クシュ・ハーナ牧地 (Qush-kh忌naulangl) に

下馬した。私自身は，オルドゥを先発させた後，見物しながち進んだ。そのた

め立はややおくれてオ jレドゥに到着した O それはもはや以前のオルドゥではな

窃



かった G 私のオ jレドゥとは分らない程のオノレドゥに変っていた G すばらしい俊

馬たち C 幾列にも連なる雄雄の与くだとらば。絹の衣類を鞍に積んだめすろ

ば。毛織物やヴェノレヴェットのテントや天蓋。各テントには何ハノレワーノレもの

重さのある大箱 G これち 2人の兄弟の所有物であった諸物は，いくつかに分け

て管理されていた O それぞれの管理場所には，いくつもの大箱や種々の衣類，

多くの古着ゃいくつもの大袋につまったタンガ銀貨があった O 各人の諸テント

には (otaghlda wa Chadlrlda) あらゆる種類の戦利品があふれでいた O 羊も

212b多かった O しかし人びとはもはや羊にはさほど注意を (212初向けなかった O

忍はカラートの中にいる者たち一一ムキームの臣下で，クチュ・アルグン

Quch Arghun，タージュッ・ディーン・マフムード Tajal-Din Mabmud 

に率いられた者たちーーを財貨・諸物資共々，カースィム・ベグに恵与した。

カースィム・ベグは先の見える人物でるったので，カンダハーノレ近郊に私たち

が長く留まる事を適切とみなさず，何度も荷度もそう云って，集めた諸物とも

どもに私たちを出発させた O 忍は，前述の如く，カンダハールをナースィ jレ・

ミー jレザーに恵与し，ナースィル・ミーノレザーにカンダハールへの出発の許可

を与え，カーブルに向った O

私たちがカンダハー jレ近郊に潜在中には，財賞を分配するのに十分な時間が

無かった O 私はカラ・パーグに 4--5日留まって財貨を分配した O 賃幣を計る

難しさがあった G 私はiまかりで計って分配した O 大小のベグたちゃ家臣や頭た

ちは (begwa begat nok昌rwa bash) ，何ハ jレワーノレもの重さのある，いくつ

もの大袋につめられたタンガ銀貨を俸給・捧禄のために歌獣に積んで運んでい

った O 私は多くの戦利品・財貨と共にはな誌なしい栄誉につつまれてカーブノレ

に帰着した O

私はカーブルに帰ると，私が求婚してホラーサーンかち連れて来てもらって

いたスノレターン・アフマド・ミーノレザーのま良マースーマ・スルターン・ベギム

と婚姻のちぎちを結んだ。

6--78後，ナースィノレ・ミーノレザーの臣下の 1人が，シャイパク・ハーン

が来攻してカンダハ-)レを毘んだという情報をもたろした O 記述した (211b

参照〕如く，ムキームはザミーン・ダーワノレ方面へと逃亡した O 彼は行って，

シャイパク・ハーン立会った O シャー・ベグの許からも次々に人がシャイパク

nu 
no 



213aの許におもむいた O これらの者たちにそそのかされて， (213a)シャイパク・

ハーンは，私がカンダハ-)レに居るものと考えて，ヘラートかち山道をとって

カンダハールへと急行して来たのであった G まさにこの事が起乙るであろうと

予測して，経験に富むカースィム・ベグは諸物資共々私たちをカンダハーノレか

ら出発させたのであった G

若者が鏡の中に見るものは何であれ，

老人は焼きれんがの中にすらそれを見る。

シャイパク・ハーンは来攻して，ナースィノレ・ミ-)レザーをカンダハーノレに

包囲した c 乙の情報がとどくと，私はただちにベグたちを呼んで桓談した c 以

下のような事が議論された G ウズベクとシャイバク・ハーンの如き，異国の，

左くからの教が，ティムール・ベグの子孫ちの子中にあった全ての諸地方を領

宥している O 諸地方の一角やひと隅になお残っていたトルコ人やチャガタイ人

(Turk wa Chaghatay)も，いまやその内の若干の者たちは自ら希望して，ま

た若干の者たちはし 1やいやながら，ウズベクに合流してしまった。ただひとり

私のみがカーブノレに残っていた C 散はきわめて強力であち，私たちはまことに

弱体であった G 和議を結ぶだけの力も無く，また抵抗するだけの力も無かった。

あのような強大・強力な散であった G 私たちは，私たち自身のために，どこか

1つの土地を考えねばならなかった C このような逆境において，強力な教かち

私たちは少しでも遠くへ離れる必要があった C バダフシャーン方面か，あるい

はヒンドゥースターン方面ヘ向かう必要があった G この 2つの方面の内 1方

面に進む事を決める必要があった O

カースィム・ベグ，シーワーム・ベグは，その配下の者たちと共に，パダブ

シャーンに向かう事lこ同意した c 当時，パダフシャーンで有力であったのは，

ノくダフシャーン人の内ではムパーラク・シャーとズパイルであった O さらにジ

ャハーンギーノレ・トゥノレクメンとムハンマド・コノレチがいた O 彼らは先にナー

スィノレ・ミ-)レザーを〔パ夕、、フシャーンから)追い出していた O しかし彼ら

213bはウズベクにも (213b)投降しないでいた O 私と若干の近習ベグたち (ichki

beglar)はとンドゥースターン方面に行く jjがよいと考え， ラムガーンに向か

う事にしたむ

カンダハールの征服後，私はカラートとタ jレヌーク Tarn註k地方をアブド

ウツ・ラッザーク・ミ-)レザーに賜与し，アブドウツ・ラッザーク・ミーノレザ

ハυ
司
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ーをカラートピ置いていた O ウズベクが来攻してカンダハーノレを囲むと，アブ

ドウツ・ラッザーク・ミ-)レザーほカラートに留まりえず， カラートを捨て

て出城した O 彼は，私たちがカーブノレを出発した際に到着したっ忍ばアブドウ

ッ・ラッザークをカーブルに置し7た O

パダフシャーンには君主も君主の血をひく者も誰ひとりとしていなかったた

めに， ミーノレザー・ハーンは， cパダフシャーン王家の出身で， バーブルの義
母に当る〕シャー・ベギムの関係によるものか，あるいはその同意を得たも

のか，パダフシャーンの方へ行く事を望んだ。私はミーノレザー・ハーンにパダ

フシャーン方面への出発の許可を与えた O シャー・ベギムもミ-)レザー・ハー

ンと共に出発された O 私の母方のおばのミフノレ・ニガーノレ・ハーヌムもパダフ

シャーンに行かれる事になったG 由縁関係からすれば，彼女は私と一緒におら

れるのがより自然であった O 私と彼女は同じ血をひく同族であった O 私がし1か

にやめさせようとしても，彼女はやめようとされなかった O 彼女も出発され

7こO

ジュマーダーゥル・アッヴァル月 (1507年 9/10月J，私はとンドゥースター

ンに向けカーブノレを出発した O フノレド・カーブノレを経て進み，スノレフ・リパー

トSurkhRibatを通ってクノレク・サーイに下りた O カーブノレとラムガーンの

間に住むアフガーン人たちは平種な時でも盗人であり盗みの煽動者であった O

このような事は彼らにとって願っても無い事であったO 私がカーブルを捨てて

ヒンドゥースターンに向っている事を彼らが知ると，その 1つの悪法10となり，

214aその善もまた悪にかわった o (214a) 事態は，私たちがジャグダリクを発った

朝，途中にいる <p.272 ヒズノレ・ハイノレ Khiclr.Khayl， ヒザルジー，フーギ

ーヤーンといった>アフガーン人らがジャグダリク峠を封鎖する考えで，北側

の山に諒伍を整えてやって来て，太鼓を打ちならし万をふりかざしながら跳ね

廻り始めるに至った O

私は兵士らを乗馬させると共に，彼らに，種々の方向から山に向って進むよ

うに命じた O 兵士らは，全ての山の背 (qol)や山梁 (qangshar)を通って，全

速力で前進した O アフガーン人らはしばらくとどまっていたが 1矢をすら放

つ事ができず，急ぎ逃走した O 私はアフガーン人らを追って山上に出た o 1人

のアフガーン人が私の下方を通って逃げてゆく所であった O 私はその腕を射た O
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矢が命中したこのアフガーン人と，さらに若干のアフガーン人が措えられて連

行されて来た。みせしめのために，私はその内の数人をくし刺しの荊に処させ

た。忍法ニングナハール地区のアーディーナプール域の前に下馬した O

私はそれまで，先を見通して，どこに宿営すべきかを考えていなかった G ど

こへ行くかも決めておるず，またどの宿営地にとどまるかも定めていなかった O

上に下にと，私は新しい清報を待ちながら，宿営地を発つては移動していた O

もはや晩秋であった O 平地でiま揺の刈り取ちをほとんどおわっていた O その土

地の事をよく知っている者たちが， rアリーシャング地区の〔アワーシャング〕

JJ!の上流のミール側で多くの米を植えております。兵士らのための冬用の穀物

をそこで調達できる可能性があります」と云って来た。

私はニングナハーノレ平哀を発って，強行軍で進み，サイカ jレSaykalで渡河

214b し，プラーミーンの谷 (Pur-amindarraSl) (214b)へとおもむし'11'こ。兵士ら

は大量の米を手に入れた O 米の田はi与裾にあった O そこの住民たちは逃げ出し

たG 若干のカーフィルたちが殺された。

私はプラーミーンの谷の山鼻の所で若干の若党たちを偵察に出していた C 彼

ちがもどって来る際に，カーフィルちが山上に急行じて矢をあびせてきた O 教

がカースィム・ベグの女婿のプーラーン P註ranの所に到達して，斧で打ちか

かって措えた時，若党ちがひきかえして攻撃し，敵を逃走させ，プーラーンを

取りかえした。私はカーフィルろの米の田の所に数日間とどまり，大量の穀物

を獲得して宿営地に婦った G

まさに乙の頃，私はマンドラーワ/レ地区の近郊で，ムキームの娘のマーフ・

チュチュク Mah-chuchukをカースィム・キュケノレダシュにめあわせたO 彼

女は現在はシャー・ハサン ShahHasanの妻となっている c

ヒンドゥースターン方面に進む事は得策と考え iられなかったので，私はムッ

ラー・パーパーイ・パシャーガ 1)ーを若干の若党たちと共にカーブルに向け派

遣した G 私たちはマンドラーワル苅近を発って，アタノレとスィーヴァ Siwaに

進み，数日間その近辺に滞在した O 忍はアタノレからクナノレとヌーノレ・ガノレにお

もむいてその地を見てまわった。クナノレからは l'lかだ (jala)[皮袋を組んだ

いかだ〉に乗って宿営地に帰った O 私はそれまでしゅ〉だに乗った経験が無かっ

たG まことに快適であった c 以後，忍はいつもいかだを利用した。

まさにこの頃，ムッラー・ミーラク・ファラカティー乱1ullaMirak Farakati 
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がナースィノレ・ミーノレザーの許から到着した O 彼ば，シャイパク・ハーンがカ
タシユ・クルガ y アルク

ンダハールの外域を取ったが，内域を取れずに引き返した事，そしてシャイ

パク・ハーンの撤退後，若干の理由によってナースィノレ・ミーノレザーがカンダ

215aハーノレを捨てて (215a)ガズニーに来た事についての情報を詳しく説明した。

〔その説明によると，忍たちの出発した〕数日後，シャイパク・ハーンは不意

にカンダハー jレに姿を現した G 人々は外域を酉める事ができず明け渡した O シ

ャイパク・ハーンは内域の局屈の数カ所に坑道を設けた O 彼ちは何度も攻撃

をしかけた C このような不安な情況の中で，ホージャ・ムハンマド・アミーン

Khwaja Mubammad Amin. ホージャ・ドースト・ハーワンド KhwajaD註st

Kh呈wand，歩兵のムハンマド・アリ Mubammad'Ali. シャーミー Shami

が城壁をくだって外に出7こO 内域の中にいる人びと法絶望的になって降伏しよ

うとしていた時，シャイパク・ハーンが和議を提案して，カンダハールかち撤

退した C 彼の撤退の理由iま，彼がカンダハーノレに来攻した際，彼はその妻や子

供7こちゅaramlan)をニーラトゥ-Niratuに送っていたらしい O ところが

ニーラトゥーで，ある人物が反乱を起こし，その域を支配下に収めた O このた

め，彼は和議の如きものを結んで撤退したりであった O

冬のさ中ではあったが，私たちはパーディ・ピーチュ峠越えの道 (133a参

照〕をとってカーブノレに帰った C 私はパーディ・ピーチュ峠の頂上の石にこの

通過の日付を刻むように命じた O ハーフィズ・ミーラクl:!afi写 Mirakが文字

を書き， ウスタード・シャー・ムハンマド UstadShah Mubammadが刻し

た G 時間が無かったために，うまくは影れなかった O

私はガズニーをナースィノレ・ミ-)レザーに恵与した O アブドウツ・ラッザー

ク・ミーノレザーにはニングナハール地区，マンドラーワル，ダッライ・ヌール，

クナノレ， ヌーノレ・ガノレを与えた O

この時まで，人びとはティムーノレ・ベグの子孫与を，彼らがたとえ君主であ

っても (bawujud-isaltanat) • ミ-}レザーと呼んでいた G この機会に，私は私

をパーディシャー (padishah) と呼ぶように命じた O

215b この年の末，ズィール・カーダ月 4B火曜日 (1508年 3月 6日J，(215防太

陽が魚、座にあった時に， カーブノレの内城でフマーユーン Humayunが生まれ

たG その誕生の紀年銘として詩人のマウラーナー・サイイディ-Mawlana 

Sayyidi sha'irほ「スノレターン・フマーユーン・ハーン (SuItanHumayun 
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K己an)Jの 1句を案出した O カーブルの小詩〆人の 1人は「シャーヒ・フィーノレ

ーズ・カドル (Shah-iFiruz-qadr) J cr勝利の力もてる君主JJの 1句を考え
ついた。 3-.......4日後，この子はフマーユーンと名付けられた心フマーユーンが

誕生して 5-.......6日後に，チャーノレ・パーグに出むいて，フマーユーンの誕生の

祝宴を擢した C 大小のベクYこちゃ高位の者や低位の者たちが祝いの品を持参し

たの大量のタンガ銀貨が山積された O それまで私ば~れほど大量の銀貨を 1 カ

所で見た事がなかった。すばらしい祝宴であった O
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(914年/1508年5月28-1509年4月20日/の出来事〕

この年の春，私はムク Jレ担uqur近辺でマフマンド・アフガーン族の 1隊を

襲撃した O

そり襲撃から帰って下馬した数日後，クチュ・ベグ，ファキーノレ・アリ-

Faqir 'Ali，カワームダード，パーパー・チュフラ Babachuhraが逃亡する

考えをいだいていた O しかしその清報を得ると，私は人を派遣した O 後らは

イスタノレガチュの麓から彼ちを捕えて帰って来た O ジャハーンギーノレ・ミーノレ

ザーの在世中にも，これらの者たちが若干のよかちぬ事を述べているという報

告を受けていた C 私はこの全員をノミーザールの所で処刑するように命じた O 円

の所へ連行して，なわをかけてつるした時，カースィム・ベグがハワーファを

遣してきて，懸命に彼らの罪をゆるされるようにと求めた O カースィム・ベグ

の気持を尊重して，私は彼らの命をゆるし，彼らを投獄しておくよう誌と命じ

アこ G

216a ホスロー・シャーのとサール人・クンドゥズ人の (216a)家臣やモグール人の

有力者の内， チャノレマ， アワー・サイイド・シャムカ 'AliSayyid Shamka， 

シール・クワー，エギュ・サーザム EguSalim，さらにホスロー・シャーが寵

愛したチャガタイ人の家臣らの内，スルターン・アり一・チュフラ，ホダー・

パフシュをはじめとする者たち，またトゥノレクメン人の内，セヴュンドゥク，

シャー・ナザルをはじめとする 2---3，000人のすぐれた若党たちが，乙の間に

相談し合って，意晃一致して，私に対する反乱を起こした O

上記の者たちは，ホージャ・ 1)ーヴァージュの前面，ソング・クルガン牧地

からチャーラーク牧地に至る地域に滞留していた O アブドウッ・ラッザーク・

ミーノレザーばニングナハーノレかち来て，デヒ・アフガーン Deh-iAfghanに

滞留していた O

1---2度，これちの者たちがこのように反乱を計画している事をムとップ・

アワー・コルチがハワーファとムッラー・パーパーに告げ，彼らは私にもそれ

をほのめかしていた C しかしそれらの言葉はとても信じられず，私は意に介さ

ないでいた O
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デイーワーシ・ J、ーナ

ある夜，私はチャ-}レ・パーグの会議室にいた c 夜半，就寝時の礼拝の

時刻に，ある方向からムーサー・ホージャがもう 1人の男と一緒に急いでやっ

て来て，私の耳に「モグ-}レらが本当に反乱を起こしました O アブドウツ・ラ

ッザーク・ミーノレザーを彼ちの側にひき入れたかどうか誌はっきりわかりませ

んj と告げた O 敵がその夜に反乱を起こすかどうか辻決められなかった G

忍は気付かぬふりをして，少時の後，妻や子 (haram) の方に向った O 当

時，私の妻や子はパーギ・ヒノレワトヨagh-ikhilwatとパーギ・ユノレンチュカ

Bagh-i Yurunchqaにいた O 私が妻や子のいる所の近くまで到達した時，小姓

216bや侍女や寝室係の者たちはひき返した C 彼らがひき返した (216b)後，私と奴

隷頭 (sarwar-iqul)が市街地の方へ進んだ。私が堀にそって鉄丹の所に到達

した時，向うからパーザール経由の道を通ってホージャ・ムハンマド・アワー

が来た G 一緒に行って，私が公共浴場のポーチの……〔以下空白〕

〔現存するテキストでは， 914年のこの部分と，それに続くべき 915年から 924

年に至る 10年間の記事を全く欠く O この間のパーブルの行動を，Ta'rikh-i 

Rashidiなどの諸史料によってあとづける事も可能で;まあるが，ここでは，空

白部は空白部のままに残し，あえて諸史料によってそれをうめる事をしない C

なお，再び記事の始まる 925年以誇，パーブjレの記述のスタイルは， 日を追っ

ての 16記体JにかわっているJo

F
O
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(925年/1519年1月38-12月22日/の出来事〕

ムハ‘yラム月 1日月曜自 [1509年 1月 3日J，チャンダーワルの谷 (Chan-

da wal jurgasl)の入口の所で大きな地震があった O 半恒星時〈半時間弱〕近く

も続いた O

翌朝[1月 4日J，私はこの宿営地を発って， パジャウ jレ域を攻撃する考え

で，パジャウノレ域の近くに下馬し，ディラザーク・アフガーン族の 1人の信用

のおける人物をパジャウルに派遣した O それは，パジャウノレのスノレターンと住

民7こちに，臣従して域を明け渡すよう忠告するためであった C しかし不幸の星

のもとに生まれたこの者たちは，その忠告を受け入れず，不愉快な答えをお

くってよこした O 兵士らに大きな楯，梯子，それiこ域攻めの諸用具を準講する

ようにとの命令が出された O この目的のため，忍は 1日，その宿営地に留まっ

7こO

ムハッラム月 4B木曜日[1月 8日J，次のような命令が出された:兵士ら

は甲胃に身を臣め武装して出馬せよ O 左翼は前進して，パジャウノレ域の上方の，

217a )1¥の入りこむ所で)11を渡ち，域の北部に下馬せよ。中軍の兵士らは (217a)域

の西北に， )11を渡る事なく，凹凸と高低のある所に下馬せよ G 右翼は，下の城

門の西に下馬せよと O ドースト・ベグに率いられた左翼のベグたちが川を渡っ

て下馬した時，域内から100---150名ほどの歩兵が出て矢をあびせた O このベクー

たちも前進して猛烈に矢を射かけ，歩兵たちを域の所まで押しこみ，城壁の下

の所にまで到達した O ムッラー・アブドウノレ・マリク・ハースティ- Mulla 

‘Abd al-Ma1ik Khwおti 辻まるで狂人のように馬で城壁の下に突入した O も

し梯子や大きな楯を準儲しており，またもし日もそれほど晩くなっていなかっ

たなら試，私はその時に域を征服できていたであろう O

ムッラー・トゥルク・アワ-Mull孟 Turk'Aliとさらにテング 1) ・ベノレデ

ィの 1家巨は敵と猛烈に切り合い，散を制して，その首を切って持って来た O

2人共，豆、賞を与える約束がなされた O パジャウルの注民たちは， <p.277火

縄銃 (tufang)を見た事が無かったので>火縄銃の音を全く恐れなかったG む

しろ火縄銃の音を聞くと馬鹿にして，こちるに向って不愉快な動作をしてみせ
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ナこ O まさにとの日，ウスタード・アリー・ク 1)- U5tad 'Ali Quli ，ま 5人を火

縄銃で撃ち倒した C ワリー・ハーズィン Walikhazin Cハーズィンは「財宝庫

の管理者JJも2人を火縄銃で担jした。他の銃手たちもまことに積極果敢に射

撃を行ない，克事に撃った O 楯や甲曹や皮製の防禦衣を次々に貫き，次々に倒

した O 夜になるまでに，おそらく 7........8名ないし10名のパジャウノレ人が火縄銃

217b に撃たれて (217b)割れたと思われる O それ以後，設は火縄銃による攻撃の故

iこ頭を出す事ができなくなった C 次の如き命令が出された:夜になった口兵は

諸用具を準備して，明皐朝，域にとりかかれと C

ムハ ''1ラム月 5B金曜B [1月7日J，曙光が見え始めると， 陣太鼓を打ち

鳴らし，各々 lまその位量かち前進して域にとりかかるようにという命令が出さ

れた O 左翼と中軍はそれぞれの隊列から全て大きな揮を運び梯子をかけ域にと

りついた C ハリーファ，シャー・ハサン・アノレグン，アフマド・ユースフに率

いろれた全ての中軍の中の左翼 (501qol) の者たちに対して，左翼軍を助ける

ようにとの命令が出された O

ドースト・ベグの部下の者たち辻，域の東北の塔の基部に突入して，堀って

塔を~lす事に没頭していた O ウスタード・アワー・クワーもそ乙にいた O 彼は

その日も晃事に火縄銃を撃った G 彼は 2度，フランク銃 (farangi)を撃った。

ワリー・ハーズィンも 1人の男を火縄銃で倒した O 中軍の左翼からはマリク・

アリー・クトニ-Malik 'Ali Qutniがまっ先に梯子に主主り， しばし攻撃に没

頭した O 中軍の隊列では， ムハンマド・アり一・ジヤングジヤング Mul).am-

mad 'Ali Jang-jangとその弟のナウルーズ Naw-ruzは，それぞれ別の梯子

に登って槍や万をふるった O さらに別の梯子にはパーパー・ヤサーウノレ Baba

ya5awulが登り，斧で城壁を倒壊させる事に没頭した。 誌とんどの若党たちも

218aそこでよく進み，無数の矢を (218a)あびせかけて，散が頭を出すのを許さな

かった O さらに若干の若党たちは教の攻撃を全く意に介せず，散の矢や石にほ

重量も眼をくれず，域を倒壊させる事に没頭した O

朝食時， ドースト・ベグの部下たちが掘りすすめていた東北の塔が壊され，

ドースト・ベグの部下たちが敵を逃亡させて塔の上に出た G まさにその時，中

軍の者たちも梯子から城壁の上に出た O 彼与iま中軍を離れて最初に域内に入っ

た G 至高の神の恩愛と豆、寵により，このような堅国鉄壁の域が 2........3恒星時

C 2........ 3時間弱〕の内に征服された O 若党・兵士ら;まその力の摂りをつくした

Q
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のであったO 明々白々たる働きであった O 彼らほ勇者としての名声と高名を獲

得したO

パジャウルの住民は，我々の敵であり，くp.278またイスラーム教徒の敵で

あった>。彼らの反乱・故対は別にしても，部教徒の風習がこの者たちの聞に

はあまねく忠まり，イスラームの名はその諸部族の間で失なわれてしまってい

たO 乙のため，私は彼与を皆殺しにし，女や子供たちを全員措虜にした o (域

の)東傑には戦闘が及iぎなかったため，かなち少数の者たちは東側かち脱出し

た O おおむね3，000人以上の者が処飛された C

域の征販後，私は入城して域内を見廼ったG 城壁の所や，家や街路や小路の

所に無数の死誌がころがっていたO 行ったり来たりする者たちは死体を踏みつ

つ行き来していた O 見廻りからもどると，私たちは〔パジャウノレの)ス jレター

218b ンらの (218b)宮殿に滞留し，パジャウノレ地方をホージャ・カラーンに恵与し

たO 私は援兵として，すぐれた若党たちの内から，多くの者を任命して，タベ

の礼拝時，宿営に帰った O

翌朝(1月8日J，私は出発して，パジャウルの谷のパーパー・カラ Baるa

Qaraの泉の所に下馬したO 残っていた捕虜たちは，ホージャ・カラーンのと

りなしによって，その罪を許し，彼らにその妻や子供たちを返してやり，退去

するのを許した G 捕虜となっていた若干のスノレターンたちゃ首長たちは処刑さ

れた O 私はスルターンたちの言と若干の首を，この勝利の知らせと共にカーブ

Jレに送ったO パダフシャーン，クンドゥズ，パノレフにも，捷報と共にいくつか

の言を送ったO

ユースフ・ザイ族の所から〔使者として〕来ていたシャー・マンスール・ユ

ースフ・ザイ ShahMa勾 urY usuf-za y はこの勝利と皆殺しを目撃したO 私

は彼に誉れの長衣を身につけさせ，ユースフ・ザイ族に対する警告を含む命令

書を書いて渡し，その出発を許した O

9 B火曜日(1月11日J，私はパジャウノレ域の諸重要事に満足すると， 出発

して，乙のパジャウノレの谷の 1キヨノレフ下流の所に下馬し 1つの高みに首の

塔を建てるよう命じたG

10B水曜日(1月12日J，忍ば見廻りのために出発して，パジャウ Jレ誠にお

もむき，ホージャ・カラーンの邸宅で酒宴となった。パジャウル周辺のカーフ

ィルたちがいくつかの革袋に入れたワインを運んで来た O パジャウノレのワイン
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や果物は全て罵辺のカーブィリスターンから来ている。

219a (219a)在、はその夜そこにとどまり，翌朝 C1月13日J，域の塔や塁壁を視

察し，出発して，宿営地に帰った O

翌朝[1月14日J，忍は出発して，ホージャ・ヒズル)[I (Khwaja Khiclr 

rudl) の河畔に下馬したO

そこを発って，チャンダワノレ]J[の河辞iこ下馬した o C任命されていた者たち

に〕パジャウノレ域に向かうようにとの命令が出された O ホージャ・カラーンに

憲 Ctugh)を恵与し，パジャウノレ域ヘ出発させた O

ホージャ・カラーンを出発させた 1""-'2日後，次の小さな詩の断片が私の心

に浮かんだ。忍は書きとめてホージャ・カラーンの所に送ったG

私が友とかわした約束や約定法こんなものではなかったはずなのに O

別離の悲しみが私を噛む一一約束などととしえになかったのだ。

時の流れという抱擁により人はどのようにJむをいやされるのであろうか。

時はついに力ずくで友を友か与ひきはなしてしまったのだ。

ムハッラム男17日水曜B [1月19日)， スノレターン・ヴアイス・サワーディ

ー SultanWays Sa wadiのライヴァルであるスノレターン・アラーゥッ・ディ

ーン・サワーディーが来て私の言Hこ向侯した O

18B木曜日[1月20日〉私たちはパジャウルとチャンダワノレの間にある r11

を狩りした O この山の鹿 (bughumaral) は真黒な色をしている G その呈はま

た5:Plの色をしている G おおむね，ここより下のヒンドゥースターンの農は全身

が真黒である O ζ の8，さらに一羽のみみずく(?) (sanq qush) [r黄色い

鳥」の意〕が捕らえられた O それも黒かった。その日長も黒かった O この日，鷲

が鹿 Ckeyik)を捕えた G 兵士たちの間で穀物がやや不足していた C 立たちは

219bカブラージュ Kahrajの谷に (219b)おもむき，穀物を手に入れた円

金曜日[1月21日L 立たちはサワード〔現在のスワット SwatJのユースフ

・ザイ・アフガーン設の所に向かう目的で出発し，チャンダワル]11とパジャウ

ノレ]11の合流点とパンジュ・クーラJll(Panj-kura SUyl)の関の地点に下馬した G

シャー・マンスール・ユースフ・ザイが若干の珍味と人を酔い心地にさせる 1

つのすばらしい物 (kamali)を持って来た。その 1つのすばらしい物を私は 3

つに分け 1つを忍が食べ 1つをガダーイー・タガーイー Gada'iTagha'し

もう 1つをアブドウツラー・キターブダールが食べた O それ辻驚く;まどの酔い

nu 
oo 



心地をもたらした。夕べの礼拝時にベクYこちが集まった時，怠は会議に出られ

ないほどであった C まことに不思議な品であった O 現在それと同じ種類の品の

1つをまるまる食べつくしても，あの品の半分ほどの酔い心地しか味う事がで

きないのである O

そこを発って，カブラージュの谷とピーシュグラームの谷 (Pishgramda r-

rasl)の入口に近いパンジュ・クーラの前面に下馬した O この宿営地に滞留中

に雪が足首を越えるほどi寄った O 乙のあたりで辻，雪は時々しか降らないよう

であったO 土地の者たち泣驚いていた O 忍はスルターン・ヴアイス・サワーデ

ィーの同意を得て， カフラージュの往民に兵士らが利用する 4，000ハルワーノレ

の穀物を課した O その徴収のためにスルターン・ヴアイスを派遣した O 農民や

山地の住民たちはかつてこれiまどの額を課された事が無かった O 彼ら辻穀物を

納める事ができず，壊滅させられた G

238火曜自 C1月25日L 私はヒンドゥー・ベグに兵を率いさせ，パンジュ

220a ・クーラを攻撃させた o (220a)パンジュ・クーラは白の中腹より上の方にあ

った o 1キヨノレフほど坂を登ちねばならなかった O パンジュ・クーラの村々に

到達するまでに，住民たちは脱出していた C 味方の者たちは若干の家畜類と，

その家々から大量の穀物を取って来た。

翌朝，クチュ・ベグに兵を率いさせ，攻撃におくり出した C

258木曜8(1月27日J，私は兵士与の食糧を獲得する目的でカブラージュ

の谷の内部にあるマーンディーシュの村々 (M加 dishkentlari)に下馬した O

フマーユーンの誕生後，フマーユーンと同腹の何人かの子供ができたがいず

れも死亡した O ヒンダノレ Hindaltま〔デイノレダーノレ・ベギム DildarBegimか

ら〕まだ生まれていなかった O 乙の近辺に滞在中に〔フマーユーンの生母であ

る〕マーヒム Mahlmから手紙が来た O 彼女は「男の子であれ，女の子であれ，

それは私にとって幸運・幸福そのものですG どうか私にお与え下さし'10 私は自

分の子供として育てるつもりですoJと書いていたO

26日金曜自(1月28日J， この宿営地に滞在中に， 私誌ヒンダノレをマーヒム

に与える事にして，手紙を書き， ユースフ・アリー・ワカーブダーノレ Yusuf

'Ali rikab-dar (1)カーブダ-)レ法「あぷみ持ちJJをカーブルへ派遣した O も

っともとンダJレは実際にはまだ生まれていなかった O

<pp. 281-282 事清を説明すると以下の如くである O ユマーユーンと司腹の
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者としては，当時までに，フマーユーンより年下で，他の皆よりも年上の 1人

の男の子が生まれていた O またその他に 3人の女の子が生まれていた O その 1

人がミフルジャーン Mihr-janであるが，皆天遺した G フマーユーンは司腹

の兄弟を非常に欲しがっていた。当時， ディノレダー/レ・アーガーチャ Dildar

Aghachaが身ごもっていた G 私は「どんなだろうね?もしフマーユーンに同
iJ>た

腹の子がいたちj と云ってし可た O お方さま(l).aclrat-iwalida) Cマーヒムユは，

「もしディ jレダ-)レ・アーガーチャが男の子を生んだら，私がもらって育てた

ちどうでしょう j とおっしゃった C 私は「まことに結構だj と答えた O

しばしば婦人たちの間で，男の子だろうか女の子だろうかといって，次のよ

うなまじないの習漬が行なわれていた o 2枚の紙の 1枚に〔男の名である〕ア

ワーないしハサンと書き，もう 1枚に〔女の名である〕ファーティマと書き，

それらを泥の中にうめ込み，それを 1つの器に入った水の中に置く O どちらで

あれ先に祇が姿を現わしたら，それによって生まれて来るの辻男だとか女だと

か云う。つまり男の名を書いた紙が出てくれば男だろうと云い，女の名を書い

た紙が出てくれば女だろうと云うのである O 皆がまじないをした所，男の名が

出て来た O よい前兆であったので，まさにそのために忍たちほ先の手紙を書い

て送ったのであった O その数日後，神は男克をお恵み下さったのである C

誕生の知ちせがとどくより 3日前，皆は，誕生の直後に，その子を生母の所

から有無を云わせず取りあげて，私たちの屋敷に連れて来て育てていた O 誕

生の知らせが各地に送られたのであるが，私たちが誕生の知ちせを受け取った

のは，ちょうどピフラ Bihra(現在の BheraJ征服の時点であったので，それ

を神に祝福された吉兆として，この子はヒンダノレ [Hind-alIヒンド征服心

と名付けられた O この関孫からすれば，彼は私にとって弟でもあり息子でもあ

る事になる>。

乙の同じ宿営地に滞在中に，私はマーンディーシュ地方の，谷の中央にある

1つの高みの上に 1つの大きな基檀を石で造営した O その基壇いっぱいに白

い旅行用のテント (aqoy pish-主hanasl)がはられた C この基檀の石は全て近

習告と兵士らが運んだ。

ユースフ・ザイ・アウガーン族かるマリク・スライマーン・シャ- Malik 

Sulaym忌nShahの子のマワク・シャー・マンス-)レ MalikShah Man糾rが

220b来ていた O 彼は忍に味方する (220b)立場をとっていた C 私立ユースフ・ザイ

つ由。。



部族 (Yusuf-zayulusl)ぞ壊柔するために，彼の援を妻として求めていた。

この宿営地に襟在中に，シャー・マンスー jレの娘とユースフ・ザイの程税とが

とちちへ向っているという 2培報が入ったO 夕べの礼拝時，酒宴が開かれ，それ

にはスノレターン・アラーゥッ・ディーンを招いて列席させ，特別の栄誉の長衣

(切手号akhil'at)を恵与した O

28 E3日曜毘[1月30日J，私たちは出発して， カブラージュの谷を出た所

で下馬した O シャー・マンス-}レの弟ターウース・ハーン・ユースフ・ザイ

Ta'us Khan Y usuf-zayが，前述した兄の娘をこの宿営地に連れて来7こO ピー

スート Bis訟の往民たちがパジャウル域と諸関係をもっていたために，私 iま

この宿営地からユースフ・アリー・プカーウノレを派遣して，ピースートの人々

を出発させてパジャウノレ域へ連れて行かせる事にした C 私はカーブルに残って

いる兵士らにも来るようにという諸命令を書いておくった O

サファJ(.，月 3B金曜日 (2丹4日J，私ばパンジュ・クーラJlIとパジャウノレ

111の合流点に下馬した C

5 E3日曜日 (2月 6日J， 乙の宿営地からパジャウノレにおもむき， ホージャ

.カラーンの館で酒宴が開かれた O

7日火曜B (2月8BJ，ベグたちとディラザーク・アフガーン族の首長た

ちを呼んで相談し，次のように定めた:収穫期もおわろうとしている G 太陽が

魚産にあるのはあと 1~2 日間のみである O 各平地の穀物はすでに全て運び去

られてしまっている O こういう時期に，もし私たちがサワードにおもむけば，

221a兵士らは穀物を克つける事ができず，必ず食糧不足に悩む事になろう o (221a) 

私たちにとって必要な事はアンバーハ jレAnbaharとパーニー・ヤーリ-Pani 

Yali [<p. 282 Pani-Mal> Jの道をとって進み，ハシュナガノレの上流の側でサ

ワードJlIを渡り，ユースフ・ザイ族のサンガル [147b参照)であるマーフー

ラ-Mahuraに対面する平地に滞留しているアフガーン族---ユースフ・ザ

イとムハンマド・ザイ族一ーを急襲する事である O また明年，今年よりも早い

時期，収穫の季節に来て，乙のアフガーン族の事をまず第ーに念頭にのぼらせ

る事が必要であると。

以上の如くに決定して，翌水曜日 [2月 9BJ， 私はス Jレターン・ヴアイス

とスノレターン・アラーゥッ・ディーンに馬と誉れの長衣を恵与し，種々慰めの

言葉と共に退去の許可を与えた O 私は出発して，パジャウノレに面する地点に下
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尽した c 私はシャー・マンスールの娘を，遠征から昂るまで域内に置いた。

翌朝 C2 )j 10日J. 在、は出発してホージャ・ヒズjレ)I [を渡り下馬した。私は

ホージャ・カラーンにこの宿営地から出発する許可を与えた。 fLは疲れはてた

馬と共に余分の軍用品と重い軽重をクマ Jレ道を通ってラムガーンへ送った O

翌朝(2月11日J， 私は出発して，重い軽重とらくだをホージャ・ミーリ・

ミーラーンに率いさせジュノレガトゥ-]urghatuとダノレワーザ Darwaza経由

の道とカラ・クーパ QaraKupa峠を通って進ませた。荘、たち自身は身を軽

くして罵で急行し，アンバーハル峠を越え， <p.283さらにもう 1つの大きな

峠を越えて>午後の礼拝時よち前にパーニー・ヤーリーに下馬した。私はウガ

ン・ベ jレディ Ughan-berdiを数名の者たちと共に情報蒐集のために先行させ

7こO

アフガーン族が私たちの所から近い所にいたので，荘、たちは〔翌日〕早朝に

出発する事をしなかった O 転食時にウガン・ベノレディがもどって来た O 彼は 1

221b人のアフガーン人を捕らえその首を取った o (221b) しかし途中でその首を道

に落とした C 彼は望まれるような正確なf青報をもたるさなかった O 昼になって，

私は出発し，サワードJ11を渡り，午後の礼拝時より以前に下馬したっ就寝時の

礼拝の時刻に出発して，馬を急ぎ走らせた O

〔翌日〕太陽が槍の高さにまで登った時，物見のために派遣していたルスタ

ム・トゥ jレクメニーが. rアフガーン族は気づいて騒ぎになっているの 1国の

アフガーン族が山道を通って進んでいるJという情報をもたるした C 私たちは

これを開くとより急いで進み，攻撃隊を先に分遣した O 彼らは進んで，若干の

アフガーン族を殺し，その首を取り 1自の捕虜と牛と家畜を取って来た。デ

ィラザク・アフガーン族も若干の首を切って持って来た。私たちは引返してカ

ートラーング Katlangの近郊に下馬した O ホージャ・ミーリ・ミーラーンが

率いて進んで来ていた家族たちに向け道案内人を送り，マカーム Maqam !こ

来て忍たちに合流させる事にした。

翌朝 [2月14BJ.私は出発して，カートラーングとマカームの関の地点に

下馬した C シャー・マンスーノレの記下の者が来た G 私はホスヨー・シャー・キ

ュケ jレダシュとアフマディー・パルワーナチを 1団の者だちと共に家哀の方に

向け派遣した O

14日火曜f3 (2月15日J，マカームに下馬した時，家族が到着して合流した。

-184-



との30---40年の間ピシャフパーズ・カランダノレ Shahb孟zqalandarという 1人

の異端がいたと云う O ユースフ・ザイの 1群の人々とディラザークの 1詳の人

々を異端にしたのはまさにこの人物であったと云われる O マカームの山の111鼻

222aの所に 1つのやや抵い詞が (222a) ある。全面，平野を見おろし，まことにす

ばちしく，広々と挑望のひらけた間である G シャフパーズ・カランダルの墓が

そこにあったO 私はそこを訪れてよく眺めた。私はふと，このようなすばらし

い環境の場所に異端のカランダル教徒の墓があるというのは何ともすすめられ

た事ではないと考えた O そこで私は墓を破壊して平らにするように命じた O ま

乙とに快適な気持のよい場所であったので，忍7こち法マージューン (ma'jun)

〔ある種の酪菌作用を起こす練薬 O 麻薬の 1種〕を口にしていっ時そこに滞在

したO

忍がパジャウノレから引返した時にはピフラに向かうつもりで引返したのであ

った O 在たちはカーブノレに来て以来，常にヒンドゥースターン遠征を考えて

いた O しかしいくつかの障害のために実現できないでいたO 怠たちがパジャ

ウル遠征に出てすでに 3---4カ月が経過していたが.兵士らには考えていたほ

どの戦利品がなお得られないままであった O ヒンドゥースターンの国境 (sar

hadd)のビフラが近かったため，ふと私は，ただちに軽装績で侵入すれば兵

士らに何かが得られるのではなかろうかと考えたのである O

この考えによって引返し，アフガーン族を撃った後，マカームに下馬した持，

若干の私の為を思ってくれる者たちが次のように上奏した Iヒンドゥースタ

ーンに侵入するなちば，しっかりと足元を酉めて侵入しなければなりませんC

若干の兵士らはカーブルに残っておちます。 1群のすぐれた若党たちをノてジャ

ウjレに駐留させておられますO さらに馬が疲労したため多くの兵がラムガーン

に帰っております。ここに来ている者たちの馬も疲れきっており，とても 1日

駆け続けるだけの力が残っておりませんj とG 彼らの云う事はもっともであっ

たが，すでに私はビフラに向っていたために，彼らの考えを無視して，翌朝

222b C 2月168J(222b)出発して，スインド ]I[ CインダスJI[Jの渡しに向った。

忍はいかだ係のミーノレ・ムハンマド MirMuhammad jala-banをその兄弟と

共に，さ与に彼らに若干の若党らを加えて，スインド}I[の上流下流の渡河地点

を謂べるために派遣したO

キャンプ (ordu)をJflの方向へ向わせた後， 主ムはサワーティー Sawati--
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カノレグ・ハーナ Karg-khana [r患のすみかjの意〕とも呼iまれる一一方面ヘ

皐狩りに出かけた C 数頭の犀が現れた。しかし森が深く，皐は森かち出なかっ

た。 1頭の仔を連れた犀が平震に出て急いで逃げた O 多数の矢をあびせた C 森

が近かった G 犀は森に逃げ、こんだ。森に火が放たれた O しかしその犀は見つか

らなかった c もう 1頭の仔犀が火に焼かれ手足をばたつかせて横たわっていたO

喉をかき切って，皆それぞれ小量ずつの分前を得た O 私たちはサワーティーか

ら引返し，ずいぶんとさまよった末に，就寝時の礼拝の時亥Ij~こ宿営地に到達し

た。渡河地点を謁べるために出かけていた者たちも調べて帰って来たョ

翌<p.2851613 >木曜巨 [2月17日J.私ば馬， らくだ，騒重と共に渡河地
点で渡汚した O オノレドゥ商人 (ordubaz孟ri)と歩兵とろばをし 1かだで渡らせ

た。この日，荘、たちが渡河地点の所にいた時，ニーラーブの人々 (Nil-abilar)

が来て 1頭の甲胃をつけた馬と 300シヤールヒー (shahrukhi)銀貨を献上

して私に会った。全員が渡河すると，その日の正午の礼拝時，私たちは出発し

て，夜の初更の時刻になるまで進み，カチャコト Kachakot}IIの近くに下馬

した。

翌朝 [2月18日〕そこを発ち，カチャコト)11を渡り，正午がめぐって来ると

223aサングダキ Sangdaki峠を越えて (223a) 下馬した O サイイド・カースィム
しんがり

・イシク・アーガーは毅をつとめていた O 後iまあとをつけて来たグジュール人

(Gujur1ar)を捕え，何人かの首を取って持って来たG

翌早朝 [2月四日〉サングダキを発ち，おそく正午の礼拝時にスーハーンJ1I 

(Suhan SUyl)を渡って下馬した O オノレドゥの後方の者たちは夜半に至るまで

到着し続けた G まことに長い行程であった O 馬が弱まり疲れ切っていた時なの

で大変な苦労であった C 多くの馬が落伍した O

ピフラの 7キヨノレフ北方に 1つの山〔現在のソーノレト山系〕がある G この

rJJの事を〔シャラフッ・ディーン・ヤズディーの著したJif勝利の書Jl~afar­

namaとか若干の書物にはジュードrl-lKuh-i Judと記している O はじめはど

うしてそう呼ばれるのかわからなかった O しかし後に判明した O すなわち，こ

のLU'こは父万の先祖を同じくする 2つの部族民が住んでいた Q 人々はその 1つ

をジュードとE子び， もう 1つをジャンジューハ Janjuha と[l手んでいた。 これ

るの者たちは吉くからこの山とニーラープ・ピラフ間にいる諸部族諸部民の支

配者・統治者 (hakimwa farm孟n-rawa)であり続けていた。 しかしその支配
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は友人的な兄弟的な支記であった O 彼らが望むだけ何でも徴収できるわけでは

なかったG ある蓮の税 (kesim)のように，古くからあらゆるものについて取

り決められていた O この人々の取り分と，かの人々の供出分は，この取り決め

を越える事も，またそれに欠ける事も無かった C その取り決めは以下の如くで

あった 1組の牛につき 1シャーノレヒーを納める O 家長は 7シャーノレヒーを納

める G 軍役にも従う O

ジュードもジャンジューハもそれぞれいくつかの分族 (shu'ba) に分かれて

いる O ピフラかち 7キヨノレフの所にあるこの山はカシュミーノレの山々一一一ヒン

223b ドゥー・クシュ山張はこの (223b)山々に連なる山脈である一一ーかち分岐して

西南の万角に延び，ディーンコトの麓の所でスインド)1¥でおわっている O この

由の半分の部分にジュードがおり，他の半分にジャンジューハがいる O 人々は

この山を，ジュードとの関孫から，ジュード山と呼んでいるのである O

これちの者たちの内 1人の皆に尊敬された有力者がラーイ (ray) と呼ば

れている O その地の彼の弟や息子たちはマリク (malik) と呼ばれる G このジ

ャンジューハ〔の長〕はランガノレ・ハーン LangarKhan の母方のおじに当

たる O スーハーン)IIの近辺にいる諸部族諸部民の支配者の名はマリク・ハスト

Malik Hastであった。彼の本来の名はアサド Asadである C ヒンドゥスター

ン人たちはこのような短母吾〔“a"Jを時々はぶいて発者する C 例えばハノミノレ

(khabar)をハブノレ (khabr) と云うように， アサド (Asad)をアスド (Asd)

と云っている O それがやがてハスト (Hast) となったのである O

私たちほジャンジューハに下馬するとただちにランガル・ハーンをマリク・

ハストに向け派遣した O 彼は急いで行って，マリク・ハストに私たちの与える

恩恵・擾遇に対する期待をいだかせ，就寝時の礼拝の時刻に彼を連れて来たG

彼は I頭の甲胃つきの馬を献上品として持参し私の前に伺侯した O 彼iま22-..23

歳であったであろう C

とれらの者たちのいろいろの家畜が私たちの宿営地の周囲や近くに多数い

た。私は常にとンドゥスターン征販の事を考えていた O このいくつかの諸地方，

すなわちピフラ，フーシャーブ Khush-孟b，チャーナープ Chanab，チニーオ

トChiniotはかつてしばしトルコ人の支配下にあったむそのため私たちはこ

れらの諸地方をあたかも私たちの支配下にある国であるかの如くに思い描いて

いた。私たちは力ずくであれ話合いによってであれ，これらの諸地方を私たち
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の支配下に置く事を確告していた O このためこの山の住民たちと友好的な関係
なんぴと

224aを結んでおく事が必要不可欠であった o (224a)そとで「何人といえどもとれ

らの者たちの家畜はもとよりの事，なわの端，折れた針にすら損場を与えでは

ならぬ」という命令が出された O

翌朝 (2月20日J，私たちはそこを発って， 正午の礼拝時にカ jレダ・カハ-

jレKalda-kaharに着いて下馬した G その毘盟や近辺には多くの穀物蝿があっ

た。乙のカノレダ・カハー jレはすばるしい土地である G ピフラから10キヨノレフの

所，ジュード山の山中に平地があり，こり平地の中央ピ 1つの大きな期がある O

その局自の山々からの雨水が集め iられてこの湖を形成している O 周囲は 3キヨ

ノレフに近い O その北にはよい牧地があち，西の山麓に泉がある O この泉の水源、

は，この泉を見おろす高地iとある。適当な土地であったので，忍は庭冨を造っ

た。それは 7清浄冨JBagh --i !?afa'と呼iまれている O 後に説明するように，き

わめて快適な気持のよい場所である O

翌早朝(2月21日j，私はカ jレダ・カハー jレを出発した O ハムタートゥ-

Hamtatu峠の頂上で，若干のその土地の住民たちが粗末な献上品を持って来

て私の前に荷侯した O 私はこの人々をアブドウツ・ラヒーム・シガーウノレ

'Abd al-Ral)im shighawul Cシガーウルは「客の随伴役JJに加えビフラ方面

へ派遣した O それはどフラの住民をJ懐柔して「この方面の諸地方は古くからト

ルコ人乙所有されてきた。心配・不安にかちれて人々を破滅させぬよう気をつ

けよ G 私たちはこの地方と住民に親近感をいだいている O 事色支~Hこ略奪・劫奪し

たりする事は無いj と伝えさせるためであった。

224b 朝食時，忍は峠の麓に下馬して， (224初ク Jレバーン・チャルヒ-Qurban 

Charkhi，アブドウノレ・ムノレーク・ハスティ-'Abd al-Muluk Hastiに率い

られた 7..........8人を前方へ清報を得るために派遣した Q 前方へ行っていた者た

ちの内， マフディー・ホージャの子ミーノレ・ムハンマド MirMul)ammad-i 

Mahdi Kh wajaが 1人の男を連れて来7こO この程，アフガーン族の首長たち

の内，何人かが献上品をたずさえて到着し志の前に伺摸した O 忍は彼らをラン

ガル・ハーンにつけてピフラの人々を懐柔する目的でビフラの住民に向け派遣

したO

峠を越え森を出ると，在、たちは右翼・左翼・中軍の隊列を整えてビフラ )J面

へと進軍した O 私たちがピフラの近くに到達した時，ダウラト・ハーン・ユー
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スフ・ハイル DawlatKhan Yusuf-khayIの子アワー・ハーン‘AliKhanの

家臣の 1人である，スィクトゥー Siktuの息子のディーワ・ヒンドゥ-Diwa 

Hinduが，ビフラの貴人ち (arbablar) と共に来て 1頭の馬を献上して私の

前に儒侯した。王午の礼拝時になって，私たちはピフラの住民iこ損害・損傷を

与える事無く，ビフラ東方のパハト Bahat]11 C現在の Jhelum)11]の河畔に

ある 1つの姐に下馬した G

ティムール・ベグがとンドゥスターンに侵入し帰国して以来，この地の若干

の諸地方，すなわちピフラ，フーシャーブ，チャーナーブ，チニーオトはティ

ム-}レ・ベグの子孫たちゃ家臣・従臣たちの支配下にあった O シャー・ノレフ・

ミーノレザーの孫ソユノレガトミシュ・ミーノレザー Soyurghatmlsh Mirzaの子の

スルターン・マスウード・ミ-}レザー SultanMas'ud Mirza -一一当時カーブ

ノレとザーブルの支配権 (iyalatwa与ukumat)を掌握していたためにスノレター

ン・マスウード・カーブリーと呼ばれていたーーが取りたてて昇進させた者た

ちの内の 1人であるミール・アワー・ベグ Mir'Ali Begの怠子たち，すなわ

225aちパーパーイ・カーブワー， ダノレヤー・ハーン DaryaKhan， (225a)アノマー

ク・ハーン Ap孟qKhan --後にはガーズィー・ハーン GhaziKhanと呼ば

れていた一一ーが，スノレターン・マスウード・ミ-}レザーとその子アワー・ア

スガノレ・ミーノレザ-'Ali A~ghar Mirzaの残後， その権力で以って， カーブ

ノレ，ザーブル，それに前述のとンドゥスターンの諸地方・諸地区 (wilayatwa 

pergene)を支配していた G

スノレターン・アブー・サーイード・ミ-}レザーの時代に， カーブ jレとガズ

ニーはこれらの者たちの支配下かち離れた O しかしヒンドゥースターンの諸

地方は彼らの支配下にあった o 910年，私がカーブノレにはじめて来た年， 私た

ちがヒンドゥスターンに浸入する目的でハイパル峠を越えてプルシャーウール

Pursh丞wurCプノレシャーワル;ペシャワル〕に到着した時，パーキー・チャガ

ーニーヤーニーが強弁したために，私たち誌下のパンガシュの方面，つまりコ

ハトに進み， 多くのアフガーン人の住地 (Afghanistan)を攻略し，パヌーと

ダシュトを攻撃・略奪して， ドゥキーを経て帰還した O

その持，ビフラ，フーシャーブ，チャーナーブの支配権はミーノレ・アリーの

孫ガーズィー・ハーンの子のサイイド・アワー・ハーン Sayyid'Ali-Khanが

握っていた O 彼は〔ローディ一朝の〕イスカンダ jレ・バブルーノレ Iskandar

-189ー



Bahlulの名でフトゥパを読み，イスカンダノレに臣従していた O 彼は私が軍を

率いて来た事に不安を感じ，ビフラを捨ててパハト)11を渡り，ビフラの村々の

1つであるシールコト Shirkot こ註屯してそのj色を自めていた。 1""-"2年後，

私たちが京国で，サイイド・アワー・ハーンとアフガーン族は不和となった。

彼はこのため心配・不安に駆られて，これらの諸地方をタータール・ハーン・

ユースフ・ハイノレ TatarKh孟nYusuf-khaylの子ダウラト・ハーンに引渡し

た。 このダウラト・ハーンは，その時代のラーホー jレLahむの支配者であっ

225bたo (225b)ダウラト・ハーンはビフラを長男のアリー・ハーンに与えた。そ

の結果，この当時，ピフラばアワー・ハーンの支配下にあった。

ダウラト・ハーンの父タータール・ハーンは，ヒンドゥースターンに出撃し

て支配者となり，パフルー jレを君主 (padishah) にいただし 1た 6""-"7人の首長

(sardar)たちの 1人であったりスィフワンド SihrindとサトルジュJl!(Satluj 

Daryasl) C現在のSutlej}I [Jの北にある諸地方は全てこのターターノレ・ハーン

の支配下にあった C これらの諸地方の総収入は 3クロー jレ (kror) C英領イン

ドでは croreJ以上であった O タータール・ハーンの死後， cローディ一朝の〕
スルターン・スカンダノレはその君臨した諸地}Tをタータール・ハーンの子孫た

ちから奪った O 私がカーブノレ地方に来た年の 1""-"2年前，スカンダノレはただ

ラーホーノレ 1カ所のみをダウラト・ハーンに与えていた O

翌朝 [2月22日J.私は若干の適当な地域に向け攻撃款を派遣したりこの
日，忍はピフラを見てまわった。この日，サングノレ・ハーン・ジャンジューハ

Sangur Khan Janjuhaが到着し，馬を献上して私の前に荷侯した O

くp.289 22日>水曜司[2月23日J，私はどフラの有力者たちと有力商人た

ちを呼んで， 40万シヤール己ーを生命財産保証金 (mal-iaman) として定め，

徴収入たちを任命した O 再び出かけて見物してまわり，舟に乗ってマージュー

ンを味わった O ビフラとフーシャーブにいるパルーチ Baluch族に向け，私は

ハイダjレ・アラムダール草aydar為lamd忌r[アラムダ-Jレは「旗手JJを派遣

していた。

木曜f3[2月24BJ朝，パルーチ族は 1頭のアーモンドの花の色をした俊民

を献上して私の前に伺候した G 兵士らがどフラの住民に対して乱暴猿籍を韻い

226aているという報告がなされた o (226a)私は人を派遣し，乱暴を動いた者たち

の若干の者を処刑し，若干の者の鼻をそいでオルドゥをまわらせた。
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金曜B (2月25日Jt フーシャーブから上奏文が到着した O 私はシャー・シ

ュジャー・アノレグンの子のシャー・ハサンをフーシャープにおもむくために任

命した G

<p.289 25日>土曜日 (2足26日J，私はシャー・ハサンをフーシャーブに

派遣した。

E曜B (2月27日Jt 一面水び、たしとなるiまどの大雨が降った G ピフラとオ

ノレドゥが滞留している諸庭園の間にはかなり小さな塩気のある]I!が流れていた O

正午の礼拝時までにそこはまるで大汚のようになった O ビフラの近くでは 1

カ所の，ティールゲズ矢のとぷ距離ほどの福のある場所しか渡れる所が無かっ

たO 皆は馬を泳がせて渡った o 2つの礼拝の間の時刻〔午後]に私は流れ込ん

で来る水流を見るために出かけた O 猛烈な雨や嵐のため，再びもどってオノレド

ゥに婦りつく事ができるか心配になるほどであった o 2つの礼拝の聞の時刻に，

私はその流れ込んで来る水流を馬を泳がせて渡った O 兵士与も大いに不安にな

った O ほとんどの者はテントや重い荷物を霊いたまま，人馬の甲胃や武器を肩

にかついで，馬を裸馬にして泳がせて渡った O 平地は<p.290ほとんど全て水

乙おおわれていた O

翌朝(2丹28日J，JI!から舟を>運んで来て， ほとんどの兵士らのテントや

荷物を舟で渡した O 正午近くにクチュ・ベグの部下が 1シャルイーほど流れの

下手の方乙行って渡れる場所を見つけた O 残っていた者たちはそこで渡った G

私たちはジャハーン・ヌマ-Jahan-num丞と呼ばれているビフラ城の域内に

226b (226b) 1日留まったっ

火曜B(3月 1日〕の朝，私は出発して，雨と洪水を警戒してピフラの北方

にある高地の上に下馬した O 合意されていた現金の支払いが遅延していた o 4 

地区 (sar-kar) に分け，ベク、子こちに対し，努力して事に結着をつけるように

と命じた o 1つの地区にハリーファを任命し，もう 1つの地E互にクチュを，別

の 1地区にドースト・ナースィノレを，さらにもう 1つの地区にサイイド・カー

スィムとムヒップ・アワーを任命した O かつてトルコ人が君臨していた諸地方

を私たちほ私たち自身のものと思い描いていたため，私たちは略奪・劫奪をし

ていなかった O 常に人びとは「もし和平交渉のために使者がおもむいても， ト

ルコ人に支配されていた諸地方に行く場合は問題を起こされるような心配は絶

対に無い」と云っていた。
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ラビーゥル・アッヴァル月 1日木曜日 (1519年 3月 3日〉 このため私たち

はムッラー・ムノレシド MullaMurshidをスノレターン・イブラ一ヒ一lムλSul辻ltφ忌n1 

I白br凶al包1託im

ヒンドの王権は乙の人物の手中に移つていた一一に向けての使者に在命し 1

羽の大震を送って，かつてトルコ人に従属していた諸地方を要求した。私はム

ッラー・ムルシドにダウラト・ハーンとスノレターン・イブラーヒームあての書

状を託し，口づナこえにすべき事柄も話して，彼を出発させた O

これらのヒンドゥスターンの J人び、と，特にアフガーン族与は驚く誌ど理矢口・

理性か与ほど遠く，また正しい判断や意見からかけ離れた人びとであったらし

いO 彼らは，敵となって進軍したり障を毘めたりする事もできず，我々の味方

227aとなって，それ;こふさわしく (227a)身を処する事も知らなかった O ダウラト

・ハーンは，おもむいた私たちの側の者を数日間手元に留め，自ら会う事もせ

ず¥またイブラーヒームの所に向わせる事もしなかったっ数カ月後に，おもむ

いた私たちの側の者は全く返答を寄られぬままにカーブjレへと帰着した O

2 13金曜昌 (3月 4日J，歩兵のシャイパク Shaybaqpiyada と歩兵のダノレ

ヴィシュ・アワー Darwish'Ali piyada --彼は，現在，火縄銃の射手であ

る一ーがカーブルからいくつかの報告をもたらして来て，ヒンダノレの誕生を伝

えた O ヒンドを征服している時にこの知らせがとどいたので，私は吉兆と考え

て，ヒンダノレ (fヒンド征服JJと名付けたっカンパル・ベグもパノレフから〔バ

ディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーの子〕ムハンマド・ザマーン・ミーノレザー

の上奏をもたらした。

翌朝 [3月 5日J，会議の散会後，私は見物に出かけ，舟に乗ってアラク

'ara司〔蒸溜酒の 1種〕を飲んだ G 酒宴の参加者辻ホージャ・ドーストリ¥ー

ワンド，ホスヨー， ミーリーム， ミーノレザー・クザー，ムハンマディー，アフ

マディー， ガダーイー， ヌーマーン Nu'm丞n， ランガノレ・ハーン， ルーフ・

ダムRul).-dam，カースィム・アワー・タリヤーキ-Qasim 正Alitariyalζi [タ

ワヤーキーは「亜片常用者一J，ユースフ・アリ-Yusuf 'Ali，テングリ・ク

ワ-TεngriQuliであった G 船首の方に船室 (talar) があり，そのとが平ちで

あった O 私は数人の者たちと共にここに坐っていたっまた別の数人は船室のま

部の所に坐っていた。船尾の方にも坐れる場所があったっムハンマディー，ガ

ダーイー，ヌーマーンがそこに坐っていた心弘は午後の礼拝時に至るまでアラ
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クを飲んでいた G アラクのまずきに嫌気がきして，私たちは舟のこちら倒にい

る者たちと意見一致してマージューン〔麻薬の 1蓮〕を服する事にした O 舟の

227b向う端にいる者たちは，私たちがマージューンを寂用している事に (227b)気

づかず，アラクを欽んでいた G

就寝の礼拝の時刻に私たちは舟の所を発って，おそく宿営地に帰った O ムハ

ンマディーとガダーイーは私がアラクを欽んでいたと考えて， rちゃんとお仕

えしよう」といって，アラクのつぼを馬上で交代で持ち上げながら，すこぶる

御気嫌で入って来た O 彼ちは「こんな真暗な夜に，私たちはつぼを交代で持ち

上げながら来たのです」と云っていた C やがて彼らは，別の宴も始まっていて

酔い心地も別である事，ある人びとはマージューンに酔い，ある人びとは酒に

酔っていた事を知った C マージューン・パーティーと酒宴とは，同時にはうま

くゆかぬのが営であったので，彼ら辻非常に困惑した C 私は「宴をぷちこわす

な。アラクを欽みたい者にはアラクを飲ませよ C マージューンをやりたい者に

はマージューンをやるせよ O 誰もお互いに嫌な事を云いあわぬようにさせよj

と云った O 若干の者たちはアラクを欽み，若干の者たちはマージューンを殺し

た O いっ時，礼儀正しい宴が続いた O

コブーズ (qobuz) [弦楽器の 1種〕奏者のパーパー・ジャーン BabaJanが

宴ど参加していなかった O 忍たちは白いテントに着いた時に彼を呼んだ。彼

はアラクを所望した G 忍たちはタノレディ・ムハンマド・キプチャク Tardl

Mul)ammad Qipchaqをも招き，活に酔った者たちと共に談笑した G マージ

ューンの宴会とアラクやワインの宴会とは決して同時にはうまくゆかぬもので

あったので，語lこ酔った者たちが丞ちらこちちから云うべきでない事を云い始

めた。 彼らが悪し様に口にしている事は，ほとんどマージューンやマージュー

ンをやっている者たちに対するものであった。パーパー・ジャーンも酒に酔っ

ていろいろとひどい事をロにした O 酔った者たちはタノレディ・ムハンマドiこも，

なみなみと注いだ大盃を次々に与え，わずかの自に酔いつぶれさせた O 私たち

228aがどんなに何とかしようとしても， (228a) もはや収拾がつかなかった O 産は

非常にしつこくなった O 会は味気ないものとなり，皆それぞれの方向へと散っ

て行った O

5罰月曜日 (3月7日J，私はビフラ地方 (Bihrawilaya tI)をヒンドゥー・

ベグに与えた。
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火曜日 (3月8日J，チャーナープ地方 (Chanabwilayat1)をフサイン・イ

グレク草usayn 19rak ~と恵与し， フサイン・イグレクとチャーナーブの人び

とを出発させた G ζの時 cガーズィー・ハーンの子〉サイイド・アリー・ハ
ーン [225a参照〕のマヌーチフル・ハーン ManuchihrKhan という名の怠

かる

子が到着して私の前に荷侯した O 彼は，以前に忍達を支持しようと，上の道を

通って来る途中でターターノレ・カカル T丞t孟rKakar に出くわした。ターター

ノレは彼を行かせず手元に置き，その娘を与えて婿にした。彼はしばしそこに居

たのであった O

ニーラーブとどフラの山々の詣には，ジュードとジャンジューハの人びとの

他に，カシュミーノレの山々に隣接してジャト Jat，グジューノレ Gujむそれに

その諸部族に属する多くの人びとがおり， d!のス 2ープの各突起部や各丘に

村々を形成して住んでいた O これらの者たちの支配者・有力者がカカノレ部族

(Kakar qabilasl)であった。これらの者たちの支記の仕方もジュードやジャ

ンジューハのやり方 (223a参照〕と同様であった G 当時， この山麓地帯に住

む人びとの支配権辻同じ父系に属するタータール・カカノレとハーティー・カカ

ノレ HatiKakarの手中に握られていた。後ら;ま父系のいとこ毘志であった O

この者たちの要害の地は水流にえぐられた谷(孟bkand)や渓谷にあった O タ

ーターノレのいる場所の名はパラーラ Paralaであった G そこは雪をいただく山

228b々よりずっと下方であった O ハーティーの地方は山に接していた。 (228b)彼

はパーブー・ハーン・ピースート BabuKh邑nBisutに属したカーランジャノレ

Ka1anjarをも自分の宗主権下に入らせていた。

ターターノレ・カカル法ダウラト・ハーンを重んじ， ~まとんど全面的に服従し

ていた O 彼;まハーティーを重んじていなかった O 敵対・抗敵の立場をとってい

た。タータールはヒンドゥースターンのベクボたちとの約束・合意にもとづいて

やって来て，やや遠まきにハーティーを包毘した形で駐屯していたO 私たちが

ビフラにいた了度乙の時期，ハーティーはくp.293狩りに出かけるという>口

実で気づかれぬままにタータール・ハーンのもとにおもむき，ターターノレ・ハ

ーンを殺してその領地・家族・財産を奪った O

正午の礼拝時，私は散策に出かけ，舟に乗ってアラクを飲んだ。 酒宴に出席

したのはドースト・ベグ，ミールザー・クリー，アフマディー，ガダーイー，

ムハンマド・アワー・ジヤング・ジヤング，アサス 'Asas， ウガン・ベノレデ

泊
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ィ・モグーノレであった O 楽部はルーフ・ダム，パーパー・ジャーン，カースィ

ム・アワー，ユースフ・アリー，テングリ・クワー，アブ jレ・カースィム，ラ

マザーン・ノレーザ RamaclanLuliがいた G 私ほ就寝の礼拝の時刻まで飲み

続け，その時刻に，酪町の状態で船をおりて上馬し，だいまつを手に，河畔を

通って宿営地まで，馬のあちち乙ちらと頬きながら馬をとばして来7こC 私は驚

くiまど酔っていたのであろう O 翌朝，皆が，私が乙のようにたいまつを手に宿

営地まで馬をとほして来た事を説明してくれたが，弘法それを全く記2臆してい

なかった C 宿舎に到着すると私は大いに吐いた C

金曜日[3月11日J，怠は散策に出かけ，舟でJIlを渡った O 向う岸の琵匿や

花や砂糖畑を楽しみ，つるべや水車を見物し，水をくみ出すやり方を質問した。

229a (229a) というより私たちは何度も何度も水をくみ出した O 散策中i乙私iまマー

ジューンを服用した O そこかちもどって舟に乗りこんだ。私はマヌーチフノレ・

ハーンにもマージューンを与えていた O 彼はすっかり出来あがってしまい 2

人の男が腕で支えて立たせていたほどであった O 私ばしばらく川の中央詑錯を

おろして留まっていた G それからずっと川下へ進んだ G しばらくして，再び舟

を)11上にもどした O 私たちはその夜は舟上で眠り，あけぼの近くに宿営地に帰

っ7こO

ラピーウル・アッヴァル月10日土曜日 [3月12日J，太陽は白羊宮に移った。

この日，正午の礼拝時，私たちは散策のために馬で出発し，舟に乗ってアラク

を飲んだG 宴に出席したのはホージャ・ドースト・ハーワンド，ドースト・ベ

グ，ミーリーム，ミ-)レザー・クワー，ムハンマディー，アフマディー，ユー

ヌス・アワー，ムハンマド・アリー・ジヤング・ジヤング，ガダーイー・タガ

ーイー， ミ-)レ・ホノレド MirKhurd，アサスであった O 楽師はJレーフ・ダム，

ノぐーノぐー・ジャーン，カースィム，ユースフ・アリー，テングリ・クワー，ラ

マザーンであった O 私たちは支流に入り，しばちく下流へと進み，おそく宿営

土也に帰った O

乙の日，シャー・ハサンがフーシャーブから到着した [226a参照Jo私は使

者〔シャー・ハサン〕を派遣し，古よりトルコ人に服属していた諸地方を要求

し，和平の提案をしていた O 課した現金も忍たちの手ピ入った o

春がかなり近づいていた O 私は〔ピフラ地方を与えていた〕とンドゥー・

ベグの補強のためにシャー・ムハンマド・ムフルダーノレ ShahMul:mmmad 
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muhrdarとその弟ドースト・ムフノレダーノレ Dostm uhrdar， さらに若干の適

229b当な若党たちを任命し，各人にその地位にふさわしい (229b)俸禄 (wajh-i

istiqamat)を定めた O 私は乙の遠征の主張者・教唆者であったランガノレ・ハー

ンにフーシャーブを恵与し，議 (tugh)を与え，彼をもヒンドゥー・ベグの補

強に任命した。さらにどフラにいるトルコ人やその土地の兵士らの律禄・俸拾

を増額し，ヒンドゥー・ベグの補強に任命したっその内の 1人は，先にその

名をあげたマヌーチフル・ハーンであった O 別の 1人は，マヌーチフノレ・ハー

ンの一族であるナザノレ・アワー・トゥルク Na写ar'Ali Turkであった C また

サンガノレ・ハーン・ジャンジューハとマリク・ハスト・ジャンジューハであっ

7こO

ラピーウル・アヴヴァル月11日旦曜B [3月13日〉，その地方の諸事を，平

和の期待をいただきつつ何とか落着させて，在、たちはビフラを発ってカーブル

への帰還の途についた O カノレダ・カハ-)レに到着して下馬した C その日も大雨

が降った G 雨合羽をつけていてもつけていなくても効果は同じであった G 宿営

地には人びとがおそく就寝の礼拝の時刻まで到着し続けた O

この地方や国のすぜらしさを知っている者たち，特にカカノレの古くかちの仇

敵であったジャンジューハの者たちが「ハーティー・カカ jレはこの語ずっと悪

者でした O 彼は道をふさぎ，人びとを破滅させています。このあたりから去ら

せるか，あるし 1はしかるべき慾罰を加える必要がありますj と云ってきた。

翌朝 [3月14日-'， 私はこれに同意して， ホージャ・ミーリ・ミーラーンと

ミーリム・ナースィノレをオルドゥの責任者に任命し，大朝食 (ulughchasht) 

〔午前10時以降にとられる朝食)の時刻に宿営地を離れ，ハーティー・カカル

一一一彼はその数日前，タータールを殺し，その領土主であったパラーラを占領し，

230aパラーラにいた。すでに述べた [228b参照〕如くである一一ーに向け (230a)急

行した O 立たちは，午後の礼拝時に下馬して，馬に飼料を与え，就寝の礼拝の

時期jにそこを発った C 道案内人ほマリク・ハストの家臣でサロパ-Sar-u-pa 

という名のグジュー jレ族の者であった C 夜，道を見失い，立たちは曙近くにな

って下馬した O 私:土ベグ・ムハンマド・モグ-)レ BegMuhammad Moghul 

を宿営地に引返させたっ私は曙と共に出発した。朝食の時刻に，私たちは甲

胃をつけ， スピードをあげて進んだo 1シャノレイ一手前の所で，パラーラの

<p.295軍勢が見えた O 私は突撃を許可した C 右翼はパラーラの>東方へと進
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んだ。私は右翼のクチュ・ベグを，右翼の後万に援軍としておくった O 左翼と

中軍の兵はパラーラめがけてまっすぐに進んだ。私はドースト・ベグを，パラ

ーラに向った左翼の者たちの後方に援軍としておくった O

パラーラは峡谷の間にあった o 2つの道があった o 1道は，私たちが利用

した道であるが，東南の峡谷の頂上を通っていた O その南側は水流が切りこ

んでできた挟谷であった O パラーラより半キヨノレフ手前かち，道はその出口

(darwaza) に到達するまでに 4'""'5カ所で再開が谷をなす人ひとりしか通れ

ぬ狭い道になっていて，ティーノレゲズ矢の 1射程箆離iまどの毘 1列になって

進まねばならなかった O 別の 1道は西北から来て 1つの狭い谷の内部を通っ

てパラーラに出る G この道も人ひとりしか通れぬ狭い道である O 他にはどの方

向からも来る道江無い G パラーラには城壁も胸壁も無いが，攻略できる所もま

230bた無い O その周囲は7・8，""，10カノレの高さの (230b)切りたった谷である O

私の側の前進した左翼の兵士らは塩路を抜けて出口へと押し進んだG ハーテ

ィーはお，""，40人ほどの騎馬の甲雪・馬甲をつけた者たちと多数の歩兵と共に

攻撃隊をあっという需に退却させた O 補強軍として攻撃隊の後方にいたドース

ト・ベグは，敵の所につくとよく奪戦し，多くの者を落馬させ，敵iこ打ちかか

った O その近辺で勇猛さを以って聞こえていたハーティー・カカ jレはしばし戦

ったが，どうする事もできず逃走した O 彼は，この陸路の所では支える事がで

きず域に入ったが，域を酉める事もできなかった O 攻撃隊がそのすぐ後から域

内に進入した G 彼らはこのパラーラ域の臨路や谷を通って西北の方面から殺到

した G ハーティーは軽装で脱出した O ドースト・ベグはここでもよい働きをし

た。褒賞 (juldu) はドースト・ベグの名i乙対して行なわれた G

その間，私はパラーラ誠に入り，タータールの居館に下馬した O 私が攻撃の

許可を与えた際，私と共に留まるようにと決められていた者たちの内の若干の

者が〔勝手に)攻撃に参加していた G 乙の行為の罰として，それ告の者たちの

内のアミーン・ムハンマド・タルハン・ア jレグン AminMubammad Tarkhan 

Arghunとカラチャ Qarachaをオノレドゥに向け， あてもない砂漠・荒野を通

っておもむかせた o {皮 iろにはサロパーという名のグジュール人を道案内人とし

てつけた。

翌朝 [3月16日J，私は酉北の谷を還って行って娼の所に下馬した O ワワー

・ハザーナチに若干の若党たちを加えオノレドゥに向け派遣した O
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158木曜日 [3月17日]，忍ばスーハーン河畔にあるアンダラーパ Andaraba

231aに下馬した o (231a) このアンダラーパ域ほ古くかろマワク・ハストの父親に

所罵していたという C ハーティー・カカノレがハストの父親を殺した後荒慶し

たり当時も荒廃したままであった。乙の日の就寝の礼拝の時刻に，先にカノレダ

・カハーノレで君Ijれてきたオノレドゥの人びとが到着して合流した。ハーティーは

先にターターノレを制した時，パルパト Parbatという名のその親族を甲胃をつ

けた馬と献上品と共に私に向け派遣していた O 彼は私iこ会えず，後方におくれ

ていたオノレドゥの人びとの所乙おもむき，立の親族の者たちと共に到着して献

上品を差し出して犯の前に向侯した C ランガノレ・ハーンも若干の重要事のため

に，ビフラから，後方におくれていた私の親族と共に到着した O 彼がそれらの

重要事を片付けると，私は彼を若干のその土地の者たちと共にビフラに婦らせ

7こっ

私は再び出発して，スーハーンJ1!を渡り 1つの間の土に下馬した O 私はハ

ーティーの親族のパルパトに誉れの長衣を持たせ，ハーティーに対して心のこ

もった諸命令を書き記し，ムハンマド・アワー・ジヤング・ジヤングの家臣を

派遣した C パーパー・ドースト BabaDustとハラーヒノレ Hal亘hilを(まじめと

するフマーユーンの若干の家臣たちが，私が先にフマーユーンに与えていたニ

ーラーブとカ jレノレク・ハザーラ QarluqHazara C232a参照)のダノレガ識のた

めに来ていた G 彼らはサンガル・カノレjレク SangarQarluqとミ-)レザー・マ

jレヴィー・カルルク MirzaMalwi Qarluqをはじめとするお"，，-，40人ほどのカ

ノレノレクの有力者たちを連れて来た G 彼ちは 1頭の甲胃をつけた馬を献上して忍

の前に伺侯した O ディラザーク・アフガーン族の軍勢も到着した O

翌朝 [3月19日]，私はそこを発って 2シャノレイー進んで下馬した O ある !?4

231bみに登ってオノレドゥを査開し， (231b) Iオjレドゥのらくだの数を数えよJと命

じた o 570頭いたっ
かんしよう

私はそれまでに甘怒 (sunbul)の木の事は耳にしていた O 立たち;まこの宿営

地でそれを見かけた C この山の麓には吉松の木はやや少いリちらほらと見かけ

るのみである C より先のヒンドゥースターンの山麓には甘桧の木が多く，また

大きい。これについてはヒンドゥースターンの動植物について述べる際に記述

するつもりである O

太鼓を鳴らす時刻に乙の宿営地を発ち，朝食時にサングダキ峠の麓に下馬し，
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正午の礼拝時にそこを発ち，峠と流れを渡り 1つの高みに下馬した O 夜半，

そこを発ち，私たちが先にビフラにおもむいた擦に渡った渡し場を見に出かけ

た O そこに 1慢の大量の穀物を積んだし 1かだが泥の中にはまっていた O 持主が

どんなにしても動かせなかった c 私はこの穀物を奪って，私たちと一緒にいた

者たちに分配した。まことにタイミングのよい穀物であった G

正午近く，忍たちはカーブノレ}I[とスインド]I[の合流点より下流，古ニーラー

ブ KuhnaNilahより上流の 2つの]11の間の地点に下馬した G ニーラーブ

から§般の舟を持ってこさせ，右翼・左翼・中軍に分記した O 皆，懸命に渡河

に従事した O 私たちが到着した月曜日から月曜日の夜，火曜日，水曜日に至る

まで渡河が続いた Q 木曜日も少数の者たちが渡河した O 私iま先iこパ jレパトと

いう名のハーティーの家臣を，アンダラーパ近郊かろ，ムハンマド・アワー・

232a (232a) ジヤング・ジヤングの家臣をつけて，ハーティーのもとへと派遣して

いた。彼が河畔に到着して，ハーティーからの 1頭の甲胃つきの馬を献上して

忍の前に伺侯した G

ムハンマド・アワー・ジヤング・ジヤングはピフラ乙留まりたいという希望

を持っていた C しかしビフラはすでにヒンドゥー・ベグに恵与されていた G そ

のため，ピフラとスインド川の間にあるカ jレノレク・ハザーラ，ハーティー，ギ

ヤース・ワーノレ GhiぅTath-wal，キーブ Kihといった諸地方がアワー・ジヤン

グ・ジヤングに恵与された O 臣従するために首をたれた者たち辻臣従させるが

よい O しかしどこであれある地方が首をたれないのであるならば，

誰であれ首をたれぬ者があれば，その者を拒み，

打ち，奪い，服従させるべし G

乙の諸地方を恵与した後，私はムハンマド・アワー・ジヤング・ジヤングに，

私個人の持物であった黒のヴェルヴェットの帽子とカルマク式の鉄を打ちつけ

た甲胃を与えた o C乙の部分とその数行下の部分，ハイダラーバード本には混

乱が見ちれるが，イノレミンスキーの活字本を参考にして，テキストを穆正して

訳出したJo意も恵与された O 私はハーティーの親族にも出発の許可を与え，

ハーティーに，刀，衣服一式，心のこもった子紙をおくった O

木曜B [3月24日J，太陽が登ると，私は河畔かち出発した O 私は乙の日マ

ージューンを口にした O マージューンによって夢心地でいる持に，私はすばち

しい花園の景色を楽しんだ。黄と赤の花が咲きみだれ，また所々では赤い花の
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みが一面に花開いていた O またある所には，まるでまき散らしたかのように黄

と赤の花がいりみだれで咲いていた G 私たちは宿営地に近い 1つの高みの上に

232も座って花園の眺めを (232b)楽しんだ。まるで設計して造ったかのよう乙，乙

の丘の下には，ある所では黄色の，ある所では赤色の花が整然と六角形を為し

て咲いていた。 再側には花がやや少なかった守授の及ぶ限り，このような花菌

であった C プノレシャーワル近郊で誌，春，すばらしい花園ができる O

翌早朝[3月256J，私7こち;まその宿営地を発った G 途中で，河畔から 1頭

のライオンがほえなが与出現した O 我々の馬は，そのひと声を寵くと，もうど

うにもなちなくなって，あるゆる方向へ人を乗せたまま走り，谷や窪地に脱出

した。ライオンはもどって，また森に入った。忍は「水牛を連れて来て森に置

き，ライオンをおびき出そうJと命じた c ライオンが再びほえながら出てきた。

あらゆる方角から矢が放たれた C 立も矢を身すた G 歩兵のハ-}レヴィ-1三halwi

が短槍で突き抜くと，ライオンは槍の頭部を噛みくだし 1たG ライオンは 1度に

多数の矢を受け，茂みに身をかくして立っていたりパーパー・ヤサーウルが万

を抜いて近づいた。ライオンが攻撃して来るとその頭部を切った。ついでアワ

ー・シースターニ-'Ali Sistaniが援の所を切った。ライオンは)[1に身を投じ

たむ皆が水r-tで殺した C 水からひき上げてその皮をはぐよう命じた G

翌朝 [3月26日J，私たちは出発してベグラームに到着し， クーラ・カト 1)
し〉おり

ー [145b-146a参照〕を見物した G 庵のような，かなり狭く暗い小さな堂屋で

ある O 円を入って 2---3歩下におりると，伏して進まね誌ならない。ろうそく

無しでは入れない Q この堂屋のまわりや近くには，人びとが切ったり剃ったり

233aした髪の毛やひげが無限にひろがっている G このクーラ・ (233a) カトリーの

周辺には，イスラム学践とか寺院の借房のような沢山の庵がある O 忍は，カー

ブノレに最初に来7こ年，コハト，パヌー，夕、、シュトを攻撃した擦，ベグラームで

巨木を見物したが，クーラ・カトリーを見られなかった事を嘆いていた C しか

しさほど嘆くに値する iまどの場所でもなかったように思われる O

この日，怠の最高の鷹 (shahbaz)がくp.299いなくなった>0その鷺はシ
ャイヒム・ミ-1) ・シカール Shaykhlmmir-i shikar [ミーリ・シカールば

「狩猟頭JJがめんどうを見ていた。 1---2度， その羽毛が抜けかわっていた。

乙の鷹はまことにうまく鳥を捕らえたので，私のようなあまりその気の無い者

をすら，烏をとるのが上手な人間にと仕立てあげていた G
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私はマザク・ブー・ハーン Malik Bu 1三han， マワク・ムーサ- Malik 

Musaをはじめとするディラザーク・アフガーン接の首長たち§名に，それぞ

れ銀100ミスカール，衣寂 1着，雄牛 3頭，水牛 1頭ずつを， ヒンドゥスター

ンで獲得した献上品の中から与え，その砲の者たちにも応分の現金，布片，牝

牛，水牛を恵与した G

私たちがア 1)ー・マスジド 'AliMasjid に下馬した時，マ-)レーフ Ma'ruf

という名のディラザークのヤークープ・ハイノレに属する者が<p.299若干の穀

物と>10頭の羊 2ハルワーノレの米 7つの大きなチーズを持って来て献上し

アこO

私はアリー・マスジドからヤダ・ピノレ YadaBirに下馬した O ヤダ・ビノレ

かち正午の礼拝時にジューイ・シャーヒ-Ju-yi Shahi に着いて下馬したG

この日， ドースト・ベグは燃えるような高熱に襲われた。

翌早朝 [3月29自J，ジューイ・シャーヒーを発って，パーギ・ワファ-

Bagh-i Wafa' で昼食をとり，正午の礼拝時にパーギ・ワファーから出立した。

ガンダマク Gandamakのスィヤーハーブ Siyah-昌bを渡り，おそく夕べの礼

拝時に畑の所で馬に食ませ 1--2ガリー[1 gariは r24分JJ後に出発した O

233bスルハーブ Surkh-abを渡り， (233b) カノレク Karkに下馬して， そこで眠

っ7こO

曙光の現われるより前にカノレクを発ち， クラトゥー [132a参照〕に行く道

が分岐している所かち，忍法 5--6人と共に，クラトゥーに造った庭菌を見物

するために出かけた G ハリーファとシャー・ハサン・ベグ，それにその他の者

たちはそのまま進んで，クノレク・サーイで私の到着を待たせる事にした O 私が

クラトゥーに到着すると，シャー・ベグ・ア jレグンのクズノレ QIZtlという名の

トゥワチが，シャー・ベグがカーハーン Kahanを奪取し，略奪して引返した

という情報をもたらした G 誰も前方へと怠たちの到着の事を知らせではならぬ

という命令が出された O

正午の礼拝時，怠たちはカーブルに到着した O 私たちがクトゥノレク・カダム

の橋の所に着くまで誰もその事に気づかなかった O その後，フマーユーンとカ

ームラーン Kamranがそれを知ったが，乗馬するだけの時間が無く，小姓だ

ちにかつがれて，町の城門 (shahrdarwaza) と内域の域内 (arkdarwazasl) 

c中関地点まで来て私の前に伺候した G 午後の礼拝時，カースィム・ベグと
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カーブノレのカーズィー，それにカーブノレに残っていた従臣や貴人たちが来て私

の前に伺侯した O

ラピーゥル・アーヒル月 1日金曜13[1519年 4月 2日〉，午後の礼拝時に，

ワイン・パーティーが開かれた O 在、はシャー・ハサンに私信人の衣脹一式を恵

与した c

土曜13[4月 3BJ早朝，私たちは舟に乗って，朝酒〈手abuhi)を欽んだ。

この克でヌーノレ・ベグ NurBegがウード ('ud)を演奏した O 当時彼はまだ回

心していなかった O 正午の礼拝時，立は舟をおりて，ギュノレギネ [128a-128b

参照〉と;むの聞にある庭冨を見物し，午設の礼拝時， rすみれの園JBagh-i 
binafshaに着いてまた飲んだ。夕べの礼拝時，ギュノレギ、ネ側から城壁を出て，

内域に入った C

5日火曜日 [4月 6ヨ〕前夜，道中で高熱に犯されていたドースト・ベグが

234a (234a)神の御許にめされた。忍たちは深い悲しみと苦しみを味わった G ドー

スト・ベグの棺はガズニーに運ばれ，スルターンの菌の門の前に宣かれた。
イギト

ドースト・ベグはまことにすばらしい若党であった C ベグとなってもなお昇
イチユキ

進を続けていた c ベグの位につく以前は，近習時代に何変もすばらしい犠きを

した O その内の 1度は，アンディジャーンから 1ユガチのラパーティ・ザウラ

クでス jレターン・アフマド・タンパノレが夜襲をかけて来た時 [106b-107b参

照L 私は10'""-'15名の者たちと共に進んで敵を破って退却させ， その中軍の所

に到達した G その時タンパルは100人ほどの者たちと立っていた C 私の側は 3

人が残っていた O 私をいれると 4名であった。その 3人の内の 1人がドーステ

ィ・ナースィル σナースィルの子ドーストJJであった O 別の 1人はミー jレザ
ー・クザー・キュケノレダシュ，もう 1人はカワームダードであった c

忍ば鎖かたびらのみを身に着けていた C タンパjレはもう 1人の男と，隊子Ijの

前に，まるで門のように立っていた O 私はタンパJレと相対した O 私は I本の矢
かぶと

をタンパルの胃に命中させた G さらにもう 1本の矢で，その楯を留め物を貫い

て射抜いた C 教は 1本の矢を私の髄に貫通させたっタンパjレは私の頭を切りつ

けた O 私は頭に曹の下立つける指子をつけていた O 不思議な事に，私の帽子の

糸 1本も切断されなかったのに，私は頭に大傷を負った C その上，誰も助けに

来なかったり私と共に誰ひとり残っていなかったりやむなく私はたずなをめぐ

らした O 私の後方にドースト・ベグがいた C タンパノレは，忍の所を過ぎると彼
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を攻撃したO

234b さらに忍たちがアフスィー (234b)で脱出した際 [112b参照J， ドースト・

ベグは稚児パーキ-Baqi 1).izと万を交えた O パーキーは稚児(1).iz) と呼ば

れてiまいたが，強力な万の使い手であったO 私がアフスィーをあとにした際，

私が全員で 8人になってしまった時には [114a参照J， ドースト・ベグは私と

共にいた O 散は 2人を落馬させた後， ドースト・ベグを落馬させた O

ベグの位にあった時代， ドースト・ベグは， (1512年)セヴュンチェク・ハ

ーン SewunchakKhanが諸スノレターンたちと共に来て，タシュケンドにアフ

マド・カースィムを包囲した時，敵の囲みを打ち破ってタシュケンドに入城し

た C 寵城中にも，よく死力を尽くした O アフマド・カースィムは乙の勇士に何

も告げず域を捨てて出城した O その擦も，彼はハーンたちゃスノレターンたちを

打ち破って，タシュケンドか与見事に脱出したO

また後に (1515年J，シーザーム・タガーイーとマズィードおよびその仲語

の者たちが反乱を起乙した時， ドースト・ベグは200---300名と共にガズニーか

る急行して来た O その時，乙の反乱者のモグーノレらは300---400名のすぐれた若

党たちをドースト・ベク、、の前へと向かわせた O シルーカーン Shirukan近郊

で， ドースト・ベグはその前へ進んできた敵をよく打ち破り，多くの者を落馬

させ，多数の首を切って持って来たO

[1519年〕パジャウル城でも， ドースト・ベグの部下たちが他の者たちよ

り先に到達して城壁の上に出た [218a参照〕。ノぞラーラでも [230a-230b参

照J， ドースト・ベグは進んでハーティーを攻撃して逃亡させ， パラーラが征

服された。

ドースト・ベグの死後，私は彼の韻地をその弟のミーリーム・ナースィノレに

恵与した O

ラピーゥル・アーヒル月 8日金曜B(4月 9日J，忍法カーブ、jレ域からチヤ

ール・パーグに出かけた O

12日火曜日 (4月13日J， スノレターン・フサイン・ミーノレザーの長女で， ム

ハンマド・スノレターン・ミーノレザーの母であるスノレターヌム・ベギム Su1tanlm

Begimがカーブノレに来られた C この間，スノレターヌムはホーラズムにお iられ

235aたが，ユノレ・パルス (235a)・スノレターン YlhPars SuItanの弟のイセン・ク

ワー・スノレターン IsanQuli SuItanがスノレターヌムの娘をめとっていた。 そ
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の〔カーブルでの}滞在地としてパーギ・ヒルワト Bagh-iKhilwatが割当

てちれた O 彼女がその庭冨に下馬された後，私は出かけてお会いした O 彼女は

私より年上であられたので，尊敬と敬意を表わすために忍は藤まづいた。あの

お方も膝まづかれた C 共に進んで，中間の所で挨拶を交した O 以後もあのお方

誌常にこのやり方を守っておられた。

11日匡曜日 (4足18日J，私は，長期間にわたって獄に投じであった豆、知ら

ず、のパーパー・シャイフの罪をゆるし，獄から釈放して，誉れの長衣をさずけ

たG

19日火曜B(4月20日J，正午になると私たちはホージャ・セヤーラーン方

面 [136b-137a参照)へ馬で出かけた C この日，在、は断食をしていた O ユーヌ

ス・アワーと他の者たちは驚いて「火曜日と散策と断食O これは鷺いた事だj

と云った O 私はピブザーディ-Bihzadi ~こ着くと，そ乙のカーズィーの館に

下馬した。その夜，宴会をしようという事になった O カーズィーが「私の館で

はかつてそのような事をした事が為りません c しかしお命じになるのは王設で

す」と私に云った。宴会のための諸物は調えちれていたが，カーズィーの心を

満足させるため，欽む事はやめにした。

水曜B(4月21日J，私はホージャ・セヤーラーンへ出かけた O

21自木曜日 [4月22日J，私たちは，庭園を造常した由の山鼻の所に大きな

円型の台座を置いたC

金曜B [4月23日J，私たちは橋かるいかだに乗った。私たちが狩人たちの

家々の向かいに着くと，狩人たちは 1羽のダング (dang) と呼ばれる烏を

掠えていたらしく，それを持って来た c 私はそれ以前にダングを見た事が

235b (735b)無かった O 不思議な格好をした鳥である O その詳細についてはヒンド

ゥスターンの動物について述べる笛所で記述する予定である (280a参照Jo
チナール ター

23日土曜日 [4月24日J，忍ば先の円型の台座の上にすずかけの若木としゅ

ろの若木をまぜこぜに撞えた G 正午の礼拝時，酒妻となったO

翌阜朝 [4月25日J，私たちはこの新しい台座の上で朝酒を飲んだ。正午す

ぎに出発して，カーブルに向ったO ホージャ・ハサン KhwajaI:Iasanに，す

っかり酔っぱらって到着し，少しの関眠った O ホージャ・ハサンを発って，夜

半，チャー jレ・パーグに到着した O ホージャ・ハサンでは，アブドウツラーが

酔っぱらって長衣を付けたまま)11にとび込んだ。私たちが出発した時，夜がふ
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けると，彼は寒さで氷りついて進む事ができず，その夜ばクトゥノレク・ホージ

ャの領地 (tiy註1)にいて，翌朝，昨夜のでたちめぶりを想い出し，後悔しなが

らやって来た O 私は「いますぐ，もう飲まぬというような後悔ができるのなら

そのようにせよ Q もしできぬのなら，いますぐ，立の宴席以外では決して飲ま

ぬ決心をせよ」と云った O 彼はそうしますと答えた O 彼は数カ月間はこのいま

しめを守っていた O しかしそれ以上は守る事ができなかった。

25日月曜E (4月26日J，私がピフラとその諸地方に平和を期待して大して

何の備えもなく置いていたとンドゥー・ベグが到着した O アフガーン族やヒン

ドゥースターン人たちは和平・和睦の話には耳をかさず，私たちには摂もくれ

ず，また私たちの云う事を聴き入れようとはせず，私たちがカーブルへの帰還

の途につくとただちにその大勢が集まって，ピフラのヒンドゥー・ベグに向け

進軍して来たのであった C その土地の人びともアフガーンの側へついた O ヒン

ドゥー・ベグばピフラに留まち得ず，フーシャープに来て，ディーンコト地方

236aを経てニーラーブに至り， (236a)カーブルに到着したのである O スィクトゥ

ーの息子のディーワ・ヒンドゥーともう 1人のとンドゥ一人がピフラかち捕え

られて連れて来られていた O 彼与はそれぞれかなりの物品を身代金として納め

て自由の身となった O 私はこのとンドゥ一人たちに馬と衣服一式を恵与して出

発させた O

2913金曜毘 (4月初日J，私の身体に熱が出た O 立は放血を行なった o 1日

おきに， また時iとほ 2日3日を遥ぎると熱が出た O いつも発熱すると， 汗を

かくまで熱がきがらなかった o 108ないし128後に， ムッラー・ホージャカ

Mulla Khwajakaが水拍と混ぜたワインをくれた O 忍は 1---2度それを欽ん

だ。しかし効果は無かった O

ジュマーダーゥル・アヴヴァJI，月15日日曜昌 (5月15日J，ホージャ・ムハ

ンマド・アリーがハースト Khwastから到着した O 彼は 1頭の鞍付きの馬を

献上し，喜捨 (ta号adduq)のために現金をも持参した O ムハンマド・シャリー

フ・ムナッジム MuhammadSharif munajjim [ムナッジムは「占星術部，天

文学者JJとハーストのミ-}レザーダ (mirzada)たちもホージャ・ムハンマド

.アワーと共に私の前に局侯した O

翌月曜日 (5月16日J，ムッラー・カビール MullaKabirがカーシュガノレ

か与到着した O 彼はアンディジャーン地方からカーシュガノレを通ってカーブノレ
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へ到着したのである。

23日月曜日 [5月23日J， マリク・ジャー・マンス-)レ・ユースフ・ザイが

6...........7人のユースフ・ザイ族の有力者たちと共にサワードから到着し，私の前

に司{戻した O

ジュマーダーゥル・アーヒル月 1昌月曜日[5月31日J，立はシャー・マン

スールをはじめとするユースフ・ザイ・アフガーン族の有力者だちに誉れの長

衣を身につけさせたのシャー・マンスーノレには， 下着・ボタンつきの絹の長衣

を，さらに 1人にほチョッキつきの絹の長衣を，さらに 6人には結の長衣をつ

けさせ，出発の許可を与えた c 次の知くとり決めゐれた:アブーハ Abuhaよ
かみ

236bり上ばサワード領に含めない。全ての農民たちを (236b)その領内から出させ

る。 さち;こノぐジャウ jレとサワードにいるアフガーン人たちは6，000ハルワーノレ

の穀物を国寄付iwan) に納める事c

3 13水曜自 [6月 2日J，在、はジャッラーブ (jallab) [1パラ水JJを飲んだ。

さらに 2日間，私はジャッラーブを飲んだひ

6 13土曜昌 [6月 5日J，私は下斉IJ (daru-yi kaりを飲んだ。

8 8月曜日 [6月 7日J，ハリーファの長女に対して， カースィム・ベグの

下の息子ハムザの結納金 (sachlgh) が納められた。 1，000シャ-)レヒー銀貨で

あったっ 1頭の鞍つきの馬も納められた c

火曜日[6月 8日J，シャー・ベグの子シャー・ハサン ShahI;Iasan-i Shah 

Begがワインの会に出席するため出かける許可を求めた O 彼立ホージャ・ム

ハンマド・アリーをはじめとする若干のベクーたちと近習たちをその家に連れて

行った C ユーヌス・アワーとガダーイー・タガーイーが私の前にいた O 私は

(病後のため〕なおワインについては禁欲していたっ私は「忍ひとりが正気で

座っていて，他の皆がワインを楽しんでいるとか，私がまったくしらふで立っ

ていて，一部の者のみがワインに酔いしれているというような事にはならぬだ

ろう。来なさい。在、の前で欽みなさい O 私もしばらく楽しむつもりだG 正気

の者と酔った者とが一緒にいるとどんなになるかを在、は知りたいのだ」と云っ

7こO

テャーノレ・パーグの門の所に建てた絵画詰(号註rat-kh主na)の東南の方角に

当る所に 1つのやや小さな白いテントが建てられていた。弘は時々そこに滞在

していた O そこで宴会となった。おくれて道化のギヤース Ghiyathmaskhara 

円。
ハUっ“



も来た O 私は冗談に何更も彼を集まりの外に出すように命じた O 彼は何度もし

つこくやって来て，結馬その道化ぶりによって集まりの中に加わる事ができた。

私たちはタ jレディ・ムハンマド・キプチャク TardlMul:tammad Qipchaqと

ムッラー・キターブダー jレMullakitabdむをも呼んだC 私はシャー・ハサン

237aと (237a)彼の屋敷で宴会をしている人びとに対し次の西行詩を部興で作って

送った C
うたげ

宴なる友々はあたかも花園の華，

否!その程度のものに非ず，宴なるかの人びとはわれるのひな形。

その集いに正気なる人び、ともしあらば，

有難きかな!この集い神を忘れたるものに非ず。

在、はとの詩を小姓のイブラーヒーム lbrahimchuhraを通じて送った。〔正

午と夕べのJ2つの礼拝の語の時刻〔午後〕に近く，宴に出席した人びとは酪
暫して散っていった O

乙の病気の間，私は輿にかつがれて移動していた O 数日前に，私は混合ワイ

ン (mamzujchaghtr)を飲んでいた O しかしそれが効果をあらわさなかった

ので 2度と飲まないでいた O 回復期の末期には，私はターラーノレ菌 (Talar

chamanl)の西高のりんごの木の下で宴会を開き，混合ワインを飲んだO

12日金曜a[6月11日J，私がパジャウノレに補強軍として置いていたアフマ
ド・ベグとムハンマド・ドラウダイが到着したO

11日水曜日 [6月16日J，ハイダノレ・タクの庭菌で， テングワ・ベノレディが

若干のベグたちゃ若党たちのために宴席を設けた O 私ほそれに出馬して飲んだ。

私はおそく就寝時の礼拝の時刻にそこを発ち，私の大きな白いテントに移って

また欽んだ。

25日木曜日 [6月24日J， ムッラー・マフムード MullaMal:tmudの所でコ

ーランの抜粋が読言語される事に決まった O

月末火曜a[6月28日J，シャー・シュジャー・ア jレグンのもとからアブー
・ムスザム・キュケルダシュ AbuMuslim 1匂kaldashが使者として到着し，

手プチヤク

1頭の俊馬を献上したO 同じ日，ユースフ・アり一・ワカーブダーノレがすずか

けの圏にある池を泳いでまわり， 100呂まわった O 彼に衣服一式，鞍つきの馬，

現金が賜与されたっ

237b ラジャブ月 8a水曜日 [7月 8日L 私はシャー・ハサンの家に (237b)お
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もむいて飲んだ。ほとんどのベク7こちゃ近習たちがいた O

11日土曜日 [7月9日J， 宴会があった Q 午後と夕べの礼拝の間の時間に，

在、辻大きな場小星の墨根の上に出て飲んだ。かなり主そい時間に，怠は数人の

騎馬の者がデヒ・アフガーンの方面かちカーブjレ市内の方面へと道を進んで行

くのを認めた O それはミ-}レザー・ハーンのもとから使者として来たダルヴィ

シュ・ムハンマド・サーノレバーン DarwishMub.ammad sarも孟n [サー jレバー

ンは「らくだ使いJJであったらしい G 私は室根の上から叫んで， r慣習・儀式
(tora wa toqa)にとちわれて使者らしくふるまうのをやめろ!しかめつらし

い事はやめにして，来い来!，三!Jと云った G ダルヴィシュ・ムハンマドは来て

宴痛に座をしめた O 当時彼は身を持していたので，飲まなかった G 私は夜が明

けるまでここで飲んだ。翌朝，怠が宮廷に坐した時，彼は慣例・規約にのっと

ってやって来て， ミーノレザー・ハーンが送ってよこした献上品を差出した G

先年，私たちは苦労に苦労して，約束を与える事は荷とか回避して，かの方

面〔ヒンドゥークシュの北θ地域〉の71マク諸部族を移動させてカーブノレへ

と連れて来ていた。しかしカーブjレは狭い土地であった O アイマク諸部やトノレ

コ諸部の家畜のために余裕をもって冬営地や夏営地を与える事ができなかった。

遊牧民たちをその望むようにさせるとすれば，彼らは決してカーブノレを望まな

かった O 彼らはカースィム・ベグに仕え，かの方面へと移動するために彼を仲

介者にしたてた O カースィム・ベグは大いに力説した。そして結局，アイマク

諸部に，クンドゥズ，パグラーン方面に移動する許可が与えられた O

ハーフィズ・ハノてJレカーティブ草afi写 khabar-k孟tib(ハパjレカーティブは

「靖報記録係JJの兄がサマルカンドから来ていた。乙の時，私は彼にサマルカ

ンドへの退去の許可を与え， (ウズベクの)プラド・スノレターン Pu1adSultan 

に私の詩集をおくった。詩集の裏に，私は次の断片詩を書きこんだ。

238a (238a)おお東嵐よ!もしそなたがかの糸杉の如き乙女の秘室に入ったならぜ

かの人の心にこの私の別離の痛みをどうか想い出させておくれ。

かの人法，パーブノレを憐れんだり，パーブノレの事を想ったりしてはくれな

かった O

しかし私立望む，

神がかの鋼鉄の如き心に憐患の情をお乙されたまわん事を。

11日金曜B (7月15日J， ムハンマド・ザマーン・ミーノレザーのもとからシ
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ャー・マズィード・キュケノレタシュが救貧税 (ta手adduq)・献上品の馬を持参

して私の前に向侯した Q

乙の日，私はシャー・ベグの使者のアブー・ムスリム・キュケルダシュに栄

誉の長衣を身につけさせて出発させた G 間日，ホージャ・ムハンマド・アリー

とテングリ・ベノレディにも，それぞれの領地であるハーストとアンダラーブに

帰る許可を与えたO

23日木曜B [7月21日J，私がカチャコトとカルノレクの近郊に置いてその地

方に対する責任を持たせていたムハンマド・アリー・ジヤング・ジヤング， ミ-

jレザーイ・マルヴィー・カルjレク Mirza-yiMalwi Qarluqの子シャー・ハサ

ンShah草asan，それにハーティーの部下が一緒に到着した O 同じ日，サマノレ

カンドへ家族を連れに行っていたムッラー・アリー・ハーン Mulla 'Ali Khan 

が到着して私の前に伺侯した O

アブドウッ・ラフマーニー・アフガーン族('Abdal-Rahmani Afghan) は

ギャ Jレディーズの辺境地帯に居住していた G 彼らは租税 (mal)をスムーズに

紡入せず，その行動も満足できるもので誌なかったG 彼らは往来する隊商の人

びとにも危害を加えていたO

ラジャブ月29日水曜日 [7月27日J，私は乙のアフガーン人ちを討つために

出発した O 私たちはタンギ・ヴァグチャーン Tang-iWaghchan近郊で下馬

して食事をとり，おそく正午の礼拝特にそこを発った O 私たちは，その夜，道

に迷い，パーンジャーブ・シャフナ P知 jabShahnaの東南の間や平原で，ま

23Sbことに多く難渋 (238b) した O しばらくして私たちは道に<p.306たどりつい

たO 私lまチェシュメイ・トゥーラ Cheshma-yiTura [又は Chesma-yiParra J 

の峠を越え， ギャノレディーズ方面に面する山鼻から， [7月28BJ最初の礼拝

の時刻 (fan;lwaqtl) に，平地に出て攻撃隊を派遣した C

1隊の兵士らは，ギャノレディーズの東南にあるカノレマーシュ山(Karmash

taghl)方面へ攻撃におもむいた G その後方に， 私はホスロー， ミーノレザー・
オング・=ル

クリー，サイイド・アワーに率いられた中軍の左翼の者たちを派遣した O それ

より多数の兵士らはギ、ヤ jレディーズの東方の谷の上流の方へと攻撃におもむい

たG その後方に，私はサイイド・カースィム・イシク・アーガー，ミ-)レ・シ

ャー・カウチン，カイヤーム Qayyam，とンドゥー・ベグ，クトゥノレク・カダ

ム，フサインに率いられた者たちを派遣した O 兵士らの大半が谷の上流の方へ
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攻撃におもむいていたために，私も，その者たちを見送った後，サイイド・カ

ースィムらの後方を進んだ。

乙の谷の上流の住民の所までは距離があったようである O 谷の上流に向った

兵士ちの馬が動かなくなった O たいした物も，兵士らの手中に入らなかった 9

40-.-50人の徒歩のアフガーン人が平原に姿を現わした C 軍の後方に進んでいた

者たちがこのアフガーン人の方向へと進み，私の所へ人を急派してきた O 私も

急いで進んだO 私がそこに着く前に，フサイン・ハサン早usaynaasanは無

謀・無分別にもひとりで馬をしかけた O 彼がアフガーン人らのただ中に突入し

て，万をふるっていた時，敵は彼の馬を射て転倒させた。設が立上がると故は

すぐにその足を切って倒した O 四方八方か与短万を差しこみ，さんざんに切り

きざんだ。この情況を〔味方の〕若党たちは立ったままで見ており，助けよう

としな会〉っ7こG

この知らせが届くと，私はただちにダガーイー・タガーイー，パーヤンダ・

239aムハンマド・ (239a)・カプラン Payanda Mul;mmmad qaplan Cカプランは

「虎JJ， アブノレ・ハサン・コノレチ， ムーミン・アテケ Mu'minatakaをはじ

めとする近習・若党たちを全速力で急行させ，忍自身も急いで進んだ。まっ先

に，ムーミン・アテケが 1人のアフガーン人を槍で倒し，その首を取って持っ

て来7こO アブル・ハサン・コ jレチも甲胃をつけずによく進み，アフガーン人ら

の前に立ちふさがり，馬をしかけて 1人むアフガーン人をさんざん乙切って倒

し，その首を取って持参した O 彼自身 3カ所に傷を負った。その馬も Iカ所

に場を負った O パーヤンダームハンマド・カプランもよく進み 1人のアフガ

ーン人をさんざんに切って捕らえ，その首を取って来た O アブノレ・ハサンとパ

ーヤンダ・ムハンマド・カプランの若党ぶちはこれ以前にもよく知られてはい

たが，乙の進軍の際，その働きぶりをさらに一層，皆に印象づけた O 乙の40-.-

50人のアフガーン人たちは全員，矢か万で倒されて粉砕された O これらのアフ

ガーン人をほふった後，忍ほとるる:屈に下馬して，これちのアフガーン人らの

言で首の塔をつくるように命じた O

道を進んでいた時，フサインと共にいたベクーたちが到着した O 私は厳しく怒

りを乙めて[乙れだけの数の者たちがただ傍観して，わずかの徒歩のアフガー
たいら

ン人らに，まっ平な土地で，あれほどにすぐれた若党を討たせてしまったのだ。

お前たちから地位・身分を剥奪し，領地 (pergenewa wilayat)を寂りあげ，
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お前たちのひげをそりおとしてお前たちを市内にさらし者にさせねばならぬ。

誰であれあのような若党をあの程度の敢に殺させるなちば，また誰であれあの
たいら

239bようにまっ平な土地で手を乙まねいて傍観しているならぜ， (239b)その報い

を受けるのは当然である事を男知させるためである」と述べた O

カルマーシュ方面へおもむいていた兵士らが羊や戦利品を取って持って来たO

ノてーパー・カシュカ・モグール BabaQashqa Moghulもカルマーシュ方面に

おもむいていた兵士らと共に行った G パーパー・カシュカに 1人のアフガーン

人が刀で打ちかかると，彼はよくもちこたえて，矢をつがえて射て倒した O

翌朝 (7月29日J，私たちは出発して，カーブノレ方面に向った G 私はムハン

マド・パフシー， アブドウノレ・アズィーズ・ミーラーフ-)レ 'Abd al-'Aziz 

mir-a云hむ(ミーラーフーノレは「主馬頭JJ，ミーノレ・フノレド・ブカーウノレ Mir
Khurd bukawulに「チェシメイ・トゥーラ〔峠〕に留まって，その地の住民

き~

から矯子を徴収せよJと命じた O

私自J号泣数名と共に，私がこれまでにまだ見た事の無いメイダーニ・ノレスタ

ム Maydan-iRustam (メイダーンは「平原β 経由の道をとって進んだ。メ

イダーニ・ノレスタムは山々の琵に位置していた O 山の端にかなり近く，さほど

魅力的な土地ではなかった o 2つの山の閏にかなり広い谷があり，その南側の

丘の麓にはやや小さな泉がある O そこにまことに巨大なポプラの木々が成育し

ている C

このメイダーニ・ノレスタムからギャノレディーズ方面へ出ている道の接ちにも

いくつかの泉がある O そ乙には木々も沢山はえている。しかしそれちはかなり

小さな木々である O 谷誌やや狭いが，乙れらのやや小さな木々の下は，真隷の

(kop-k法〉すばらしい小牧地である O 小さいが魅力的な谷である O

忍はメイダーニ・ノレスタムの南側にある出に登った O カノレマーシュの山々と

パンガシュの山々が足下に見渡たされた O カルマーシュの山々の向う{聞には，

240a雨季の雨雲が幾層にも連なっているのが克られた o (240a)雨季でない諸地方

の方面には全く雲は見えなかった G 正午の礼拝時に，私はフーニ-Huni~乙到

着して下馬した O

翌罰 [7月30日J，怠はムハンマド・アーガ一村 (Mul;tammadAgh豆 kenti)

の近郊に下馬して，マージューンをこころみた O 魚を取るための毒を水中に流

し，かなりの魚を取った G
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シャーパーン月 3a日曜日 (7月31日J，私はカーブノレに掃差した O
5 a火曜日 (8月 2日J，私たちはダノレヴィシュ・ムハンマド・ファズリー
Darwish Muhammad Faclliとホスローの家臣を呼んで，フサインが殺され

た際 (238b参照〕における彼らの行動の過ちについて詳しく査問し， その地

位・身分を剥奪した O 正午の礼拝時，すずかけの木蔭で酒宴が開かれた O パー

ノてー・カシュカ・モグ-)レに栄誉の長衣が恵与された O

8日金曜日 (8月 5臼J， ミ-)レザー・ハーンの所へ行っていたケペが到着

した O

木曜日 (8月11日〉午後の礼拝時，私はホージャ・セヤーラーン，パーラー

ン，ダーマニ・クーフの見物に出発した O 就寝時の礼拝の時刻に，パーパー・

ハトゥン BabaKhatun ~こ下馬した C

翌朝 (8月12日J，私たちはイスターリーフに着いて下馬したむその日，私

はマージューンを飲んだ。

土曜a(8月13日J，イスターリーフで語宴が関かれた G

翌早朝 (8月比日J.私たちがイスターワーフを出発して， スィンジドの谷
の間を還ってホージャ・セヤーラーンの近く乙型達した時，私は 1匹の大きな

ひろ

蛇を殺した O その太さは手首ほどもあり，長さは 1尋 (birqulach) ほどもあ

った G この大きな蛇の内部から 1匹のより継い蛇が出てきた C おそるくそのほ

んの少し誌にのみこんだものであろう C その技体は全て完全であった。細い蛇

240bはその大きな蛇よりも少しばかり短い (240b) ょうであった G この細い蛇の中

から 1匹の大きなねずみが出てきた G それも完全な形をしていた。 1カ所も溶

けくずれている所は無かった O

ホージャ・セヤーラーンに到着して酒宴となった C このB，私はキチュキネ

.トウンカターノレ Kichkin昌 tun-qatar(トウンカタールは「夜廻りJJを通じ

て，かの方面〔ヒンドゥークシュの北側〕のベク7こちに対し集合地点 (buljar)

をも記した次の如き命令を書き送った I私は出陣する G 定められた集合地点

に注意して到着されよ!JとG

翌早朝 (8月15日J，私は出発して， マージューンを飲み， パノレワーン]11の

合流点で，ここの住民のやり方に従って，パルワーン川に魚、を取るための毒薬

を投じ，多数の魚、を取った。 ミーノレ・シャー・ベグが料理 (ashw註a却を供

した O 私はここを発って，グノレ・パハーノレにおもむいた G 夕べの礼拝時の後，
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酒宴が関かれた O これちの宴席にはダノレヴィシュ・ムハンマド・サーノレバーン

が出席していた O 彼は若者で，兵士であったが，ワインは飲もうとしなかっ

た。酒類をいっさいひかえていた O 一方，クトゥノレク・ホージャ・キュケノレダ

シュは，ずい分前に軍事活動から身をひいてダノレヴィシュになっていた O その

上，高齢で，そのひげも莫自になっていた O それにもかかわらず，彼はいつも

これらの宴席で欽語の仲間に加わっていた O 私はダノレヴィシュ・ムハンマドに

「クトゥノレク・ホージャのひげに対して恥ずかしくないのか!彼はダルヴィシ

ュで，老人で，ひげも白くなっているのにいつもワインを飲んでいる O お前は

軍人で若く真黒なひげをしているのに決して飲もうとしない G いったいどうい

うわけだ?Jと云った G 欽まぬ者に無理ゃち飲ませるというのは私の流議でな

かったので，これだけ云って元談ですませ，語を無理強いはしなかった O

翌早朝 [8月16日J，怠たちは朝酒を飲んだ。

241a 水曜日 [8月17日J，(241a)忍はグノレ・パハーノレを発ち， アブーン Abun

の村で下馬して食事をとり，また出発してパーガーティ・フンム Baghat-i

I:Iumm におもむいて下馬した G 正午の礼拝時の後，酒宴となった O

翌朝 [8月18日J，私たちはそこを発ってホージャ・ハーンド・サーイード

Khwaja Khwand Sa可dの墓に参拝し，進んで，チーナ城 (Chinaqurghanl) 
でつiまな

からし巾〉だに乗り込んだO パンジュと-)レ}11の合流点で，いかだが出の出端に

激突して沈み始めた O いかだをあやつっていたルーフ・ダム，テングザ・クリ

- Tengri Quli，ミール・ムハンマド MirMubammadは山に激突した際に

水中に落ちた O ルーフ・ダムとテングリ・クリーは苦労していかだの上にひき

上げられた G 陶磁製のカップ，スプーン，タンパワンが水中 IC~沈んだ。

ここを過ぎて，サンギ・パリーダ Sang-iBaridaの正面に至った時， いか

だが， } 11の真中にある木の技にであったか，あるい泣ダムをつくるために打ち

込んでまうった杭lとであったか，そのどちらかに衝突した Q シャー・ベグの子シ

ャー・ハサン ShahI:Iasan-i Shah Begが背中の方へとiまされた O 彼はミ-

Jレザー・クワー・キュケノレダシュをつかんだまま落ちた O ダノレヴィシュ・ムハ

ンマド・サ-)レバーンも水中に落ちた O ミ-)レザー・クリーはうまくとばされ

たO 彼は落ちる時，メロンを手に持って切っていた口彼はその小万をいかだの

上のあし製のマットにつき刺して落ちた O 彼はいかだの方に来ずに，長衣のま

まで泳いで水から出た C 私たちはいかだをおりて，その夜はいかだ使いたちの
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家でやすんだ O ダノレヴ〉イシュ・ムハンマドが，水中:こ落ちたのと同じ 7色のカ

ップを忍に献上してくれた。

金曜日 (8月四日J，私は河酵を発ち， インチュケ lnchkaより下の，ク-

241b ヒ・パッチャ Kuh-iBachchaの麓でド馬し，私たち自らの子で (241b)多く

の歯ぷらし用の木片 (misw忌k)を集めた G 弘はそこを遇ぎて， ホージャ・ヒ

ズワーの人びとの家で食事をすませて出発したC 正午の礼拝時，私たちはクト

ウノレク・ホージャの領地 (tiyul)のラムガーン村 (Lamghankenti) に下馬し

たO クトゥノレク・ホージャは急いで整えた品々を供した O 私はそれらの相伴に

あずかった後，出発して，カーブノレに帰着した心

25日月曜B (8月22日J，私はダ jレヴィシュ・ムハンマド・サーノレバーンに

私個人の特別の長衣と鞍つきの馬を恵与し，従土の列に加わらせた (nokarlik-

ka Y註k註nd註r註ldi)。

27ヨ水曜B (8月24BJt 私は 4，-.，."，.， 5カ月間も髪を剃っていなかったので，

この日，髪を剃った G この日，酒宴が号Mかれたれ
アテケ

29ヨ金曜B (8月26司〉 ミーノレ・フノレドをヒン夕、、ノレの後見人に任命した G

彼は私に1，000シャーノレヒー銀貨を祝いの品として納めた Q

ラマザーン月 5B水曜B [8月31日J， テュレク・キュケルダシュ T註lak

Kokaldashのもとからパノレラース・ジョキ Barlas]okiという名の家臣がと

奏文を持参して来た G ウズベクの攻撃i誌がその近郊に到来したという O テュレ

クは出陣して戦い勝利した C 長者は 1人の生きたウズベク人と 1つの首を持っ

て来た。

3日土曜日 (9月 3日〕の前夜，私ばカースィム・ベグの家に出かけて痛飲

した O 彼は 1頭の鞍つきの馬を忍のために引し、て来た G

日曜B [9月 4B)の前夜，私はハリーファの家で痛欽した G 彼は I頭の鞍

つきの馬を忍に献上した G

翌朝 (9刀4日J，軍事行動のために呼んでいた (240b参照〕ホージャ・ム

ハンマド・アワーとジャーン・ナスィ-)レがそれぞれの領地から到着した O

242a 12日水曜B (9月 7日J，(242a) カームラーンの母方のおじのス/レターン・

アワー・ミーノレザー Sultan'Ali Mirzaが到着した O 波ば，前述の如く，立が

ハーストからカーブノレにおもむいた年に，カーシュガjレへ行っていたのであっ

7こG
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13白木曜日 [9月8日J，私はユースフ・ザイを討伐する決意、を毘め， カー

ブノレを発って，デヒ・ヤークープJllのカーブル側にある牧地に下馬した O 出発
アフ F チ

の擦，馬管理係のパーバー・ジャーン B孟baJan akhtachlがあまり良くない

馬を〔立のために〕ヨ!し三て来?こ c 私は腹をたててその顔面をげんこつでなぐっ

た O 在、の薬指がつけ根の所で脱臼した O その時はそれ沼ど痛まなかった O 宿営

地に到着して下馬すると痛みが激しくなった O そのため私はしばらく大変苦し

い思いをした G 字も書けなかった O しかし結局最後に辻治った [245a参照Jo

旅行中のこの宿営地に，私の母方のおばのダウラト・スノレターン・ハーヌム

の乳兄弟のクトゥルク・ムハンマド QutluqMuhammadという者がカーシュ

ガノレのハーヌムのもとから子紙と贈物を持参して来た O

この日，ディラザーク族の首長であるブー・ハーン BuKhanとムーサ-

Musaが到着し，献上品を持って私の前に向侯した G

16日日曜日 [9月11日J，クチュ・ベグが来た O

19日水曜B [9月14日J，私は出発してブトハーク}!I(Butkh誌 rudl)を渡

り，いつも下馬する場所に下馬したっその地はこのブトハーク川の河畔にあっ

た。クチュ・ベグの領地であるパーミーヤーン，カーフマノレド，グーリーはウ

ズベクに近かったため，忍ば彼のこの遠征への参加を免除し，私自身が巻いて

いたターバンと衣服一式を彼に恵与して，ここからその領地に帰る許可を与え

アこ O

21日金曜日 [9月16日J，私たちはパーダーム・チェシュメ [132a参照〕に

下馬した。

242b (242b)翌朝 [9月17日J，私たちはパリク・アーブ BarikAb に下馬した O

私自身はクラトゥーを見てから到着した G この宿営地で私は木から蜜を見つけ

たO 私たちは移動を重ねた O

26日水曜B [9月21日J，私たちはパーゲ・ワファー [132a参照〕に下，罵し

7こO

木曜日 [9月22日J，私はパーグにいた O

金曜B[9月23日J，出発して， スルターン・プーノレを過ぎて下馬した O こ

の日，シャー・ミール・フサインがその領地から到着した G プー・ハーンとム

ーサーをはじめとするディラザークの首長たちも，この日，到着した O 忍はユ

ースフ・ザイを討つためサワードに向かうつもりであった O ディラザークのマ
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ワクたちは「ハシュナガノレには多くの住民がいる G そ乙には穀物も多いj とい

って，ハシュナガJレに向かう事を主張した O 相談の結果，次の知く決定され

た:ハシュナガノレには穀物が豊富であるという話である O それゆえその地のア

フガーン人を討って，ハシュナガル域ないしプノレシャーワル域を整備し，この

穀物の若干を糧食としてそこに置き，シャー・ミール・フサインを 1団の若党

たちと共にそこに置く事にすると C

この計画を実行するために，私はシャー・ミーノレ・フサインに15日間という

期限を定めてその領地に帰ちせた C 装備を語えて来るためであった G

翌朝 [9月24日J，私たちは出発して， ジューイ・シャーヒーに到着して下

馬した G テングワ・ベルディとスルターン・ムハンマド・ドウラダイが後方か

らこの宿営地に到着した。ハムザも，この8. クンドゥズから到着した O

月末日曜日 [9月25日J，私はジューイ・シャーヒーを発って， クルク・ア

243aリク QlηAnqに (243a)下馬した。私は数人の側近の者たち (makh科卒)
サマザーン

と一絡にし 1かだに乗って来た O 私はこの宿営地で祝日の新月〔断食月明けのシ

ャツワール月の新月〕を見た。ダッライ・ヌールから若干の質のおちるワイン

がとどけられた。夕べの礼拝の後，酒宴となった。出荷したのはムヒップ・ア

リー・コノレチ，ホージャ・ムハンマド・アリー・キターブダール，シャー・ベ

グの子シャー・ハサン，スルターン・ムハンマド・サ-)レバーンであった G ダ

ルヴィシュ・ムハンマドは禁酒していた O 私は若い頃から酒を欽まぬ者に無理

に飲ませる事はしない事にしていた O ダノレヴィシュ・ムハンマドはどの宴痛に

も出ていたが，彼lこ無理に飲ませる事はなかった心ところがホージャ・ムハン

マド・アリーは彼に自由にさせずに，何度も荷度も無理強いして飲ませた C

月曜日祝日 [9月26日〕の早朝，私たちは出発した Q 忍は二日酔いを追い

払うために，道中，マージューンを眼用した G マージューンが効いている時に

1つのコロシントが持って来ちれた O ダノレヴィシュ・ムハンマドは，それを見

たのは初めてであった。私は「ヒンドゥースターンのかぼちゃ (hinduwana)

だJと云ってひと切れ切って与えた G 彼はよろこんで噛みついた O 夜まで，に

がさがその口から泊えなかった C 在、がギャルム・チェシュメの需に下馬して氷

を供されていた時，しばらく自分の国にいたランガJレ・ハーンが到着し，馬と

若干の品を献上して私の前に伺侯した O 私はヤダ・ビノレに到着して下馬した O

午後の礼拝時，私は数人の側近と共にしゅ寸ごに乗り 1キヨノレフほど下流へと

円。
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進んでいかだから下りた O

243b 翌朝 [9月27日J，私はそこを発ち，ハイパノレ峠の麓に (243b)下馬した O

この日，スノレターン・パーヤズィードがニーラーブからパーラ道をとって進ん

でいた時，私たちの事を知って， 払たちの後を追って来て到着し，忍に， rア
ブザーディー・アフガーン族 (AfridiAfghan)が家族・財産と共にパーラに

おります。彼らは沢山の米をうえでおりますO 米はみのって，全て獲得できる

状態にありますj と上奏した C しかし私たちはハシュナガルにいるユースフ・

ザイ・アフガーン族をめざしていたので，それには注意を向けなかった G 正午

の礼拝時に，ホージャ・ムハンマド・アワーのテントで酒宴が開かれた G 乙の

宴会の際，スノレターン・パラーとー Su1tanBarahi [叉は<p.313Tarahi> J 

を通じて，パジャウノレのホージャ・カラーンあてに，手紙を書きおくった O 私
7アルTーン

は手紙の欄外に次の詩を書きこんだ。
かもしか

東風よ!どうかあの麗しき持羊にやさしく伝えておくれ，

わたしたちが山や荒野をめざしたのは，ひとえにそなたの故であると C

翌皐朝[9月28日)， 忍たちはそこを発って， 峠をくだり，ハイパノレの陸路

を通過して，アりー・マスジドに下馬したO 正午の礼拝時にそこを発ち，車高重

を後に残して 2更時(ikipas) にカーブノレ]11の岸に達し，しばちく眠った。

あけぼの持 [9月29BJ，渡河地点が見つけられて，私は渡汚した O 物見の

者から， iアフガーン入ちは気づいて逃げている」という知らせが入った O 私

たちは進んで，サワードJlIを渡り，アフガーン人の姐の間に下馬した O そこに

は云われていた量の半分，否士程度の穀物しかなかったO ここで穀物が得ちれ

244aるという期待のもとに立てられたハシュナガル (244a)攻撃の計画は変更され

た O 乙の進軍を主張したディラザークのマリクたちはこのため恥をかいた O 午

後の礼拝時，私たちはサワード]11のカーブル慨に渡って下馬した O

翌朝 [9月30日J，私はサワード河酵を発ち，カーブノレ]11を渡って下馬した。

私は会議に出席するベグたちを召集して相談した結果，スルターン・バーヤズ

ィードが述べたアフリーディー・アフガーン族を討ち，彼らの財物と穀物でプ

ールシャーワル域を強化してそこに入を配置する事に決定された O 後方か与，

ヒンドゥー・ベグ・カウチンとハーストのミーノレザーダたちがこの滞留地に到

着した O

この日，私はマージューンを服用した G ダノレヴィシュ・ムハンマド・サーノレ
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パーン，ムハンマディー・キュケ jレ夕、シュ，ガダーイー・タガーイー，アサス

が同席した O 後に，私たちはシャー・ハサンをも呼んだC 食事が供された後，

午後の礼拝時，私たちはいかだに乗りこんだ。ランガル・ハーン・ニヤーズィ
オルド ヲ

ーをもし、かだに呼びょせた C 夕べの礼拝時，いかだをおり，宿営lこ帰った C

翌早朝 [10月 1日〕，私たちは先の決定に従って汚砕を発ち，ジャーム Jam

を経て，ア 1)ー・マスジドJ11が平原に出る場所に下馬した。

私たちの後を追って来たアブjレ・ハーシム・スルターン・アリ-Abu al-

Hashim Sultan 'Aliが「アラファの日〔ズ-}レ・ヒツジャ見 9日〕の夜， 怠

はジューイ・シャーヒーから，パダフシャーンから来た男と一緒にジャム・ Jレ

ード Jam-rudを通っておりました O その男は， [カーシュガノレのコス jレター

ン・サーイード・ハーンがパダフシャーンをめざして来たと云っておりました。

私は王様にその事をお知ちせにまいりました」と述べた O 私はベグ、たちを呼ん

で相談した結果，こういう情報があるにもかかわらず〔プルシャーワル〕域に

244b (244b)糧食等を祷給する事は適当でないと考え，パダフシャーンに向かう事

にした。私辻ランガJレ・ハーンに栄誉の長衣を与え，彼をムハンマド・アワー

・ジヤング・ジヤングの補強に任命して出発させた O その夜，ホージャ・ムハ

ンマド・アリーのテントで酒宴が関かれた C

翌朝 [10月2日〉私は乙の地を発って，ハイパル峠を越え， 峠の麓に下馬

した O

ヒズノレ・ハイノレ族 CKhiclr-khayl) によって多くの不透当な行為が為されて

いたむわれわれの軍誌の出動の際，彼らは，後におくれた兵士らや傍らに下馬

している兵士らに矢をあびせ，馬を奪っていた O 彼与をこらしめ罰する事が必

要に思われた O

翌皐輯 [10月 3B]， この考えで私たちは峠の麓を発ち， デヒ・グラーマー

ン Deh-iGhulaman に下馬した O 正午の礼拝時，馬に飼料を与えて出発した。

怠はムハンマド・フサイン・コノレチをカーブノレに急行させ， rカーブJレにいる

ヒズル・ハイ jレ族の者たちを逮捕し，その所有物を期置して私の所 iこ報告せ

よO さらにパダフシャーンから情報が入れぜ全てその詳細をしたためて，それ

を持たせて 1人の男を大急ぎで忍のもとへと派遣せよJという命令を伝えさせ

7こ。

その夜私たちは 2更に至るまで進み続け，スノレターン・プーノレの少し先まで
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進んで下馬し， ，まんの少し張った後，また出発した G ヒズノレ・ハイノレはパハー

ノレ Bahar，ミフグラーム Mikhgramからカラ・ス-Qara-su に至る一帯に

いるようであった O

あけぼの時より前 (10月 4日〕私はそこに到着し攻撃を許可した O 彼らのほ

とんどの財産・子供たちが兵士らの手に落ちた G 散の少数の者たちは，山が近

かったので，山にしりぞいてのがれた C

245a 翌13(10月 5日J，(245a)私はクラグ Qllaghuに下馬した O 私は乙こで矯

子を捕らえた O おくれていた家族たちも，この日，ここに到着して合流した O

ワズィーリー・アフガーン族 (WaziriAfghan) はこれまでいつもあまりスム

ーズに税を納めないでいた O 乙の懲罰のための進軍の結果，彼ら辻100頭の羊

を献上してきた C

14日日曜13(10月 9日L私の子が脱自して以来 (242a参照]，私は何も書け

ないでいた O しかしこの宿営地に滞在中に少しだけ書いた O

翌13 (10Jj 10日J，とリノレジー，サムー・ハイル Samu-khaylをはじめとす

るアフガーン諸族の首長たちが到着した O ディラザーク族の首長たちが懸命に

これらの者たちの罪を赦してくれるようにと懇顕した O 私たちは彼らの罪を赦

し，捕虜たちを釈放した O 彼らの税を4，000頭の羊と定め，首長たちに長衣を

身につけさせ，徴税人 (tah~ïldãr)たちを任命して派遣した G

18日木曜日 (10月136J， 乙れるの事柄を片づけた後， 私はそこを発って，

パハーノレとミフグラームに下馬したO

翌日 (10月14日J，私はノてーギ・ワファーに到着した O パーギ・ワファーの

すばらしい季節であった c 庭一面に三つ葉のクローパーが密生し，ぎくろの

木々はあざやかに黄ばんで美しい黄葉を見せ，その実も真紅であった O オレン

ジの木々は緑でみずみずしく，無数の実をつけていた G ただその実は望ましい

ほどにはなお黄ばんではいなかった。そのぎくろは良質であったが，諸地方の

すぐれたぎくろほどではなかった O 私たちがパーギ・ワファーを 1度よく楽し

245bんだのがこの時であった O 私たちがそこに滞在した 3............4日の琵， (245b)オ

ノレドゥの者たちは大量にぎくろを食べた C

月曜日 (10月176J，私たちはパーグを出発した O 私は初更 (birpahr)の

時刻に至るまで進んで，若干のオレンジを取らせた O シャー・ハサンに 2本の

オレンジが与えられた O 若干のベグたちには 1本のオレンジが，また若干の者
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たちには 2人につき 1本のオレンジが与えられた O 私は冬にラムガーンに旅行

する考えを持っていたので，貯水地のまわりに20本ほどのオレンジの木を大事

にとっておくように命じた。この日はガンダマク Gandamakに下馬した O

翌B [10月18日J， ジャグダリクに下馬した。夕べの礼拝の時刻に近づいた
イチユキ

頃，酒宴となった c ほとんどの近習たちが出席した。宴のおわり頃，カースィ

ム・ベグのおい〔姉妹の子〕のガダーイー・パフジャト Gada'iBahjatがま

ことにしつこくなった。彼は酔って，忍の傍らにあったクッションにもたれか

かった。ガダーイー・夕方、、ーイーが彼をかついで宴席から連れ出した G

翌日 (10月四日J，怠はそこを発ち， クノレク・サーイの携ちにあるパーリー

ク・アープ Barik-abの谷の上流を見物に出かけた。若干の箱柳の木 (turaq

derakhtl)がまことに克事に黄ばんでいた O そこに下馬し，ユノレクラン (Yl1ql-

ran ?)の食事が供された c 黄葉の見事さの故に， 私はワインを欽んだ。道中

から羊を連れてこさせ，それをケパーブ〔焼肉〕にするように命じた G 手ょたち

はかしの木の枝に火をつけて楽しんだ [141b参照〕。ムッラー・アブドウノレ・

マ 1)ク・ディーワーナ Mul1a'Abd al-Malik diw孟naが私の到着の知らせを

カーブルに伝えに行きたいと願い出た o 私立彼をカーブノレに派遣した O ハサン

・ナピーラがミーノレザー・ハーンの許から忍に会いたいと来ていたようである O

246a彼はこの地に来て (246a)私の前に侍侯したっ

私は出発の時まで乙こで飲み，その後に出発した C 酒宴に出諾していた者た

ちは極度に酔っていた。サイイド・カースィムは泥酔し，彼の 2人の家来が苦

労して馬に乗せ，宿営地にたどりつかせた迂どであった G ドースト・ムハンマ

ド・パーキルもすっかり出来上り，アミーン・ムハンマド・タノレハン Amin

Muhammad Ta立hanとマスティー・チュフラ Mastichuhraをはじめとす

る者たちがあちゆる努力をしても馬に乗せられなかった。皆が頭に7kをあびせ

かけてもどうにもならなかった O この時 1屈のアフガーン主主が姿を現わした。

アミーン・ムハンマド・タ jレハンは酔った頭で fこの男をこんな風にしておけ

ば，アフガーン族に揖らえちれてしまうだろう O そうなる前に，むしろ首を切

って持って行こうかJなどと考えた C 結局，皆であちゆる苦労をして彼を馬に

乗せ連れて帰った。忍たちは夜半にカーブノレに帰着した。

翌朝日0月初日J， 力一シュガノレのスノレターン・サーイード・ハーンのもと

へ使者としておもむいていたクワー・ベグが宮廷に到着し，私の前に伺候した。
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ハーンはイテ jレチ部のどシュケ・ミーノレザー Bishk盃 Mirza-yiIt益I・chiをク

ザー・ベグに加えて捷者として派遣して来た C 彼はかの地方の産物の内からい

くつかの珍品を持参した C

ズィール・カーダ月 1日水曜B (10月25日J，忍はカーピjレQ訪日の墓地の

傍ちにひとりで出かけ朝酒を飲んだ。その後，妻に加わる者たちがひとり 2人
パーギ・ピナ 7 シヤ

とやって来た G 太陽の光がひろがると，すみれの菌に移り，貯水池の傍らで飲

んだc 正午になると眠り，昼の礼拝時にまた欽んだc この礼拝時の宴席で忍

は，私がこれ以前には宴席で活を与えた事のなかったテングリ・クリー・ベグ

246bとミハンディ-Mihandiに (246b)酒を与えた O 就寝時の礼拝の時刻に私は

公共浴場に出かけ，その夜はそこにいた O

木曜日 (10月26日J，私はヤフヤー・ヌーハーニ-Ya与yaNuhaniをはじ

めとするヒンドゥースターンの寄人たちに栄誉の長衣を与えて出発させた O

4日土曜日 (10月28日J，私はカーシュガノレから来ていたピシュケ・ミ-)レ

ザーに栄誉の長衣を身につけさせ，贈物を与えて帰国させた O

日曜B(10月29日J， 門の上にある小さな画廊で宴会が関かれた O 狭い部屋

であったが16人が出席した O

月曜B(10月30日J，私は紅葉を見物するためにイスターリーフにおもむい

たO 忍はこの日，マージューンを口にした G この日の夜，大雪が誇ったC 私と

一緒に来たベグや近習たちは，ほとんど全員，パーギ・カラーン [136b参照〕

の庭園内に建てられた私のテントに入った O

翌日 [10月31日J，この庭菌で酒宴が開かれた G 夕刻まで飲んだ。

翌皐朝 [11月 1BJ. 私たちは朝酒を飲んだ。酔って眠り，正午の礼拝時に

イスター 1)ーフを発ち，道中でマージューンを飲んだ。午後の礼拝時にビブザ

ーディーに到着した O 紅葉が実に見事になっていた O 紅葉見物をしているとワ

イン好きの飲み仲間たちが酒を飲もうと云いだした O マージューンを飲んでい

たにもかかわちず，あまりに紅葉が見事になっていたので，私は紅や黄色にな

った木々の下に産を占めて活を飲んだO 就寝時の礼拝の時刻までその同じ場所

で宴会を続けた O ハリーファの子のムッラー・マフムードが来た O 忍たちは彼

をも呼んで宴会に加わらせた O アブドウツラーは大いに酔って，ハリーファに

247aついてひと言いった o (247a)彼はムッラー・マフムードの事を忘れて，次の

三寺の 11子を口にした O
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お前が誰に眼を向けようとも，彼もまたとの|司じ傷で苦しんでいるのに気

づくであろう。

ムッラー・マフムードば酔っていなかったっ彼ぼアブドウツラーに対し，ど

うして冗談めかしてこの 1行を読語したのかと問責した C アブドウッラーは酔

いもさめて，大いにあわてて，いろいろとうまい事を云った。

木曜日 [11月2日J，紅葉見物をおわり， おそく夕べの礼拝時にチヤール・

パーグに帰って下馬した C
パーギ・ピナフシヤ

16日金曜f3 [11月9日J，私はすみれの園でマージューンを欽み， 若干の側

近たちと舟に乗った O フマーユーンとカームラーンも後かち来た汀フマーユー

ンは 1羽の鳴をうまく射落とした。

18 f3，土曜日の真夜中 [11月11日の真夜中J，在、はチヤール・パーグを発ち，

夜警の者と馬係の者をひきかえさせ，ムッラー・パーバーの援を通り，ディー

ヴワーン陸路を抜け， クシュ・ナードゥノレ QushNadurと諸ノてーザ-}レの力

一1)ーズ karizC地下式譲翫水路〕の所を通り，熊小屋 (Khirs-khana) の後

ろをまわって，朝の礼拝の時刻 (11月12日)に，タ/レディ・ベグ・ハークサ-

jレTardlBeg khaksar [ハークサールは「土にまみれたjの怠〕のカーワー

ズに到着した C

それを知ると，タ jレディ・ベグが急いで走り出て来た C タルディ・ベグは大

酒飲みとしてよく知ちれていた。私は100シヤールヒー銀貨を持って来ていた。

在、はそれをタ jレディ・ベグに与え， Iお前と差し向かいで， とことん飲むつも

りだ。酒とさかなを用意せよ」と云った C タノレディ・ベグは語を手に入れるた

めにビブザーディーの方へ行った。私の馬もタ jレディ・ベグの下僕に谷の方へ

と連れてゆかせた C 私自身ばカ-1)ーズの後ろの関に産を占めた。

247b 初更時 (birpas)に (247b)タjレディ・ベグが酒ひと査を持って来た。私た

ちはお互いに酒をくみかわして大いに飲んだG タノレディ・ベグが語を持って来

る途中，ムハンマド・カースィム・パノレラースとシャーブザーダが気づいた。

彼らは私がいるとは全く知らずに，タ jレディ・ベグの後を徒歩で追った O 私た

ちは彼らをも宴に加わ与せた。タノレディ・ベグが「フ jレフル・イニケ Hulhul

lnik孟があなたと一緒に飲みたがっていますj と云った G 私は「私も街婦人が

飲むのをまだ見た事がない。呼べ」と答えた G 私たちはシャーヒ-Shahiと

いう名のカランダノレ (qalandar) とさらにもう 1人のカーりーズ職人のノレバー
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ブ奏者 (rubabi) [}レバーブは弦楽器の 1種〕をも宴に呼んで来させた O 私は

夕べの礼拝時までカーリーズの後ろの開の上に盛って飲み続けた。

その後，タルディ・ベグの家へ行き，ろうそくの光のもとでおそく就寝時の

礼拝の時刻まで飲んだ。まととになごやかな，とげとげした所の無い集いであ

った O 私は横になった O 皆は別の家へ移ち，夜警の太鼓が鳴らされる時刻まで

欽み続けた O フルフノレが来て，私にいろいろとしつこく云いよった O 私は酔っ

たふりをしてやっと彼女から解放された O 私は皆に知られぬ内に，ひとりで出

発してイスタルガチュへ行こうと考えていた O しかし皆が気づいた G 実行不可

吉きになった G 結局，私iま夜警の太鼓の時刻に出発する事になった O 私はベノレデ

ィ・ベグとシャーブザーダに出発を知らせて，この 3人で出発し，イスタノレガ

チュ方面に向った G

[11月13日〕日の出の礼拝の時刻に，私たちはイスターリーフの麓のホージ

ャ・ハサンに到達した O 私たちはいっ時下馬して，マージューンを欽み，紅葉

248aを見物した C 太陽が登ると，私たちはイスターリーフの (248a)庭園に下馬

してぶどうを食べた後出発し， イスタノレガチュの属地のホージャ・シハーブ

Kh waja Shiha bに下馬して眠った G 主馬頭アタ Ataの家がそのあたりにあっ

たらしい。私たちがめざめるまでに，彼は食事を謡え，ワインひと査を用意し

ていた。まことによく熟成していた G 忍たちは数杯飲んでから出発した O 正午

の礼拝時に，イノレタノレガチュのとあるすばらしく紅葉した建国に下馬して宴会

を開いたC しばらくするとホージャ・ムハンマド・アミーンが到着したO 私法

就寝時の礼拝の時刻まで欽んだc その日ないしその日の夜，カーブルからアブ

ドウッラー，アサス，ヌーノレ・ベグ，ユースフ・アワーが到着した C

翌朝 [11月14日J.食事をすませた後，出発して， イスタノレガチュの麓にあ
るパードシャーヒー庭冨 (PadshahiBaghl)を見物した o 1本の若いりんご

の木が見事に紅葉していた O どの枝にもまるで計ったように 5""-'6枚の葉が残

っていた C たとえ画家が懸命に播いたとしても，とてもあれほどにほ描ぜない

と思われたほどで怠った O 私はイスタノレガチュを発ち，ホージャ・ハサンで食

事をとり，夕べの礼拝時にピブザーディーに達し，ホージャ・ムハンマド・ア

ミーンのイマーム・ムハンマド ImamMubammadという名の家臣の家でワ

インを飲んだ。

翌火曜E [11月15BJ.私はカーブノレのチャー jレ・パーグに到着したO
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23B木曜日 (11月17日J，.忍はそこを発って域内に入った。

金曜自 (11月18日J，ムハンマド・アワー・ハイダル・ 1)カーブダ-)レ Mu-

hammad 'Ali Haydar rikab-darが 1羽の驚を捕えて持って来て献上した O
ーギ・チナール

25a土曜日 (11月四日J， すずかけの圏で酒宴が調かれた O 忍は就寝時の礼

拝の時刻にそ乙を発った O サイイド・カースィムは先の出来事 (246a参照)に

恥じいっていたO 私は途中で設の家にたちより，数杯飲んだ。

248b ズィーJ(.， .ヒヴジャ月 1a木曜日 (11月24日J(248b)，カンダハ-)レかるタ
ージュッ・ディーン・マフムード Tajal-Din Ma恥nudが到着して私の前に

伺侯したO

19 f3月曜日 (12月12日J， ムハンマド・アワー・ジヤング・ジヤングがニー

ラーブから到着した O

火曜日 (12月13日J， サンガjレ・ハーン・ジャンジューハがピフラから到着

して私の前に伺侯した O

23a金曜日 (12月16日J， アワー・シール・ベグの 4部の詩集の内から韻律

の同じガザルやバイトを選ぶ作業が完了した O

21日火曜日 [12月20日J， 内域で酒宴が関かれたG 乙の席で「誰かが酔って

宴席から退出したら，またその者を宴席にもど与せではならぬJという命令を

出した O

ズィール・ヒツジャ月末日金曜日 [12月23日)，私はラムガーンを見物する

呂的で出発した O
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(926年/1519年12月238-1520年12月118/の出来事)

ムハッラム月 1田土曜日 [1519年12月23日J，私はホージャ・セヤーラーン

に到着した O 丘の上の，私が水を通じさせた水路 [137a参照〕の傍るで酒宴

(sharab majlisi)が関かれた O

<pp. 320-321翌朝 [12月24日J，忍はそこを発ち，動く砂 (rig-ira wan) 

を見物し，サイイド・カースィム・ブルプリ-Sa yyid Qasim Bulbuliの家に

下馬して宴会を開いた。>

翌朝 [12月258J，忍たちはそ乙を発ち， マージューンを欽みつつ進み， ピ

ノレカノレ Bilkarに下馬したO

翌朝 [12月268J，私たちは，夜飲むつもりであったが，朝酒を欽んだ。進

んで，正午の礼拝時， ドゥノレ・ナーマ Dur-namaに下馬した O 酒宴が関かれ

7こG

翌朝 [12月27日J，私たちは朝酒を飲んだ。 ドゥ Jレ・ナーマの首長のハック

ダード草aqq-d孟dがその庭菌を私に献上したO

木曜日 [12月28日J，私誌そこを発ち， ニジュラーウのタージーク人の村に

下馬した。

金曜B [12月29日J，忍たちはチヒノレ・クノレパ ChihilQulba とパーラーン

JlIの間にある山で狩りをした O 多数の鹿を得た O 忍は手にけがをして以来

249a [242a参照J， (249a)矢を射ないでいた O 私はあまり強くない弓で 1頭の鹿

のわきの下を射た G 矢の羽根の部分の半分ほどの所までめりこんだ。午後の礼

拝時，私たちは狩りからもどってニジュラーウに着いた O

翌日 (12月30日J，私はニジュラーウの住民の献上品を60枚の金貨と定めた。

月曜日 [1520年 1月 1日J，私はラムガーンの見物を目的に出発した O この

見物にはフマーユーンも私たちと一緒に行くものと思っていたが，彼が行きた

くないと云うので，クーラ峠からひきかえさせたO 忍たちはパドラーウにおも

むいて下馬した o [1月 2日〕そ乙を発ち，ウグブ Ughbu<叉は p.321ウ

jレグブ Ulughbu>Cウノレグ・ヌールが?Jに下馬した o [1月 3日〕パーラー

ンJlIで漁師たちが桓当の数の魚を捕らえたG 午後の礼拝時，忍たちはし市三だで
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欽んだ。夕べの礼拝時よりもおそく，いかだをおり，テントでまた飲んだ口

私ほハイダル・アラムダ-}レ草aydar'alamdar [アラムダールは「旗手JJ

をダーワルティーン・カーフィノレ人たち (DawartinKafirlari) の所へ派遣し

ていた O パーディ・ピーチュ峠の麓で，カーフィノレの首長たちがし 1くつかの皮

袋に入ったワインを持参して私の前に伺侯した C 私は峠をくだっている時，驚

くほどのいなどの大群を見た O

翌E[1月4日J，私たちはいかだに乗ってマージューンを飲み， ブーラー

ンより下流でいかだをおりてオ jレドゥに帰った C いかだ法 2台であったO

金曜日(1月 5BJ，私はそこを発ち， マンドラーワノレより下流の山麓に下

馬した O 夜，酒宴が関かれた O

土曜日(1月6日J，私たちはし叶〉だに乗り， ダルータ峡 (Daruta tangl) 

を過ぎ，ジャハーン・ヌマーイ Jahan-numayより上流でいかだをおり，アー

ディーナプールの前にあるパーギ・ワファーにおもむいた c 忍たちがいかだか

らおりた際，ニングナハーノレ地区のハーキムであるカイヤーム・オノレドゥ・シ

ャ-Qayyam Ordu Shahが来て私の前に伺候した C ランガル・ハーン・

24gb (24gb)ニヤーズィーはしばらくニーラーブに居住していたが，途中で来て私

の前に{弓侯した C 在、たちはノてーギ・ワファーに下馬した O オレンジは見事に黄

ばみ，木々は美しい緑色をしていたむま乙とに快適であった O 私たち誌 5'""-'6

5間，パーギ・ワファーに留まった C

私は40歳で断酒したいと考えていた O しかし40歳までにはもう 1年も残って

いなかった O そのため私は度を過ごして飲んでいた O

16日E曜 E (1月7日J，私iま朝酒を欽み， 酔いがさめるとマージューンを

欽んだc その時，ムッラー・ヤーラク MullaY尋問k が彼が作曲したパンジュ

ガーフ謂で 5度転謂する歌曲を歌ったG すばらしい歌曲であった G 私はもう

長い間このような作品を作曲する事をしないでいたO 私も 1由作りたいという

意欲がわいてきたO そこで私はチヤールガーフ課のサウトを作出した G それに

ついてはしかるべき所で記述するつもりである〔現存テキストに誌，該当笥所

が無いJo
水曜13C 1月10日J，朝酒を飲んでいる時に，私立冗談に「サノレト語(Sartcha)

〔ペルシア語〕を話す者は皆 1杯飲め」と云った O このため多くの者が 1杯飲

んだ。夜明けの礼拝の時刻に私は牧場の中央のやなぎの木の下に座を占めた G
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私は「トノレコ語を話す者は皆 1杯飲め」と云った O ここでも多くの者が 1杯飲

んだ。太陽が昇ると，私はオレンジの木の下の貯水池の傍らにおもむいて飲ん

。
だ

翌日 C1月11日J，私たちはドゥータ Dutaかちいかだに乗り， ジューイ・

シャーヒーでいかだをおりてアタルにおもむいたG

私はアタノレを発ち，ダッライ・ヌーノレの見物に出かけ，スーサーン村 (Susan

kenti)まで行き，そこからひきかえしてアームラ Amlaに下馬したO

250a ホージャ・カラーンは (250a)ノミジャウルをよく治めていたG 彼は私の友人

であったので，私は彼を呼び、ょせ，パジャウノレをシャー<p.322ミール・>フ

サインの責任のもとに置いたO

22日土曜吾 C1 J313日J， シャー・ミール・フサインを出発させたO 私は乙
の日もアームラで飲んだ。

翌日 C1月14日J，雨が降り，私はマりク・クリ-Malik Quliの家のある

クナノレのクラ・グラーム Kula-gramに行き，オレンジ畑を見おろす彼の真中

の息子の家に下馬したO 雨のため，オレンジ焔へは行かず，そこで飲んだ。雨

ほ非常に激しくなったO 私は 1つのまむないの文句を知っていたG 私はそれを

4枚の紙に書き，四方につるした O そうすると雨がやんで，空が明るくなり始

めたO

翌早朝 C1月15日J，私たちはし 1かだに乗ったO もう 1台のいかだに幾人か
の若党たちが乗ったO パジャウ jレ，サワード，クナ jレおよびその近郊では，ビ

ーノレ (buza) がつくられていたO ある 1つのキーム (kim) と呼ばれる物があ

るG これは草の根とか若干の薬草かち作られる O パン (nan)のように丸くし

て乾燥して保存している O このど-)レを醗酵させたもCがこのキームとなる O

若干のビールは驚くほどよく効く O しかし非営ににがくてまずい。

私たちは乙のビールを欽もうと考えた O しかし，私はにがくて飲めず，マー

ジューンを飲んだ。私は，もう 1つのいかだに乗っていたアサス，ハサン・イ

グレク草asan19rak，マスティーにこのどールを飲むように命じた。彼ら誌

欽んで酔い，ハサン・イグレクは不協快なしつ乙さを示しはじめた。 (250b)

250bアサスはすっかり酔いしれて，私たちが関口するような不協快な行動をくりか

えした O 私は，彼らをいかだからおろし， JlIの向う岸に行かせようと考えたが，

何人かがそうしないでくれと懇願したO
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その頃，私たちはノぐジャウノレをシャー・ミ-)レ・フサインに与え， ホージ

ャ・カラーンを呼びよせていた c そうしたのは，ホージャ・カラーンば私の友

人であり，彼がノぐジャウルにもうかなり長い間滞在しており， また怠がノてジ

ャウノレの諸事をかなり簡単に考えていたためであったO シャー・ミ-)レ・フサ

インがパジャウノレに向かう際， 彼がクナノレJI!の渡しに到達した時， 忍に出会

ったO 私は彼を呼んで，いくつか注意を与え，私個人の腰害を与えて出発させ

7こC

私たちがヌーノレ・ガノレの正面に到着した時 1人の老人が来て物乞いをした。

いかだに乗っていた者たちはそれぞれ長衣やターバンや経っていない〔浴場な

どで身にまとう〕布片(futa) などを与えた O 老人は沢山の物をも与った O

途中，J 11の験所でいかだが酉い物にあたった C 非常に心配した O いかだは沈

まなかったが，いかだをあやつっていたミ-)レ・ムハンマド MirMuhammad 

が]I!~こ落ちた O 夜，私たちはアタノレの近くに滞在した G

火曜8 [1月16日J，私はマンドラーワノレに着いた O クトゥルク・カダムと

その父ダウラト・カダムが域内に酒宴の用意をしていたO 快適な土地ではなか

ったが，私は彼らの心づかいにむくいるため数杯飲んで，午後の礼拝時に宿営

土也に帰ったO

水曜8 [1月176J，私たちは<p.323カンドガノレ Kandgarの>泉の所へ

行って見物したO カンドガルはマンドラーワノレ地区に属する村である O ラムガ

ーナート全域でこの村にのみなつめやしの木が成育している O この村は山のす

251aそ野よりも上に (251a)位置している O しゅろの成育地が東側にあり，この泉

はしゅろの成青地の傍らにある G はずれた場所iとある O 泉の所かる 6"""-'7カjレ

F方に，石を積んで，沫浴をするため人目を避けるれるようにした場所が作ら

れている O 沫浴をする人の頭に水がそそぐ;まどの高さにまで水を高くしている O

この泉の水はまことになめらかである O 冬iこは，この水は最初は少し冷く感じ

られるが，やがて立っている内に心地よく惑じられるようになる O

木曜日[1月18日J， シーノレ・ハーニー・タルカラーニ-Shir Khani Tar-

kalおliが忍たちをその家に下馬させて私たちを接待した O 忍たちは正午の礼
マーヒーハーナ

拝時;こそこを発った C 皆は設置してあった養魚所の所で魚、をとった G この養魚

所がどんなものであるかについてはすでに述べた C143b参照Jo

金曜8 [1月19日J.私たちはホージャ・ミーザ・ミーラーンの村の近くに
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下馬したO 夕べの礼拝時，酒宴となった O

土曜E3 [1月初日J，アワーシャングとアリンガル<p.324の関の山を私た

ちは狩った C 一方からアリンガル>の住民が，別の一方からアリーシャングの

在民が狩りの円障をつくり，山から鹿を低い方へと追い出した O ま乙とに多数

の鹿が殺された G 狩りから帰るとアリンガルのマザクたちの庭冨に下馬して酒

宴を開いた O 私の前茜の内，半分は欠け半分が残っていた。この日，食事をし

た際，残りの半分も欠けた O

翌早朝[1月21日J，私たちは出発して，魚を取るために投縞をした O 正午

にア 1)ーシャングに行き庭園内で飲んだ。

翌E3 [1月22日J，私は，悪行を重ね，不正にも多くの者の血を流させてい

たアリーシャングのマリクのハムザ・ハーン草amzaKhanを，彼によって殺

された者たちの関係者ちに引渡した O 復讐がなされた O

251b 火曜E3 [1月23日J，(251初コーランの 1節を読語した後，私たちはヤン・

ブラク Yanーもu1agh道をとってカーブルへの帰還の途についた O 午後の礼拝

時，私たちはウノレグ・ヌ-UlughnuでJlfを渡り，夕べの礼拝時，クラトゥー

に到着し馬に飼料を与え，急ぎ用意された食事をとり，馬が大麦を食べつくす

とただちに出発した o C以下，現存テキストには， 約 5年10カ月間の記事を欠

く。記事は 932年サファル月 1B金曜日の「ヒンドウースターン章j の記述か

ら再開される。〕

本稿(I)(京都大学文学部研究紀要22)正誤表

頁 i行 i 誤 正

194 6 buluk boluk 

214; 311 5; 1 勃頭 没頭

215 8 洗鼓 洗諌

228 20 va wa 

236 11 Muhsin Muhsin 

242 8 ノマナーイー ビナーイー

327 28 ラノマーティ・ Jレーザク Rab母-I ラノfーティ・ザウラク Rabat-i

Ruzaq Zawraq 

ラパーティ・ Jレーザク ラ/'~'ーティ・ザウラク

328 I 10 1射程追翠って 1射程ほど追って

ク 17 アワー クリー

。 30 帽子のような胃 胃の下につける糧子

335 25 Khiz hiz 
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ティムーJレ朝時代のへラート(上図)とアワー・

シー1レ・ナヴァーイー街〈左図)

(z. V. Togan， "Herat，" !slam Ansiklotedisi， 44 
cuz， 3 Baskl， IstanbuI， 1977による〉
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